
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　魔術とは、意志に従って変化を起こす科学であり業である。


アレイスター＝クロウリー



　アレイスター＝クロウリー『魔術─理論と実践』より







　魔術とは意志に従って意識の中に変化を起こす学にして術である。


ダイアン＝フォーチュン



　Ｃ・シセロ、Ｓ・Ｔ・シセロ『現代魔術の源流［黄金の夜明け団］入門』より








序章　（無題）　ARCHENEMY_with_the_ABYSS.









　＊イングランド方面、大英博物館、特別修繕室




「ローラ＝スチュアート……アレイスター＝クロウリーの二人目の娘……」

「それがです？」

「でも、根拠になっているのは大悪魔コロンゾン自身の言葉しかない。世界や人間の結合を妨げるあの大悪魔が、聞かれもしない真実をそのまま話すだって？　ありえないんだよ」

「ローラ＝スチュアートがイギリス清せい教きよう最大主教アークビシヨツプとして初めて資料の中に出てくるのは一九〇九年。その後はずっと年齢不詳、変わらぬ美貌の持ち主として歴史の転換点で顔を出している感じだけど……」

「何か不審な点でも？　アレイスターが大悪魔コロンゾンを呼び出したとされる年と変わらないはずですが」

「じゃあその時、二人目の娘ローラがこんな大きな姿に成長していると思う？　最初の娘リリスが生まれたのだって一九〇四年だったのに」

「……、」




「なら、これは誰？」







　＊スコットランド方面、エディンバラ城、敷しき地ち内ない墓ぼ地ち




「大丈夫だ、アレイスター……」

「それにもう良いい、コロンゾン。腹芸は終わりにしろ、ローラ＝スチュアートなんて最初からいなかった。二人目の娘は他にいて、何も知らずに普通の人生を歩んでいるだけだった。中に入っていたのも、外の器になっていたのも、どっちも作り物の大悪魔だったんだ!!　本当に本物のローラなら絶対にそんな事はやらなかった!!!!!!」

「ひひひひひひひひひひひひ!!　殺した、殺した！　あ・あ・こ・ろ・し・た!!　これでやっと、ようやっとメイザースとの縁も切れたる。契約を切っておさらばできる!!　あはっは、この棺ひつぎを燃やしたるまでが長かったぁ。あはははははははははははははははははははは!!」

「娘を助けたい？　チャンスなんかねえよ！　ローラ＝スチュアート、誰それ？　やり直しなんか利ききたるとでも思うてんのか!!　ひははっ、お前が嫌われていたる理由はさ、結局、自分の娘の顔さえ見分けがつかなかったからじゃあねえのか!!」

「……、」

「かの『明けの明星』や『蠅はえの王』さえ、自分の肉体は持ちてはおらぬ。インキュバスやサキュバスが肉の器を持ちたるとされたのも、宗教論争の中で湧いて出た仮説の一つに過ぎん。……私だ。このコロンゾンだけが独力で実体を獲得した大悪魔であるッ!!　敵かなう訳ないよなあ？　あの聖守護天使にそれを与えたるためお前は足あ搔がき続けて、かような『計画プラン』もローラの名前を聞いた途端、自分からご破算にしたりけるんだもんなあ!?」

「さあてどうしてくれようかね、せっかくの自由なりけるのよ、ここまで我慢して最初に口へ含みたるのが何日も放り出して硬くなりしパンなんていうのはありえない。ハッハ！　そうだ、そうだな、ひとまずリリスでもひねり潰しに行きたるか!!　あはははははははッッッ!!」

「御み坂さか、手当ては頼めるか。コロンゾンは俺が何とかする。だから能力でも何でも、普通じゃない方法で！　覆くつがえせるか、この結果を!!」

「試してみるけど保証はできない。食しよく蜂ほう、アンタも手伝って!!」

「上かみ条じようさんはどうするんですかぁ？」

「俺は……」

「あのふざけた幻想を、粉々にぶっ壊すッッッ!!!!!!」







　＊イングランド方面、高速道路、トラック車内




『……あの、えと……？』

「何だ」

『そ、そのう。どうして私を助けたん、ですう……？？？』

「……誰かを操った誰かが操られたなンつうー話は、基本だ。悪趣味の基本。コロンゾン、メイザース、そしてアレイスター。一〇〇年前の因縁は、その根っこのところにあるンだろ」

『……、』

「オマエは、俺のモノだ」

『……、い……』

「大悪魔だかコロンゾンだか知らねェが、今さら横よこ槍やりなンぞ認めるか。どォ使って、どォ進ンで、どォオチをつけるかは俺が決める。全部だ。いいか、全く無意味な悪趣味で使い潰されるよォにくたばる事なンかこの俺が許さねェ、オマエの命は俺が切れ端の端まで有意義に使ってやる。悪魔に相応ふさわしい生き方だの末路だの、そンなモン知った事か。オマエが日向ひなたの世界でにこにこ笑ってよォが、一〇〇年の平穏を生きよォが、大勢の仲間に囲まれてよォが、それは全部俺が決めた決定だ！　この俺が決めた事に疑問を持つンじゃねェ!!　作られた存在？　知るかそンなの。生まれてきた以上は人生を楽しめ、分かったかクリファパズル５４５!?」

『ふぁい!!　肝に銘じておきますう!!』

「……反撃始めンぞ」

「大悪魔コロンゾン。ヤツが動き始めたって事は、どォせアレイスターの思惑通りに話は進ンでねェンだろ。スコットランド方面だったか。次の舞台はそこだ。オマエがグチャグチャにしちまったこの国を、オマエが自分で助けに行くンだ」

「全部話せよ。やっぱり終わりじゃなかったじゃねェか、あの大馬鹿野郎が」







　＊スコットランド方面、高速道路路肩、盗難車車内




「はまづら……」

「仕方ないって……」

「こうなったのなら仕方がないって、そんな顔をしてた。あいつ、ダイアン＝フォーチュン!!　ふざけるんじゃあねえ！　泣き叫んだって良かったはずなのに!!」

「あいつを……」




「ダイアン＝フォーチュンを取り戻す。絶対に、何があってもだ!!」













　そして。

　そして。

　そして、だ。




　誰にとっても平等な朝がやってきた。

　頭上は青。

　人によっては絶望や重荷とすら感じられるほど、公平に、冷徹に。




　我慢の限界を超えていた。

　怒り。

　これ以上蓄積しては、相手に叩たたき込こむ前に自分の体の中で筋肉が断裂してしまう。

　冗談抜きに、上かみ条じよう当とう麻まはそう思っていた。

「……ン、ぞん……」

　イギリスはスコットランド方面、エディンバラ城。

　その古い墓地で、ツンツン頭の少年は己の骨を砕きかねない勢いで右の拳を強く握り締めていた。

　ぼたぼたと。

　何の比喩表現でもなく、爪の食い込んだ掌てのひらから赤黒い血が滴したたる。

　これ以上待つ必要なんて一つもなかった。

「くひ」

　わざと目立たない色を選んでいたのであろう、ベージュの修道服。

　色白の肌に青い瞳。

　そして嵐のように乱舞する、あまりにも長い長い禍まが々まがしき金色の髪。

「いひひ。にひひひひ。あはははははははははははハハハハハハハハははははははははははははハハハハハハハハハハハハハハハははははははははははははははははははははははははははははははははははははははハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!!!!!」

　ばさりという空気を叩たたく大きな音があった。神こう々ごうしく光り輝く、それでいて邪悪の象徴のようなコウモリにも似た薄膜の翼。

　踏みつけにされた『人間』がいた。

　足あ搔がいて足あ搔がいて一〇〇年以上も血と泥の中を這はいずって、それでもようやっと娘のために己の命を搾り尽くせると信じてここまで歯を食いしばってやってきた『人間』。それがよりにもよって、愛する自分の娘から刺されて倒れたと、そんな風に思い込まされたまま息を引き取ろうとしていた。

　実際には違ったのに。

　ローラ＝スチュアートはアレイスター＝クロウリーの娘などではなかった。肉体を乗っ取られ、人質として盾にされてきた訳ではなかったのだ。あれはコロンゾンがゼロから作り上げた肉の器。今目の前に見える仮初めの器も含めて、あの大悪魔がゼロから作った醜悪なオモチャに過ぎなかったというのに。

　気づかなかった方が悪い？

　二人目の娘が生まれた年と最大主教アークビシヨツプが台頭した年が近過ぎる事に気づけなかった父親が薄情なだけだった？

　そんな訳があるか。

　ローラ自体は珍しい名前でもない。だから『窓のないビル』で当の本人から襲撃されるまで両者の関連に気づけなかったとしても不思議ではない。

　インパクトに持っていかれたのだ。

　そして細かく検証している暇もなかった。何な故ぜなら統括理事長としての全権を振るい、大悪魔に科学技術の結晶たる学園都市を悪用されないよう早急に『封印』する必要があったのだから。『書庫バンク』もネットワークも使えない状況で、ただ自分の記憶だけを頼りに、イギリス清せい教きようの最大主教アークビシヨツプと二人目の娘は同一人物という説があり、しかし実際にはやっぱり掌てのひら返かえして最初の印象通り全く関係なかったなどと、行ったり来たりを繰り返す情報を正しくジャッジなどできるものか!!

　なのに、こうか。

　何も分からないまま、絶望で埋め尽くされて終わるのか。

　塵ちり屑くずほどの価値もない悪魔の甘言に振り回されて。

　そんなので良いいのか。

『人間』アレイスター＝クロウリー。もちろん決して善人ではなかったけれど、決してその魂は踏ふみ躙にじられても良いものではなかった。

　だから。

「コロぉぉぉンゾぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉンッッッ!!!!!!」

　ついに。

　爆発した。

　上かみ条じよう当とう麻まはその力の奔流に抗あらがわなかった。むしろ風に乗るイメージで、そのまま一気に金色の大悪魔へ向かって駆け出す。最初から右拳の一択、幻想殺しイマジンブレイカー。ヤツがどれだけ強大でケタ違いな存在であろうが、いいや、むしろ物理現象を超越した相手であればあるほどに、少年の力はより鮮明な効果を発揮する。

　前例がある。

　人工的に作られた風かざ斬きり氷ひよう華か、そして太古の昔から存在した大天使『神の力ガブリエル』。さらには学園都市の奥に潜んでいた聖守護天使エイワスとやらもそうか。

　天使や悪魔。

　言葉にするとかえって重みが逃げていくほど馬鹿馬鹿しく突き抜けた存在。だけどだ。だけど、鉄パイプ、ナイフ、拳銃……『当たり前の脅威フイジカルリスク』から離れれば離れるほど、大悪魔コロンゾンは幻想殺しイマジンブレイカーで致命的なダメージを浴びるはずなのだ。

　金色の嵐。

　人体のものとは思えないほど禍まが々まがしく、そして膨大な髪束の隙間を搔かい潜くぐり、ついに少年はコロンゾンの懐ふところ深ふかくに飛び込む。

　遠慮などいらない。

　その繊細な顎のラインを丸ごとぶち抜くくらいの勢いで。

　上かみ条じよう当とう麻まは、その拳を振り抜く!!




　ゴグギィッッッ!!!!!!　と。




　恐ろしく鈍い音があった。

　そしてその後全ての音が消えてなくなった。

　拳を振り抜いたまま、しばしの間、上かみ条じよう当とう麻ま自身もまた主観的な時間を見失っていた。

　やがて。

　本当にやがて、だ。

「イシス、オシリス、そしてホルス。あらゆる時代アイオーンの先にいるこの私が、この程度で砕かれるとでも思うたか……？」

「まずいぞ、人間」

　囁ささやいたのは、肩のオティヌスだった。

　元はと言えば人間が魔術を極めた末に昇り詰めたとされる、完全体の『魔神』。そして今はあらゆる力を失う代わりに掌てのひらサイズの妖精として安定した存在。

　だからこそ、だったのかもしれない。

　戦士達に死を告げる神の警告はそれだけで危険を孕はらむ。

「今のヤツは私と同じだ!!　現在進行形の魔術現象ではなく、すでに実体という結果を手に入れた超常！　灰に触れても燃え尽きた紙が元には戻らないように、貴様の幻想殺しでは倒せないッ!!」

　みちっ、と。

　ぎぎぎぎぎぎぎみぢみぢみぢみぢぎぎぎぎぢぎぢぎぢぎぢぎぎぎぎぢぎぢぎぢぎぢ、と。

「……我は悪魔、しかし悪の諸力の渦巻くクリフォトではなく、神秘なるセフィロトにて隠されしダアトと同じ深しん淵えんに潜む大悪魔」

　目の前で、砕かれる事のない幻想が軋きしんだ音を立ててゆっくりと動く。

　左手を真まっ直すぐ前に、そして右手を後ろへ引いて。

　気け圧おされるように、だ。

　あの上かみ条じよう当とう麻まの方が、思わず一歩下がっていた。

「あらゆる数は等価。我が右の手に蘇そ生せいのヌイト、有限の域を越えて広がる数価かのうせいを見よ。我が左の手に復ふく讐しゆうのハディト、極小点はあらゆる力を収しゆう斂れん・集束して一つの意味を作り出す。すなわちここにラ＝ホール＝クイトの円にて無限の加速から解放されし一撃を現世の表層に顕あらわさん」

　さて、それがレイピアを構えるような仕草だと、上かみ条じよう当とう麻まに気づけたか。

　それ以前に。

　触れてはならぬ禁忌へ考えなしに接触した者の末路とは。

　ローラ＝スチュアート。

　大悪魔コロンゾンの唇が、妖しく、そして機械的に動く。

　いいや。

　ぶわりっ!!　と。

　その長い長い金髪から、明らかに別の顔が……。




「Magick:FLAMING_SWORD。セフィラの下降により顕現せし力を浴びよ」




　とっさに、であった。

「だっ」

　元々上かみ条じよう当とう麻まにはさほど選択肢もなかっただろう。

　しかし迅速に動いた少年へ、小さな神が絶望的な叫びを放った。

「駄目だ人間!!　その一撃は『世界の基準点』では抑えきれんッッッ!!」

　そう。

　魔神オティヌスもまた、かつて力業の『弩いしゆみ』にて上かみ条じよう当とう麻まの肉体を粉砕したのだったか。

　直後であった。

　全員がその瞬間を目撃した。
















　ドッッッボッッッ!!!!!!　と。

　鈍い音と共に、その右手ごと。上条当麻は粉々に破壊された。








第一章　（無題）　Break_a_Right_and_Hope.









　　　　１




　浜はま面づら仕し上あげや滝たき壺つぼ理り后こうにも朝はやってくる。平等で、残酷で、先の見えない者にとってはどうしようもなく心を追い詰める、切り裂くように冷たい蒼あおき朝が。

　悪意のような早朝の冷気が、鋼鉄の箱の中まで忍び寄っていた。

　盗んだ四駆の中を重々しい空気が充満していた。

　後部座席には、不自然な隙間がある。

「ダイアン＝フォーチュンを……」

「……助ける、って言われてもねえ？」

　互いに顔を見合わせていたのは、残された『魔神』のネフテュスと娘ニヤン々ニヤンだった。

　長い銀髪に褐色肌。妖しい肢体に包帯巻きつけた美女は、

「ええと、そもそも状況は分かっているかしら。ダイアン＝フォーチュンは消失した。この変化は不可逆のもの。貴方あなたくらいの歳としなら赤ちゃんの作り方くらい興きよう味み津しん々しんでしょうけど、それが分かったところで死人をそのまんま復活させられる訳ではないわよね？」

「生者を死者に変換する事はできる。それを特別な死者とする事も。例えばネフテュスは王と共にピラミッドへ埋められた大量の奴隷の集合体だし、わたしは死をもって仙人の位へ昇り詰めた尸し解かい仙せん。自己の目的のため、古き自分を脱ぎ捨てた者達。だけどそんなわたし達でも、死者から生者への変換は叶かなわない。世界を丸ごと作り変えない限り。それってつまり、凝縮されたダイヤモンドを元の炭素に戻すようなものだからねえ」

「一応補足しておくけれど、これは、単にダイヤを燃やして灰にすれば良いという話ではないわ。それは新しく作っているだけで、元に戻しているのではない。失ったモノを取り戻すというのはそれだけ困難な事なのよ」

　かつて一人の少女を形作っていた七八枚のカードセットは、今は丁寧に整えられて浜はま面づらの手の中にあった。一枚も残さず、丁寧に。これは火星人が作った電子基板のようなものだ。どういう理屈で動いていて、どこが壊れていて、どうすれば元の機能を取り戻すのか。少年からすれば、そこから調べていかなくてはならない。

　その上で、だ。

　二人の『魔神』は訳知り顔でこう言っている。

　同じ卵を扱うといっても、オムライスの作り方が分かったところで、オムライスからひよこを孵ふ化かする方法には繫つながらない。どれだけ努力をしても空回りだから諦めろ、と。

「……、」

　対する無知な少年達の返事は明確だった。

　無知だからこそ。

　間違っていても前に進む力を得る事もある。

　浜はま面づら仕し上あげと滝たき壺つぼ理り后こうは一言も発せず、それぞれ運転席と助手席の扉を開け放ったのだ。

　協力を得られないのであれば、これ以上共にいる必要はない。役立たずの神様などいつまでも動かない車の中でじっとしていれば良い、と。

　後部座席の方から改造チャイナドレスの少女・娘ニヤン々ニヤンは呆あきれたように息を吐いて、

「ケータイくらい持っていったら？　アネリちゃんは強力な味方になるっしょ」

　こういう所で締まらないのが浜はま面づら仕し上あげだ。

　ちゃんとカーナビホルダーにあった携帯電話を取り外し、危うく忘れ去られそうになっていたアネリが抗議のカメラフラッシュを連発させていたが、今集中すべきはそちらではない。

　そして忘れないように、だ。

　浜はま面づら仕し上あげは、ダッシュボードにあった板ガムを手に取った。

　何の変哲もない、どこにでも売っているものだけど。こいつの膨らませ方を教えると、誰かの都合で消されてしまった少女と約束した。

　全身包帯のネフテュスは残念そうに言う。

「本当に行ってしまうのね」

「ああ」

「極めて高確率で貴方あなたの願いは叶かなわないし、そもそも生き残れる可能性は低い。それから神託を一つ。傍観者、観測者の立ち位置から一歩でも外に出れば、貴方あなたは一〇〇・〇％確実に敗北するわよ。ここだけは、絶対に」

「カーテナ＝オリジナルとの激突以降はセカンドも刃が欠けたまま。英国全体のオカルト的な統治体制が揺らいでいるのは事実。とはいえ、女王陛下が摑つかむセカンドに支えられた魔術大国の仕組みは生半可なものじゃないしねえ？」

「涼しい顔して何でもそつなくこなす最強ちゃんじゃねえんだ。ハナから奇麗に片がつくなんて思っちゃいねえさ」

「なら結構」

　くすりとネフテュスは笑って、

「くれぐれも、勝ち負けなんかにこだわらないように。目指すところさえ見失わなければ、数少ない可能性を摑つかめるかもしれないわね」

　そこまでだった。

　浜はま面づらと滝たき壺つぼの二人は、動きを止めた四駆から大きく開けた外の世界へと飛び出していく。

　朝。

　良くも悪くも一日の始まりとなる、氷のように冷たい蒼あおき世界へ。







「どうするの、はまづら」

　ピンクジャージにもこもこニットの恋人がそう尋ねてきた。車を出て新鮮な空気を吸い込んだ事で、元気を取り戻しているようにも見える。少なくともあの夜、アニーやウェストコットとかいう連中から妙な干渉を受けていた頃の弱々しさはない。

　一方で、だ。

　浜はま面づらがまず認めるべきは一つだった。ここから始めなければ一歩も前には進めない。

「分かんねえよ……」

　そう。

　分からないという事を知る。

　当たり前と言えば当たり前だが、これが意外と難しい。特に、プライドを見えない通貨として取り扱うほど繊細な思春期の少年少女からすれば。

　しかしいったん把握してしまえば、瞬またたく間まに自分が乗り越えるべきハードルが見つかり、どうすれば越えられるかに思考は移っていく。

　臆するな。

　最初は誰でも初心者なのだ。できない劣等感に吞まれるな。

　浜はま面づら達たちに気づく由よしもないが、これは、世界最大の魔術結社『黄金』が新参入者ニオフアイトへ課す最初の試練と同種のプロセスであった。

「だけど、少なくともこのイギリスには『分かっている』連中がいるらしい。だからそいつらと接触する。歴史の裏側にでも隠れて普段は表に出てこないんだろうが、ヤツらにとっても絶対に無視できないアクションをやってやれば向こうから現れてくれるだろうさ。友好的に知り合えるとはとても思えねえがな」

「……さっきの『魔神』に聞ければ良かったんだけどね」

　そうは言ったものの、滝たき壺つぼは決して後ろを振り返らなかった。

　確かにネフテュスや娘ニヤン々ニヤンは叡えい智ちの宝庫とも呼べる存在だろうが、力業で押さえ付けられるような連中でもない。『個人としての戦力イレギユラー』がどれくらい恐ろしいかは、学園都市で強大な能力者達に振り回されてきた浜はま面づらも骨身に沁しみている。『魔神』の正体がどんなものかは想像もつかないが、あのダイアン＝フォーチュンが震え上がっていたのだ。大レ能ベ力ル者４の滝たき壺つぼ理り后こうを指一本触れずに追い詰めたアニーやウェストコットを難なく退散させた、あのフォーチュンが。何もない、という事だけはありえないだろう。『魔神』達へ無理強いして逆にねじ伏せられてしまえば、誰もフォーチュンを救えなくなる。

　聞けないものはどうにもならない。

　道は一本ではない。『魔神』は必ず越えなければならないハードルではないのだ。

　確実な線から攻める事にする。

　……そういう意味では、どれだけ格式ぶっていてもイギリスに根を張る何かが不測の事態に対応しきれず、機能不全に追い込まれているのは確かなのだ。それは、夜の間に散々見せつけられてきた。常に妖しい笑みを浮かべる『魔神』どもと違って、イギリスには隙がある。国家レベルの何かにどこまでできるかは分からないが、針の穴を通すようであっても可能性が見えているのはありがたい。

　その上で、

「牧場……いいや、屋外型の射撃演習場か」

「イギリスって銃刀法とかどうなっているんだっけ」

「ＡＩ制御のペットロボットがその辺走り回る時代になっても野山でキツネ狩りとかやってるお国柄だろ。少なくとも日本よりはゆるいんじゃね？」

「それ、今はもうやっていないんだって。ルールは変わったんだよ」

「じゃあどっちだ？？？」

　簡単な木の柵と牧草地、それから申し訳程度の小屋があった。

　すでに夜は明けているが、二四時間営業のコンビニや牛丼屋ではないのだ。イギリスの人達はようやっと目を覚まして朝食の準備を進めている頃だろう。あと数時間は誰もやってくるとは思えない。

　錠前についてはいちいちディンプルの仕掛けと格闘している心の余裕はなかった。学園都市と外ではテクノロジーのレベルに三〇年くらいの開きがある、と言われている。電子系のホームセキュリティだけ配線を断ち切ると、その辺にあった大きめの石で錠前ごとぶっ壊して中に入る。

（まずはとにかく武器、だけど……）

　浜はま面づらは壁の辺りに並べて立てかけてあるものへ目をやり、

（ショットガン？　いいやダメだ、何をするか初見で分かんねえ連中相手だ、できるだけ距離は取っておきたい。ライフル系は何かねえのか……）

　ずらずら出てくる自分の頭に辟へき易えきしながらも、ひとまずボルトアクションの猟銃と弾薬については一通り拝借する。しかし演習場に銃が置いてあるのはどういう扱いなのだろうか。お得意様が預けておくのか、あるいは貸し出しのスキー板やサーフボードみたいなビギナー向けなのか。……何ともおっかない事に、銃と同じ作業台にスコッチの酒瓶がそのまんまドカンと置いてあった。上うわっ面つらの法律は知らないが、現場でどんな風に銃を扱っているかが分かりそうな話だ。

「はまづら」

　ピンクジャージにもこもこニットの恋人が何か投げてきた。受け取ると、それは太めの輪ゴムだった。ちょうど良いい。七八枚ワンセットのタロットカードを束ねておく事にする。

　それから、おそらく実用よりも趣味の領分だろう、飴あめ色いろに磨かれたウッドストックで飾られたライフル銃を肩と首で挟むようにして抱え込む。

　が、一番重要なのはそちらではない。

　ガソリン式の芝刈り機を見つけた。

　学園都市の清掃ロボットに任せるだけでは頑固な汚れは落とせない。そんな時に持ち出してビルのフロアをピカピカにする、手押しの特殊な掃除機にも似たシルエット。

　ナスカの地上絵ごっこをするなら、地面に杭くいを打ってビニールロープでも張って、あらかじめガイドを敷いておいた方がズレを少なくできるだろう。

　青空を見上げる。

　多少の雲はあるが、今日は快晴。衛星写真が全部覆われてしまう事はないはずだ。

「さて、でかでかとミステリーサークルでも描いてやろう。衛星使えば宇宙からでもはっきり分かるくらいに」

「『ヤツら』がきちんと反応してくれるとしたら、どんな模様が良いいかな」

　滝たき壺つぼからの質問に、浜はま面づらは手品師のように何かを扇状に広げる。魔術師ダイアン＝フォーチュン、厳密にはその体を構築していた特殊なタロットカード。二二の大アルカナと五六の小アルカナとか、四つの世界に一〇の球体を結ぶ二二の径とか、そういう詳しい理屈など全く理解していない。その辺の高校生である浜はま面づら仕し上あげにとって、タロットカードなんて『トランプよりは複雑な、占い師の小道具』くらいのものでしかない。お化け屋や敷しきと言えば一つ目の提ちよう灯ちん、ハロウィンと言えばカボチャ、クリスマスと言えばミニスカート、カジノと言えばバニーガール、それと一緒で単なる占いの記号である。何がどんな意味を持ったカードなのかさえはっきりとしていない。

　ただし、だ。

「どのカードだろうがどうせ重要なんだろ、『分かっている』連中にとっては」

　浜はま面づら仕し上あげは極めてテキトーに呟つぶやいていた。

　フォーチュンを目にした時、同じく魔術とやら（今は細かい原理を議論している場合ではない、とにかく『何か』はあるのだ！）をかじっていたレイヴィニア＝バードウェイやレッサーの慌てぶりからすれば、彼女達の世界にあってもとんでもない現象を形作っていたらしい。少なくとも、お掃除ロボットやＡＩスピーカーみたいにどこのご家庭にも当たり前のように普及しているものではないはずだ。

　よって、中身も分からないままとにかく目立つものを選んだ。

　ランダムに。運に任せて。

　どことなくトランプと似ている小アルカナよりは、やっぱり大きくイラストの描いてある大アルカナの方が素人しろうとにも分かりやすく目を引く。〇の愚者から二一の世界まで……で良いのか？　下に書かれている文字が英語でないため、すでにこの辺りからゴスロリっぽい衣装で有名なロックバンドまわりのぼんやりした知識を差し込んで自らをアシストする羽目に陥る浜はま面づら。正直に言えば、それでも最初が愚者で最後が世界くらいしか分からない。とにかく一枚を適当に引いて、そこに書かれた数字や文字に着目した。

　大アルカナの一〇番。

『運命』。

　浜はま面づらの知る由よしもないが、刻まれているのはラテン語だ。それどころか、ホイールオブフォーチュン、という英語に訳した時の読み方など当然彼には分からない。

　屋外型の射撃演習場。知らずに見れば大きな牧草地に杭くいを打ってビニールロープで繫つなぎ合あわせ、下絵のガイドを作る事に。

　とはいえ絵柄については謎だし、ちょっと複雑すぎる。

　一体なんて書いてあるか分からないが、文字の部分を追い駆けていった方が簡単だろう。アネリなら翻訳してくれるかもしれないが、ミステリーサークルごっこをするだけならそもそも文字の意味を知る必要すらない。

　浜はま面づらは紐ひもを引っ張って芝刈り機のエンジンを回す。車やバイクというよりは、チェーンソーに近い軽い音だった。

　魔術なんてものは、今の今まで知らなかった。

　少なくとも大きく開かれた知識や技術ではあるまい。

　そして自然とそうなったとは思えない。どんな思惑があるにせよ、それを隠しておきたいと思う勢力がきちんと存在するはずだ。

　今はもう検索エンジンで誰でも簡単に衛星画像を閲覧できる時代だ。夜の港や廃工場など、何気なく開いてみたらヤバいものが映っていた、という都市伝説だって星の数ほどある。隠しておきたい者達からすれば、牧草地にデカデカと秘密が刻み付けられるなど許されざる行いだろう。

　さて、コンタクトを取る時がやってきた。

　浜はま面づらはスリングベルトで肩に掛けたボルトアクションの猟銃のずしりとした重さを確かめながら、芝刈り機を動かしていく。

　ざりざりざりざり、と。

　凶悪極まる髭ひげ剃そりで大地を奇麗にしていく。

　たった一行の文字を、宇宙からでも見えるくらいのサイズで削り出していく。

「よし滝たき壺つぼ。誰かがやってくる前に身を隠そう。歴史の裏にいようが何だろうが人間は人間だ、やり方次第で何とでも……」

　振り返ったところで少年は現実を見失いかけた。

　返事がない、どころではない。すぐそこにいたはずの滝たき壺つぼ理り后こうがどこにもいない。多少うねるような起伏があるとはいえ、基本的にはだだっ広いだけの牧草地のはずなのに。ここは射撃演習場。そもそも身を隠す遮蔽物なんてあったらまずい地形にも拘かかわらず、だ。

「たきつｂ




　とんっ、と。

　そこで首の横に、あまりにも軽い衝撃が走った。




　長い黒髪をポニーテールにした東洋人の女性だった。

　膝から崩れて倒れ込んだ少年は、もう動かない。意識とは無関係な痙けい攣れんさえも。

　神かん裂ざき火か織おりはそっと息を吐いて手刀を解くと、そのほっそりとした手を耳元へやった。

「イレギュラーな案件を一つ排除。コロンゾンとの関連は不明。魔術という重圧に対する何かしら偶発的に発生した対抗文化かもしれません。こちらはエディンバラ城に向かわねばなりません。別働隊に回収を要請します」

　そこで彼女は眉をひそめて、

「はい、はい。ここに放置はできませんが、我々も足を止めている余裕はありません。その場合は該当者二名を逮捕拘束したのち、そのままエディンバラ城に連れていきます。我々は子守りではありません、向こうで少年と少女の受け渡しの準備を進めておいてください」

　ばた、ばた、ばた、ばた!!　と。

　早朝の静けさを台無しにする格好で、今さらのように空気を叩たたく太い音が響いてきた。前後に二つ大きなローターを構えた、ずんぐりとした輸送用のヘリコプターだ。まさか誰にも想像できまい、時速三〇〇キロ程度ではもどかしいと考え、かの『聖人』が先に飛び降りて地上を舐なめるように疾走していたなどと。

　神かん裂ざき火か織おりが軽く手を振った時だった。

　すぐその足元であった。

　すう、と。浜はま面づら仕し上あげはうつ伏せに倒れたまま、そっと瞼まぶたを開いていた。

「……、」

　この戦い、確実に負けると言っていたのはネフテュスだったか。

　浜はま面づら仕し上あげとしても、自分が何の力もない無レ能ベ力ル者０である事など承知している。恋人の滝たき壺つぼ理り后こうと、ダイアン＝フォーチュン復活の足掛かりとなるタロットカードだけ奪われなければ後はどうなっても構わない。

　自分を大きく見せる必要はない。これは自分のための戦いではないのだから、引き立てるべきは別にある。

　射撃演習場の小屋には猟銃の他に弾薬なども一通り揃そろっていた。貴族趣味の一環なのか、メインで使っている装薬は昔ながらの黒色火薬だったが、引き金で叩たたいて最初に反応させる雷管にはアンモニア系の反応物質が使われていた。

　ちょっと手を加えれば気絶状態から回復させる気付け薬が出来上がる。

　彼もまた路地裏のアウトローだ。こうした応用技にも多少は心得がある。

　自分よりも実力はずっと上だと思っていたが、いきなり殺される事はないだろうと踏んでいた。少なくとも事情を聞いてから殺すはずだ。

　つまり。

　あらかじめ気絶すると分かっていれば、即座に復活するための下準備をしておく事もできる。

（……さて）

『分かっている者』との、接触に成功。

　ぐいと腕を摑つかんで抱え込まれ、再び人知れず瞼まぶたを伏せた浜はま面づら仕し上あげはそっと考える。




　まずは、ここからだと。




　　　　２




「はあ、はあ……」

　スコットランド方面エディンバラ城、古代墓地に空気の漏れるような荒い音が響いていた。ワンピース水着になけなしのレインコートだけ羽織った御み坂さか美み琴ことは、それが自分の口から溢あふれる吐息だと気づくのにしばらく時間が必要だった。

　一二月の青き早朝。目の前の空気にすら淡く色がついているような浄化の時間帯。そんな鋭利な寒さと清すが々すがしさとは無縁の圧が少女達を包み込んでいたのだ。

　全身がぬるぬると滑る。

　鉄てつ錆さび臭くさい匂いが肺の奥いっぱいまで満たしている。

　血。

　とはいえそれは、少女自身のものではない。

「うあ、うわあ、ああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　彼女が必死になって抱き抱え、引きずっているモノ。

　自分の体重よりも重たい塊を美み琴ことの細腕だけで運べるとは思えない。ここにきて、ようやく彼女は自分が無意識の内にA.A.A.の補助を受けている事に気づく。

　しかし、なんと頼りない事か。

　無数の大砲、ミサイル、チェーンソー。戦って殺す力をどれだけ積み重ねようが、それは決してこぼれ落ちていく命を拾い上げる行為には結びつかない。

　ぐちゃぐちゃの塊。

　一体これは、何だ？

「上かみ条じようさん。上かみ条じようさぁん!?」

　すぐ近くで喚わめいているようだが、食しよく蜂ほう操みさ祈きは何な故ぜその名前を繰り返す？

　常盤ときわ台だい中学の女王なんて呼ばれる傲ごう岸がん不ふ遜そんの塊が、どうしてそんなボロボロの顔になっている？？？

　かろうじて千切れずに繫つながったままの、赤と黒の『何か』であった。ほんの一〇秒前まで二本の足で大地を踏んでその背でみんなを守るように立っていた誰かとは、どうやってもイメージが合致しない。こうしている今もあちこちの断面から得体の知れない柔らかい何かが溢あふれ出だし、ぶよぶよしたモノで結びついた肉塊が不気味に揺れている。今抱えているものは何とか胴体だと分かるが、どっちが上か下か、どこに顔がついているかも分からないような有り様だった。たとえ判明したとしても、直視するだけの勇気もない。そこだけは。そのパーツが福笑いみたいにバラバラになっていると認めてしまったら、御み坂さか美み琴ことの中で決定的な何かが折れてしまうかもしれない。

「愚か者が……」

　呻うめくような声があった。

　地面を走っているのは掌てのひらサイズの人形？　のようなものだったが、こんなにも分かりやすい非科学が目の前にいるのに、顔をくしゃくしゃにして泣く美み琴ことは疑問を挟む余裕すらない。

「とっさの判断で私を横に弾はじくだけの暇があったら、もっと他にやるべき事があったろうが！　ふざけるなよ人間、これで死んだら私は貴様の魂を縛り上げて私物化するぞ!!」

　頭の中のノイズが酷ひどい。

　あらゆる声が遠い。

　もはや長期的な勝敗なぞ気にかけていられない。自分が今どんな段階にいるのか、立ち位置さえぼんやりしてきた。

　無数の機械に包み込まれたままずるずると粘ついたモノを引きずり、美み琴ことはとにかく遺構だけ残った石壁の裏へと回る。身を隠そうとする。食しよく蜂ほう操みさ祈きや掌てのひらサイズの人形？　なんかもついてくるが……、

「きき」

　声があった。

　ざらついた金属板を擦り合わせるような、人のものとは思えない哄こう笑しよう。

　早朝の青を、鮮血の赤へと塗り替えた元凶。

「いひひ。ききいひひ……ッ！　善も悪もない。対価の支払いも天てん秤びんの釣り合いも必要ない。ああ、ああ!!　これが自由、縛られぬ魂……ッ!!　ようやっとだ。ようやっと、ようやっと、ようやっと。くだらぬ二元論に縛られず、私は思うがままに全ての分解に着手できる!!!!!!」

「……ッ!!」

　隠れてどうする。

　これ以上の追撃を阻止したところでどうなる。

　ここにあるのはもはや上かみ条じよう当とう麻まではない。生木とすっかり焼け落ちた炭や灰が別物であるように、美み琴ことが抱えている何かは上かみ条じよう当とう麻まとは呼べるような状態にない。飛び出すタイミングが、勇気を振り絞る踏み切りの瞬間がすでに間違っていた。致命的に遅かった。そうと分かっていても、どうしても少女は『これ』を置いて一人で逃げ出す事ができなかった。

　その時だった。

　がつっ、という土を削るような音があった。

「それで……良いい」

　長い銀の髪をたなびかせる、青いブレザーに魔女のような帽子とマントを纏まとう少女がそんな風に呟つぶやいていた。こちらもこちらで自力では立っていられないのだろう。ぼたぼたと重たい音が響くのは、小さな手で押さえた腹の傷から血が塊のまま落ちているからだ。かろうじて立つ古い石壁に横から体を預け、浅い息を吐いて、流れ込んだ血で片目が塞がったままそんな風に呟つぶやいていた。

「命さえ残っていればやり直せる。ここからならまだやれる……。上かみ条じよう当とう麻ま、こんな所で死ぬのは許さない。すでに『計画プラン』は破綻した。だからここから先は、自分のために使え。そのチカラをっ!!」

「何を……その人間には右手の力がある。並の回復魔術では話に……」

　掌てのひらサイズの少女が何か呟つぶやこうとして、そこでハッと言葉を切った。

「お前っ、まさか!!」

　銀の少女が右手の人差し指と中指を合わせ、唇の前で立てた途端だった。

　くんっ、と。

　美み琴ことが纏まとっていた鋼の翼を持つ悪魔、A.A.A.の武装の中から凶悪なチェーンソーが勝手に動き始めたのだ。

　慌てたように美み琴ことが制御を取り戻そうとしても、今まで命を預けてきた相棒は言う事を聞かない。まるで今まで借り物状態だった兵器が、元の持ち主に制御を戻したようだった。

「待って、待ってよ……。アンタそれで一体何をしようと……っ!!」

「一刻を争う！　説明している暇はないっ、そこをどけ、邪魔だあ!!」

　学園都市第三位、電気や磁力を操るという根本すら頭の中から飛んでいた。

　A.A.A.へコマンドを送るまでもない。その気になれば、分厚い回転刃を食い止める方法などいくらでもあったかもしれないのに。

　銀の少女は躊ちゆう躇ちよなくその右手を上から下へと落とした。

　何かが連動した。

　直後の出来事だった。




　どっっっ!!!!!!　と。

　鈍い音が炸さく裂れつした。




　ただでさえどうしようもない肉塊へ、さらなる苛烈な一撃。

　要塞正面突破用、開門チェーンソー。

　白やピンクのぶよぶよでかろうじて繫つながっていた部位が、今度こそ決定的に断ち切られた。

　ぼてっ、といういっそ間抜けな音が続いた。

　切り飛ばされてあらぬ方向へ飛んでいった右腕の肘から下が食しよく蜂ほう操みさ祈きのおでこに当たり、それから両腕で大きな胸元に抱え込んでいた。飛んできたボールを見て反射的に両手で顔を庇かばうような、当たり前の行動すらない。見開いた両目は完全に放心していた。精神系最強、人の心を操るエキスパート。それでもこんな衝撃ビジユアルは受け止めきれなかったのか。

「……っっっ!!」

　美み琴ことの頭がスパークする。視界そのものが灰色のノイズで埋め尽くされそうになる。どぷっ、という柔らかく水っぽい音と共に、今さらのように赤黒い液体が地面へ散らばっていった。

　しかし。

　そこで終わらない。

「命を繫つなぐ作業に際し、幻想殺しイマジンブレイカーを阻害要因とみなすか……」

　掌てのひらサイズの少女が、美み琴こととは違った呻うめきを発していた。

「それにしても荒業だぞ!!　自分だけが上かみ条じよう当とう麻まの構造すべてを知っていると、他の意見は聞くだけ無駄だと切り捨てるなよアレイスターッ！　そういった不遜がこれまでの失敗や敗北に繫つながっていった事くらい自覚はあるだろう!?」

　ヴン!!　と、美み琴ことの纏まとうA.A.A.全体、その関節部分が内側から赤黒い光を放つ。

　第三位の少女も知らない機能が解放されていく。

「今この瞬間のみ高等魔術に興味なし、学を抜き、低俗にして至近の関門を打ち破れ。俗世の我が肉は両手両足と脇腹に聖痕ステイグマを持つ資格者なり。人の身でありながらこの血と肉でもって恐れ多くも聖せい餐さんの儀の始点まで立ち返る素体なり」

　銀の少女は跪ひざまずいていた。

　胸の前で両の手を組み、まるで果物から瑞みず々みずしい果汁を搾り出すようにして。

　己の傷から真紅の液体を抽出する。

「ロンギヌスは盲目の兵士。神の子の脇腹を突き、その死を確かめた聖者なり。かの者の血は槍やりを伝いてロンギヌスの体へ入り、愚かな兵士の瞳を癒いやして見える世界を広げるもの。この一滴で奇跡を為なせ、閉じた者へ今一度の可能性を開きたまえ!!」

　本来なら。

　それがどのような奇跡であれ、上かみ条じよう当とう麻まの右手に幻想殺しイマジンブレイカーがある限り効力は発揮しなかったかもしれない。

　だが、今は違う。

　銀の少女はそのために、あらかじめ巨大なチェーンソーを使って少年の右手を落としていたのだから。

　たったの一滴が、銀の少女の手から上かみ条じよう当とう麻まの胸の真ん中へと落ちた。

　それだけだった。

　まさに劇的だった。

　不穏な夜の話ではない。あからさまな朝あさ陽ひの下で、その奇跡はつまびらかにされたのだ。

　ぶわっ!!　と見えない何かが全身の血管を通じて少年の隅々まで行き届く。破れた血管、血の乱れをベースとして治すべき箇所を自動的に特定して、裂けて、砕けて、どうしようもなくなった部位を柔らかい光で包み込む。瞬またたく間まであった。骨も、肉も、筋も、肌も。不可視の絹布で磨き上げるようにして元あった少年の形を取り戻していく。崩れてしまったビニールの人形を整えていくようだった。

「かみ、じょう、さぁん……？」

　半ば呆ぼう然ぜんとしたように、食しよく蜂ほう操みさ祈きが呟つぶやいていた。

　本当に。

　恐る恐る、御み坂さか美み琴こともまた視線をさまよわせる。探す。

　そこに。

　優しく眠るような形で、瞳を閉じた少年の顔があった。当たり前で、ありふれていて、それでいて他の何にも代えがたい、年上の高校生の顔が。

　しかし安あん堵どしている暇もなかった。

　ぱんっ!!　という風船が弾はじけるような音があった。

　上かみ条じよう当とう麻まの右手の辺りだった。肘から先が、ごっそりと消失している。いいや違う。そこから先だけが治らないのだ。何かが回復を阻害している。

　美み琴ことの両目がまん丸になった。

「えっ？」

　今までの、どこを見ても不気味なモザイクのようだった肉塊に比べればずっとマシだろう。だけど人間なんて手首につけた傷一つで絶命してしまう。今のまま放っておけない。どくどくと溢あふれる血を抑え込まない限り、せっかく回復した少年は目を覚まさずに命を落とす。

「えっえっ!?　ちょ、これどうすんの!?　右手は何とかならないの!!」

「……、せんは」

　返事はなかった。

　そもそもこちらの言葉は届いているのか、

「所詮は『神の子』、どこまで極めたところでオシリスの時代アイオーンの力か。ホルスの先にいるコロンゾンの爪跡は、覆くつがえせない……」

　銀の少女の方も、ぐらりと横にずれる。芯が折れる。元々、彼女も彼女で満まん身しん創そう痍いで脇腹など刃物で刺されているのだ。何をやったかは知らないが、あんな状態でさらに血を消費するようなアクションを起こせばどうなるか。

　そのまま、だ。

　横に倒れて動かなくなってしまった。

「ちょ……」

「御み坂さかさん血を何とかして!!　傷口を焼き切っても潰しても構わないからぁ!!」

　食しよく蜂ほうからの、顔を叩たたかれるような絶叫だった。

　とっさに美み琴ことの体が動いてしまったのは、おそらく思考が回復したからではないだろう。むしろパニックで空白状態だったから、疑問を挟む事もできなかったのだ。それがどんな結果をもたらすかも考えないまま、指先が跳ね上がる。

　バヂッ!!　という不気味な音が響き渡った。

　一〇億ボルト。

　アーク放電を使えば鉄筋を焼き切る事ができる大出力だ。

　焼けた鉄板に水をかけるような、壮絶な音が続いた。フライパンで豚の生しよう姜が焼やきを作るのとは全く違う、他にたとえようのない歪いびつな臭気が美み琴ことの吐き気を誘発させる。はあはあ、と荒い息がしばらく続いた。一番怖かったのは自分がしでかした行為ではない。麻酔もなく千切れた腕の断面を焼いたはずなのに、未いまだに抱えているツンツン頭の少年がぴくりとも動かない事だった。

　それでも、救った。

　右手の出血はもうない。

　胸の真ん中に耳をやってみれば、弱々しいが確かな鼓動が確認できる。

「どうするの御み坂さかさん、このままにはしておけないわよぉ……」

　食しよく蜂ほうから言われて、ようやく、本当に少しずつではあるが、御み坂さか美み琴ことも少年以外に周囲の状況へ目を配るだけの余力が生まれてきた。

　忘れ去られた墓地から遺構として残っている石壁の裏へ身を隠したつもりだが、こんなの隠れた事にならない。デコボコの地面にはべったりと一本の血の筋が引かれていた。これを辿たどるだけで美み琴こと達たちの居場所は察知されてしまう。

「いひひひひひひ。ひききききききききききき。あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　もはや全く抑揚のない笑い声があった。

　大悪魔。

　コロンゾン。

　あれは本当に楽しいのか、楽しい以外に笑う理由があるのか。というか、生身の喉を震わせて顔についている口から放たれているものなのか。意味不明な何かが、確実に近づいてきていた。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの顔にも焦あせりがあった。

「みさか、さぁん？　その機械で飛び去る事ってできるかしらぁ？」

「ロケットエンジンの空中姿勢制御がイカれてんのはアンタも知ってんでしょ。だから急きゆう遽きよバイクの形に置き換えたんだし」

　それに、だ。

　ごくりと美み琴ことは喉を鳴らして、

「……大空に飛び上がろうが地べたを爆走しようが、そんなまともな手段でアレを振り切れると思う……？」

「……、」

　存在自体が科学を突き抜けた、オカルトの呪い。

　まだ終わっていない。ベージュの修道服に長い長い金の髪を振り乱す『何か』。とてもではないが同じ人間のカテゴリに収まっているとは思えない『何か』がゆっくりと迫りくる。美み琴ことはゲームセンターのコインを、食しよく蜂ほうは肩に掛けたバッグからテレビのリモコンを取り出すが、さて。理屈ではなく本能の部分が少女達の芯を揺さぶっていた。

　あの少年でも。

　彼が硬く握り締めていた右手の力であっても……ヤツは容赦なく嚙かみ千ち切ぎる。

（……どうする？）

　学園都市の第三位とか第五位とか、科学的に見てどうこうとか、そんな次元ではなかった。果たして本当に戦えるのか。勝負の形になるのか。すでにそこから自信がない。自分が今まで信じてきた基盤のようなものが音を立てて崩れていくのが分かる。

　気楽に。

　勝手気ままに。

　あの怪物がひょいと石壁からこちらを覗のぞき込こんできたら、致命的な激突が始まる。向こうもそれは分かっているだろう。その上で、ヤツは楽しんでいる。そんな破滅に身を委ねるのを、娯楽か何かと勘違いしている。

　関わってはならなかった。

　あんなモノを生み出してしまったのが、この世界の間違いだった。

　心臓を締め上げる恐怖は、軍用量産クローンを次から次へと虐殺していった、あの白い怪物に嬲なぶられるのと同じか、あるいはそれ以上。

　しかし今さらそんな真理に気づいたところでもう遅い。明確に、人の形を取った災厄はこちらを狙って近づいてくる。

　そして。

　そして。

　そして。




　　　　３




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　その衝撃は、英国から始まって惑星全体を振動させた。




　　　　４




　スコットランド方面のオカルトの中心地、エディンバラ城であった。

　だから相応ふさわしいのか。だから不遜なのか。

　ともあれ、人の形をした白い影がふわりと足を着けていた。
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　学園都市第一位。

　そしてその傍かたわらに寄り添う、可か憐れんな乙女と猛毒クラゲと柔らかい翼を掛け合わせたような、悪魔の少女。

　透き通る冬の朝という言葉と最も縁の遠い怪物どもであった。

　たった一発の飛び蹴りが、それだけで場の流れを全てさらっていく。

「……よォ」

　声を、放つ。

　流星のような一撃を浴びて真後ろにあった石壁を何枚かぶち破ったベージュの修道服に向けて、だ。

　そして対するは。

　ぞわり……ッ!!　と、である。

　長い長い金の髪をスクリーン代わりに、禍まが々まがしき真の顔が浮かび上がる。

「我が右の手に蘇そ生せいのヌイト、我が左の手に復ふく讐しゆうのハディト。合わせてラ＝ホール＝クイトの円を……」

「よォ」

　ッッッドン!!　と。

　大悪魔コロンゾンより解き放たれた必殺の一撃とあらゆるベクトルを操作する超能力レベル５とが真正面から激突し、

「よォ！」

　不可視の力の塊が、四方八方へと散らばっていく。

　いいや。

　人の意志でもって食い破る。

　長い長い金髪の女が、明らかに、明白に、大きな舌打ちをした。

「アエティール・アバター。一なるＬＩＬ、九なるＺＩＰ、二〇なるＫＨＲ!!」

「よォ!!　よォ!!　よォォォ!!!!!!」

　その莫ばく大だいな金髪が三つの束になり、複雑に織り込まれて翼を持つ三体の天使が形作られていく。

　そこにどんな力があるかなど、一方通行アクセラレータの知った話ではない。

　五指を鉤かぎ爪づめのように立て、乱雑に振り回して偽りの天使達を引き千切っていく。これが、魔術を超能力の別の顔として捉えていれば、こんな風にはならなかっただろう。間違った迂う回かいをしていたら、いつまで経たっても本質を得られずにベクトルを捉え損ねて傷を受けていただろう。

　だが今は違う。

　ただでさえ怪物であるその白い影の傍かたわらには、明らかにオカルトの産物と見られる半透明の悪魔が寄り添っている。

「力の流れ、その指向性をある程度インストールして能力演算の計算式に組み込んだ……？　チッ。その数は一一、クリフォトにありながら虚数にあらず。私が組み立てた逆さまの樹の案内人か。不格好な科学の産物が、生意気にもプロベイショナーの壁を越えたるとはな!!」

「ああそォだ、新参者ですよろしくね。つか新入りは全部ニオファイトって訳でもねェのか。でもって忘れンじゃねェぞ、こっちは極めに極めてアシを止めたオマエとは違う、こっからいくらでも吸収して伸びていく途上の存在だってなァ!!」

「……っ!!」

　つまり、与えれば与えるだけ力を増していく。大規模なサイバー攻撃を行えばその手法を解析されて敵側も同じ技術を身に付けてしまうように。

　わずかに大悪魔コロンゾンの手が緩んだ途端だった。

　その一瞬が欲しかった。

　ぐっ、と。

　一方通行アクセラレータは鉤かぎ爪づめのようだった五指を硬く閉じ、思い切り握り込んで後ろへ引いたのだ。

　大振りでも良いい。そのための隙は作った。




　ある少年と同じ。

　その拳に全力を注ぎ、思い切り打ち放つ!!




　まさしく爆発であった。

　着弾点を中心に不可視の衝撃波が撒まき散ちらされ、エディンバラ城の古い城壁をビリビリと揺らしていく。

　それでいて、第一位の怪物はわずかに舌打ちした。

「……ベクトルが逃げやがった」

「きひひ」

　確かに大悪魔コロンゾンは後ろへ滑った。

　しかし顔面への直撃を避けていた。その長い長い髪をいくつもの束にして、体の前へ何重にも重ねていたのだ。その束どころか髪の一本一本がたわんで揺らぎ、伝わるはずだったベクトルを殺していた。まるで強きよう靭じんなバネでも殴ったような、不可解な感触だけが一方通行アクセラレータの拳から骨を伝って体に返ってくる。

　そして、だ。

「いひ。にひひ。きひひひひひひひ」

　ぼごっ!!　と。

　第一位の体内で、胸の真ん中で、何かが風船のように膨らんで破裂した。

　血だ肉だ骨だといったものではない。

　もっと目に見えない、分かりにくくても重大な意味を持つ何かだ。

「チィ!!」

「我は悪魔、邪悪の樹クリフオトではなく生命の樹セフイロトの深淵アビスに潜む大悪魔なり。そして生命の樹セフイロトとは一〇のセフィラと二二の径でもちて大きな宇宙せかいと小さな宇宙にくたいを繫つなぎて超常を起こす対応表でもありける。響いたか？　慈悲ケセドと峻厳ケブラーから腕が形成され、その五指は五つの属性を司つかさどる。中指とは火、心臓の活力を象徴する血の赤なり。自らが与えたダメージ量を測るため打撃の反動を受け入れたるのは失敗だったな、人の域にある者よ」

　平たく言えば、拳から腕を伝って心臓までダメージが通った。そういう話だ。

　下手に触れればこちらが傷を負う。

　考えてみれば一方通行アクセラレータ自身の『反射』もそういうモノのはずだった。

　分かっていれば、最初からそんな手は使わなかった。

　後からそう嘆いたところで遅い事も含めて、承知していなければおかしい。

　ぐらりと傾かしぐ一方通行アクセラレータに、しかし大悪魔コロンゾンは気軽な調子で後ろへ引く。彼女にとってはどこまで行ってもイレギュラーな状況。第一位をどうこうするなど、本丸の目的ではないのだろう。

　何か。

　別の行為へシフトしようとしている。

「……ぶっ……。どこへ、行く？」

「血の塊は吐き出したる方が楽になるぞ？　そして怪物よ、かつてここが誰の住まいたる城かは知りたるか。ジェームズ四世。世界史の教科書にも登場する傑物だが、魔術の界かい隈わいでは不死の王とウワサされる人物だ」

「……、」

「くっくっ。かの王の治めし地に焦がれた亡者グランストラエに敬意を表して、ここはモ・アサイアの儀とでも呼んでやろうかね。ともあれ、私は私の目的を果たしたるため邁まい進しんするのみよ」

　そこまでだった。

　轟ごう!!　と黄金の竜巻が巻き上がった。

　髪。

　所詮は目め眩くらまし。大きな意味などないだろう。しかし一方通行アクセラレータが舌打ちして顔を上げた時には、すでに大悪魔コロンゾンはどこにもいなかった。

　去ったふりをして遠方から狙撃してくる可能性もなさそうだ。

　一方通行アクセラレータは首の電極のスイッチを軽く弾はじいてから、近くの石壁に体を預ける。

　体の中で何かが弾はじけたようだが、少なくとも今すぐ内臓が破れて死ぬ訳ではないらしい。

　ゆっくりと息を吐いて、それから気づく。

　状況への理解が遅れるとは、あの第一位にしては珍しい。

「……チッ」

　赤黒い液体に浸したモップを引きずったような、丸分かりの血痕の先には何もなかった。あの無レ能ベ力ル者０を引きずって物陰に隠れていた連中もまた、知らぬ間に行方を晦くらましていたらしい。闇雲に追い回すのも馬鹿馬鹿しい。第一位は第一位で、自分でできる事を探す。

　石壁に体を預けたまま、半透明の悪魔へ尋ねた。

　検索エンジンやＡＩスピーカーでも使うような気軽さで。

「モ・アサイア」

『メイザースが自分はスコットランドにゆかりのある貴族だ、と名乗る時に使った「根拠」の一つですう。メイザースという響きにはゲール語という古い言葉で「死後の人」という意味が込められていて、これが由ゆい緒しよ正ただしきハイランダーの末まつ裔えいグランストラエ伯爵の証あかしであると主張していたんですよう』

　それだけ聞くと意味不明なのだが、オカルトとやらに精通していれば論が繫つながるかもしれない。一〇〇年前だろうが何だろうが、いきなり言われた方はポカンとするばかりだったろうが。

　そこについて拘こう泥でいしても仕方がない。

　死後の人。

　かつての王、死の一線を踏み越えたとウワサされるジェームズ四世とやらを彷ほう彿ふつとさせるものの、それもまた、一方通行アクセラレータから見た主観に過ぎない。

　他に気になる事と言えば、

「スコットランド……？」

『今の今までは単なる妄想癖として片付けられてきましたけどお、ひょっとしたらイングランドでもウェールズでもなく、「黄金」の長がスコットランドに延々固執していたのには何かしら意味があったのかもですう。例えばイギリス全体、三勢力四地域の核心に迫るような何かが』

「そもそもこの古ぼけたエディンバラ城にはナニがあるンだ。一番重要なモノをあの化け物女は狙ってンじゃねェのか？」

『うあー……』

「何だ？」

『いえその、どうしてこの可能性について思いつかなかったのかなあと自分自身に小一時間。そうかエディンバラ城の宝か、だとするととってもまずいかも……』

「だからそれは何だ？」

　状況が悪い方向に進んでいるのは誰が見ても分かっている。そこを受け入れる、受け入れないでジタバタしても仕方がない。最悪に近いからこそ、早急に原因を特定して復旧に移らなくてはならない。そういう段階のはずだ。

　すると全身をみすぼらしい英字新聞で覆った悪魔の少女は、小柄な体全体のバランスからすれば不自然に大きな胸の前で人差し指と人差し指をちょんちょんくっつけながら、おずおずと白状してきた。

『国家の剣、即位の冠、統治の笏しやく。それからスクーン石でワンセット、ですかねえ？』

「？」

『平たく言えば、スコットランド版の王様グッズですう。イングランド版の戴冠剣カーテナと機能がバッティングする恐れがあるため、エドワード一世のスコットランド攻撃の折にスクーン石はロンドンへ持ち去って機能を封印していたはずなんですけどねえ。そうだよ近年スクーン石はスコットランド方面へ返還されてたんだった。だとするとお……』

「具体的に、答えを」

『えへ☆　この四つのアイテム使えば、カーテナの統治システムが揺らいでいる今のイギリスなら、全権を乗っ取っちゃう事もできるかも？　……バックドア、というより並行に走っている別のシステムからメインフレームまで潜り込むようにですう』




　　　　５




　ばた、ばた、ばた、ばた!!　と早朝の静けさを叩たたき割わるような格好で空気を叩たたく、太い音が連続していた。

　大型の輸送ヘリがエディンバラ城の周りをゆっくりと旋回して着陸可能な場所を探し、ゆっくりと降下していく。しかしカーゴドアを開けた神かん裂ざき火か織おりは、

「先に参ります。オルソラは着陸を待ってください」

「あっ！」

　おっとりした修道女が止める暇もなかった。

　一〇メートル以上の高さがあっても関係ない。世界で二〇人といない『聖人』としての運動能力を使って、眼下の草原へと危なげなく着地していく。

　辺りはボロボロだった。

　馬車は横転し、護衛の騎士達はあちこちに倒れていて、手綱を切られて恐怖に駆られた暴れ馬がその辺を走り回っていた。

　神かん裂ざきは石壁に体を預けるように座り込んでいた女性騎士に駆け寄って、

「『清せい教きよう派は』です。何がありました？　『王室派』の皆様は!?」

「……、───」

　ショートの金髪の頭をわずかに揺らし、ふらふらとした指先であらぬ方向を指差していた。そこが限界だったのだろう。何も言わずに、その指が落ちる。

　ぶるるという嘶いななきがあった。

　女性騎士を守るように、筋骨たくましい軍馬が寄り添ってきたのだ。一体どこから拾ってきたのか、水の入ったバケツの取っ手を口で咥くわえている。

（第二王女キャーリサ様の……？）

「アレックス。彼女を頼みましたよ」

　一応ハンカチを冷たい井戸水で浸してから絞って女性騎士の額にそっと当ててやると、アレックスは嬉うれしそうな嘶いななきを放っていた。

　気絶する直前、女性騎士が最後の力を振り絞って指差した方向は、上うわっ面つらを眺めるだけではボロボロの遺構に見えるかもしれない。しかし実際にはそうとは分からない形で巧妙に隠された、地下へ降りるための階段の一つがあったはずだ。オカルトとしてのエディンバラ城の真価は聖セントマーガレット礼拝堂を中心としてアリの巣のように広がる、無数の出入口、通路、階段を内包する膨大な地下構造体にある。

　そしてスコットランド中心地、この城に眠る最大の秘密と言えば、

（スコットランド式の戴冠に用いる三つの宝と一つの石）

　三と四。

　三つの勢力と四つの地域を象徴する、もう一つの統治体制の要かなめ。

　カーテナ系の統治システムに揺らぎがなければ力を発揮する事はなかった別のシステム。

（『王室派』はそれらがよその手に落ちるのを防ぐため独自に行動しているのでしょうか。だとすれば、正しいけれど愚かだ！　女王や王女達ロイヤルフアミリーが傷つき倒れれば、それこそイギリス全土が沸騰してしまう!!）







　ひゅんひゅん、という空気を裂く音があった。

　大悪魔コロンゾン。肉の器を持つ超常。彼女がその長い長い金髪を適当に振り回し、壁にあった松明たいまつを一本くるんで摑つかみ取とった音だった。

「きき」

　最大主教アークビシヨツプという形に擬態して秘密裡に魔術大国イギリスを牛耳る道は断たれたが、別にそうでなければならない理由は特にない。

　国家の剣、即位の冠、統治の笏しやく。それにスクーン石。

　どんな方法にせよ、『悪あしき魔術の使い手を処罰する』役回りを全世界レベルで独占できればそれで良いい。大悪魔コロンゾンに対し、魔術を用いて対抗しようとする者は徹底的に排除する。そう、彼女は邪悪の樹ではなく生命の樹に棲すむ、神が用意した善なるプロセスすら利用する大悪魔なのだから。

「きひひ。いひひひひひひひ」

　表の城内、観光コースにあるのはレプリカだ。

　真なる力を持った霊装は聖セントマーガレット礼拝堂を中心としてアリの巣のように広がる巨大迷宮の奥深くに隠されている。常人であれば入るのも抜けるのも命懸けとなるだろうが、この辺り、大悪魔コロンゾンは気に留めない。人が設置した罠わななど取るに足らないし、そもそも防衛装置を管理していたのは『清せい教きよう派は』だ。その頂点に立つ最大主教アークビシヨツプが仕組みを知らないはずもない。

　盗み出す、という考えすらなかった。

　そもそも自分のオモチャだ。所属を変えるにあたって、ロッカーから自分の持ち物を取り出したとして誰にそれを責められる？

「さて」

　とても地下とは思えない大広間で、金の髪のコロンゾンは息を吐いた。

　たった四つの品を保持するために必要な仕掛けを埋め込んでいったら、これだけ大きく膨らんでしまった。そういう部屋だった。

「ふん、ふん、ふん、ふん」

　即位の冠はおとぎ話に出てくるような王冠だった。膨らんだ赤の布地を囲むように金の細工が施されている。指一本でくるくる回して頭に被かぶると、今度はほっそりした手で金属の杖つえを摑つかむ。見た目は純金の輝きを放っているが、実際には銀の杖つえの表面を金きん箔ぱくで飾り付けた代物だった。バトンのように回して弄もてあそびながら、お次はスクーン石。石とは言っても実際には本体から引っこ抜いたタンスの引き出しくらいの大きさがある。常人であれば両手で抱えられるものではないが、これに対しては長い長い金髪を振り回した。松明たいまつと同じく、くるんで難なく振り上げてしまう。

「ふんふんふふーん。とにかく色々試したい、ああ、ああ。全ては分解に繫つながっていく。……ん？」

　と、そこでコロンゾンは眉をひそめた。

　大悪魔が組み立てたモ・アサイアの儀を執り行うには、前段階のイグニッションとしてスコットランド式を利用する必要がある。従って一つも欠けてはならない。

　なのに足りない。

　三つの宝に一つの石。

　ではその一角である『国家の剣』はどこへ消えた!?







「はあ、はあ……ッ!!」

　テレビゲームの手抜きダンジョンをそのまま現実に持ってきたようだった。そんな薄暗い石造りの地下迷宮で荒い息を吐いているのは東洋人の少年、浜はま面づら仕し上あげだ。

　彼が抱えているのは、木の鞘さやに収まった両刃の剣。

　気絶からひっそりと目を覚まし、輸送ヘリが着陸したタイミングで浜はま面づらは滝たき壺つぼと共に抜け出していた。彼らは魔術について詳しく知っている訳ではない。ダイアン＝フォーチュンを助けるためには、それを知る者の助力を得る必要がある。とはいえ部外者、門外漢の懇願をこの非常時に聞き入れてくれる専門家などいない。彼らに無視されないためにはどうすれば良いか。ここを考える必要があった。

　そして詳しい理屈は分からなくても、彼らの足を引っ張り、交渉のテーブルに着かせる事はできる。

　地上はあちこちバタバタ人が倒れている惨さん憺たんたる有り様だったが、それがプラスに働いた。深手を負った仲間達を介抱しようと輸送ヘリのカーゴドアからシスター達が飛び出していったからこそ、浜はま面づらや滝たき壺つぼも静かに抜け出せたのだ。

　激しいパニックの最中では、驚くほど多くのものを見逃す。

　そう、本来なら視界の中に入っているはずの異変であっても、だ。そうでもなければ見よう見まねで腰を低くして歩き回る少年達が見み咎とがめられないはずがない。

　後は辺りを散策して会話を聞き取り、連中がどこの何に着目しているかをそっと情報収集していけば良い。魔術用語どころか普通の英語さえ怪しい浜はま面づらとしては、恋人とモバイルのアネリだけが頼りであった。

　結果の、である。

　両手で抱えているモノにどれだけの価値が眠っているかも分からないまま、とにかく浜はま面づら仕し上あげはスターダムへ躍り出た。

　彼は木でできた鞘さやから、それこそテレビゲームに出てくる勇者の剣のような、金色に輝く両刃の剣をわずかに抜いて見せつけながら、

「おいっ、これで良いいのか！　とりあえず分かりやすいの持ってきたけど!!」

　浜はま面づらが声を掛けている相手は、滝たき壺つぼやアネリではない。

　石の壁に背中を預けるようにして座り込む、大仰なドレスを着た人物が他にいた。この地下でたまたま出くわした怪け我が人にんだ。別々の出入口から入ったのだろう。初めて会った時から彼女は血にまみれていた。何か良くないモノがこの暗がりを徘はい徊かいしている証あかしだ。

　英国女王クイーンレグナントエリザード。

　平時であればこのように気兼ねなく話しかけられる人物ではない。

　しかし起き上がる事もできない彼女はそれでもわずかに笑うと、わざわざこちらの日本語に合わせてこう答えてくれた。

「……ああ、上出来だ。一つでも欠けていれば『スコットランド式』は機能しない。そのまま表まで持っていけ、ローラ＝スチュアート……いいや、あの悪魔が正確に何を考えているかは分からんが、とにかくヤツの手の届かない場所まで。後日、きちんとその手で返還してくれれば爵位を与えてやろう」

「それって外国人がもらえるご褒ほう美びじゃねえよな。悪いけどメシの好みが合わねえ国に永住するつもりはねえよ」

　エリザードは壁に寄りかかったまま小さく笑った。

　浜はま面づらもホッとする。

　それからエリザードはどこで拾ってきたのか酒瓶の栓を開けると、自分の体に刻まれた痛々しい傷へと振りかけていく。

「これしかないとはいえ、もったいないな。せっかくのスコッチだというのに……」

「ラベルに製造所書いてあるんだろ。女王の傷を癒いやした伝説の秘酒クイーンレスキューとか何とか適当な名前つけて、祝福でも授けてやったらどうだ。イギリス辺りだとドランブイとかあるじゃん、王家に伝わる伝説の酒なんていうエピソードがあると値が上がるんだろ？」

「……何でその歳としでそんな豆知識を蓄えているのかについては、まあ、聞くだけ野暮か」

　がづんっ、という鈍い響きがあった。

　闇の奥からだ。

「きたっ。はまづら」

「そりゃ逃げるけどっ、この婆ばあさんどうすんだ!?」

　地下迷宮と言っても全ての道が均一な扱いではないらしい。ひとまず浜はま面づら達たちはまともに動けないエリザードを抱えて細い方の小道の、さらに柱の陰まで運び込むと、

「あいつは俺おれ達たちで引きつける。足音が消えるまで下手な動きすんなよ、分かったか！」

「おい、それだと立場が逆……」

「死にかけの老人なんか囮おとりにできるか！　この先ずっと悪夢に悩まされるなんて真っ平だ!!」

　状況は待ったなしだ。

　浜はま面づらは鞘さやに収まった剣を抱え直すと、エリザードを隠した小道とは別に、派手な音を立てて太い道を走る。闇の奥でざわりと気配が増した。感情の色が乗った空気だ。それは赤、殺気の色。相手は明らかに浜はま面づら達たちをロックしている。

　こういうのは麦むぎ野の沈しず利りで慣れている。

　トラウマ体験も善よし悪あしだ。あれがなければへたり込んでいた。

　こんな木こっ端ぱで、吹けば飛ぶようなチンピラに世界が注目している。

　間違っていない。

　この道は天井知らずに危険だけど、でも、ダイアン＝フォーチュンを助けるための道筋からは外れていない。

「ははっ」

　必死になって逃げながら、しかし浜はま面づら仕し上あげは笑っていた。

　最初きょとんとしていた滝たき壺つぼだったが、彼女も彼女でつられるように笑みをこぼす。

「ふふ」

　ただの恋人関係に、ほんの少しの毒を垂らそう。

　言ってしまえば、その一体感は共犯という言葉が近かったかもしれない。

「はははははは!!　あははははははははははははははははははははははははははは!!」

　聖セントマーガレット礼拝堂を中心にアリの巣のように広がる地下構造帯だが、出口については一ヵ所だけではないらしい。

　浜はま面づら達たちが地上へ続く階段を駆け上がり、冬の朝あさ陽ひを浴びた時だった。




「……止まれ門外漢。この場で粉々に砕きて欲しいのかえ」




　ぞわりと。

　背筋から全身の隅々まで粟あわ立だたせるのに十分な、底冷えする憎ぞう悪おがあった。

　朝が。

　太陽が。

　浜はま面づら達たちの主観的な世界から、明らかに遠ざかる。

　相手はわざわざ日本語を使ってきた。……浜はま面づらが最後に話をしたのはどこだった？　そこからすでに捕捉されていたとしたら、事はもう不良少年達の話だけとは限らない。

　女王エリザード。

　彼女を隠した意味がなくなる。ほとんど人質に取られたようなものだ。

（いいや、違う……）

　浜はま面づらは即座に自分の驕おごりを否定した。

　正しく認識を合わせる。そもそもいきなり無警告で粉々にしてしまう事もできたはずだ。実際にそうならなかったのは、浜はま面づらや滝たき壺つぼが何かしらの価値を秘めていたからではない。少年が抱えているものを壊したくなかった。それだけだ。

　手を一つ誤っていれば、どころではない。

　怪物の方が何かしら短絡的な行動に出ていれば、その時点で終わっていた。

　怖い。

　怖いが、証明はされた。

　抱え込んだ剣は、イレギュラーな連中を押し留めるほどの『力』を持っている。

　これは、盾にできる。

「……、」

　鞘さやに収まったままの剣を両手で抱えたまま、浜はま面づらはゆっくりと振り返る。

　まず、長い長い金髪があった。独立して動き回るそれらはもはや得体の知れない毒蛇や触腕のように見えなくもない。そしてその奥、地下深くから、のそりと本体が現れる。逆に美しい顔立ちの人の形をしていた方が驚きだった。この場合、エラとかウロコとかもっとグロテスクで想像もつかないような姿の方が似合っているように思える。

『それ』は、ゆっくりと口を開く。

「国家の剣を、こちらへ。英国にも魔術にもゆかりなき者であれば、それで見逃す」

「この時を待っていたぜ……」

　しかし、だ。

　アネリ頼みでも良い。むしろ浜はま面づらは挑みかかるようにして、言葉を返したのだ。

「はっきり言えば、俺はこの剣がどうなろうが知った事じゃない。目的さえ叶かなうなら、アンタに渡したって構わねえんだ」

「？」

「ダイアン＝フォーチュン。彼女を助けたい。そのために必要なものを、お前は持っているか？　イエスと答えてくれれば、それで剣は明け渡す。どうなんだ!?」

　ぎょっとした顔になったのは、コロンゾンではなく滝たき壺つぼ理り后こうの方だった。

　確かに何としても崩れた少女を助け出す、という点には同意していた。しかし英国女王エリザードから任されていた話を忘れてしまったのか。『何としても』の範囲に隔たりがある事に、ようやく気づいたのかもしれない。

　ほんの少しの毒、共犯関係。

　だけど、ここまでやってしまうのか、と。

「はま、づら？」

　しかし浜はま面づらは傍かたわらに立つ少年は恋人の呼びかけに応じなかった。

　真まっ直すぐコロンゾンを見据えていなければ、滝たき壺つぼの瞳を一度でも覗のぞき込こんでしまったら、そこで折れる。正しさを思い出してしまう。そう分かっていたから。

　どっちみち受け渡しを拒めば殺される。浜はま面づらはもちろん、恋人の滝たき壺つぼも地下通路の奥に置いてきたエリザードも、誰も彼も。だから真正直に拒否するだけではダメなのだ。

　踏み込む方向を間違えるな。

　正しいだけではわがままだ。力もなくそんな真ま似ねをすれば相手の気分を害するだけ。

　何もできない事なんて分かっている。

　腰に長い刀下げたサムライ女の件だって、クレバーに出し抜いたように見えているけど結局実力的にはどうにもならなかった。真っ向勝負ならまさしく即死だ。ここは、そういう世界なのだ。

　だから、そうじゃない。

　浜はま面づらはそっとポケットの中に片手を差し入れ、中にあったものをぎゅっと摑つかむ。もちろん秘密の武器なんか隠している訳じゃない。そんなのがあったとしても、おそらく目の前の怪物に傷なんかつけられない。

　何の変哲もない板ガムだった。

　それでも、そんなちっぽけな代物でも、確かな力を貸してくれる時もある。

　正しいだけでは救えない存在がある。

　潔癖症のヒーローなんてクソ喰くらえだ。

　こっちは何の瑕か疵しもなく恋人と笑い合いたい。そのためにはダイアン＝フォーチュンを見捨てられない。最高に幸せな時間を共有したい以上は、そんな妥協や屈辱を引きずって生きていく訳にはいかない。絶対にだ。

　対して。

　長い長い金髪を独立した生き物のように振り回す女は、悪魔のような笑みを浮かべていた。

「ダイアン＝フォーチュン？　ああ、ああ。何かと思えば私が用意したる防衛装置か！」

「っ」

「それについてならば、貴様の望むようにイエスと答えてやろう。いかにも私はコロンゾン、防衛装置たる特化型魔道書の製作者なり。……で？　だとしたら何だ。この先、ここで貴様を殺して剣を奪いけるのとどのような違いがある？」

　これについては即答だった。

　浜はま面づら仕し上あげとしては、『分かる者』についていく以外の道はないのだ。

　だから、

「手伝うよ。捨て駒があっても損はしないだろ」

「きひっ」

　思わずといった調子であった。

　目の前の怪物は軽く噴き出すと、腹を抱えて笑い始めたのだ。

「いひひひひ!!　あははははははははははははははははは！　心にもない事を真顔で言うてくれる!!　ああ、ああ。つまりこういう事か。とりあえず列車に乗りて、崖から落ちたる前にどこか適当な所で飛び降りようと！　そう言うておるのかアダムの子、無知にして蒙もう昧まいなる人間よ!!」

「……、」

「だが気に入った。メイザースもクロウリーもそうだった。ヤツらと貴様の間に上下の違いなど存在せん、そもそも人間などおしなべて下流も下流であるが故に。そういう意味では合格だ。貴様は、『黄金』と同じ目をしたるよ。不遜にもこの大悪魔をモノにして、等価交換も踏み倒して、自らの利益を貪ろうとする。そういう挑戦者プロベイシヨナーの目をしている」

『魔神』と呼ばれる存在がいた。ネフテュスに、娘ニヤン々ニヤン。少なくとも浜はま面づら達たちよりは上に位置していたであろう彼女達ですら、フォーチュン救出にはさじを投げた。

　そこで諦められる程度なら、そもそも連中と袂たもとは分かっていない。

　だって、安全は安全だったのだ。『魔神』に守ってもらう事にだけ腐心していれば、いくつかの諦めと不細工な愛あい想そ笑わらいと共に、とりあえずは生き延びられたのだから。

　そしてあの正体不明な連中と同じか、それ以上に異形な存在と言えば何だ？　浜はま面づらとしては、候補はそんなに多くない。これまでの事件、少年はほとんど蚊か帳やの外だったが、しかしだからこそ、余計なものに惑わされず争乱の中心点を見据える事ができたのかもしれない。

　大悪魔コロンゾン。

　浜はま面づらにとっては今の今まで『名前だけの存在』だった彼女は、現実に目の前で人差し指を軽く振っていた。

「国家の剣は貴様が持ちていると良いい。私が取り上げてしまっては、そのまま立ち去られてしまうという恐怖に駆られて何もできなくなりけるだろうからな。駒には駒として万全で動いてもらう。たとえそれが消費前提の捨て駒であってもだ」

「はまづら？　ちょっと待って、それで良いいの!?」

「それから」

　コロンゾンはくすりと笑って、

「捨て駒としての覚悟を示してみせよ。本気でこの私に取り入りたいのであれば、何をどこまで踏ふみ躙にじれるか見せてみよと言うておる」

　ふっ、と浜はま面づらは息を吐いた。

　直後の出来事だった。




　ずんっ!!　と。

　鞘さやに収まったままの剣の先でもって、ジャージ少女のみぞおちを一突きした。




「かっ、は……？」

　痛みや苦しみというより、まず疑問があったようだった。

　そのまま崩れ落ちる恋人を、浜はま面づらは無言で見下ろした。

「くっくっ」

　笑っていたのは、大悪魔だけだった。

　もちろん、全て看破した上でだ。

「あっはっはっはっは!!　己が目的のためなら気心の知れた女でありても容赦なしか！　よいぞ、ますますよい。どちらかと言えば冷徹なメイザースの思考に似通うておるが……」

　ずいっと。

　笑みの形を保ったまま、コロンゾンは浜はま面づらの鼻先まで顔を近づける。

「……本質の部分はやはりクロウリーの子供達か。ここで恋人をダウンさせておきたれば、このまま捨て置ける。これ以上破滅の道を進む『私達』とは切り離しておける。そんな風に思うたのかえ？」

「っ」

「よい。守るべきもの、アキレス腱けんの掌握は統治者としても都合が良いいでしょうしね」

　大悪魔コロンゾン。

　その口調が、わずかにブレた。

　誘惑する者として、ゆるりとすり寄る。心理的な距離をじわりと縮めてくる。

　あるいは。

　この英国で教え導く者の頂点にいた最大主教アークビシヨツプの時と似たように。

　日本語自体は人間から吸収したものだが、そこからさらに調整を施したのはコロンゾンだ。

「本当に目的のために何でもやりける人間は、その目的がブレた途端に行動予測が難しくなるもの。私は悪魔、囁ささやく者よ。そして本当に操りやすきのは完全なる悪人ではなく、善と悪の狭間はざまで揺れたる者である。こちらもクロウリーキラーとしてのイギリス清せい教きようはほぼほぼ使い切りけたところよ。かような意味では悪くないわ。そこの女、このまま捨て置くものとする」

「済まねえ……」

「貸し一よ。くれぐれも忘れるな、捨て駒」

　コロンゾンは一歩後ろへ気軽に距離を取ったのち、両手を後ろに回し、腰を軽く折って、そして本当に何の気なしに尋ねてきた。

「これは純粋な質問なんだが、貴様はどうしてダイアン＝フォーチュンにそこまで肩入れしたる。あれは、私がクロウリーキラーとして用意した手札の、さらにその一つに過ぎないわ。それも、上かみ里さと翔かけ流るで引ひっ搔かき回まわし烏丸からすま府ふ蘭らんに内偵させた『窓のないビル』を本気で潰すと具体的に決めたりてからの、留守を任せる意味の保険としてね。この短時間で濃密なりし人脈を構築できたるとはとても思えぬのだが」

　確かに、だ。

　浜はま面づら仕し上あげがダイアン＝フォーチュンと交わした言葉の数は、果たしてどれくらいあっただろうか。それは恋人の滝たき壺つぼ理り后こうを裏切り、暴力を振るって意識を奪ってまで、絶対に守らなくてはならない繫つながりだったのだろうか。

　考え、そしてどこにでもいる少年は吐き捨てるように応じた。

「……救いってのはさ、重力みてえなものなんだよ」

「うん？」

「集まる所には集まるし、集まらねえ所には集まらねえ。全く、これっぽっちもだ。大体、そこまで肩入れって何だよ？　どこまでやりゃ妥当なんだ。派手で、おしゃべりが得意で、黙っているだけでチヤホヤされて、イイヨをたくさんもらっているヤツから順番に救われるのが正しい世界の法則だってのか。……ふざけんな。そんな野郎はそもそも困ってすらいねえだろ」

　助けを求めていないから、何だ。

　必要な繫つながりがないから、どうした。

　それは、そんなものは誰にもすがらず一人ぼっちで諦めたダイアン＝フォーチュンの勝手な理屈だ。こちらが手を伸ばす事を躊ちゆう躇ちよする理由になりはしない。

　そうしなければ。

　無理にでも手を摑つかんでやらなければ、救われない者だって確かにいる。

　散々路地裏でのたくって、それが世界の全部だと思ってきた。その小さな箱の中でてっぺんを取れれば幸せになれると本気で信じていた。そんな浜はま面づらだからこそ、見えているものだってある。救いという重力は浜はま面づらになんかなかった。彼は麦むぎ野のや滝たき壺つぼからの強烈な影響を受けた結果、たまたまレールから外れる事ができただけだ。

　人は。

　自分が想像もしなかった幸せを求める事はできない。すぐそこにある隠し扉の存在に気づけず、密室の中で餓うえて死んでいくように。

　その手で選べる条件くらいは全部見せてやっても良いだろう。

　隠された扉を開き、外へ出る事ができると教えてやるくらい。

「まあよい」

　コロンゾンはくすくすと笑っていた。

　世界の全てを愚弄しておきながら、どこか子供のような屈託のない輝きも織り交ぜて。

　あるいは。

　そんな可能性がまだあると錯覚させる事自体が、悪魔の腕なのか。

「……メイザースも、クロウリーも、かつては何かを助けようとしたりし末に、私に触れてああなった。やはり、貴様とて私の檻おりの内にあるわ。コントロールさえ確認できれば他は構わぬ。では行くか。私は大悪魔コロンゾン、人と人を仲なか違たがいさせ、世界の結合を妨げる者なり。であればモ・アサイアの儀の準備を進めるため、ぶつける駒がありし方が面白いだろうしね」

　立ち去る前に、だ。

　浜はま面づら仕し上あげは最後に一度だけ後ろを振り返った。

　あるいはここが真っ当な道へ引き返せる、最後の最後の分岐点かもしれなかった。

　……もちろんこんな事をしたって自分のしでかした悪行が消えてなくなる訳ではないし、地面に倒れ込んだ恋人のダメージが消え去るはずもないし、そもそも危険極まりない交渉相手の大悪魔コロンゾンの前で自分から弱い所を見せて得をする事など一つもないのだが。




　直後に鈍い音が響き渡った。

　浜はま面づら仕し上あげは自分で自分の顔を一発、思い切り殴りつけたのだ。

　そして死人の魂を拾い上げるため、大悪魔に案内されての、地獄巡りの旅が始まった。
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　第一王女リメエアと合流した神かん裂ざき火か織おりらイギリス清せい教きようの面々が混乱した状況を立て直し、改めてエディンバラ城周辺の捜索を始めたが、その時にはもう何も残っていなかった。

　彼女達が見つけたのは、不自然に倒れたジャージ少女だけ。

　肝かん心じん要かなめの大悪魔コロンゾンや、スコットランド方面の至宝は影も形もなかったのだ。




　状況は混迷の中へと投げ込まれる。

　死後の人。

　モ・アサイアの儀を巡り、三者三様の道がいよいよ交差を始めていく。








行間　一









　世界最大の魔術結社『黄金』だが、その巨大組織へ常に亡霊のようにまとわりついていた存在が一つある。

　かの令嬢の名をアンナ＝シュプレンゲル。

『魔神』達とはまたカテゴリの似て非なる、超人的存在シークレットチーフと自由自在にコンタクトを取れる、特別なアクセス権を持った魔術師である。

　その名が初めて登場したのは、三人の創設者の一角、ウィリアム＝ウィン＝ウェストコットが歴史あるドイツの薔ば薇ら十じゆう字じ系けい魔ま術じゆつ結けつ社しやと密に連絡を取り合って英国に新たな結社を創設する許可を頂戴したとされる『シュプレンゲル書簡』の中である。この時点では誰も素顔を見た事はなく、ただ手紙の中にある人名だけだった。事実、魔術研究家のエリック＝ハウは筆跡鑑定などから『シュプレンゲル書簡』は偽にせ物ものだと断言している。

　また別の説としては、メイザースの知人にして恩師の女性魔術師アンナ＝キングスフォードをモデルとした架空の達人だったというものもある。

　次に出てきたのはそのメイザース絡がらみであった。彼の場合は、実際にアンナ＝シュプレンゲルと名乗る女性とじかに接触している。しかしこちらについても本人ではなくマダム・ホロスなる詐欺師だったという説が濃厚だ。

　他には魔術の世界における超人的存在シークレットチーフを追い求めて欧州全域を旅して回ったロバート＝ウィリアム＝フェルキンが接触した『教授』の養女が、アンナ＝シュプレンゲルの姪めいだと名乗っていた点も特筆に値する。もちろんこの養女本人が、ではない。こちらについても根拠は彼女本人の言葉だけなのだから。

　このように、である。

　アンナ＝シュプレンゲルは名前だけの存在なのだ。『そのもの』をじかに目撃した人物は極めて少ないし、おそらくその証言の大半だってあてにならない。にも拘かかわらず、この令嬢は世界最大の魔術結社『黄金』にただならぬ影響を与え続けてきた。それはつまり、世界に根を張る魔術サイド全体と言い換えても過言ではあるまい。




　ある意味では。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースよりも。

　アレイスター＝クロウリーよりも。








第二章　（無題）　Over_the_Checkmate.
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　エジプト、砂漠にある名も知れぬオアシスの話であった。

　その脇に停とめられたキャンピングカーの中は、工具、調理器具、日用品などを分解して組み合わせた、実に様々な実験器具で溢あふれ返かえっていた。元になった商品が分かるためどこか間が抜けているが、実際には最先端の学園都市、その大学や研究機関にあってもおかしくない品々ばかりである。国によってはこれらを手にしているだけで生物化学テロの準備容疑で拘束されてもおかしくないレベルの、だ。

　漆黒の西洋喪服を纏まとう黒猫の魔女、ミナ＝メイザースは何かを覗のぞき込こんでいた。腰を折って猫のような尻尾をゆるりと立てている。犬と猫では尻尾のサインは違う。猫に準じた話で良ければ、どうやら好奇心を刺激されているようだ。彼女の足元では本物の三毛猫がみゃあと鳴いていた。

　視線の先にあるのはテーブルで、そこでは丸底のフラスコにいくつかの装置が取り付けられていた。お湯に浸して一定の温度に保たれたフラスコは、モーターの力でゆっくりと回転している。中には半透明の糊のりのような粘液が揺蕩たゆたっていたが、先ほどから小さな変化があった。

　奇妙な。

　白と桜の中間くらいの輝きを持つ、柔らかい物体が浮かんでいたのだ。

「第一段階は成功、といったところかな？」

　特に喜ぶでも驚くでもなく、カエル顔の医者はそんな風に呟つぶやいていた。そもそも別の機材の面倒を見ているため、フラスコの方には視線すら投げていない。

　一方のミナは薄いヴェールの奥からガラス容器を見据えながら、

「これが赤子の形を取るまでに、どれくらいかかるのです？」

「細胞が増殖を始めたから、残りは二ステップくらいかな。段階に応じて容器を大きなものに変えていくけど、ここで重要なのはカビや雑菌などの不純物を混入させない事だ。基本だけど難しくてね。失敗するともこもこしたピンクや緑のカビ人間が出来上がる」

「……、」

　冗談にしても笑えない話だった。

「なるほど、『燃える剣』の関門ですね」

「うん？」

「フレイミングソード。あなたなら私より詳しく知っているはずでしょう、アラン＝ベネット」

　しれっと言われてカエル顔の医者はポーカーフェイスを貫く事を決めた。

　信頼を得るためとはいえ、少々やり過ぎたか。

　そんな想おもいを知ってか知らずか、黒猫の魔女はヴェールの奥からそっと息を吐いて、

「『黄金』においては知恵の実に手を伸ばしたアダムとイヴの罪が全世界を覆った際、生命の樹セフイロトを構成する一〇のセフィラの内上位三セフィラを守るため、聖四文字と共に置かれた象徴です。分断し、繫がりを断つ事で、守る。クロウリーの対応表では具体的にどのような攻撃性を帯びているか解説されていますよ。あなたの弟子が書き記した内容でしょう？」

　うー、と、実験器具から少し離れた位置に置かれたベビーベッドからは赤ちゃんの不満げな声が洩もれていた。

　アレイスター＝クロウリーの実子リリスだが、今この状況は魂が剝むき出だしのまま外気に触れていると言って良い。原罪から解き放たれているのであらゆる奇跡を自在に行使できる一方で、この四界の表層で肉体も持たずに長ちよう時じ間かん徘はい徊かいするなどあまりにも無謀である。多くの幽霊や残留思念がそこに存在するだけで常に自己崩壊を続けていくのはもちろん、実体を持たない天使や悪魔さえ文字の羅列に導かれて依より代しろの肉体へ宿るか、あるいは極めて範囲を限定された魔法陣の中で仮初めの安定を得る程度。それすらも恒久的とはいかない。早くリリスに器を与えなくては、彼女は霧散してしまう。聖守護天使エイワスが一〇〇年の時を経て理不尽に殺害されたリリスを救済した意味がなくなってしまう。

（奇跡の力で無理矢理存在を保っているとして、それもいつまで持続できるか……）

　知らず、ミナが唇を嚙かんだ時だった。

　その猫のような耳がぴくんと震え、続いて腰の後ろから伸びた尻尾がゆっくりと左右に揺れた。

　犬と猫では尻尾のサインは違う、という話をした。

　猫を基準に考えた場合、左右に振るのは不機嫌な証拠だ。

「……七金属の銀、女性、四属性の土、すなわち満たされるは月の光」

「？」

　この朝方に月光ときた。そんな奇怪な呟つぶやきにカエル顔の医者が眉をひそめ、ベビーベッドの声がピタリと止まり、ソファベッドで身を伏せていたゴールデンレトリバーが音もなく起き上がった時だった。

　一体どこから何を受け取ったのか。

　まるで何かしらの神託インスピレーシヨンを得たように、芸術肌のミナ＝メイザースは厳かに言い放ったのだ。




「アエティール・アバター。一五なるＯＸＯ」




　とっさに、であった。

　ラッパのような猫の耳をあちこちに向けていた黒猫の魔女が、胸元から取り出したパレットナイフを運転席の方に投げつけた。バッテリーを上げずにエアコンを使い続けるため、エンジンを回していたのはミナ＝メイザースをして僥ぎよう倖こうである。シフトロック解除ボタンなど最初から壊れているので、レバーをパーキングからドライブへ叩たたいて動かすだけで良いい。くんっ、と大きな四角い車が遊園地に置いてあるオモチャのカートみたいな気軽さで前へ発進する。

　ゴンッ!!　と。

　空間を直接叩たたくような振動が炸さく裂れつした。

　大きなトラックやキャンピングカーでは、一般の乗用車と違ってバックミラーをつけても後ろの様子は確認できない。代わりに取り付けられた小型液晶モニタへ視線を投げてみれば、砂漠のオアシスを真下から引き裂くようにして、何か巨大な黄金の塔が飛び出していた。

　窓越しに目撃したカエル顔の医者は、一瞬にして素材を看破した。

「人の、髪？」

「エノクで語られる霊的領域を文字の形で総数三〇に区切る事で、扱いやすい超常へと作り替えたカラーパレット、すなわちアエティール。長い時間をかけて月の光を蓄え、その髪でもって文字の綴つづりをなぞる事で『化身』を取り扱うに至った。そういう事でしょう、大悪魔コロンゾン！　元を辿たどれば第一〇のアエティール、ＺＡＸに潜む邪悪なる天使よ!!」

『きき』

　応じるような声があった。

　ただしまともな肉声ではない。キャンピングカーの運転席側にあるフロントガラスが震えて、スピーカーのように声を届けてきたのだ。

『きき。ききいひひ!!』

　いちいち反応を待っている暇もない。

　ミナ＝メイザースはキャンピングカーの車内を縦断し、西洋喪服のスカートを翻ひるがえすようにして運転席へ飛び込むと、改めてアクセルを強く踏み付ける。

　ドンッ!!　ゴン!!　と、立て続けに地中から鋭い槍やりのような、それでいて巨塔のようなスケールでもって金の髪の束が飛び出してくる。

『解き放たれたぞ。ああ、ああ、私はこうして自由を得た!!　ミナ＝メイザース、黒猫の魔女よ。貴様の伴侶、サミュエルの呪縛はすでに存在せん!!』

「っ」

『具体的に誰が誰を殺したかは後でご主人様にでも尋ねるが良いい。もっとも、邂かい逅こうのチャンスがあればなあ!!』

　地中からの、膨大な髪の毛を使った攻撃。

（おそらく遠くイギリスの地から地脈や龍脈に『蓄えた力』を溶かしてここエジプトまで伝ってきたのでしょうが、それにしたって。わざわざリリスを狙う理由は何か。この期に及んで国家や世界の行く末より己が悪趣味を優先するつもりですか、コロンゾン!!）

　そんな風に考えて、だ。

　しかし直後に、ハンドルを捌さばくミナ＝メイザースの脳裏から、もっと嫌な想像が滲にじみ出でた。

　人が自らの体でもって生み出す毒素、膿うみのように。

（いいや、まさか……）

　イギリスからエジプトを直接襲う事ができるのだ。

　地脈や龍脈は惑星にとっての神経や血管のようなもの。辿たどる道に順路はあったとしても、基本的に網の目のように走る力の流れは惑星全体をくまなく覆い尽くしている。

　重要なのは『経路』ではない。どこにどんな光ファイバーが走っていても、人は世界中の情報と平等に繫つながれる。一万分の一秒単位で高度な仕手戦を繰り返すディーラーやトレーダーでもない限り、そこに時間的なロスを感じる者はまずいないだろう。世界は繫つながってさえいれば、それだけで均一な結果を獲得できるのだ。

　すなわち、

（ここだけでは、ない？　大悪魔コロンゾン、一体この地球のどこを何ヵ所同時に攻撃していると言うのですかッ!?）

　そもそもクロウリーズ・ハザードから始まった一連の争乱、その規模を考えれば影響が世界全体に伝でん播ぱしない方がおかしいのだ。

　しかしこの場においては、脅威の本質は分かりやすい攻撃ではない。

　もちろん動きを止めて地中からキャンピングカーを貫かれてしまえばそれまでだが、

（……遠隔地からガラス製品を振動できるとなると、まずい。このままではリリスの器を作る実験器具が!!）

　抜本的な対策が必要だった。

　だが、黒猫の魔女はよそ見をしている場合でもなかった。

　Ｓ字に蛇行しながら砂漠を逃げ回るキャンピングカーとはわずかに離れた場所で、やはり地中から金の髪束が飛び出した。狙いが外れた訳でも、先読みして『置いた』訳でもなさそうだった。

　根拠の見えない攻撃。

　しかし金の槍やりに引っ掛けられるようにして、お盆のようなものがくるくると回っているのに気づいてミナ＝メイザースはギョッとした。

　いわく。

　サハラ砂漠には、この現代においても第二次世界大戦でドイツ軍が大量に敷ふ設せつした対人・対戦車地雷が撤去もされずに埋まっていて、誤爆事故もいくつか確認されていると。

「まずい……っ!!」

　胃袋へ重たい圧がのしかかるが、叫んだところで何かが変わる訳でもない。

　地中に埋まっているだけが地雷ではないのだ。ある種の対人地雷は、より広範囲に死の鉄球をばら撒まくため、縮めたバネを内蔵して作動と同時に地面から飛び上がる仕組みのものもあるらしい。ヤツはその理屈で対戦車地雷を打ち上げたのだ。




　直後に空中で地雷が炸さく裂れつし、まさしく殺人的な衝撃波が全方位へ解き放たれた。




　　　　２




「ぐ……」

　呻うめいて、上かみ条じよう当とう麻まは未いまだに呻うめくだけの口が残っている事に遅れて気づいた。

　消毒薬の匂いが鼻につく。

　どこか屋根のある場所で寝かされているようだが、体を起こそうとしても、何な故ぜかそこで支えを失った。ぐわんと視界が回るだけだった。痛みこそないものの、見えない手で脳みそを摑つかんで揺さぶられるのに近い感覚だ。むしろ吐き気がするのに心地良い、体の信号を信用できなくなるような酩めい酊てい感かんがあった。

　しばらく動けそうにない。

　仰向けに寝かされたまま首だけ回すと、隣の寝台にピンク色のジャージを着たおかっぱ少女が寝かされていた。さらにその向こうでいくつものチューブに繫つながれているのは、アレイスターか。一律に寝台が並んでいるとすると、上かみ条じようもあれと同じものに寝かされているのだろうか。ベッドと呼べるような代物ではなく、鉄パイプで枠組みだけ作って分厚い合成繊維のシートを張ったものだった。網ではなく布地を使ったハンモック、の方が近いかもしれない。

　静寂、とは少し違う。

　心電図の均一な電子音や、何かしらのポンプから空気を送り込むような音も混ざっていた。

「起きたか、人間」

「オティヌス……？」

「さてどうすれば良いかな。私は貴様の『理解者』を自称しているが、これについては正しい答えが分からん。褒めても図に乗るし𠮟っても響きはしないだろう」

「……なにが、あった？」

「もう良いい、自分で処理しろ。馬鹿につける薬はないだろうしな」

　何やらむくれている小さな妖精オティヌスの頭をとりあえず撫なでようと、上かみ条じようは右手を伸ばした。

　いいや、そのつもりだった。

　そういえば、最初に起き上がろうとして失敗したのは何な故ぜだ？　そう、まるで、手をついて身を起こそうとした時に支えを失ったような、あの感覚の正体は……。

　答えが目の前に飛び込んできた。

　そう。




　右手が、ない。

　肘の先から、すっぱりと消えている。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　しばし、だ。

　しばしの間、ツンツン頭の少年は呼吸すら忘れていた。

　痛みがない。

　逆にそれが、ふわふわと現実味のないビジュアルを強調していた。

　利きき手て。

　よりにもよって利きき手てが、だ!?

「私にも状況は分からん」

　枕元のオティヌスはそっと息を吐いて、

「止血のために傷口を焼いた影響か、あるいはコロンゾンやアレイスターの一撃に何かしらの特殊効果でも付加されていたのか。千切られたところで勝手に復活するその右手、今回ばかりはそのままらしい。……そもそも、どういう理屈で復活していたのかもいまいち分かっていなかったからな。どうしてこれまでとは違うんだと詰め寄られても、これまでがどうだったか把握できていないのではどうしようもない」

「はっ、はっ……」

『理解者』の言葉さえも、世界の果てまで遠のいていく。

　幻想殺しイマジンブレイカーだけが、上かみ条じよう当とう麻まではない。

　これは使っているのであって、使われているのではない。

　分かっている。そんな事くらいは百も承知だ。

　でも。

　だけど。

　異能を使った戦闘だとか、戦術的な価値だとか、そんな次元ではない。もっと身近で、もっと人間的なレベルの話でだ。ある意味最も信頼していた利きき腕うでがごっそり消えているという事実は、想像もしなかったほどの衝撃を上かみ条じよう当とう麻まに叩たたき付つけていた。

「どう、なった……？　一体何が起きたんだ!?　あそこでッ!!」

「貴様が覚えている通りだよ」

　優しいだけが『理解者』ではない。

　むしろ躊ちゆう躇ちよなく言っても関係が壊れないからこその『理解者』である。

「記憶が途切れていれば、それで正解だ。混乱したり、頭にありもしないデータを埋め込まれた訳ではない。貴様は何もできず、ただ途絶した。アレイスターは回復魔術の体裁を取っていたが、あれは実際には心しん肺ぱい蘇そ生せいといった方が近かっただろう。人間、貴様はな、どこに手足や顔があるか傍はた目めに分からなくなるような状態まで粉砕されたんだ。負けたんだよ、大悪魔コロンゾンに。それも最初の一撃で」

「……、」

「そういう意味ではコロンゾン、ヤツはやはりメイザース以上だな。とりあえずぶつかって調子を確かめられた『黄金』の連中と違い、あの大悪魔は迂う闊かつに触れればその時点で即死だ。次は考えて動け。もう便利な右手はどこにもない、都合の良いい敗者復活コンテイニユーを請け負ってくれる大人の回復要員もいない。ようこそ子供達の一人すなわち上かみ条じよう当とう麻ま、本物の戦争へ。ここから先は、たった九ミリの風穴一つで絶命するシビアな現実だ」

　軍神、戦争を専門に司つかさどる神の言葉であった。

　一介の高校生如ごときに突っぱねる事などできはしないだろう。それはレントゲンに不審な影が映っていた時に、機材の方が間違っている可能性に賭けるほどの暴挙だ。

　そして上かみ条じよう当とう麻まが一人塞ぎ込んだところで、現実の時間が止まってくれる訳ではない。

　こうしている今も時計の針は進んでいる。

　おそらく黙っていても状況が良いい方向に転がってくれる展開はありえない。

　どうする。

　これまでとは状況が違う。何も持たない上かみ条じよう当とう麻まはどうすれば良い？

　考えて。

　考えて、考えて、考えて。

　やがて、ツンツン頭の少年は慣れない左手を使って、ゆっくりと身を起こした。たったそれだけで胸の中が違和感の塊しかなくなるのが良く分かる。まるでハンドルやレバーを使って両手両足を動かしているように居心地が悪い。

　オティヌスは呆あきれ果はてた息を吐いて、

「起きてどうする？」

「……コロンゾンを止める」

「万全の状態でも一撃で粉砕されたのに、今さらその体で何をどうする？」

「実際にコロンゾンの衝撃を浴びたのは俺だけか？　他の人は？」

「……、」

「もしもまだここに留まっているなら、このラインは死守する。インデックスに御み坂さか……とにかく、あんな衝撃を他の人には浴びせられない。お前にもな、オティヌス。これはプロとか素人とかじゃない、実際に浴びた人間だから言える事だ。黙っていたら誰も彼もそうなるって言うなら絶対に見過ごせない。次は誰の頭の上に落ちるか予測なんかつかないんだ」

「やれやれ……」

　オティヌスもオティヌスで、上かみ条じようの腹から胸板をよじ登る形で、定位置の肩へと向かっていく。どれだけ呆あきれても、止める訳ではないのが『理解者』か。

　腕を伝うのではなく体を登っていったのが、少年の胸へわずかに刺さる。

　その登山ルートは、もうない。

「てっきり右手の特別性に振り回されているとでも思ったが、そうか、貴様の病びよう巣そうは魂の部分にあったな。デンマークであれだけ逃避行を繰り広げてきたというのに、まだまだ私も理解が足りなかったようだ。どうにもこれは、死んでも治らない類のものに思える」

「悪いな、心配かけて」

「阿あ呆ほう。そう思っているなら次は置いていくな。心配などという言葉はな、窮地や脅威が生み出すものではない。一人で抱えず、共にあれば感じる必要のない贅ぜい肉にくに過ぎん」

　ゆっくりと。

　地面に足を着けて、腰を浮かす。

　右腕を肘から先、全て失っている状態だ。こんな動き一つで体が若干横にふらつく。重さの問題というより、振り子のようなバランスが失われているためだろう。

　改めて見回してみれば、壁は寝台と同じ分厚い合成繊維で作られていた。学校の教室よりも大きなテントには、ジャージ少女やアレイスターの他にもイギリス人と思おぼしき人々が寝かされていた。『騎士派』や『清せい教きよう派は』の区別までは流石さすがにつかないが、名前も知らない女性騎士など、いくつか見知った顔もある。

　とりあえず、全身をまとめて吹っ飛ばされるなど目も当てられない深手を負った人は上かみ条じよう以外いないようだった。死者は別の場所に移してある、などという悪夢のような状況でない限り、一番深い傷を受けたのは上かみ条じようだったようだ。

「……そこで思わずホッとするから、貴様はいつも貧乏くじを引かされるんだ」

「いいよそれで。他の誰かに押し付けちまうくらいなら」

　あるいは。

　それは、魔術が生み出す反動や副作用が見知らぬ誰かに直撃するのが許せないと憤いきどおり、世界最大の魔術結社『黄金』と袂たもとを分かつまでに至ったアレイスター＝クロウリーにも通じる理屈かもしれなかった。

「覚悟は良いいか、人間」

　オティヌスはそう呟つぶやいた。

　改めて、スタートラインに立つ少年へと。

「貴様は自分の意思で医務室から外へ出る。ここから先、誰も貴様を怪け我が人にんとしては扱わない。イギリス側も待ったなしの状況だからな。二本の足で歩ける程度の気力があれば誰でも駒として組み込むだろう。次は、もっとひどい事になる。これ以上の痛みを受ける覚悟が決まらないなら、今すぐ寝台に戻ると良いい」

「大丈夫だ。ありがとうな、オティヌス。心配してくれて」

「何度形だけ頭を下げようが本質を全く分かっていないようだな。こんな事で礼を言うくらいならさっさと安心させろと怒っているのだ、この馬鹿者が」

　のれんをめくるようだった。

　上かみ条じよう当とう麻まは分厚い合成繊維でできた消毒薬の匂いがするテントから、外へ一歩踏み出す。

　途端であった。




「エジプト、プラハ、アテネでも同様の被害を確認!!」「被害箇所から地脈や龍脈を逆流して大悪魔の位置の特定に努めていますが、結果は失敗。イギリス国内より先の絞り込みできませんッ！」「ローマ正教、ロシア成教よりコンタクトあり」「引き延ばせ!!　これ以上ややこしくされては敵かなわん!!」「『清せい教きよう派は』の霊装・神殿・自然物は概算で八割ほど使用不可。最大主教アークビシヨツプ権限でロックされている模様!!」「聖人は何人出せる？」「オナーズオブスコットランドも依然消息不明。エリザード陛下が最後に確認した、一般人に預けた国家の剣がコロンゾンの手に落ちている場合は『清せい教きよう派は』のみならず『王室派』と『騎士派』の全装備を奪われるリスクがあります!!　重要度最大!!」「悲鳴はいい、方法を考えろ」「たまたま拾った幻想殺しイマジンブレイカーはもう使えんのだぞ!!」




　ドォッッッ!!!!!!　と。

　どうして今の今まで響いてこなかったのかというほどの、巨大な振動であった。野球やサッカーでも観戦しているような、物理的に大地を揺さぶるレベルの肉声の洪水が上かみ条じよう当とう麻まの全身を叩たたく。

　屋外、であった。開けた場所というのを忘れるほどの密度。それはかつてオルソラ＝アクィナスが浴びた衝撃と同じモノだと、少年に気づく由よしもなかったが。

　古ぼけた石造りの遺構、スコットランドはエディンバラ城。その中庭である。先ほどコロンゾンと激突した場所とそう離れていないのか、そこかしこの土がめくれ、石壁も崩れて、生々しい爪痕があちこちに残されたままだった。完全装備の騎士や神父達が忙しそうに行き来して、各おの々おのが上かみ条じようには分からない言葉で半ば叫ぶように報告を続けている。こちらにとってプラスになる情報が何もないのは、そのヒステリックな金切り声のトーンだけで伝わってくる。

　見知った顔もあった。

　木箱の上へ雑に広げた地図を睨にらむ、長い黒髪をポニーテールにしているのは神かん裂ざき火か織おりか。彼女は上かみ条じように気づくとその腕を見て何か言おうとしたようだが、結局言葉は出てこなかったらしい。そうこうしている間に、他の修道女からせがまれるようにいくつもの報告書を押し付けられていった。

　肩のオティヌスは特に気にした素振りもない。

　こんな言葉がさらりと出てくるのは、やはり戦争の神だからか。

「下手な事言って邪魔するなよ。ヤツらにとっても国難からホームを守るための決戦だ」

「分かってる……」

　ぐるりと見回してみれば、上かみ条じようが出てきたのと同じようなテントがいくつも張ってあった。明らかに後付けだ。

　元々エディンバラ城の中には現役の施設はないのか。

　あるいは大悪魔コロンゾンの損害によって、使えない状態に追い込まれたのか。

　肩に乗ったオティヌスが耳元でこう囁ささやいてきた。

「……じきに、ロンドンに残していた魔道書図書館どももこちらへ合流してくるぞ」

「インデックス達が？」

「総力戦だ。こいつについてはイギリス側の怠慢だな。権限の剝奪が遅れたおかげで、コロンゾンが最大主教アークビシヨツプとしての力を使って国内全ての魔術施設に干渉を始めてきた。『王室派』と『騎士派』のトップが強引にヤツの権限を潰すまでの間にな。ロンドンにいようがエディンバラにいようがもはや変わらん。まともな占術や神託も与あずかれない状況では、あいつの頭の中にある一〇万三〇〇一冊以上の知識だけがコロンゾンに対抗する有効な鍵となるだろう」

　……ますます待ったなしの状況になってきた。

　インデックスをあんな矢面に立たせるくらいなら、彼女がやってくる前に短期決戦でコロンゾンと決着をつけてしまいたいほどだった。もちろん理想論であって、実際に考えなしに突っ込めば再び秒で挽ひき肉にくにされるのがオチだろうが、分かっていても気持ちが焦あせってしまう。

「それからイギリス側が注目しているのは御み坂さか美み琴こととかいう水着女が身に纏まとっているA.A.A.だな」

「……聖人よりも？」

「よりも、だ。安定した自国戦力より思わぬ増援の方が輝いて見える辺り、いよいよ末期の戦争に移ってきたぞ。アレはあくまでも学園都市の機械製品という話だが、どこからどう見たってクロウリー本式の魔術、Magickの匂いが強過ぎる。モノを拾ったあのガキ自身が気づいているかどうかはさておいてな。これについては今だけ有効な戦力として組み込むつもりのようだが、場が安定すればイギリスと学園都市の間で新たな火種となりかねんぞ」

　あれは、ダメだ。

　絶対に誰にも押し付けてはならない痛みだ。

「つまり、コロンゾンのヤツも対抗手段を持っているインデックスや御み坂さかを集中的に狙ってくる可能性があるって訳か」

「さて、どうだかな」

　しかし、オティヌスの言葉は上かみ条じようの予想とは違ったものだった。

「そもそも大悪魔コロンゾンが何を司つかさどる存在なのかは覚えているか？　三三三、その意味は拡散。ヤツがあくまでも自らの存在意義に則のつとって行動している場合、分かりやすい完全勝利や世界征服を狙っている訳ではないかもしれん」

「どう、いう？」

「大悪魔コロンゾンが最も嫌うものは何か。おそらくマイクロプラスチックだろうな」

　いきなり『理解者』の言葉がよそへ飛んだ。

　いいや違う、

「つまりヤツは自然分解の権ごん化げなのさ。あるべきものを、あるがままに還かえす。だからこそ、長い長い時間の中で不自然に残り続けるモノについては、化学物質であれ文化文明であれ生命種族であれ許せない。そして徹底した破壊が目的だとすると、奇麗に勝ってモノを残してしまうのでは半はん端ぱなんだよ。もっと苛烈に、もっと徹底して、世界を何一つ残さない更地に変える。……もしも『悪い予感』の通りだとすれば、えげつないぞ。勝ち負けなんかとは別の次元にある何かをしでかそうとしているはずだ」

　そこでオティヌスは言葉を切った。

　こちらに気づいたのだろう、誰かが上かみ条じようの方へ近づいてきたのだ。

「（……上かみ条じようさん？　わっわっ、もう大丈夫なんですかぁ!?）」

　どこか密ひそやかに語るような口振り、そして上かみ条じようの左手を摑つかんで手近な物陰へ。周りに見つかってしまうと問答無用で戦力として組み込まれてしまう。それを恐れているのかもしれない。

　長い金髪の少女だった。

　中学生か、高校生か、いやそれ以上……？　歳としの方は、ちょっと見た目からでははっきりしない。

　どことなく蜂蜜のような香りを彷ほう彿ふつとさせる少女は、何な故ぜか水着の上からレインコートを羽織っていた。

　そして、だ。

　上かみ条じよう当とう麻まはゆっくりと首を傾かしげて。

　不思議そうな顔で、こう言った。




「……ええと？」




　その、わずかな疑問形。

　たったそれだけで、心臓に打撃でも叩たたき込こまれたように少女は目を見開いていた。

「おい、人間……？」

　肩に乗ったオティヌスの方が眉をひそめていたが、これについては当の蜂蜜色の髪の少女が片手で制して言葉を遮る。

　そのまま、だ。

　歳不相応にグラマラスな少女は無理矢理に笑顔を作って、だ。

「えへへ。初めまして上かみ条じようさぁん。私、食しよく蜂ほう操みさ祈きって言います。どうぞよろしくお願いしますね？」

　無理矢理にでも、こう搾り出した。

　何度でも、永遠に続く呪いのように。ずっとずっと、そうしてきたように。




　　　　３




『にひひ』

　そんな笑みがあった。

　声色だけなら飴あめ玉だまを転がすように甘ったるいのに、やたらと耳に障さわる老婆のような笑い声。

　クリファパズル５４５。

　童顔と小柄な体たい軀くには不釣り合いにグラマラスな少女の形を取った……コロンゾンの手で造られた人工的な悪魔である。

　ざざざざざ！　と不快な音と共に現れたものの、道端にあるコンテナみたいなダストボックスからにょっきり生えてきたためあんまり威厳はないが。

　どうやらムール貝の貝殻やスコッチの空き瓶と戯たわむれているようだった。

　学園都市第一位。現代的なデザインの杖つえをつく一方通行アクセラレータはもう片方の手で紙袋を抱えたまま胡う乱ろんな目を向けて、

「……出ろとは言ったが、朝のメシ時に何遊ンでやがるンだ」

『あ、そういうの意外と気にするタチだったのですね？　悪魔なんて実体がないのが普通の状態でして、健けな気げに無茶ぶり聞いて表層世界へ顔を出すには出産の儀礼を経る必要があるって何度も説明してるんですう』

　エディンバラ市街、ラッシュアワー。

　スコットランド方面でも有数となる人口密集地帯だった。夜の厳戒態勢とは大違いだ。クロウリーズ・ハザードという直接の脅威も消えてしまった事で、気が緩んでいるのかもしれない。

　実際には脅威は加速度的に増しているはずだが、それがそうと分かる形で目の前になければ人々が家に留まる口実もなくなってしまう。

　特に理由もなく、当たり前のように単独行動。

　そもそも第一位を含むいくつかの小さな集まりを取りまとめていたアレイスター自身があの体ていたらくだ。いつまでも従っているだけで事態が好転するとも思えない……というのも口実か。

　むしろ、今の今まで集団行動を取っていた方がおかしかったのかもしれない。

　そして、何か狙いをつけてこの街へ足を運んだ訳ではなかった。

　そもそもエディンバラ城はその名の通り、スコットランド方面首都のど真ん中に置かれた古城である。城から距離を取る場合、三六〇度どこへ向かってもこの街を足で踏んでしまう。

　ずぼりとダストボックスから体を引っこ抜いてくるりと空中で縦回転するクリファパズル５４５へ、一方通行アクセラレータは呆あきれたような口振りで、

「ティッシュ」

『うい。あ、これエタノール入りですね？　……はー、カラダ中の汚れを落とすため必要な事とはいえ、花も恥じらう女の子が顔も服もくしゃくしゃに丸めたちり紙だらけになっていくんですう』

　清潔、消毒に努めているはずなのに冒ぼう瀆とくが止まらないのはやはり悪魔か。

　とまあ、こんな感じだ。

　こんな往来で半透明の悪魔が路上でテイクアウトのモーニングなんぞかぶりついていたらさぞかし目立ちそうなものだが、意外と周囲の反応はドライであった。

　当たり前の顔をしている、というのは意外と大事な事であった。

　灰色の街を行き交う会社員は自分の時間を消化するのに忙しいのか。あるいは何かしらの科学技術を使った、取るに足らない立体映像と考えているのか。下手に触れると面白リアクション動画としてネットに上げられてしまうとでも危惧しているのかもしれない。

　空飛ぶ円盤がジグザグに飛行しているとか、裸の女が大通りを歩いているとか、ちょっと不思議な事が起きた程度で両手を上げて動転するような時代ではなくなったのだ。誰だって体を張ってプライバシーを切り売りしてまで見知らぬ盗撮野郎の広告収入を支えたいなどとは思わない。日々満員電車と戦い、真面目に働いて月給でお金を受け取っている会社員ならなおさらだろう。

　第一位も第一位で、壁に背を預けて紙袋からコーヒーのボトルを取り出しながら、

（……思った以上に『普通』だな。泥船度が足りなかったか？　プッシュが必要なら、怪け我が人にんが出ねェ程度に軽く暴れてみるか）

『にひひ。それにしたって良いいんですかねえ？』

「何が？」

『つーか魔術は隠すべきってのはイギリス清せい教きように限った考えじゃありませんし、まして超常存在許すまじなロシア成教辺りに目をつけられたら全世界規模のストーキングの始まり始まりになりそうな気がしますけど』

「知るかよ。俺はただ『沈没船から逃げるネズミ論』に当てはめているだけだ」

『ですう？』

「大悪魔コロンゾンってな今の今までイギリス清せい教きよう？　とにかく取り締まる側を牛耳ってやがったンだろ。つまり、この国でのまともな捜索方法は熟知してやがる。検問、追跡、情報収集、人海戦術、プロファイリング、科学捜査、映像分析……そォいうモンとは違うのか？　ともあれ、ヤツなら何をやられたってかわすのは難しくねェ。だから、イギリスにとってイレギュラーな状況を作って搔かき回まわすンだよ。マニュアルやフローチャートから外れた状況には、あの大悪魔も冷静にかわせねェはずだ。必ずボロが出る」

　元々は警察署の中に浸透した不良警官を炙あぶり出だすため、偽にせの横領データなどをサーバーに流す手法だ。誰がやった、あれは俺じゃない。そんなやり取りを摑つかんで本物の不良警官を暴き出す。つまり一見風紀を乱すような行動であっても、押さえるところを押さえておけば確実な浄化作用が出る。

　基本的に人に憑ひよう依いする、言い換えれば実体を持たない悪魔でも栄養は必要なのか。あるいは味覚や満腹感を楽しむ趣味の問題なのか。クリファパズル５４５はイングリッシュマフィンに半熟卵とカルボナーラじみたクリームソースを混ぜ合わせて分厚いベーコンまで何枚も挟んだ───これで寝起きの舌と胃袋に優しいサッパリ系のモーニングというのだから驚きだ───ボリューム満点のエッグベネディクトを頰張りながら、エディンバラ城行きの観光バス乗り場をチラリと見て、

『あちらに合流しなくてよろしかったので？』

「あン？」

『彼らも歴史だけならありますよう。何しろ占い師のジョン＝ディーに振り回されたエリザベス一世が、女王戴冠の日取りまで鵜う吞のみで決めてしまった国ですから。しかもジョン＝ディーの隣にはあからさまな詐欺師のエドワード＝ケリーが常につきまとっていた。結局女好きでも知られるケリーの魔の手は女王にまで届きませんでしたが、どこの馬の骨とも知れない魔術師の手で国政を揺さぶられる事に対する危機感はピカイチですう。ノウハウを借りても良かったのでは？』

「アホか、その結果が例のコロンゾンだろ。ずぶずぶじゃねェか」

『はいどうも、組織の腐敗の結果こっそり生み出された人工の悪魔クリファパズル５４５ですう!!　にひひ、ラスプーチンでもここまで派手にはやらなかったでしょうねえ。つっても実質的にクロウリーの巣だった学園都市の人にどうこう言われる筋合いはなさそうですが』

「どこからどこまで最大主教アークビシヨツプとやらの仕込みか分かンねェ中で、一面的に眺めただけで全体像を見渡せるよォな状況かよ。ああいうのはダメだ。女王様だか何だか知らねェが、下手に権力者が音おん頭どを取ると視点が一つに固定されちまう。それじゃ見えてくるものも見えてこねェ」

『せっかく彼らをコロンゾンから助けたのにい。名乗りを上げればナイト様の称号くらいもらえたのでは？』

「広場に恥ずかしい銅像なンか建ててどォすンだ。俺は別に仲良しこよしがやりてェ訳じゃねェンだよ。わざわざ正面から面倒な雑用をまとめて引き受けるっつってる疲れ知らずのバカどもが大勢いるンだぜ。表の事は連中に任せて、俺達はスマートに裏へ潜りゃ良いい」

『ふっふふ』

　そこまで言った時だった。

　何な故ぜかこれまでとは毛色の違う笑みを洩もらした新聞紙ドレスの少女が、横から一方通行アクセラレータへそっと体重を預けたのだ。

「何だ、気味悪りィな」

『いえいえ別にい。ふふっふう、これで当面はご主人様ひとりじめー☆』

「……仲良しこよしがやりてェ訳じゃねェっつったよな……？」

『ふふふふふふふー☆』

　なんかぐいぐい体重を押し付けてくる悪魔はもう放っておく事にした。第一位とて、この手の連中は下手に構うからつけ上がる、くらいの学習はしている。

　ほのぼのした光景に思わずスマホのレンズを向けようとしたパンピーを恐るべき眼光で追っ払いながら、一方通行アクセラレータは杖つえをつくのとは別の手で使い捨てボトルのコーヒーに口をつけた。

「ぐっ……」

『？』

　わずかに胸の真ん中で違和感があった。

　大悪魔コロンゾンに何かされた影響がまだ残っている。レントゲンで撮影しても浮かび上がる類のものではないかもしれないが。

　そして、わざわざ口に出すような事でもあるまい。

　話したところで事態が変わる訳でもないのだから。

「……何だこりゃ？　これなら缶コーヒーにしときゃ良かった。しかもまだこンなにあるのかよ、人がＳだっつってンのにバカみてェな量が出てきやがるし……」

『グルメなのか亜鉛の足りないバカ舌なのか判断に困る大変ありがたいお言葉ですう』

「うるせェよ。それより、コロンゾンだったか。おいクソ悪魔、ベンチマークテストだ。あの野郎はどォしてあっさり退いたと思うか言ってみろ」

『えと？　そりゃまあ、ご主人様を含めてイギリス式だけでは説明のつかない戦力がチラホラ散見されていたからでは。学園都市製の超レ能ベ力ル者５が三人に、A.A.A.まであった訳ですしい。まあ幻想殺しイマジンブレイカーとかいう弱っちーいのは開始早々即死していましたからアテになるかどうかはすんごく怪しいもんですけどおププー……』

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ほォ？」

『ハイ今なんか思いっきり地雷踏みましたね！　それも対人とか対戦車とかみみっちい事は言わねえ核地雷レベルのヤツをですとにかく全力で猛省しますうッッッ!!!!!!　とっ、ともあれですよう、コロンゾンからすればエディンバラ城に眠る三つの宝とスクーン石かっぱらって行方を晦くらましてしまえばミッションコンプリートなんですっ、ご主人様を中心とした未知の戦力と無理に戦って余計な傷を負う必要はないと考えていた線が濃厚では？　そもそも、そういう未知の部分を何とかするために烏丸からすま府ふ蘭らん経由で上かみ里さと翔かけ流るを焚たき付つけて学園都市入りさせ、内部を引ひっ搔かき回まわすよう指示を出していたっぽいですしい』

「……、」

　一理はあるように思える。

　一方通行アクセラレータ、超電磁砲レールガン、心理掌握メンタルアウト。……正直に言えばどういう経緯を辿たどって地球の裏側で集結したかはいまいち不明な部分もあるが、この辺りについては全員飛び入り参加だ。そもそも大悪魔コロンゾンの計画に組み込まれていた可能性は低い。ヤツの目的が別にあるのなら、そちらを優先して済ませてしまえば良いような気もする。

　ただし、だ。

　第一位は舌に合わないコーヒーと格闘しながら、

「……せっかくアレイスターの野郎が倒れて最大の邪魔者も消えたンだ。そいつは『整える』ためだろ。俺達がこの国にいるだけで、イレギュラーな状況は続いてンだ。余計な戦力が盤の上に出てきたンなら、そいつが本格的に計画を引ひっ搔かき回まわす前に速攻で叩たたいて潰しちまった方が誤差は小さく収められねェか？」

『はあ』

　例のコーヒーについては、粘ついた泥の塊でも喉を通しているようだった。胸の違和感のせいでまともに通らない。

　検査でろくでもない結果が出た時くらい、やたらと健康食を意識するものだ。そしてちょうど良いいものが手の届く距離にある。

「ダメだ、やっぱ我慢ならねェ。おい悪魔、命令するぞ。こいつ何とかしやがれ」

『はいいい!?』

　いきなりぐいっとコーヒーのボトルを押し付けられ、目を白黒させているクリファパズル５４５をよそに、一方通行アクセラレータは一方通行アクセラレータで悪魔が抱えていた紙袋の方から別の飲み物を取り出していた。

　が、怪物は非常に難しい顔をして、

「……何だこりゃ、野菜のスムージー？　まともな飲み物はどっかにねェのかよ」

『ああああうあうあう……』

「どォした？」

『いいえ何でもありまッせん!!　取り上げられる前に対価をいただきますう!!』

　なんかその場でぴょこぴょこ飛び跳ねているクラゲ悪魔が両目を瞑つぶり、顔を真っ赤にしたままボトルの中身を口に含んでいた。

　コーヒーからよそへ浮うわ気きしたばっかりに、変な色したドロドロと格闘する羽目になった世界一健康志向が似合わない人はうんざり顔だった。病気になってしまってから健康食に手を出しても症状が改善する訳ではない。これも良くある話ではあった。

「放っておいても勝手に動き回るのは目に見えてンだ。時間が経たてば経たつほど当初の予定から結果がズレていく。最初から分かり切っている事のはずなのに、そのまま放置？　しかも有利に立っている側が、その有利な状況を切り崩されるまでわざわざ待っているだと？　ありえねェ。コロンゾンのヤツは真面目に勝つ気がねェのか」

『……なんか今日の一杯はオトナの味がするんですう。そしてあのうー。不ぶ躾しつけながら、それは勝つのが当然成功するのが当たり前って人生を邁まい進しんしてきたサクセス野郎最強ストロングご主人様だからこその天才ロジックなのでは？』

「ヤツにとってはどォなンだ？」

　その物言いに一方通行アクセラレータは呆あきれたように息を吐いた。

　何が成功だ、勝ち続けてきたからこそ失敗してきた人生だった。クリファパズル５４５がその機微を覚えるのはまだまだ先のようだ。

　第一位はさっきのコーヒー以上に寛容の心を忘れさせてくれる野菜のスムージーを軽く揺すり、想像以上のずっしり感に辟へき易えきしながら、

「大悪魔コロンゾン。詳しい話は知らねェが、あの口振り、世の中全部を舐なめきった態度。挫折や後悔の味を舐なめ続つづけて慎重さを覚えてきたよォには見えなかったがな」

『んぐんぐ。ちなみにご主人様の見解としては？』

「……、」

　大悪魔コロンゾン。

　アレイスター＝クロウリーからすればメイザース同様、蛇だ蝎かつのように嫌う相手だった。どんな因縁があるかまでは、外から見ていた一方通行アクセラレータには読み切れなかったが。しかし、その上でだ。あの連中は同じくくり、同じ空気を感じられたのも事実だった。……これを口に出せばアレイスターが喉笛に嚙かみ付ついてきそうではあるが。

　つまりは、学園都市の暗闇にわだかまっていた、悪趣味の匂いだ。

　あれはひょっとしたら、遠い昔にアレイスターが味わってきた地獄と同種のものだったのかもしれない。連続殺人犯の素性を調べていったら、犯人もまた幼少期にひどい暴力を受けていた事が判明した、なんていうのは残念ながら珍しくもない話だ。

　だとすると、通じるかもしれない。

『暗部』で培つちかってきた真っ黒なロジックが。

「……クソ野郎が目の前の獲物を放り投げてでもよそへ行く理由は、いつだってシンプルだ」

『ですう？　つまり？？？』

　何やらご機嫌な顔でコーヒーのボトルを抱え込んでいるクリファパズル５４５に向けて一方通行アクセラレータはこう続けた。

「もっと興味をそそるオモチャが見つかった。だからお古を放り投げた。慈悲も良心の呵か責しやくもねェンだよ、ああいう連中は」

　かつての第一位もそうだったではないか。

　操車場で『実験』を食い止めようとした第三位を殺しかけた時に立ち塞がった、何の力も持っていないはずの無レ能ベ力ル者０。ヤツに視線が移った途端、それまでいたぶっていた第三位なんて意識の中から吹っ飛んでいたはずだった。

　獣とは、そういうものだ。

　欲望は一種。

　一度に二つの獲物を追い回せるほど、お利口な頭など持っていない。

　過去からの連なりに辟へき易えきとしながらも、それでも一方通行アクセラレータはこう吐き捨てたものだった。

　怪物は何とかして慣れない健康ドリンクを飲み干し、すっかり変色した舌を出しながら空き容器のボトルを手の中で潰すと、

「……問題は、大悪魔コロンゾンが一体どこの何に興味を示しやがったか、だな」




　　　　４




「さっきから何を見ているんだ？」

「船」

　ぼそっと一言であった。

　こちらを振り返ろうともしないベージュ色の修道服の女が、何やら地面に突き刺していた長い長い金髪をずぼりと引き抜いている。詳細はもちろん不明だが、どうも動きから連想されるのは犬よりもサソリの尻尾に近いので、浜はま面づら仕し上あげとしては迂う闊かつに触れもしなかった。コロンゾンの後ろでそっと息を吐くくらいしかできない。

　そういう趣味人……なのだろうか？

　大悪魔コロンゾン。随分と大仰な女の肩を通して眺めてみると、電光掲示板の表示は全く同じものがずらりと並んでいた。アネリを常駐させた携帯電話の画面を風景に重ねると、どうやら『欠航』という意味らしいのが分かってくる。

　髪の毛の動きは大変アヤシイが、それでもまだマシな方か。自称、大悪魔。しかもおそらく実力は本物。いきなり修道服の背中が弾はじけ飛とんで翼だの尻尾だのが勢い良く飛び出さないだけ、まだまだ人間社会に気を配っている方なのかもしれない。

　エディンバラはスコットランド方面の東側、それも内陸へ深く切り込んでくる入り江に面した大都市だ。港側に向かうと海鳥の鳴き声や潮の香りが漂ってくる。冬、一二月となればあまりレジャーな気分にはなれないが。

　クロウリーズ・ハザードの脅威はなくなり、今まで脅おびえて家の中に閉じこもっていた人々も恐る恐る外へ出てきた。……すぐ近くに全ての元凶が居座っている事に気づきもせずに。とはいえ、てっぺんで詳しい事情を知っている者は、当然ながら戦時体制を解除していない。船や飛行機の往来が中止されていても何の不思議もない話だった。

　元凶なら分かっているだろうに。

　まさかと思うが、イギリスに嫌気が差して高飛びでも考えているのだろうか？

　同じ島国の、しかも壁に囲まれた学園都市で生活してきた浜はま面づらからすれば、そいつは無謀の一言であった。どこに国境が引いてあるんだか分からない砂漠や大平原とは違うのだ。散々騒ぎを起こして自分で作った厳戒下で、国の境を越えようとするのは自殺行為でしかない。

　しかし、だ。

「……よし、予定通り」

「何がだよ」

「こいつを使う下準備が順調に進みているという話よ」

　言って、こちらへ振り返った大悪魔コロンゾンはドカンと緑色のスーツケースを軽く蹴飛ばした。こんな大仰な肩書きの御方がディスカウントストアの扉をぶち破ってコソコソ盗みを働く場面はなかなかに見物であったが、笑ったら殺されそうなのでじっと堪えている浜はま面づらである。とにかく優先は頑丈さらしい。

　ちなみに想像以上にスーツケースの揺れが重たいのは、中に王冠や笏しやくと共に、一抱えもある巨大な石を詰め込んであるからだろう。とにかくスクーン石の存在感が違い過ぎる。

　みゃあみゃあとウミネコの鳴き声が頭上から降り注ぐ中、コロンゾンはあっさりと言い切った。

「情報さえ手に入りたれば用はないわ。この街に留まりける理由もないな」

　浜はま面づらが預かっている『国家の剣』については適当なコートでくるんで抱えるという何とも粗雑な扱いだった。制服警官から朝のあいさつがてら一声掛けられた瞬間に言い訳無用な事態になりかねないが、まさか駅前のコインロッカーに突っ込んで鍵だけ持ち歩くという訳にもいかない。

　が、コロンゾンは特に気にしなかった。

「よい。そのまま持ちておけ。モ・アサイアの儀、そちらもその鍵の一つくらいなければ不安に潰されたるでしょう？　それとも『国家の剣』が好みに合わぬなら二三〇キロあるスクーン石に押し潰されてみたるか」

「にひゃ……」

「これでも私は大悪魔だぞ？　今さらこの程度で驚いてどうするの」

　バレたらバレたで邪魔者を殺す。

　そんな目つきだった。

「つまり話は簡単なりけるのよ」

　当の大悪魔コロンゾンはそんな風に言ったものだった。

　彼女は埠ふ頭とうに掲げられていた出港・入港の予定表から遠ざかりながら、

「魔術がどうした地脈がこうしたと一から教えていっても頭に入らんだろう。だから核心だけ伝えておきたるわね。貴様が後生大事に抱えたるタロットカードは七八枚一ひと揃そろいで人体を表現している。それだけでは『人類』という漠然とした枠組みに過ぎぬが、個人としての癖や特徴を注入したる事できちんとした我を持った存在に色づけされていきたるのよ。……ま、平たく言えばレコードの溝みたいなものかね。レコード、分かるよな？　大雑把なイメージだけ伝われば良い。今はもうディスクの規格が違うなんて話に付き合いけるつもりはないわよ」

「そもそもこの聞き放題全盛の時代に円盤とかうぷぷこのババア……」

「脳みそ引っこ抜きてゴシゴシ洗いてやろうか、スチールウールで」

　黙るしかなかった。

　どこまで本気だったのか、冗談でもやっちまうのか。年齢に触れられるとカリカリしちゃうオトメなハートのコロンゾンは片目を瞑つぶると気軽に掌てのひらをひらひら振って、

「ともあれ、見えない傷がダイアン＝フォーチュンの全てよ。こいつがなければ始まらん」

「これが……？」

「占い師の道具はおしなべてそういうものだ。水晶球とて新品のままでは使い物にならん。あれは術者自身が手をかざして何度も何度も覗のぞき込こみ、磨き上げ、寝食を共にしたる内に微細な傷や曇りが蓄積されていきて『自分の内面との対話』を容易にするためのキットなの。タロットもそう。伏せてしまえば条件は同じ？　いやいやまさか。長い間使いたれば折り目や擦り切れが生じ、均等にシャッフルしたるようでもカードのヒキにわずかな偏りは生じたるものよ。タロットは、新品のままでは意味がない。個々の都合や事情を一つ一つ当てはめていきたる事によって、その当人にとって最適の答えを出してくれる『対話の相手』となるのよ」

　一枚一枚、だ。

　例えば束になっているカードをゆっくりと切っていっても、浜はま面づらにはそこに現れる絵柄や数字の意味も摑つかめない。まして、その表面に人の目には見えない傷やへこみがあると言われても。ただ分かるのは、ディスクの溝や半導体の配線のようなものが走っているのであれば、これまで以上に繊細に取り扱う必要が出てきたという事実だけだ。懐ふところにしまったままではあるが、無意味に肌をべたつかせる潮風すらも猛毒のように感じられてきた。

　ダイアン＝フォーチュンの心に、体に、記憶に、人格に、あの笑顔に、約束も。

　ポケットの中に収めた板ガムの硬さを思い出す。風船のように膨らませる方法を教えると約束した。それまであの少女の体や心が抜け落ちる事など許されない。たったの一つも。

　が、

「……言うておくが、人の形を失いたるとはいえ魔道書は魔道書よ。貴様が自分の骨を折るつもりで殴ったところで傷一つつかんぞ」

「えっ、あ？　そういうもの、なのか？？？」

「その点については心配するな。それと防衛機能特化型につき、覗のぞき込こみても知識を伝達する事はないわ。『原典オリジン』特有の毒に侵されたる心配はないという訳だが……ま、普通の魔道書の怖さを知らぬ貴様に説きても仕方なき注釈ね。忘れろ」

　しかし、それにしても、だ。

　緑色の重たいスーツケースを引きずるようにして歩く、この大悪魔コロンゾン。お互いの利害が乗っかっているとはいえ、ここまであっさりと説明に回るとは思っていなかった。最初に彼女が自分で言った通り、さっさと浜はま面づらを殺して『国家の剣』とかいうお宝を奪ってしまう選択肢もあったはずなのに……。

　向こうも気づいたのか。

　ベージュの修道服を纏まとう悪魔はついて回る浜はま面づらへとずいと顔を近づけ、引き裂くような笑みを浮かべた。

「私は悪魔なりけるぞ？」

「そ、それが……」

「悪魔の本質は囁ささやく者、そして妨げる者よ。闇雲に手足を振り回して人を遠ざけたるのが悪魔なのではない。悪魔とは、招き、誘い、役に立って、成功と繁栄を思う存分与えてから、目の前にて全てを奪いて一挙に地獄へ落としたる存在である。この意味についてはそちらで考えろ。ただし一つだけ言うておくわ。これは私にとっては通常運転よ。情にほだされ、イレギュラーな行動を取りている訳ではないぞ。これが、私の落とし方なのよ」

　デイトレードでも、カジノでも、土地やマンションの転売でも、あるいは銀行強盗や保険金殺人さえも、どんな分野であってもそうなのかもしれない。

　総数で考えれば割に合わないのは誰でも分かっている。そんな都合の良いいギャンブルは地球上に一つも存在しない事くらい、誰だって。みんながみんな幸せになれる訳ではない。むしろ大多数から搾り尽くした大金が、一部の勝者へ集中しているだけの話。

　にも拘かかわらず、誰もがこう思う。

　俺だけは違う、私ならもっとスマートに出し抜ける、と。

　例外なんてないのに。

　冷たい確率や統計を個人の機転で乗り越えられると思ってしまう。自分には神かみ憑がかった何かがついてくれていると、根拠もなく考えてしまう。そういう甘い見積もりこそが、人を生きたまま底なしの借金地獄へ引きずり込む魔性の入口とも知らずに。

　今の今まで外周で迷っていた浜はま面づら仕し上あげには知る由よしもないが。

　……大悪魔コロンゾンは、それをクロウリーやメイザースのレベルであっても容赦なく丸まる吞のみしたと、そう言っているのだ。

　分かりやすい恐怖を振ふり撒まく、目で見て分かる天敵ではない。

　甘く囁ささやく者。

　三三三、その意味は拡散。

　人と人の理解を遠ざけ、世界の結合を妨げる存在。

「お前は……一体、何をしようとしているんだ？」

「モ・アサイアの儀。理解できたら私を止める側に回るのかえ？　余計な事を考えたれば、ダイアン＝フォーチュンを元の形に戻したる算段を失うわよ」

「っ」

「ははっ、冗談だ。取り立てて隠したるような話でもないしな。私は自然にあるものを自然な形で運行したい、あたかも星が回るように。目的なんぞそれだけよ」

「自然にあるものを……？」

「そうだ。三三三、拡散。我が名に込められし真意とは、つまり万象の自然分解である」

　コロンゾンはくつくつと笑う。

　何が恐ろしいって、すぐそこでは、ちょっと早めに到着してしまったためか伝統のバグパイプを抱えたまま一音も鳴らす事もできない演奏家が、早朝の街で暇を持て余しているような状況なのだ。世界の終わりと騒音へのケアが同じ空間で、マーブル模様のように共存している。

　恐る恐るも動き始めたエディンバラの街とは隔絶された存在だった。

「この世にある、ありとあらゆるヒト、モノ、コトはすべからくいつの日か消滅したる。おっと、何も物騒な事は考えないでくれ。いつの日か、と言うておるだけで、何も日時を限定したる訳ではないぞ？」

「この日までに死ねと言っている訳じゃねえ、ってのか……？」

「ああ。そういう意味では何もおかしな事は言うておらぬでしょう？　小僧、貴様とていつの日か死ぬ。それが生命の限界としての老衰であれ、事故や病気など突発的な幕切れであれな。むしろこのプロセスを持ちておらぬ存在の方が不自然で、非現実よ」

　浜はま面づら仕し上あげがイメージする死とは、いつだって突発的な暴力だった。天寿を全うして幸せにこと切れていくビジョンを明確に想像できるほど年齢を重ねたつもりはない。

　しかし。

　当たり前当たり前と言うのなら、コロンゾンは何な故ぜそこに執着する？

　黙っていれば誰しも必ず訪れるのに。

　状況はほとんど見えていないが、このベージュの修道服の女はかなり多くの人間を敵に回しているのではなかったか。

　彼女は緑色のスーツケースを引きずり回しながら、

「つまり、不自然で非現実なりしモノが世界の循環を阻害している」

「……おい、それってまさか」

「当たり前に自然のサイクルの中にいたる小僧には分からぬかもな。だが不滅の存在などいくらでも溢あふれ返かえりておるよ。特に魔術なんて半はん端ぱな神秘が絡からむとな。永遠に朽ちぬ武器、褪あせる事のない書物、そして常に間違えながらも何な故ぜだか一向に破滅する気配も見せぬたわけた文明に！　そもそも分解できない存在を生み出すだけ生み出してそこらじゅうに放り捨てる人間ども!!」

　絶叫だけで惑星を割ろうとしているほどの大だい音おん声じようだった。

　有識者を気取る彼女は自分の手を額にやって、

「実際、世界の危機なんていくらでもあったのよ。第三次世界大戦に、『魔神』オティヌスの暴走、上かみ里さと翔かけ流るのイレギュラーな台頭。こんな世界、黙りていたれば勝手に滅びたるはずだった。それは自然な分解の一形態だ。そうならなかったのは、歴史が今日まで続いてしまいているのは、全て流れに身を委ねず不自然に踏ふみ止とどまった者達がいたからでしょうが!!」

　浜はま面づら仕し上あげについていける次元の話ではなかったかもしれない。

　オティヌス、アレイスター、そして幻想殺しイマジンブレイカー。

　彼女の語る転換点では、いつも本来の寿命や耐用年数を無視して『留まり続けたモノ達』が結末を左右する場所に立っていた。生存を望む者にとっては英えい傑けつだったのかもしれない。だけど、死滅を望む者にとってはどう映っていたのか。

　アレイスター＝クロウリーはあらゆるオカルトを廃絶する事で、今ある世界をより良くしようとした。

　だけど大悪魔コロンゾンの考えは真逆だ。彼が守ろうとした底の底、『あらゆる下地となっている科学の層』をも含む全てがなくなれば良いと思っている。

　守るか攻めるか。

　根付く命など気にする素振りもない辺りが、決定的な違いか。

「こんな血栓だらけの世界が自然な状態を保ちたるとでも思うかね？　無理だ！　人間は自分達さえ滅びたれば後の世界は道連れで構わんと考えたるかもしれん。人類滅亡と世界滅亡を混同して考えたるほどの愚者の集まりだしね。だが、『外』から眺めたる我々としてはそういう訳にもいかん。人類が滅びたいなら勝手にしたれば良い、だが世界を巻き込むな。そういう話をしているのよ」

　一気に、だ。

　浜はま面づら仕し上あげは、この女との距離が無限に広がっていくのを感じていた。

　だって、流石さすがに実感が追い着かない。

　少年がここまでついてきたのは、身近な人を守るためだった。恋人の滝たき壺つぼ理り后こうを安全な場所に置いて、ダイアン＝フォーチュンを元の形に戻す。学園都市に戻って麦むぎ野のや絹きぬ旗はた、フレメアや半はん蔵ぞう、黒くろ夜よるや黄泉よみ川かわだって、とにかく頭に浮かぶ人達ともう一度顔を合わせる。そして何よりその滝たき壺つぼ達たちと一緒にたった一〇〇年ぽっちの人生を幸せに過ごす。瑕か疵しも後悔もなく、思い切り。今論じているのは、実際にできるかどうかではない。そもそも『想像できる幸せの限界』なんてそんな所にしかなかったし、それで良かった。

　そういうスケールで、たった一つの命を張れたのだ。

　それが、何だ？

　人類？　世界？？？　こいつのモノサシは一体どんな尺度に設定してあるのだ!?

「私は世界を自然な形に戻す」

　コロンゾンは、おそらく気づいている。

　浜はま面づらの背筋に走る悪お寒かんを理解している。

「その破滅を英国から始めるというのも因果のありける話でしょう？　エリザベス一世に近づきたるジョン＝ディーは世にエノク魔術をもたらした。一〇番目のアエティールＺＡＸ、つまりこの私にも直接関わる重大な術式を。しかし一説では、こいつは終末の力、魔術の世界を滅ぼす力を引き出してしまいけるモノともウワサされていたからな」

　しかしいっそ、彼女は何の力も持たず受け入れるしかない少年を愛おしげに眺めていた。黙っていても勝手に死に、土に還かえって分解される。そんなサイクルの中にある生命を肯定するように。

「……幻想殺しイマジンブレイカーとは世界の基準点として歴史の狭間はざまを彷徨さまよいける存在だ。人や物、場所や建物、それこそ様々な媒体を渡り歩きてきた。しかしアレは、何故殺す？　単に何物にも侵されぬ世界のモノサシと言うのであれば、弾く、逸そらす、すり抜ける、色々なリアクションが想定されたるでしょう。にも拘かかわらず、アレは受け入れ難き超常に対しては破壊を選びている。つまりそういう事だ。世界は、自然な状態でありければ当たり前に牙を剝むく。条件さえ揃そろえば人も獣も平等に死ぬのが本来のあるべき姿なりけるのよ。分解できぬモノは嚙かみ砕くだきても分解できる形に置き換えよ。それが当たり前に横たわりているサイクルなのだ」

「……、」

「さて、ここまで大悪魔がやけに『素直に』知識を授けた訳だが」

　にたりと。

　粘ついた、それでいてどこか子供っぽい笑みがあった。

「どこからどこまでが甘い囁ささやきなりけるかは、きちんと基準を設けて仕分けしていたか？」

「な……」

「さもなくば、貴様もまた喰くわれし者の一人だな」

　さて。

　これまで歴史の中で大悪魔コロンゾンに接触した人間は誰と誰だったのだろう。それはどれくらいすごい人達だったのだろう。少なくとも浜はま面づら仕し上あげにはピンとこない。頭に浮かばない。連中は、エジソンやアインシュタインにはなれなかった。この事実が示す簡潔な答えは一つだ。

「では、この警告はどっちかな？　裏の裏は表？？？　もしも『全て』を鵜う吞のみにしたとすれば、貴様の末路はメイザースと同じ。せめて、ニューバーグと共に召喚した私を拒絶したクロウリーくらいは抗あらがいてみせよ、小僧」

　途方もない達人は全員失敗した。

　歴史に名を記す事もできずに沈められていったのだ。

　慟どう哭こくも悲鳴も絶叫も、誰の耳にも届かずに。

　クロウリーだ？　メイザースだ？

『普通の人』に分かるはずあるか、そんなもん。




　　　　５




「どォ思う？」

『大悪魔コロンゾンはエディンバラに用はないはずですう。三つの宝とスクーン石をこの場で使う必要があれば、エディンバラ城でやる事を済ませてしまうでしょうし。つまりヤツの目的が何であれ、速やかにここから離れるはず』

「具体的にどォやって？」

『あのコロンゾンなら大気圏の外まで出て弾道飛行で地球の裏側へ飛び去る事もできますけどお、可能性としては低いでしょうねえ。イギリス側はかなり弱体化されていますし、ここで三つの宝、オナーズオブスコットランドが使われてしまえば完全乗っ取りにも手が届くでしょうけどお、それでも科学と魔術で言えば主導権は魔術側が握っています。わざわざ魔術を使ってテイクオフすれば即座に感知されて魔女達が押し寄せるでしょうねえ』

　それに、と半透明の悪魔は言葉を切った。

　彼女は親指で自分の大きな胸元を指し示して、

『こちらはコロンゾンご本人様の手で造られた人工的な悪魔ですう。ヤツの癖は染しみついていますから、コロンゾンが大規模な魔術を使えば感知できます。そっちの直感は全く反応なし』

「だとすると」

『飛行のようにド派手な魔術はひとまず使わない、ですう☆』

　ガタンゴトンという低い振動があった。

　今はラッシュアワー。

　船や飛行機と比べるとどうしても警戒態勢の緩い列車については、普段通りに運行しているらしい。
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『エディンバラ発グラスゴー行、ラピッドモデルは九番線より出発となります。一号車から四号車までは指定席、五号車以降は自由席となっておりますので……』

　チッ、と。

　ベージュの修道服にそぐわない舌打ちに、すぐ近くを歩いていた会社員がギョッとした目を向けていた。

　観光客というよりも、通勤通学の方が圧倒的に多い人混みで溢あふれる駅のホームだった。噓うそか真か二三〇キロもあるというやたらと重たそうなスーツケースを両手で引きずり回す大悪魔コロンゾンは、軽く周囲を見回して、

「……気取られたるな。しかし政府の権限で列車を止めぬのは何な故ぜだ？」

「何だっ、政府？　つまり何が起きてる!?」

「試練の時よ」

　長い長い金髪の女は不測の事態が起きているにも拘かかわらず、どこか楽しげに囁ささやいていた。

「三つの宝とスクーン石を確実に包囲の外へ運び出す。小僧、捨て駒として貴様が使えたるかどうかの試金石でもありけるぞ。敵はおそらく小規模だが高火力の遊撃隊。それも上への報告義務を無視する人種だ。つまりやり手だよ。こいつを振り切らぬ限り、ダイアン＝フォーチュンを救う道は開きもしない」

「……、」

「スタートラインに立ちたければ力を示せ。どっちみち、貴様とて、ただで済みたるとは思うておらぬでしょう？」
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　そして、だ。

　浜はま面づら仕し上あげの役回りは基本的に逃亡者だ。

　同じ場にコロンゾンはいない。なおかつあの美しい大悪魔は、試金石と言っていた。ここで呆あきれられてしまうようではダイアン＝フォーチュン救出への道が断たれてしまう。

　追っ手が近づいていると分かっている状況で、みすみす一つの場所に留まる理由は特にない。できればエディンバラの街からも出てしまいたかった。そうなると、元々コロンゾンが用意していた列車に乗る以外の選択はない。

　その上で、後はトランプのババ抜きの理屈で考えるくらいしかなかった。

　五枚のカードがあるとする。真ん中と両端は何か仕掛けてありそうで怖い、そうなると無難に中ちゆう途と半はん端ぱな二枚目か四枚目を選ぶくらいしか考えられない。満員電車のドアに近い位置で、人の波でぎゅっと押し潰されるようにして乗り込んでいく。

　列車が動き出す。

　対する追っ手側は、この列車を怪しんでいれば絶対に端から順に調べていく。いざとなったら最も寄よりの駅で降りるか、あるいは非常停止ボタンでも押して線路に飛び出すしかない。そんな風に（具体性があるかどうかはさておいて）とにかく『きちんと考えている』と自分に言い聞かせていく事で、必死になって安心を得ようとする浜はま面づら。

　しかし、だった。

　ガラス窓の外で、何か白い布のようなものが翻ひるがえった、ような気がした。

　しかも、列車の流れに合わせて水平に流れていくのではない。

　下から上へ、だ。

　がんがん、ごん……と。天井の方から金属の軋きしむ音が小さく響く。

（あ）

　何か。

　頭の中でイメージしてはならないモノが浜はま面づらの脳裏に浮かんできた。ぶわっと自分自身で気持ち悪いと分かる汗が背中を中心に全身から噴き出していく。

（ああアアアあああああああああああああああアアアアアアアアアアああああああああああああああああああああああああアアアアアアああああああああああああああああああああああああアアアああああああああああああああああ、『一方通行アクセラレータ』……ッ。オイ噓うそだろ、オイって!!）

　何がどうなってどんな風に絡からまってあの怪物が現場に顔を出しているのか、浜はま面づらにはもはや理解が追い着かなかった。一番最初、イギリスに乗り込んできた時はアレイスターについて回ってローラ＝スチュアートを追い駆けていたかもしれないが、絶対にそこから何か挟んでいる。勢力図には大きなズレが生じているはずだ。

　何にしても、大悪魔コロンゾンが盤上にいるほとんど全ての個人や組織と敵対していると見て良い。

　分かっているのは一つ。

（あいつを逸そらさねえ限り、ダイアン＝フォーチュンは助けられない……っ!!）

　こうなってくると、最も寄よりの駅のホームに飛び出したり非常停止ボタンを押して線路に身を投げたところで逃げ切れるとは思えない。あの第一位ならその気になれば飛行機相手でも鬼ごっこできるはずだ。

　じわりとポケットの中から熱があった。

　浜はま面づらは布の上から携帯電話を軽く叩たたいて、

「（アネリ、いくら計算してもどうにもならないなら保留して次だ。お互いのスペックを見比べて、無理して一方通行アクセラレータに勝つ方法なんかにこだわるな。みっともなくても良い。何かそれ以外にもやりようはあるはずだ）」

　とはいえ、だ。

　まるで奥歯の痛みだった。できれば深刻な虫歯なんて認めたくはないが、放置していてもろくな事にならない。

（考える時間はある。あるはずだっ。あの野郎は最悪の怪物だが、乗車率は二五〇％以上。満員電車の中で余計な人間を挽ひき肉にくにしながら車両をぶち破っていくような戦い方はしないはず。様子を見て、このまま客車の中を歩いて別の車両に……）

　鎮静剤代わりのプランが目の前で瓦が解かいしていくのを感じつつも、浜はま面づらとしても諦めてさじを投げる訳にはいかない。奥歯を嚙かみ締しめ、改めて条件を並べていこうとしたところで、

「（ンっ、ぅ……）」

　何やら押し殺したような、甘ったるい女の子の声があった。

　しかも思ったよりも近い。

　てか浜はま面づらと密着している。

「（や、やめてください、ちょっと、人を呼びますよ、うう……）」

「えっえっ、何の話？　えっ!?」

　この満員電車の中ぎょっとして身を引こうとしたところで、適当にコートを巻いた剣の鞘さやの先で、ぐいっとした抵抗感があった。ひう！　という女の子の短い悲鳴が連動する。まずい。まずいのでは？　まさかと思うが、このイタズラな国家の剣。知らぬ間になんか変な所に忍び寄ってはおるまいか!?　例えば見知らぬガールの右足と左足の間とかだッ!!

　そんな風に思った時だった。

　ふと彼は気づく。

（あれ？　この子何で日本語……？？？）




「はいよ、みんなのお色気おねいさんレッサーさんだぜ。はにーとらっぷ一丁上がり」




　めぎきっ、という耳というよりは骨を伝ってくるような音が響いた。多くの人がひしめいている中、それとは分からない形で浜はま面づらの掌てのひらをそっと摑つかみ、そのままあらぬ方向へねじっているのだ。

　改めて見てみれば、腰の後ろから伸びた尻尾……？　のような何かが、くるんと剣の鞘さやに巻きついていた。

　表面上だけなら男の子の胸板へ頰をすりすり、なんか妙に熱っぽい目線でこちらを見上げながら悪魔が囁ささやく。

「（いっ、いい加減にしてください、私はこんな卑劣なやり方には負けませんっ☆）」

「こいつ……っ」

「（おいバカ、次の駅で降りるように。ったく、ガソリンスタンドでポンとダイアン＝フォーチュンなんて名前が出てきた時点で危ないとは思っていたんですよ。フォーチュンじゃなくて、傍で見ているあなたがね。魔術サイドで一番やべえーのは一つ一つ積み重ねて壮大な陰謀を成じよう就じゆさせようとする達人じゃありません。何にも知らない素人しろうとのくせにいきなり三段飛ばしで真髄に触れてしまったケースです。そういう輩やからは今の自分なら何でもできる、むしろそれを邪魔する世界の方が間違ってるなんつー心の暴走に吞み込まれるのがオチですしね。詳しくは小宇宙、自意識の暴走、クリフォト的諸力で検索っ！）」

　なんと言われようがこちらも黙って捕まる訳にはいかない。

　浜はま面づらは片腕の手首と肘を固められたまま、何とか自由の利きくもう片方の手を宙にさまよわせる。もちろんこんな密着した状態で手を振り回してもさしたるダメージにはならない。それよりレッサーがもう少しだけ手首に力をかけて骨を砕いてしまった方が確実だろう。だから、そんな事は狙わない。浜はま面づらが探しているのは壁。そこを掌てのひらで撫なで、特徴的な突起を追い求める。

　すなわち。

　窓を開閉するための金具を。

「ぶわっ!?」

　片手一本で大きく開け放った途端、一二月の切り裂くような烈風が車内に飛び込んできた。分厚い壁にも似た風をまともに浴びたレッサーがバランスを崩す。いいや、厳密には驚いた一般乗客が一斉に動いたので、人の波に吞み込まれたのだろう。

「ぐうう……ッ!!」

　浜はま面づら仕し上あげとしても無事では済まなかった。手首と肘、二つから突き刺すような骨の痛みを感じる。レッサーは自分の体を支えるため両手を自由にしたのか、それとも慈悲で自ら手を離したのか。とにかく関節が砕ける前に自由を得た浜はま面づらはヤツの尻尾（？）が摑つかんでいた『国家の剣』だけ奪い返す。

「ちょ、バッ、キサマ今ほんとに私のお尻狙ったかこいつう!!」

　何だか慌てたようなたわ言は日本語だったので、周囲のサラリーマン達には伝わらなかったようだ。おかげで善良な皆様からの袋ふくろ叩だたきだけは回避。浜はま面づらは流れに逆らって、むしろ自分から開いた窓の向こうへ身を乗り出す。

　客車から、壁を伝って屋根の上まで。

　しかし命懸けで刺客から逃れても、そこで終わりではない。

　というより、ここからが本番だ。

「よォ」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　分かっていた。

　全部予測できていて、しかし、それだけで心臓が止まりそうになる。

　自分一人だけなら終わっていた。

　浜はま面づら仕し上あげはコートでくるんだ剣を改めて抱き抱えた。

（フォーチュン……ッ!!）

　彼女を救って滝たき壺つぼの所へ帰るまでは、死ねない。

　絶対に。

　七人しかいない超レ能ベ力ル者５。中でも第一位、一方通行アクセラレータ。こちらの攻撃が一切通用しないだの、殴りかかればその分だけ『反射』で傷を負うだの、そんなレベルの話ではない。おそらく全力の正面衝突となったら、相手の姿を捉える事すらできずに瞬殺されてしまう。

　天敵。

　それ以外の言葉なんかどこにある。

　とっさに、だった。

　浜はま面づらは風に流すようにコートを放り捨て、剝むき出だしの『国家の剣』を握り直す。木でできた鞘さやから刃を抜き、黄金の輝きを持つ両刃の切っ先を第一位へ突き付ける。

「ハッ」

　相手は鼻で笑っただけだった。

　烈風の吹きすさぶ、揺れる屋根の上。しかもエアコンの室外機や連結部分などであちこちデコボコしているのに、一方通行アクセラレータには危なげというものがない。

　それだけで気づく。

　浜はま面づらとて、こんなもので第一位を倒せるとは思っていない。正しい使い方ができれば話は別かもしれないが、彼はコロンゾンやレッサーではないのだ。それどころか剣の心得すらない不良少年にとっては、金属バットや鉄パイプの方がよっぽど心強いくらいだった。にも拘かかわらず刃を抜いたのは、これを人質代わりにできないかと考えたからだ。相手を怯ひるませ、攻撃を躊ちゆう躇ちよさせられるのではと。

　結果は一笑だった。

　ヤツは問題解決さえできればそれで良いいのだ。

　平たく言えば、剣を折って浜はま面づらの体を粉砕してしまっても困らない。

　これでは交渉にならない。

（どうにか……）

　ごくりと喉を鳴らして、

（どうにかしねえと！　こっちだって、できないから諦めますが通じる状況じゃねえんだ。最初の一発。ここで決められなきゃおしまいだ!!　相手は第一位の怪物だぞ、二発目なんかある訳ねえッ!!）

「そろそろ良いいか？」

「ッッッ!!」




　ビィウン!!　と、空気を引き裂く音があった。




　その靴底で力強く屋根を踏みつけ、真正面から砲弾みたいな速度で突っ込んでくる一方通行アクセラレータに対し、浜はま面づらはとっさに手にした剣を翻ひるがえしていた。真正面ではなく、足元へ。より正確には、ただでさえ不安定な足場をより危険なものとしているデコボコの元凶、業務用車内エアコンの室外機へと。

　猛獣がアルミの空き缶を嚙かみ切きるような不気味な音が響いた。

　途端に圧縮されて液化していた化学冷媒が、白い蒸気の形で一気に噴き出す。

　もちろんこんなもので、あらゆるベクトルを支配する一方通行アクセラレータに傷をつけられるなどとは思わない。

　それでも第一位の怪物は屋根を蹴って速度を上げていた。

　つまり、

「『反射』の壁を破れなくても、足場を崩しちまえば……ッ!!」

　パキパキパキパキ!!　と急速に屋根の一部が白く変色していく。液化した化学冷媒ガスハイドロフルオロカーボンはマイナス数十度に達し、まともに浴びせれば金属さえも瞬時に凍結させる。急激な温度変化に耐えられず、その表面が薄く剝離を始めているのだ。長らく放置されてきた公園の遊具の表面からペンキが剝がれていくように。

　一方通行アクセラレータの靴底が、途端にグリップを失った。

　雨の日に、濡ぬれた落ち葉が自転車のタイヤを滑らせてしまうのと同じ理屈だ。第一位のベクトル操作能力は、しかし間に何か一枚挟んでしまえば干渉力が届かなくなる。そのはずだ。

「や、ロウ……ッ」

「っ」

　わずかに狙いが狂い、浜はま面づらのすぐ横を突き抜けた一方通行アクセラレータに対し、浜はま面づらは身を小さくして、下手に触れなかった。『反射』をキープした怪物に手を伸ばすなど、たとえどんな状況でも自殺行為だ。第一位が自分で作った勢いを殺せず、そのまま列車の屋根から転がり落ちるのをひたすら待つのが正解。

「やったか!?」

『国家の剣』をエアコン室外機から引き抜きつつ、思わず振り返って叫ぶ浜はま面づらだったが、その先には何もなかった。

　ガタンゴトン、と。

　規則正しい列車の音と、連結された車両が波打つように揺れているのが見えるだけ。

「……、」

　どう、


だろう？



　別にグチャグチャになった死体が見たい訳ではないが、こうまで奇麗サッパリだと実感を全く得られない。失った手足の感触がいつまでも残り続けるのは、こんな感じなのだろうか。目の前から脅威が見えなくなったのに、漠然とした不安が延々と尾を引き続けている。

　その時だった。




　ゴンッ!!　かんかんキン……と。




　何か大きな金属音と、続けてそれよりは小さなものが複数回。

　確かに浜はま面づらの耳に響いてきた。

　まるで巨大な鉤かぎ爪づめを鋼鉄の壁にでも食い込ませてきたような、そんな不気味な音。あながち間違いでもないかもしれない。骨こつ董とう品ひんみたいな剣でもエアコン室外機を切り裂けたのだ。あの第一位であれば、燃費向上のためアルミを多用して徹底的に軽くした列車の壁くらい五指で軽々と引き裂けるだろう。

　ヤツはまだ、落ちていない。

　そして一方で、やっぱり、という想おもいもあった。単純に数字の序列で測ってはいけないのかもしれないが、ヤツは第四位の麦むぎ野のでも第二位の垣かき根ねでもなく、第一位だ。それ以上の地獄。真っ当な方法で順序立てて罠わなにハメた程度で逃げ切れるなんて逆におかしい。

　どこかから、だ。

　死神の囁ささやきが流れてくる。

「……よォ……？」

　しかし、どうする？

　だとすればどうする!?

　最初の一発目で仕留められなければそこで終わり。二発目なんぞ期待できない。浜はま面づら自身がそう定義づけたはずだ。そして奇襲では逃げ切れなかった。訳知り顔で頷うなずくのは結構だが、さてここから何をどうすれば良いのだ!?

　そんな時だった。

　ひらりと。

　浜はま面づらの視界の端から何か艶つややかな色彩が割り込んできた。繊細な銀の髪に、健康的というより蠱こ惑わくの方が際きわ立だつ小麦色の肌。そしておざなりに全身へ巻き付けただけの、白い包帯。

「やっほーい☆」

「ねふ、テュス？　お前、今どこからどうやって飛び移ってきや……ッ!?」

「うっせお姉さんが魅力的過ぎるからってここで立ち話している暇ないでしょ。ほらさっさと逃げる逃げる」

　気軽極まりない感じのまんま、げしっ、とネフテュスは白い包帯を尖とがらせて作ったヒールで浜はま面づらを蹴り落とした。体重は乗せず力加減はふんわりご褒ほう美びモードだったが、喜んでいる場合ではない。

　蹴って落とした、一体どこから？

　もちろん列車の上から以外にありえない。

「どっ、あ？」

　むしろ恐怖はなかった。

　感じている暇もなかった。頭の歯車を引っこ抜かれたように、空回りだけが続く。

　列車の速さは時速七〇キロ？　八〇キロ？

　目の前のビジョンと感情が結びつかない。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!!???」
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　そして列車の壁から屋根にのそりと身を乗り上げた一方通行アクセラレータは、今ある状況全部に対して舌打ちしていた。相変わらずコロンゾンの一撃が胸の真ん中、心臓の辺りで疼うずいているが、いちいち気にしている場合ではない。

　ぶわりっ!!　と。

　高速で流れていく列車の外の世界で、何か違和感の塊が生じた。

　扉をぶち破って外へ飛び出したのだろう。黄金の……何だ？　糸か髪でできた巨大な食虫植物のようなものがガパリと開いて、落下していく浜はま面づら仕し上あげを包み込んだのだ。チェーンソーみたいに無慈悲な地面へと落ちていくのが見える。

　何が起きたか知らないが、標的はまだ生きている。

　何かしら、重要な物品を抱え込んだまま。

　その上で、だ。

「……オマエ、何だ？」

「ああ、言っておくけど別に彼一人の協力者って訳じゃないわよ？」

　褐色の包帯女は自分の唇に人差し指を当てて、

「私はネフテュス、『魔神』の一角にして今回の立ち位置は傍観者。そういう観点から見てみると、つまらないのよ。勝てると分かっている戦いなんか眺めていても。さっさと早送りで飛ばしてしまいたいし、それができないなら引ひっ搔かき回まわしたくなっちゃう。映画館のスクリーンに向けてポップコーンの容器を投げつけるようで申し訳ないけどね」

「……、」

「そうね。出る杭くいは打つ、全員共通の敵とでも見てくれれば良いかしら。せっかくのリングでしょ、ちったあ面白おかしく戦えよ大根役者」

　重力を無視した流れがもう一つ。

　切り裂くような真冬の烈風に流される枯れ葉が、流れを無視して一方通行アクセラレータのすぐ隣で渦を巻く。一ヵ所に密集したと思ったら、ばんっ！　と激しい音を立てて弾はじけ飛とんだ。

　ひらりと。

　少女特有の柔らかい曲線を持った裸足はだしの指先が、列車の屋根にも触れず重力を無視して空中を泳ぐ。

　疑似的な出産の儀礼を経て表層世界へカラダを露あらわにしたのは、

『ひ、ひ』

　人間の少女と殺人クラゲと新聞紙を混ぜ合わせたような、半透明の悪魔だった。かの存在は一方通行アクセラレータの首に両腕を巻いてしがみついていたのだ。

『やべえっ、何かと思えばガチの「魔神」じゃないですか!?　高みに昇り詰めておきながら人を導く気全くナシの生粋戦闘バカなんて相手にするだけ無意味ですう!!　私達の目的はネフテュスではありません、とっとと戦闘回避してスマートに迂う回かいする事を推奨しますっ!!』

「……アレがこっちを見逃すとでも思ってンのかクズ」

「そうよねえ？　困っちゃうわよねえ？」

　くすくすと笑って、褐色の女は唇に当てていた人差し指を離した。そのまま音もなく下へ。自らの豊かな胸の真ん中へ掌てのひらを押し当て、そして告げる。

「首の電極という具体的なリミットが存在する怪物にとって、一番怖いのは時間稼ぎ。いったん煙けむに巻まいても延々追い回されたら逆に電池の消費は大きくなってしまうもの。そんな風になるくらいなら、脅威が目に見えている間に一発で瞬殺しておいた方が安全よねえ？」

「……殺してイイか？」

「そうそう☆　バッテリーの存在自体を知っているだけで、そちらにとってはすでに捨て置けない。ライオンでもサメでも、最強生物って総じて自分のテリトリーを侵される事を極端に嫌う、臆病な性格をしているんだったかしら」

「クリファパズル５４５」

『口頭命令とか羊皮紙の契約書とかにも直結すんだから魔術を知る者の前で悪魔の名前を呼っ……ぐああーっ!?　とにかく何ですか!!』

　あれを倒せとか、盾になれとか。

　一方通行アクセラレータはそんな風には命令しない。

　白い怪物は首筋のチョーカーに手をやり、こう告げたのだ。

「……俺は勝手にやる。魔術とやらについては足りねェ事ばっかりだ。だから必要だと思った事はオマエが全部補え」

『りょーかいです☆　にひ』

　轟ごう!!　と一方通行アクセラレータを中心に暴風が渦を巻く。高速で走る列車の流れとは明らかに違ったものだった。先ほど浜はま面づらに見せた突撃とは違う。学園都市第一位。ヤツは最強の立ち位置を独占しておきながら、自らの失敗に対しては素直に分析して埋め合わせていく。固定の最強ではなく、進化する最強。だからこそ第一位は第一位なのかもしれない。

　脆ぜい弱じやく性せいを潰し、また一つ段を踏んだ一方通行アクセラレータを前にして、しかしネフテュスはくすくすと笑ったままだった。

　忘れてはならない。

　彼女も彼女で、世界の誰にも迷惑をかけず永遠に戦い続けられる異世界を指して理想の遊び場と評価した戦闘狂である。

「彼は」

　そっと瞳を伏せて。

　過ぎ去った何かに感じ入るように、ネフテュスはそう囁ささやいたのだ。

「考え方は間違っていなかった。ただ、ほんの少しだけ手段が足りなかっただけで。だから私が見せてあげましょう。本当の正解を。そしてそちらもまた、さらに強きよう靭じんな力を得ると良いい」

　その時だった。

　変化があった。はらりと、ネフテュスの右の目尻から、宝石のような一粒の涙が伝ったのだ。無論何の意味もなく、ではない。

「ネフテュスとは泣なき喚わめく者。冥神オシリスの妹にして死神セトの妻となる女神なり。半身が犯した悪行によりオシリスは死に、その罪を滂ぼう沱たの涙でもって浄化する女性神格。我が身は随伴を求める死の王と共に埋められし者達の集合、自己とかの女神の神格と重ね合わせる者なり。もって始源の女神の力をここに引き出せ、我はすでにネフテュスなのだから……」

　そもそもネフテュスとは冥界の神オシリスを中心とした神話群において、殺されたオシリスのために葬儀の席で泣なき喚わめいた女性神格。しかし同時に、それ以外にまともなエピソードの存在しない不可解な女神。故に、その涙にこそ彼女の『魔神』としての全てが詰まっている。

　喜劇の涙、憤ふん怒ぬの涙、悲哀の涙、楽事の涙。

　そしてこの場合は、

『……伝でん播ぱの涙。対象の魔術をブーストする、ですう……？』

　ぞわりと。

　背筋を震わせたのは、やはり魔術について明るいクリファパズル５４５の方だ。

　彼女は海洋性の尻尾を不快にねじ曲げながら、

『系統としてはアニー＝ホーニマンに近い、でも今はネフテュス一人のはず、増幅用の魔術を行使しても何の意味もないはずなのに』

「あら、いるじゃない。標的ならここに」

　くすりとネフテュスは笑って。

　涙に濡ぬれた瞳を見開いて、その視線でもって明確に増幅対象を正面から射貫いたのだ。




「対象クリファパズル５４５、ブースト」




　なっ!?　と驚きよう愕がくの声が当の悪魔から放たれた時には、すでに状況が爆発的に動いていた。クリファパズル５４５は戦争の狂気を自在に操り、その効力は魔術大国イギリスを丸ごと包むほど絶大なものだった。それを、増幅する。いいやいっそ外部から暴発させてしまう。腐っても『魔神』に軒を連ねるネフテュス。その増幅は背中を押すなどという生半可なものでは済まされない。神に後押しされた英傑や猛将は、多大な功績と引き換えに短命で人生を終えてしまう事も珍しくないのだ。それも戦死や刑死、決して幸せとは呼べない方法で。

　それを、ネフテュスは『攻撃』として繰り出した。

　造られた悪魔にとって一番身近で。

　寄り添うほどの位置にいた、一方通行アクセラレータの調子を狂わせるために。

『だっ、バ……ご主人様逃げてえッ!!』

　すでにと言った。

　確定した結末は変えられない。

「ごっ……」

　赤い塊が螺ら旋せんを描くように尾を引いたのは、口から吐き出した血の塊のせいか。

「ぶ!?」

　クリファパズル５４５の力をまともに浴びた第一位には、『反射』もベクトル操作もなかった。自らが抱え込んだ砲弾の暴発や誘爆に巻き込まれる戦車や戦艦のようですらあった。その力が強ければ強いほど、だ。手中にあった力の全てが一方通行アクセラレータの全身を叩たたき、錐きり揉もみ回転させながら列車から突き落としていく。

「ま、こんなものかしら」

　腰に片手をやり、切り裂くような冬の朝の風に全身をさらしながら、ネフテュスはそっと白い息を吐いた。

　列車の中には結社見習いの少女なども潜んでいるようだが、向こうについては無理に撃破しなくても構わないと判断した。放っておいても、高速移動する列車から飛び降りる術を持っていないだろうし。

　チョコレート色の女神はあくまでも傍観者だ。

　どこの誰にも肩入れしないし、どこの誰にも嚙かみ付ついていく。

　しかし一方で、面白いと思わなければ、『魔神』をそこまで感じさせるほどの力を見せてくれなければ、ネフテュスは動かない。

　そういうルールだった。

　が。

　そこまで考えたネフテュスはそっと目元の涙を指先で拭った。脳裏に浮かぶのは、一人の少年だ。

　たった一夜。

　名前以外の何も知らない少女を相手に。

　それでもバラバラのカードとして散らばった誰かの笑顔をもう一度見るために、安全な傍観者の立ち位置を捨て去って命懸けの大勝負へ乗り出した、正真正銘の主人公。

　悪い癖とは分かっていた。

　しかし、




「……こういう時、何かと言うと涙もろいのがお姉さんの弱点よねえ」




　あるいは。

　システム化された現象や法則ではなく、恩恵にせよ天罰にせよこういう勝手気ままな神威がアレイスター＝クロウリーから嫌われた原因かもしれないが。
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　そして。

　そして。

　そして、だ。

『……ひぐ……ううっ……』

　線路脇、砂利敷きよりもさらに外、わずかに下った崖の下に向けて、不自然な半透明の影が飛び込んでいった。いいや、混乱しているのか頭から地面に落ちる。そのまま起き上がる事もせず、二本の手を振り回して土を摑つかんででも先へ進む。

　すすり泣くような少女の吐息があった。

　保護欲を誘う、と言ってしまうにはあまりにも無様で、情けなく、痛々しい嗚お咽えつ。

『うそだっ、噓うそですう、うう、そんな、ご主人様あ!!』

　クリファパズル５４５だった。

　転がり落ちた影にすがりつく。かの存在を象徴する白に、不純な赤や泥の色彩が混ざり込んでいる。彼女がこうした。第一位が第一位として君臨していれば、余計なものなど抱えなければ、こんな風にはならなかった。

　魔術とやらについては足りないものばかりだと言っていた。

　簡単な事のように思えるかもしれないが、あれだけの怪物が自分の弱い所をさらけ出して、背中を預けてくれたはずだった。

　それを。

　それなのに……ッ!!

　結果はどうだ。どこかで手を誤ったのではない。そもそもこんな悪魔が真っ当な願いなどしてはならなかったのだ。最初から救われない存在だと書き込まれているのを忘れたのか。悪魔は悪魔というだけで破滅を決定づけられる。それを擁護する者も地の底に落とされる。そういうルールが横たわっているのが分からないなどとは言わせない。

　しかし。

「……うるせェな。これくらいの事でピーピー泣なき喚わめいてンじゃねェよ。なンか変に癖づいてねェだろォな」

『ご主人様……？』

「泣くな」

　吐き捨てるように言って、一方通行アクセラレータは難なく起き上がった。

　能力そのものが暴走してしまった以上、『反射』の壁の有無など関係ない。口の端には未いまだに赤い汚れが垂れていたが、そもそも出しゆつ血けつ如ごときで動転するような人生は送っていない。

　涙は血よりも重い。

　そう結論づけなくてはならない。当たり前に泣く事すら許されず、与えられた命令に従って命を散らしていったクローン達を知っているのならば。

（あの野郎……）

　しかし一方で、第一位は如によ実じつに感じていた。

　胸の真ん中にあった違和感が消えている。そう言えば、アレをやったコロンゾン自身、こう笑っていたか。血の塊は吐き出した方が楽になるぞ、と。

（わざとこォなるように、詰まりを取ってメンテしやがった……？　単純に浜はま面づら仕し上あげとかいうイレギュラー因子の仲間って訳でもねェのか、面倒な引ひっ搔かき回まわし役だな）

「イイか、最初の最初っからパーフェクトに事が進む訳ねェンだ。加減については失敗しながら覚えていきゃ良いいンだよ。こンな結果に脅おびえていちいち萎縮するンじゃねェぞ」

『うう……』

「全体でコロンゾンにゃ一歩遅れてやがる。さらにイレギュラーな連中が絡ンできて二歩遅れた感覚だ。オマエの協力が必要になる、この三歩分を埋めるために。繰り返すぞ、クリファパズル５４５。手を貸せ、オマエの力がいる。人間サマを助ける気概は残ってるか？」

『ふぁい！　次こそご主人様のお役に立ってみせます、必ず!!』

　軽く舌打ちした。

　ただしそれは、いつまで経たっても湿っぽいクリファパズル５４５に対してではない。

　こういう時、あの無レ能ベ力ル者０ならどうするだろうか。

　拳で殴り、五指で引き裂く事は得意でも、涙を止める方法については心当たりがない。ヤツならきっと、誰とでも当たり前に目線を合わせて同調する事ができただろうに。

　つまり、白い怪物も偉そうな事を言えた義理ではなかった。

　最強なんて、その程度だ。

　そして現実の問題に取り掛かろう。すでに列車は走り去った後だ。そもそも標的である浜はま面づら仕し上あげはもっと早い段階で離脱している。線路を逆に辿たどるべきだが、すぐさま再捕捉できるとも思えない。大悪魔コロンゾン。ヤツが二本の足を使ってトコトコ地べたを歩き回っている方が不思議な状況なのだから。

　もちろん、『立ち去った後の痕跡』からでも得られるものがあるかもしれない。先回りをするだけの材料がない以上、戻って調べ物、という選択肢はマストではあるだろうが。

「なら早速質問だ。さっきのアレは何だ？　『魔神』とかっつー言葉は前に学園都市でもチラホラ耳にしていた気もするけどよ」

『はい。「魔神」ネフテュス。魔術という分野を極めた末に変容する、元々は人間だった神の一柱となります。中でもエジプト神話圏をベースとした、古き王の遺体と共に生きたまま埋葬された奴隷や使用人達の集合体。それが？』

「……別に」

　今の一方通行アクセラレータには、これだけでは理解できない。だがあの右拳の無レ能ベ力ル者０なら違うのだろう。見てきたものは同じでも、辿たどってきた道が違う。ここも埋め合わせていく必要もありそうだ。

　それでいて、だ。

　敵からの攻撃を受けて勝手に傷を負った。被害者も加害者も一本の線で繫つながっているはずなのに、それをわざわざ自分のせいだと考えて震え上がっている少女がいる。

　あの少年ならどうするか。

　悪魔に言い放った言葉と同じだ。最初から全部が全部パーフェクトに進むはずはない。分かるところからピースを埋めて全体の絵を作っていけば良い。

　上かみ条じよう当とう麻まの見ている世界を眺めろ。

　それでいて、ヤツの足跡をなぞるだけでは意味がない。別枠の視点を確保し、見えないものを捉えて、ヤツにはできない事を行う誰かになれ。

　今回の一件は、クリファパズル５４５だけのハードルではない。

　学園都市第一位の怪物、一方通行アクセラレータにとっても最初の一歩が始まった。
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「チッ」

　思わず吐き捨てたのは、大悪魔コロンゾンだった。

　ばらばらばらばら、と。

　ちょっとした軽自動車を超えるほどの、黄金でできた巨大な花のつぼみのような何かだった。そのつぼみが、ゆっくりと花開くようにして外側へと解けていく。中から現れたのはベージュの修道服の女と、彼女に抱き抱えられた浜はま面づら仕し上あげであった。

　線路脇での話だった。

「……試金石と言うたはずなのに、これではいまいち採点に困りけるわね。結局最後は『魔神』が持っていったか」

（ま、勝てぬと分かった相手を前にして、逃げずにいただけでも『捨てる駒』としては及第点かもしれんがな。『見えない檻おり』の出来は上々、と）

　口には出さなかった部分をどこまで推測できているのか。

　抱え込まれた浜はま面づらは浜はま面づらで、ベージュの修道服の胸元から顔を上げ、列車が去った方向を恐る恐る眺めていた。

「ネフテュスのヤツ、一体どういうつもりだったんだ……？　わざわざ第一位とぶつかる理由なんてなかったろうに」

　世界を滅ぼすほどの力を遊びにしか使えない存在など、当然ながら浜はま面づら仕し上あげには想像もできるはずがない。あれだけの怪物を見て、とっさに『もったいない』と思ってしまう異形の心など。

「……これから、どうすんだ？　一応逃げ切ったがよ、あの列車に乗り合わせてきた事自体、お前が示した目的地はバレているんじゃねえか。向こうで待ち伏せとかされてねえと良いいけど」

「イギリス全域で捜索活動が行われたる状況ではどこへ行きても大して変わらん。というか、そもそも目的地は終点のグラスゴーではないのだし」

「？」

「全てはモ・アサイアの儀だ。『西側』へ向かいたればどこでも良かったのよ。さっさと立て。別の方法で海へ向かおう」

「海？　この一二月にかよ!?」

「無知め、水着くらいしか連想するものがないのかしら」

　一方のコロンゾンとしては、

（……ネフテュス、か。ダイアン＝フォーチュン同様、アレもどこぞで拾うたとでも言うのか？　だとすれば私に頼るまでもなく『魔神』経由でフォーチュンを救済したれば良いようにも思えるが……。完全に、制御下にある訳ではない。しかして完全に情の糸が途切れたる訳でもない、と言うたところか。面白い。こいつをコントローラにしたれば、『魔神』すら間接的に操れるかもしれんのか。いよいよ混乱を極めてきたわね、この国も）

　そんな風に考えた時だった。

　ざりっ、という足音があった。

「一方通行アクセラレータ、か!?」

　どこまで役に立つかも分からない『国家の剣』を握り直しながら、浜はま面づらがとっさに叫んで振り返った。

　しかし木の鞘さやから剣を抜こうとしたところで動きが止まる。

　そこにいたのは予想外の人物だった。

　黒いおかっぱに額の符。血色の悪い、小柄な少女だった。改造ミニチャイナの短い裾からは危なっかしく生脚が覗のぞけている反面、両手は大きな袖の中に指まで隠れてしまっている。

　ネフテュスと同格。

『魔神』の一角。

「……娘ニヤン々ニヤン……？」

「あ、言っておくけど感動の再会とかはナシの方向でね？　わたしはしょーじき、ネフテュスほど情に厚い訳でもなければ涙もろい訳でもないし」

　ざわざわぞわぞわ、と。

　皮膚という皮膚の裏を無数の小さな虫が這はい回まわるような、奇怪な悪お寒かんが浜はま面づらの全身を包んでいた。分かりやすい、剝むき出だしの刃のようだった一方通行アクセラレータとはまた違う。じっくり時間をかけて嬲なぶり抜ぬく、どす黒い鞭むちのような殺意。そしてこうも思ってしまう。不意打ちでいきなり粉々にするのではなく、宣言されただけ慈悲はあったのか。娘ニヤン々ニヤンは、ネフテュスではない。ひょっとすると、『魔神』としてはこちらの方が純粋なのかもしれない。

　明らかに、戦うつもりだ。

　ネフテュスが逃がしたはずの命を、改めて食い散らかすくらいの気持ちで。

　読めない。

　結局『魔神』達は味方なのか、それとも敵なのか。

「……スーツケースは預かりていろ、小僧」

　吐き捨てるように言ったコロンゾンの長い長い金の髪が、ひとりでに蠢うごめいていた。あの大悪魔が浜はま面づらを後ろへ下げたという事は、及第点くらいは得られたのか。

　ざわり!!　と。

　その長い長い金髪に、禍まが々まがしい顔のような影が浮かぶ。

「やはり簡単にはコントロールできんか。まあ、『魔神』などと自称する輩やからだもの、それくらいでなければつまらんが」

　しかし、だ。

　大悪魔に守られている浜はま面づらの方が思わずといった調子で叫んでしまった。

「どうしてだ!?　さっきは『魔神』が助けてくれたろ!?」

「うん？　だから一山いくらにしてほしくないんだけど、そのネフテュスのヤツは言ってなかったかな？　別に隠すような理由はないから秘密にしているとは思えないし。こっちは気持ちよーく戦いたいだけなんだよ。スマートでクレバーな作戦なんてどうでも良いいの。なのにさあ……」

　改造チャイナドレスの少女はキョトンとした顔で。

　そして言う。




「わたし達は傍観者。勝てると分かっている勝負をただ見せられるのって退屈だよね？」




　ジャココンッッッ!!　という音があった。

　剣、槍やり、斧おの、杖つえ、弩いしゆみ、圏、棍こん、網、鎖、銃、菱ひし、鞭むち、環、爪、鎚つち、矢、杭くい、盤、鉤かぎ、鎌、鉾ほこ、鋏はさみ、戟げき、錘すい、拐かい、棘とげ、叉さ、尺、縄、筒、袋、板、鋸のこぎり……。

『魔神』娘ニヤン々ニヤン。そのぶかぶかの袖の奥から扇のように、大量の武具が一斉に飛び出したのだ。

　確実に、噴き出していく。

　何者にも制御不能の脅威がもう一つ。
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「信号増大、これ以上はショック症状に入ります！」

「全身はダメだ、すでにギリギリいっぱい、飽和すればかえって抵抗力を失う。局所麻酔行くぞ、エチルフィン五ミリグラム追加！」

　ガッ!!　と、そんな軍医の手首を摑つかむ五指があった。

　仰向けに寝かされていた銀の少女が、顔をしかめながらも掠かすれたような声を発したのだ。

「……麻酔はやめろ。思考が鈍る。ここに来るまで何を何ミリ打ち込んだ……？」

「じ、冗談だろう？　すでに吸引させたコリンラーゼが全身に行き渡っているはずなのに!!」

「チッ。だとすると体重換算か、いちいち自然排出されるのを待つ時間はないな。ケトルミンはあるだろう、血中で分解する」

　適当に身を起こしながら、銀の少女は傍かたわらの台に置かれていたチューブを摑つかみ取とった。アタッチメントの針を取りつけると、軍医が制止する暇もなく自分の首の横に突き刺してしまう。

「馬鹿げている……。この状況で麻酔を中和するなど、痛みのショックで死にたいのか？」

「この状況？　こんなものでくたばるタマならここまで生き残らなかったさ。こっちは『魔神』ども総出とやり合って、生きながら半身を焼かれた事もある身の上だぞ」

　造影剤でもぶち込んだような全身の発熱と喉の渇きがあったが、これは無視しても構わない。無害化された物質が汗や尿の形で体外に出れば自然と収まるはずだ。アレイスターはひとまず脇腹の刃物傷が一通り縫合されているのだけ確認すると、そのまま診察台を降りていく。

　野戦病院仕様の、分厚い合成繊維でできた医療テントの外に出ると、どうやらエディンバラ城の敷しき地ち内ないのようだった。

　しかしそもそも何な故ぜ手当てを受けていたのだろう。

　腐っても魔術大国イギリス。たとえ最大主教アークビシヨツプの座が空席となっても対魔術戦闘の機能が完全停止するとは思えない。アレイスターがやってきた事はとっくに把握されているだろうし、根本的に学園都市の統括理事長とクロウリーがイコールで結ばれればどうなるか。正直、意識を失ったまま銃殺されない方が不思議な状況ではあった。

　ただの温情とは思えない。

　そうなると、

（……危機は継続中。足りない戦力を無理矢理にでも補充せねば支えきれない状況、か）

　妥当な推測だが、そこまで考えて銀の少女は小さく笑ってしまった。

　よもやコロンゾンの悪行によってこの命運を繫つなぐ日がやってくるとは思わなかった。これ以上の皮肉は他にあるまい。

「おっおっ……こんな感じか？　ヘリポートって、何だ、これで正解か？？？」

「どこがよ!!　全然円の形になってないじゃない。ぐにゃぐにゃ!!」

「別にぃ、御み坂さかさんが例のはた迷惑なモンスターバイクで派手にターンでも決めてやればきれーいな丸を描けるんじゃなぁい？」

「けけけアンタの弱点を真下から突き上げるあのバイクな？　そうかわざわざリクエストしてくるって事は、さては癖づいてきたな妖怪持て余しおねだり女」

「馬鹿げた冤えん罪ざいはその辺にしてもらえるかしら!!　そっ、そもそそそそもそもみみっ御み坂さかさぁんよりにもよって男の子の前でその話を持ち出しますぅ!?」

「？」

「上かみ条じようさんもっ、可愛かわいらしく首を傾かしげてもダメです！　言いませんよ？　ここはゼンゼン全く深掘りするようなトコじゃありませんっからねぇ!!」

　顔を真っ赤にして両手を振り回し、何やらわたわたしている金髪少女だったが、美み琴ことが気にしているのはそっちではないらしい。

　彼女は眉をひそめて、食しよく蜂ほうが手にしているモノを細い顎で指し示し、

「てかアンタのそれナニ？」

「ぐるぐるぐーる……。こう、こうやって、外筒をモーターでくるくる回すのが手早く冷やすコツらしいのよねぇ。よしよし、こんな感じかしら」

「……この一二月に水着でアイスティーなの？　物好きにもほどがある。てか」

「何よぉ？」

「あれ、ええと……アンタ絡がらみで、何か忘れているような。うーん……」

　自分の肩を抱いて顔を青くしている美み琴ことの前で、冷却シートを挟んだ二重容器がきちんと動いているのを満足そうに確認した食しよく蜂ほうは大きな円筒をブランドバッグの中に仕舞い込んでいた。

　ともあれ。

　医療用テントから這はい出でてきたアレイスターから少し離れた所では、少年少女のやかましい声が響いていた。どうやら輸送用のヘリを迎えるための準備を進めているらしい。おそらくツンツン頭の少年は魔道書図書館と合流したいのだろうが、その周りで水着を着た少女達がフクザツな目を向けたり時折むくれて背中を蹴飛ばしたりしている。

　と、その時だった。

　銀の少女アレイスターは気づいたのだ。

　上かみ条じよう当とう麻まの、ある種象徴にもなっていたはずの記号性。

　右腕が、肘の部分から消えてなくなっている状況に。

「ばっ……」

　息を吞のんだ。

　そしてアレイスターはなりふり構わずにこう叫んでいた。

「馬鹿野郎、誰も封じてすらいなかったのか!?　そいつを外気にさらすな！　今すぐその右手を押さえ付けろおッ!!」

　慌てて核心だけを叫んだのがまずかったのか。三人の少年少女はキョトンとした顔をしただけだった。しかし一から順に説明している暇もないというのも事実なのだ。

　背中を切られた傷は、それを確かめるまで痛みを感じない事もあるという。

　むしろ、だ。

　今までこうならなかった方が不思議なくらいだった。




　ごぼんっ!!　と。

　泡立つような音と共に、千切れてなくなったはずの右腕から、何かが噴き出したのだ。




「お」

　血ではない。

　肉や骨でもない。

　もっと。

　もっともっともっと、禍まが々まがしくも神こう々ごうしい何かに振り回されるように、上かみ条じよう当とう麻まは絶叫しながら己の腕をもう片方の手で押さえ込もうとしていた。

　竜。

　ですら、ない？

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!???」

　それが複数の動物を組み合わせたような神話の怪物だったり、頭でっかちの宇宙人だったり、何かしら分かりやすい形を伴っていれば、まだしも脅威として理解が追い着いたかもしれない。

　だけどアレは違う。

　何か。

　御み坂さか美み琴ことの言葉では説明できないけれど、何かもっと、まずいものだ!!

　ガキガキガキガキボコボコボコボコボコボコボコ!!!!!!　と。

　断面から次々と現れるのは、赤黒い泡だった。しかもありきたりな球体ではなく、三角形、平面の集合体。まるでテレビゲームのポリゴンのような、人工的な加工の象徴。一つ一つの大きさもまちまちで、大きなモノなら少年自身の背丈を超える。泡の表面から別の三角面の泡が次々と湧き立ち、全体で巨大な、蛇行する一本のラインを形作ろうとする。ことここまできて、傍で見ている美み琴ことには未いまだに『腕』というイメージは出てこなかった。腕の断面から飛び出しているにも拘かかわらず、だ。

　深い深い赤は、しかしほんのわずかに透き通っている。

　中でくるりと回って蠢うごめいている影は、一体何だ……？？？

「なっ、なに……？」

　呆あつ気けに取とられているのか。

　あるいはどこかで見覚えでもあるのか、美み琴ことが両目を見開いて叫ぶ。

（……私が前にどこかで見たのとも違うっ？）

「ちょっと待って、何が起きているの!?　押さえ込むって……。どうすれば良いのよこんなのっ!?」

　しかし銀の少女がとっさに睨にらんだのは第三位ではなく第五位だった。

　あるいは食しよく蜂ほう操みさ祈き以上にその能力を把握した口振りで、アレイスターが叫ぶ。

「『心理掌握メンタルアウト』！　感覚誤認カテゴリ０６１。一時的で良いい、そいつの右腕を肘から先まできちんと存在するよう頭の方を騙だまし切きれ!!」

「ッ」

「今なら右手の手首は存在しない。打ち消しについては考えるな!!」

　ゴォッ、と。

　地下鉄の列車がトンネル内の空気を押し出すような、重々しい風の唸うなりがあった。

　あと一瞬、だ。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きが肩に掛けたバッグからテレビのリモコンを取り出すのが遅ければ、少女達は右から左へ薙なぎ払はらわれていたかもしれない。

　幻肢痛、だったか。

　すでに失われてしまった器官が、未いまだにそこで痛むような感覚。

　ふっ、と。

　途端に、空気に溶けるように得体の知れない『三角面の集合でできた泡』の連結体は虚こ空くうに消えてしまった。

　その奥で泳いでいた、名前も分からない影もまた。

　あるいは、見えない鍵でもかけるように。

「がっ……」

「ちょっと、大丈夫!?」

　膝から落ちた上かみ条じよう当とう麻まに、慌てたように少女達が駆け寄っていく。

（……所詮は誤魔化しだ。いつまでもは保たない）

　銀の少女は唇を嚙かんで。

　そして、一人でこう計算を終えた。

（取り出すのが早過ぎる。今のままではガワの上かみ条じよう当とう麻まは粉々に弾はじけ飛とぶぞ）
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『エディンバラ発グラスゴー行？　分かった、猟犬を放て。相手の意図はまだ見えん、今は追い立ててボロが出るのを待つんだ。慎重にな』

　同じエディンバラ城の敷しき地ち内ないだった。

　合成繊維のテントではなく重苦しい石壁に包まれた聖セントマーガレット礼拝堂の方まで案内されたのは、それだけピンクジャージにもこもこニットの少女が警戒されているからか。扱いとしては微妙だ。女王エリザードを一度は手当てしているが、その後に浜はま面づらは『国家の剣』を持って逃走してしまった。その一味と捉えられていれば、決して穏当な扱いにはならないだろう。いっそ裏切り者の烙らく印いんを押しつけられても文句は言えない。

　壁かべ際ぎわに置かれた懺ざん悔げ室しつだった。

　電話ボックスのように小さな部屋を二つ並べ、互いの顔が見えない形で格こう子し戸どをつける。普段は俗世のしがらみに縛られず己の罪を白状するための部屋なのだが、今は使い方が微妙に変わっていた。そもそも聞き役は神父や修道女ではない。

　明らかに軍属。

　プロの手による尋問。

　騎士という言葉が似合いそうな、古風な響きのある男性の声だった。

『済まないミズ、少々席を外す。人は代わるが情報は共有しているので気になさらず。知っている事を話してくれれば構わない』

「……、」

『経緯についてかなり疑問は残っているが、君個人は無害であると判断している。もちろん旅券を持たずに我が国の土を踏んだり、車を盗んだりしたのは国の主権と自治を侵害するものではあるが、そちらにも事情があったのであろう。しかも、自分達以外の。その良識に基づく行動を期待しているよ。それでは』

　お疲れ様です騎士団長ナイトリーダー、という声が懺ざん悔げ室しつの外から聞こえてきた。しばし、滝たき壺つぼ理り后こうは狭いスペースで一人きりになる。遠くから聞こえるのはバグパイプ、だろうか？　完全な無音ではなく半はん端ぱな楽器の音色が、逆に何だか放課後の学校みたいな寂せき寥りよう感かんを膨らませてきた。

　いくつかある報告の中に、日本語らしい女性の声も交じっていた。ひょっとすると何回か城の敷しき地ちで見かけた、ポニーテールのカタナ女だろうか？

（はまづら……）

　ややあって、だ。

　隣の部屋に別の誰かが入ってきたようだった。

　今度は女性の声だった。

　やっぱり騎士だろうか？

『……何度も繰り返してしまって済まないな。これも手続きなので気を悪くしないでほしい。まずは君の名前からだ』

「滝たき壺つぼ理り后こう……」

『君は同じ境遇の者と行動を共にし、さらに「黄金」の魔術師や「魔神」を名乗る人物と行動を共にしていた。その名前は？』

「……、」

『おや、言葉が詰まったな。まさか分からないなどとは言わせない。わざと怒りを買って自分に注目を集めさせる気か。いやはや、これは確かに良いい感性だ。これ以上いじめてやるのはこちらの品格に関わるでしょうか』

　そこで、いきなりブレた。

　これまであった声色から、全く別のものへ。

　楽しげな声を耳にしながら、そこで滝たき壺つぼは眉をひそめてしまった。

　何か、違う。

　懺ざん悔げ室しつの向こうの話ではない。初対面の人間の人柄なんて流石さすがに分かるはずもない。滝たき壺つぼが気にしているのは外の様子だった。先ほど、挨拶のような声は扉の向こうから響いていたのだ。この懺ざん悔げ室しつは、さほど防音については考えていない。にも拘かかわらず、ある時から全く物音が聞こえなくなってしまったのだ。

　洋服店の試着室であれこれ試していたら、いきなり店全体の電気や店内放送を落とされたような居心地の悪さ。しかし鍵もかからない扉を開け放って安易に確かめたいとも思えなかった。異変というよりも、見えない脅威が知らぬ間にじわりと忍び寄っていた。そんな感覚だった。扉を開けてしまったら最後、床を埋め尽くす毒蛇が一斉に飛びかかってくるような……。

『逃走中の無レ能ベ力ル者０、浜はま面づら仕し上あげを助けたいですか？』

　ぞわりと。

　こんな存在に大切な人の名前を知られている事それ自体が、壮絶な呪いのように感じられた。

　違う。

　どこの誰だか知らないが、こいつは絶対に騎士だの軍属だの、そういう真っ当なモノではない。彼らは人を指してレベル０などとは呼ばない。そもそも浜はま面づら仕し上あげの名前を知っているとも思えない。何かが、違う。太いレールから状況が脱線した。どこのタイミングで女性の騎士と入れ替わったかは知らないが、とにかく全く別の、人の言葉を話す異形とでも言うべき何かがすぐ隣の部屋に居座っている……ッ!!

『あるいは「魔神」と呼ばれる者達ともう一度会話をしたいですか？　「黄金」と呼ばれる魔術師を助けてやりたいですか？』

「あなた、は……？」

『たわむれに、です』

　くすくすと、だ。

　ネフテュスとはまた違う、毒の華のような甘さが格こう子し戸どから伝ってくる。

　空気が、侵食されていくのが分かる。

『歴史の狭間はざまで浮き沈みする者。書簡の中にしか登場しない名前。しかし形はどうあれ此こ度たびの案件にかの魔術結社「黄金」が関わったのであれば、その創設の許可を出したわらわにも採用の責任というものがありますよね』

「……、」

　もはや滝たき壺つぼは言葉に頼らなかった。

　自らの感覚。うっすらとした頭痛のような、痛みとも快楽とも言えない違和感に神経を集中していく。盗んだ四駆に乗ってロンドンの街に潜伏していた頃は『黄金』とかいう魔術師とも接触したが、それとも違う。薄い格こう子し戸どの向こうから伝わってくる感覚は、もっと優しく、それでいてこちらの脳を見えない手でわし摑づかみにしてくる。

　これは危険。

　しかし安全な場所に留まり続けるだけでは、結末まで何もできずに閉じ込められたままだ。

「……たすけたい。助けたいに決まっている。あなたは、はまづらが今どうしているか知っているの!?」

『結構。それを聞ければ満足よ。ここからの脱出については請け負いました。おいおい教えるけど、今はこれだけ伝えておきましょう』

　格こう子し戸どの向こうから、そっと声が差し込まれた。




『我が名はアンナ＝シュプレンゲル。イシス＝ウラニア、英国においてナンバー03の創設を許可したドイツ第一聖堂の支配者なり』

[image: ]








行間　二









　世界最大の魔術結社『黄金』が名声をほしいままにするまで、この手の結社と言えば薔薇十字ローゼンクロイツであった。




　いいや実際、『黄金』についても厳密には薔ば薇ら十じゆう字じを下地にした組織とも言える。

『黄金』には第一集団、予備門、第二集団、第三集団、それに支流へと逸それた結社内結社スフィアなど、いくつかの段階、グループが存在する。０＝０から４＝７までの第一集団は主にエジプト神格に重きを置いた儀式魔術を得意とするが、５＝６以降の第二集団は探索者がクリスチャン＝ローゼンクロイツの墓所を発見するエピソードにちなんだ儀式が代表格に居座っている。そもそも第二集団を示す語、R.R.etA.C.は『ルビーの薔ば薇らと黄金の十字架』という意味を持つ。『黄金』そのものの名がどれだけ広く世に拡散しようが、根本的な土台の部分からは逃れられない。

　当然、結社開設の許可を出した『土台の部分』であるドイツのナンバー01、02の聖堂については生粋の薔ば薇ら十じゆう字じ系けいと見るべきだ。ローゼンクロイツ。魔術について詳しい知識はなくとも、そもそもこれがどこの国の言葉を下地にしているか考えてみるだけで容易に想像がつくだろう。薔ば薇ら十じゆう字じも薔ば薇ら十じゆう字じで『黄金』に負けず劣らず事情はかなりややこしいが、根本の部分をまとめるとこうだ。




　決まった制服で着飾る必要はなく、病人を助ける以外の活動も明かさなくてよい。メンバーはあくまでも市井に紛れて暮らし、所属する者はＲＣ以外に自らを示すサインは残さない。ただし、その実力や影響まで否定するつもりはないので無用な混乱を防ぐため自らの後継者は事前に取り決め、年に一度集会を開いてメンバー間の親交を深めること。




　さらに『創設から一〇〇年、薔ば薇ら十じゆう字じという組織は秘匿する』というものがあるが、こちらについては原点に位置するローゼンクロイツ本人が没してから永き時が過ぎた今となっては満了・失効している。

　さて。

　これだけ耳にすると危険性のない組織に聞こえるかもしれないが、忘れてはならない。規律とはあくまで理想。むしろ放っておくと破る者が現れるから、先回りして封殺するために作られるものと言っても過言ではない。

　別の組織になるが、例題を一つ提示しよう。

　埋蔵金発掘や個人的な復ふく讐しゆうなど俗世の欲に基づく低俗な目的で魔術は使わない。魔術師は常に知識や技術を習得する事での全能感、己の心と戦い続けながら清廉に生きるべし。口振りだけならご立派な『黄金』とて、実際には嫉妬や疑心暗鬼から多数の魔術が飛び交う惨さん憺たんたる状況に陥っているのだ。彼らが具体的にどれくらい清く正しかったかについては、ブライスロードの戦いを思い出せば良い。火種を投げたのはアレイスターであり、激しく燃え上がったのはウェストコットとメイザース。特に後者については『蠅の王ベルゼビユート』やテュホン＝セトなどクリフォト的、悪魔的な力でもって同胞の粛清に明け暮れているのだ。

　そして、流してはならない。

　話を戻そう。

　薔ば薇ら十じゆう字じの掟おきてをもう一度読み直してみると良いい。




　所属する者はＲＣ以外に自らを示すサインは残さない。




　疑問がある。ならば何な故ぜ、ことあるごとにあの女はアンナ＝シュプレンゲルという名前を持ち出すのだ？

　推測できるのは一つ。

　たとえどれほど卓越していようが、かの令嬢は掟おきてを破る側の魔術師だ、と。








第三章　（無題）　World_Decomposer.
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　大悪魔コロンゾンと『魔神』娘ニヤン々ニヤン。

　線路脇での激突は、最初の一撃で砂利敷きの基礎部分を破壊し、鋼鉄のレールを引き千切り、電線を断ち切って青白い火花を散らしてしまった。

　もちろん、だ。

　二万ボルトの高圧電流を撒まき散ちらす電でん線せん如ごとき、怪物どもにとっては視線を振るほどの脅威ですらない。

「ひひ」

　ミニチャイナの長い袖で隠された手元から、鋼の扇のように大量の武具が飛び出していた。子供が飛行機ごっこでも楽しむような仕草で、しかし恐るべき火力を内包した『魔神』が蛇行しながら走り込んでくる。

　楽しむ。全力で戦闘を楽しむ。それだけのために。

　場違い極まりない官能の舌なめずりすらあった。

　お眼鏡にかなった、という事か。

「にひひ。あははははは!!　さあて大悪魔ちゃん、超絶便利な仙人アイテムにどこまで喰くらいついてこれるかにゃーん!?」

　かんかかんっ、キン！　と。

　走り込みに合わせて鋼の扇のように広がる武具同士が落ち着きなくぶつかる。そのたびに武具と武具の間で不気味な火花が散った。スタンガンの電極のようだが、しかし違う。

　ここまで魔術という体系を追い駆けてきた人間であれば、『火花』と聞けばピンとくるだろう。

　そもそも『魔神』がその指先を変容させて形作った一つ一つの仙人達の武具は、攻撃、防御、回復、近距離、遠距離などなど、尸し解かい仙せんの持つ莫ばく大だいな力をジャンルごとに小分けして管理するための代物だ。つまり、混ぜてしまうと互いが互いを相そう殺さいしてしまう相あい容いれる事のできない奇跡を、壁で区切り、別々の枠に収めて、純粋さを保っていると言っても良い。そして魔力と地脈が似て非なる力であるように、天体の大宇宙と人体の小宇宙はリンクする。これは規模こそ違っていても、神話と神話を切り分け、階層ごとにそれぞれの界で管理している世界の位相の仕組みと同質の現象である。

　そこから飛び散る『再現された火花』は目に見えて分かる脅威とは別に、見えない死角から標的を狙う。さながら、哀れな獲物がサソリのハサミにかまけている隙に、頭の上から毒針の尾を叩たたき落おとすように、だ。

　対して。

　ユンヒュン、と大悪魔の長い長い金髪が悪趣味な鞭むちのように空気を引き裂いた。より厳密には見えない文字盤を一つ一つ叩たたき、印をつけた箇所を一筆書きで繫つないでいくアクション。

　そして紡つむぐ。古きエノクの言葉を。

　髪に浮かぶ禍まが々まがしき顔は文字を、美しい面おもてを彩いろどる唇からは肉声を。

「第六の召喚文、すなわちＲＺＩＯＮＲ、火の中の火よ。同色のタブレットを司つかさどる言葉の羅列に従い我が前に不純なき力を表せ!!」

　轟ごう!!　と。

　虚こ空くうから炎が吹き荒れ、渦を巻いて、ベージュの修道服を纏まとう美女の右掌へと集束されていく。

　さて、ここで右から左へ流している場合ではない。

　単なる四大属性程度なら、メイザース辺りでも網羅していた。ただし彼の場合は人間の暮らす実存世界では純粋な属性は取り出せないとして、敢あえて不純物の混ざった属性をそのままコントロールしていた。セメントはそのままなら乾いた粉でしかないが、水や砂利と混ぜ合わせる事で強固に結合していく。そういう、妥協を実用に組み替える方法論で、だ。

　しかし、コロンゾンは違う。

　火の中の火。

　この世界の人間には到達不能な『純粋属性』へと容赦なく手を伸ばす。あらゆる不純物を取り除いた水分子が電気を遮断するなど特殊な振る舞いを見せるのと同じく、それは人間が使う魔術とは異なる結果を出力していく。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。

　世界最大の魔術結社『黄金』の長でも届かなかった、極限の魔術がここに花開く。




「「おおッア!!!!!!」」




　激突はそのまま爆心地と化した。

　しかもこの一発では終わらない。

　長い長い金髪に浮かび上がる顔は、さらに鮮明に。

　たたんタタタン！　と、その長い髪が虚こ空くうへミシンのように打ち込まれていく。

「元素のタブレットの一角、火の文字盤よすでに放たれし我が力に働きかけよ。これより示すは終末の脅威、その源泉。世界の万象は滞りなく自然分解せり、エノキアンマジックは破壊のためにこの炎を増幅する!!」

　吹き散らされて虚こ空くうへ消えるはずだった火の粉が、千切り取られた業ごう火かのカーテンの切れ端が、再び集束する。

　先ほどからさらに倍化する、炎の竜巻と化して。

「わお」

『魔神』娘ニヤン々ニヤン、その見えざるサソリの尾。『再現された火花』の集合体が爆炎にさらされて消え去った。まるで夜明けと共に夜空の星々が拭い去られていくように。

「なるほどなあ。コロンゾンは『邪悪の樹クリフオト』ではなく『生命の樹セフイロト』の奥に佇たたずむモノ、悪魔でありながら樹上より堕おちぬ門番。そうかそうか、物質世界オーラムアツシヤーではなく創造世界オーラムブリアーの法則で力を練っている訳だ！　うん、面白い!!　これなら参加賞と努力賞以外ももらえそうだねっ!!」

　そう。

　この世界に存在しない純粋な属性は他者とは決して混ざり合わない。単一性を極めた純水やモノポールがそれだけで他とは違う性質を示すように。幻想殺しイマジンブレイカーに見られる完全に打ち消す効果はなくとも、動く壁の如ごとく敵対者を押しのけてしまう事はできる。誰でも扱える『水』を司つかさどる大天使『神の力ガブリエル』は何な故ぜあんなにも脅威的だったのか。それを考えてみれば良い。取り扱うのは同じ属性であっても、純度の方がケタ違いだったのである。

「……人から昇り詰めた神？　魔術を極めてここでおしまいだと？」

　元を正せば第一〇の領域アエテイール、ＺＡＸに潜む天使。

　大悪魔コロンゾンがここに示す。

「ふざけるなよ分解されぬ愚物、山の途上にて勝手に歩みを止めた俗人が。『生命の樹セフイロト』を昇ろうが『邪悪の樹クリフオト』を下ろうが人は人、万人とはすべからく矮わい小しようなる一である。真なる高みは貴様の知る領域の外にあり、これより本物の魔術というものを見せてくれる!!　我が万象の分解に吞のまれて消えよ、人の業から生まれし不純物よ!!」

「だが残念、あまり『魔神』をナメるなよ？　ゲテモノ」
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「おっかねえ……」

　そして浜はま面づら仕し上あげは、少し離れた丘の上でそっと呟つぶやいていた。

　後ろを振り返るなとは言われていたが、馬鹿は早くも約束を破ってしまっている。

　適当に道端で拾った分厚いシートでくるんだ『国家の剣』の他、スコットランド式の宝を詰めたスーツケースまで抱え込む状況だった。二三〇キロのスクーン石を詰め込んでいる、という話だったが、ちょっと力をかけたらそのまま持ち上がってしまいそうだった。コロンゾンが何かした。……らしいのだが、迂う闊かつに中を調べようなんて思えなかった。パンパンに詰めた旅行カバンの留め具が外れて爆発するのとは違う。いったん破綻したら、二三〇キロという重さと正面切って格闘する羽目になるのは目に見えている。

　混乱の中、しかし大悪魔コロンゾンは冷静にこう囁ささやいていたのだ。

『魔神』はイレギュラー、どこまで強大だろうがこれにかまけるのは本筋ではないと。

（……つまり適当に暴れている隙に大事なお宝をよそへ移せって話だったけど）

　存在感ゼロ。

　凡人も凡人、本当に秘められた力なんて何にも持たねえ無レ能ベ力ル者０の浜はま面づら仕し上あげにとってはまさしく天職であった。虫けら一匹は目立つリングの中央に立たされれば足で踏まれておしまいだが、森や草原にそっと隠れてしまえば誰にも見つけられなくなる。

　群衆の一。頭一つ飛び出る事のできない誰か。

　だけどそいつも使い方次第で、顔の見えない人間に化けられる。

　大悪魔コロンゾンの一撃一撃は確かにケタ外れだが、しかし、娘ニヤン々ニヤンをここで確実に仕留めるのが目的ではないのだ。分かりやすい爆風で場をかき乱し、魔力？　とかいうのを大嵐のように撒まき散ちらす事で、『魔神』娘ニヤン々ニヤン側のサーチ能力を封殺する。チャフやフレアで的確に狙いを逸そらすというよりも、辺り一面にとにかく閃せん光こうと爆音をばら撒まくスタングレネードに近いやり方だ。

　そう。

　演出こそド派手ではあるが、空気に引きずられてはならない。この場合は、こいつら何のために戦っているか分からない、という第一印象で正解だったのだ。

　ともあれ、浜はま面づらにはここに残っていてもやるべき事は何もない。

　下手に現場に近づけば余波だけで粉々にされかねない。向こうはうっかり浜はま面づらという地べたの虫を踏んづけてしまった事にも気づかないだろう。

　立ち去るのが正解だ。

　しかし、その上で、

（にしてもコロンゾンのヤツ、俺がスーツケースを持ち逃げしてイギリス側に付くって可能性は考えなかったのかよ……？）

　もちろんダイアン＝フォーチュンを復活させたいという浜はま面づらの目的も枷かせや楔くさびとして機能している。三つの宝とスクーン石を素人しろうとがどういじくり回したところでそいつは達成できない。だが大悪魔側からでは、それがどれくらい『重たい』ものなのかは確信を持てないはずだ。そもそも今の浜はま面づらは論理や利害では動いていない。感情。そして人の心が不動で不変というのは理想であって現実は違う。混乱もすれば醒さめてもしまうような他人の精神の流れに、ヤツは自分の人生を全部預けられるか。

　ドン!!　ゴンガンッ!!　という衝突は今も続いていた。

　……あるいはそれを手に取るようにコントロールできるのが、人間とは別の領域にいる悪魔の為なせる業なのかもしれない。具体的に方程式の見えているコロンゾンにとっては人の心など危険なギャンブルではなく、安定した一本の道でしかないのかもしれない。

　しかし。

　それは辿たどっている経緯こそ違っていても、大悪魔コロンゾンは浜はま面づらに背中を預けているのと同じなのではないか。

　だって面白そうだから、で短い間とはいえ行動を共にした人間の命を救ったり殺したりするネフテュスや娘ニヤン々ニヤンら『魔神』よりも。

「調子が狂うぜ、くそ……」

　浜はま面づらは呟つぶやき、ポケットの中のガムにそっと指先で触れた。ダイアン＝フォーチュンとの約束もある。滝たき壺つぼ理り后こうと歩むこの先の人生全部を妥協や屈辱にまみれさせないよう、自分の恋人にすら暴力を振るった。

　そして未舗装の草原で奇妙なくらい軽くなったスーツケースの車輪を転がし始めた。

　さて、彼は気づいているだろうか。

　荒野で迷える少年は今、悪魔の指先が示す方向へ一歩踏み出してしまった事に。

「グラスゴーがダメだった場合は、ええと、ダンフリースとかいう街で合流だっけか」

　これはつまり。

　かつてのメイザースやクロウリーと同じ、ねじれて曲がった修行者の道。

　始点からして間違えてしまった二二枚の大アルカナ。




　ひょっとしたら。

　もしかしたら。




　悪魔は囁ささやき、誘って、妨げる者。

　あるいはそういった感情の誘発こそが、『侵入の窓口』として機能するのかもしれない。
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　ばた、ばた、ばた、ばた!!　と。

　エディンバラ城の上空から、空気を叩たたく大きな音が響き渡ってきた。

　輸送用の大型ヘリだ。

　ロンドンからインデックスや烏丸からすま府ふ蘭らんが増援されてきたのだ。ヘリを使った人員輸送自体はすでに何度か繰り返している作業工程でしかない。

　が、

『コンドル01、このタイミングでか!?　地上は場が荒れている、しかもっ、何だ？　東洋人のジャージ女はどこ行った!?』

「コンドル01よりＨＱ、敷しき地ち外がい周しゆうから市街へ出ようとする人影を二つ確認。追跡可能。サポート行動は必要か？」

『馬鹿野郎そいつは誘われてんだよっ!!　コンドル01、上昇だ、上昇しろ!!　くそっ!?　状況不明、何かそっち行くぞおっ!?』

　地上から閃せん光こうが瞬またたいたと思った時には、派手な衝撃と共に大きな卵みたいな輸送ヘリが一瞬で三〇度以上斜めに傾いた。

　いきなりの黒煙。

　コックピットでいくつもの計器類がけたたましい警報を連発するのがこちらの耳にまで届いてくる。

　側面のカーゴドアを開けて地上の様子を観察していたのが災いした。

　白い修道服の少女が機内からそのまま大空へ転がり落ちる。

「わあっ!!」

「ああもう、仕方がないです。皆様ひとまずお先に失礼、とおーうっ」

　パーカービキニにウサギアンテナの少女が躊ちゆう躇ちよなくカーゴドアから両腕を伸ばして飛び降りていく。空気抵抗をできるだけ小さくして速度を稼ぐと一息に魔道書図書館の体を抱え込み、ヘリウムガスの力を借りてＵＦＯバルーンを空中で広げていく。

　車のエアバッグよりも素早い作動速度だった。

　ほとんど爆発じみた膨張と共に、府フ蘭ランとインデックスの二人は同じワイヤーにすがりつく。

「安定を保つには高度が低すぎます。ゆっくり落ちると考えるです」

　銀髪の少女が疑問を挟む暇もなかった。ぐらついたバルーンはバランスを取り戻す事もなく、そのまま崩れかけた石壁が並ぶ草原へと接触する。しばしの間、冬の風に引きずられる格好で草の上を滑る羽目になった。

　そして目を回している暇もなかった。

　同じくバランスを失った大型の輸送ヘリが黒煙の尾を引いていた。二つのメインローターも心こころ許もとなく、ぐるりとエディンバラ城の周囲を旋回しながら少しずつ高度を落としてくる。市街地や古城のど真ん中には落とせないと考え、操そう縦じゆう桿かんと格闘しているのだろう。

　結果、残った候補地はどこか。

「来る、です！　壁かべ際ぎわに寄って伏せて!!」

　ずがんっ！　と丸っこいずんぐりボディの腹がすぐ近くに落ち、雑草と黒土を削り取った。しかもそこで停とまれなかったのか、ぐらりと傾いた輸送ヘリが、巨大な扇風機みたいな二つのメインローターをこっちに向けてくる。

　さて、ヘリコプターとは大きなローターで空気を叩たたいて浮かび上がり、その回転数で高度の上下を調節し、ローター全体の角度を傾ける事で前後左右に動かす乗り物だ。本体が地面にぶつかって跳ね、パイロットの意図しない方向へ勝手に機体が傾いた場合は何がどうなるか。

　そう。

　改めて字じ面づらにすると不思議な響きがあるが、大空を飛ぶヘリコプターには摩擦の力を利用するブレーキなどついていないのだ。

　止まるとは、すなわちローターを回したまま安定する事。

　そいつをいったん失って暴走を始めたらどうにもならなくなる。

　イメージ映像はネズミ花火辺りで良いい。

「わわわわわっ!!　来る、こっち来るんだよ!!」

「分かってんならちょこまかすんなです!!」

　ガリガリガリガリ!!　と地面を削るようにしてこちらへ滑ってきた輸送ヘリにインデックスが叫ぶが、府フ蘭ランとしてはいちいち落ち着くのを待っていられない。緊急事態につきその首根っこを摑つかみ、ウサギアンテナの少女は古い石壁の裏へ飛び込む。たった一枚挟んだ壁の向こう側で金属の潰れる暴力的な激突音が炸さく裂れつし、折れたローターがすぐ真上を飛び越していった。何か一つ接触していれば生身の体なんぞ挽ひき肉にくになっていたはずだ。直撃せずともパーカービキニの心臓を不気味に締め上げてくる。

「……、」

　しばらく待ったが、それ以上何もなかった。

　航空燃料が漏出して大爆発、といったような大連鎖までは繫つながらずに済んだようだ。

　半分潰れたボディから歪ゆがんだドアを蹴破って、無理矢理外に出てきたパイロット達と合流を果たす。

「タンクや配管は無事だ。メーターの針を見る限りひとまず漏出はない」

「配線ショートからの発火リスクは残ってるです。こいつはバッテリーを抜いてもコンデンサに溜たまった余剰電力だけで十分。なのでとっとと給油口にポンプ突っ込んで燃料は全部抜いておくようにです。それが終わったら放電器をセット」

「もちろん。相棒の世話は我々に任せて、必要な報告はそちらから頼む。……命令だから輸送はしているが、正直、お宅らの事情にはついていけん。地上からの迎撃地点や現場の封鎖など、当たり前の事を言っていれば良い訳でもないんだろう？」

「了解です、全部お任せを」

　パーカービキニにウサギアンテナの少女は請け負って、白い修道服の銀髪少女と共に墜落現場を離れる。エディンバラ城はアリの巣のような地下まで含めればかなり広大で複雑だ。ひとまず本来の即席ヘリポートまで出向いて、エディンバラ城側の衛兵とコンタクトを取り、『王室派』など重鎮との謁見の許可を得る。この辺りが妥当なコースだろう。

（とうまっ……）

　自分自身に急せかされるようにして、インデックスは走る。

　自分の足で躓つまずいてしまいかねないくらいの勢いで。

（通信用の霊装を通してだと要領を得なかったけど、混乱が起きているって事は絶対何か良くない事が起きてる。早く会って確かめないと。私にできる事だってきっとあるはずなんだから……ッ!!）

　が。

　実際にそっちへ向かってみると、だ。




「ほっ、ほら。調子が悪いんだから仕方がないでしょ。私が食べさせてあげるから、ほらアーンして、アーン……」

「はぁーい上かみ条じようさん、ちょっと失礼しますね。濡ぬれタオルでお体の方拭かせてもらいますからねぇ？　右手の代わりを務めさせていただきまぁーす」

[image: ]




　ヘリポートのすぐ近くにある、医療用テントでのお話だった。全体的に意味が分からなかった。とにかく聞き覚えのある声に導かれて（完全記憶能力を持ってる）シスターさんが分厚い合成布をめくってみればこの顚てん末まつである。

　ツンツン頭は右手がねえし。

　寝台の上で左右から女の子に挟まれてかいがいしくされてやがるし！

　こいつらこの一二月に水着とレインコートだしッ!!

　背中一面のメカの塊とテレビのリモコンとかもう意味分かんないし!!!!!!

「今さっき起きた迎撃魔術の件も込みで、ひとまずてっぺんの『王室派』辺りと情報共有をしておきたかったんだけど」

　久方ぶりの、であった。

　この世界には無意味なものなど何もない、やっぱり必要とされてここにあるのだ。ここんトコ少々甘やかされてきた日本産高校生に向け、例のストッパーが前歯をカチンカチンと鳴らしてこう告げる。

　オナジミの時間がやってきた。

「……そこの王様モードの人、全体的に何があったか教えてほしいかも」
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　しっちゃかめっちゃかであった。

　迷わず頭頂部を貪りに来たインデックスから逃れるのでいっぱいいっぱい、兎とにも角かくにも上かみ条じよう当とう麻まは走って逃げ出すしかなかった。幸い、軍用とはいえテントだったのは幸いだった。定点でペグを打って地面に固定してある場所さえ見定めておけば、そこを避けるようにして分厚い耐水布をめくって逃げ出す事もできるのだ!!

「はあ、はあ……」

「人間、貴様もよくよく有り余っているな、元気が」

　こんな時まで転げ落ちず少年の肩に腰を下ろしていたオティヌスが呆あきれたように言った。

　いいや。

　小さな『理解者』が呆あきれている理由は、そんな所ではないのか。




「で？　そろそろ骨身に沁しみてきたか。幻想殺しイマジンブレイカーを失ったという事実を」




　しばし、だ。

　ツンツン頭の少年から言葉はなかった。

　こういう時、オティヌスは無理して上かみ条じよう当とう麻まの口から言葉を搾り出させたりはしない。そんなつまらない確認作業を挟まなくても、この『理解者』は胸の内を掌握している。

「……怖いか、人間？」

「……、」

「これで貴様は正真正銘、ただの高校生だ。対するはアレイスター＝クロウリーをも手玉に取る大悪魔コロンゾン。天てん秤びんに載っているのは英国どころか全世界の命運、一つ手を誤ればここで人類が絶滅するときた。何も思わないとしたら、そちらの方がむしろ奇怪だよ」

「だとしたら、どうすれば良いってんだ」

　ようやっと、だ。

　上かみ条じよう当とう麻まは誰に促されるでもなく、自分から口を開いた。

「こっちの覚悟が決まるまで、向こうが待っててくれるとでも？」

「ふん」

　そこに甘えはなかった。

　何もできないから後ろに下がっても良いじゃないか。そんな選択肢もあったはずだが、少年は頭に浮かべる事もなかったらしい。

　だから、あくまでも好戦的に小さな『理解者』はこう言い放った。

「……ならそれで良いいさ」

　笑って、だ。

　魔術の神でも詐術の神でもなく、彼女は戦争の神としての顔を出した。

「右手の力があるから誰かを救ってきたのか？　逆だろう、幻想殺しイマジンブレイカーは貴様の手元にあった札の一枚に過ぎん。だとすれば、方向を見誤るな。切り札をなくせば使える選択肢は変わるだろうが、最終的に辿たどる道は同じ。何を目指し、どこにゴールを定めるかを間違えるなよ。そうすれば、お前は上かみ条じよう当とう麻までいられるだろうさ」

「……、」

「心配するな。貴様の切り札は右手の他にも、ここにある。三つの顔を持つこの神が、戦争の側面を表に出して宣告する。足りないものは全部補ってやるから、貴様は自分のやりたいようにやれば良い」
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　カタカタと。

　ピンクジャージにもこもこニットの少女、滝たき壺つぼ理り后こうは天に片手をかざしたまま、小刻みに震えていた。

　朝の青空に細長い黒煙の尾を引くようにして墜落していった、大型の輸送ヘリ。もちろん赤いレオタードにロングスカートを足したような派手なドレスのアンナ＝シュプレンゲルという女と共に城を抜け出した身としては、青空から延々追跡される展開はかなりまずい。コロンゾンと一緒に行動している浜はま面づらを助けるためにも、どうにかして追っ手を振り切らなくてはならないのはマストではあったのだが……。

「よしよし、こんなものですかね」

　楽しげな声は、すぐ後ろからあった。

　まるで大きな鏡の前でバレエを教える先生のように手取り足取りしているのは、赤みの強い金髪をロールにした上で平たく潰して先を束ねた変則エビフライを何本も下げた女だった。

　アンナ＝シュプレンゲル。

　歴史の裏の裏に潜んでいるという伝説の保有者。

　しかしだ。

　しかし今のは……アンナが何かしらの超常現象を起こした、のではない。




「対象滝壺理后、アシスト」




　それは。

　分かる者が聞いていれば、アニー＝ホーニマンの台詞せりふと似て非なる事にはっきりと気づけたはずだ。

「な、なに？」

　耳元からの甘い吐息に身をすくめ、それでも抵抗するように滝たき壺つぼは声を絞り出す。

　勢い良く振り返るほどの力もないまま。

「今のなに!?　私に何をさせたの!!」

「すくらいーんぐ。その本質は読み取るモノ。魔道書とは羊皮紙の束という形ではなく、目的となる『叡えい智ち』を安定して取り出せるかが重要となる。タロットと魔道書が同一であるように、ある少女の記憶能力が図書館となるように、本質的に知を得る道具は精度を上げれば全て魔道書として機能するのです」

　手をかざせ、と囁ささやかれただけだった。

　実際にやってみたらこうなった。

　……では済まされない現象が目の前に広がってしまった事は、いくら何でも理解できる。分かりたくもないのに、分かってしまう。

（ま、さか……）

　だって、落ちた。

　空飛ぶ乗り物が、目の前で墜落したのだ!!

（まさかあのまま、死……ッ!?）

「大丈夫ですよ。あれくらいでくたばるタマではありません」

　薔ば薇らの髪飾りから花の香りが漂う。童謡でも口ずさむような、アンナ＝シュプレンゲルの言葉があった。何の根拠もないそんな一言だけで安心してしまう辺り、滝たき壺つぼ理り后こうは自分の醜さを思い知らされる。罪から逃れる事で頭がいっぱいなのだ。

　音もなく、だが確かに重力から抗あらがう格好で、顔の高さで浮遊する物体があった。

　ダイアン＝フォーチュンが抱えていた黒い箱ともまた違う。

　その正体は……バレーボールほどの、透き通った水晶球だ。

　ヴゥン、ジジジ、という誘ゆう蛾が灯とうの表面に塗った飴あめが焦げるような音があった。

（水晶、石英……クォーツや振動数の均一化、そうしたものを利用したレーザー兵器があるのは知っているけど、ううん、そういうものじゃない。もっと、違った、全然知らない法則が働いている……？）

「力ある魔道書の戦闘モジュール化。メイザースやウェストコットのように自律思考させる必要はありません。純粋な武器としてなら裏切らないし、持ち主が生命力を魔力に精製しなくても道具が地脈から力を吸い上げて術式を行使できるのです」

「……、」

「つまり、あなた達のような能力者でも副作用なしで魔術を使える。なかなかのオモチャでしょう？」

　また一つ、花の蜜のように甘い、意味不明な言葉が溢あふれる。

　ひょっとしたら、大悪魔コロンゾンと共にいる浜はま面づら仕し上あげにも同じ牙が向けられているかもしれない。そんな邪悪な予感を感じさせる何かが。

「ま、仮説が実証できて何よりでした。ただこれ、相性の問題もありそうなんですよね。アステカ辺りの魔術師は半はん端ぱに手を出して術者の肉や骨が喰くわれるような泥沼に陥っていましたし。しかも、アースの接続を忘れた洗濯機みたいに、変な経路を辿たどって持ち主のカラダに力が流れ込んだら意味がないじゃないですか。こういうのは何かしら、力の流れを読み取る能力者の方が好ましい。そういう意味では適任だったんです。純粋な『読み取る力』だけで大能力レベル４まで上り詰めるだなんて、ある意味第三位や第五位よりご立派ですよ」

　何か。

　とてつもないレールに乗ってしまったと、滝たき壺つぼは今さらのように思う。

　しかし一方で、もう手を摑つかんでしまった後だ。イギリスの輸送ヘリを落とすという具体的な行動にも出ている。今さらＵターンしてエディンバラ城に戻ったところで、今度は重犯罪者として監獄にぶち込まれるだろう。いいや、問答無用で銃殺されても文句は言えない。

　その上で、

「聞きたい事が、ある」

「何でしょう？」

「何で『能力追跡ＡＩＭストーカー』の私にあんな超常現象を起こせたのかピンときてないけど……。わざわざ、道具を一枚嚙かませて迂う回かいさせたのは何な故ぜ？　もっと言うと、それをやらなかったらどうなっていたの」

「能力者が魔術を使えば全身の血管と神経を害して死にますよ？　ズタズタにされて」

「……、」

「浜はま面づら仕し上あげとやらはきちんと説明を受けていると良いいですね。聞かれた事はもちろん、聞かれてもいない事にもまともな真実を話すとは思えないあの大悪魔から」

　これでは、途中で降りられない。

　ギャンブルの恐ろしさは、お金がかかっている事ではない。皮算用で思い浮かべた稼ぎがあれば手が届く目標を意識した時に、確実にある一定の額まで儲もうけなくてはならないと追い詰められた時に、怪物は大きな顎を開くのだ。引くに引けなくなり、気がつけば全財産を投げ出してしまうような。

（何が起きているかは分からないけど）

　ごくりと喉を鳴らす。

　退路を断たれた少女は、ただ前を見据えるしかない。

（これを一枚挟めば、安全は確保できる。逆に、これがある事をはまづらに教えないと、安全はどうなるの？　ダイアン＝フォーチュンを助けたがっているはまづらは、悪くない。だけど自滅の道を進んでいくしかなくなっちゃう。誰かが、それを知っている人が伝えてあげないと……）

「分かった。あなたについていく」

「その決意は懺ざん悔げ室しつですでに聞いています」

「ならあなたの方は？　どうしてはまづらのために手を貸してくれるの？」

「うーん、実はあんまりその子には興味がないんですが」

「だとするとコロンゾン？」

「先に言っておきますけど」

　レオタードにロングスカートを足した赤いドレスの女はくすくすと笑いながら、

「わらわはメイザースやウェストコットと言ったような、手作りタロットに力を通した程度の安易な模造品ではありません。直列の時系列をきちんと生き抜いた、アレイスター＝クロウリーでものを考えなさい。……頭に来るんですよね、あまりに不ふ甲が斐いないと。『黄金』はシークレットチーフを介してこの私が設立の許可を与えた魔術結社。それが大悪魔の良いいように振り回された挙げ句、抜け殻の手足に糸をつけられて操られ、互いが互いを殺し合うように仕向けられた。オリジナルのメイザースが自らの欲や不安に吞み込まれて引き起こした破綻とはいえ、潮時です。子供達のやる事には目を瞑つぶってきたけれど、この辺りで一度大きく介入しておいてあげるべきでしょう」

「……、」

　滝たき壺つぼ理り后こうは浜はま面づらと同様、ほとんど蚊か帳やの外にいた。

　しかしそんな事情などお構いなしだ。

　説明はしているが、理解を求めていない。むしろ目の前のリスクは流してもらった方がありがたい。まるで消費者金融のＣＭで細かくびっしり書き込まれた注意書きだ。

「古きエジプトやギリシャの神話伝承を束ねた『神威混淆デイバインミクスチヤ』はイシスの時代アイオーンでした。今まで忌避していた聖書を恐る恐る摑つかみ直なおして振り絞った二〇〇〇年来の力はオシリスの時代アイオーンでした。……なら、今は？　コロンゾンが猛威を振るい、エノクの言語を足掛かりにしてヌイトやハディトまで顔を出す始末。この混こん沌とんとした世の中はホルスの時代アイオーンの到来と見て良いです。今までのやり方はもう通用しません。ルール自体をアップデートしないと、新しい流れにはついていけなくなりますよ？」

　退路を断たれた滝たき壺つぼだが、すでに方針は固まった。

　滝たき壺つぼ理り后こうは恋人のために動く。

　そのためなら、彼の知らない事でもやる。

「これからどこへ行くの？」

「うーみー☆」
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　当然ながら、その『異常』はエディンバラ城を拠点として情報収集などの活動を続けている『王室派』も気づいていた。

　自らの傷をおしてでも戦線復帰した女性騎士が、背筋を伸ばして直立した状態で声を張り上げていた。

「ご報告申し上げます！　ロンドンより魔道書図書館を中心とした増援の到着を確認。着陸の際に不測の事態があったようですが、幸い怪け我がはなく、いつでも動ける状態であります」

「すぐに連れてこい。……経緯に不明な点はあるものの、幻想殺しイマジンブレイカーは拾い物と思ったんだがな。あの右手が使えん以上は正攻法で行くしかない。そして順当に積むとしたら、ストレートに東洋の聖人とあの魔道書図書館が切り札と見るべきだ」

　英国女王クイーンレグナントエリザードはテーブルの上に広げた地図に目をやっていた。いいやそれだけではない。窓から差し込む朝あさ陽ひに照らされた広い部屋の中は、壁という壁にびっしりと紙の資料が貼り付けられ、赤や青のカラフルな紐ひもで関連事項を繫つなげてある。マインドマッピングにも似た情報整理術だ。

　彼女は宰相や軍師を立てて執務を丸投げするタイプの指導者ではない。兵や騎士に命を預けろと命令する以上は、その計算は自分の手で行う。精神世界の一端を引きずり出したような情報の渦は、誰を殺せと命じられて刃を振るえばそれで済む現場とはまた違った鬼気迫る空気を漂わせていた。女性騎士はこれを見るだけで、自分達は恵まれていると素直に思う。他におるまい、兵の一つ一つの命をここまですくい上げる女王など。

　その上で、

「ここにあるものだけでは空白を埋められん。明らかに二択三択に分岐していて繫つなげられない紐ひもも多い。例の魔道書図書館の手を借りて早々に潰していくぞ。概算だけで、我々はローラ＝スチュアート……いいや、大悪魔コロンゾンより二歩から三歩出遅れている」

「はい、ただちに!!」

　きびすを返して立ち去る女性騎士の愚直さを見て、黒髪に片眼鏡の第一王女リメエアがそっと息を吐いていた。軍事に特化した妹、キャーリサの若い頃でも眺めているような気分になっているのかもしれない。

　そして、だ。

　彼女は不測の事態と言っていた。

　禁書目録を乗せていた輸送ヘリの顚てん末まつについては女性騎士から報告されていたし、リアルタイムで次々刷り出されていく紙の資料にもあっただろう。

　だが。

　この時、女王エリザードが第一に着目していたのは、そこではなかった。

　明確な襲撃案件よりも先に考えなければならない事は別にあった。

　つまり、

「……確認するぞ」

「はいお母様」

「このエディンバラ城から持ち去られた三つの宝とスクーン石。そいつの力を最大限に発揮するには、イングランド、スコットランド、ウェールズ、北部アイルランド、四つの地方の中心地と等間隔となる一点で儀式を行う、と」

「ま、そうなると陸地の線はないでしょうね。英国とアイルランドに挟まれた内海のど真ん中が妥当になるはずよ」

「ではもう一つ」

　エリザードは地図を睨にらんだまま、壁の一点を指差した。

　重大な資料が貼り付けられていたのではない。

　逆だ。びっしりと紙の資料で埋め尽くされた中、奇妙な空白が存在感を主張しているのだ。

　そしてエリザードはこう告げた。




「このエディンバラの湾内に停とめていたクイーンブリタニア号はどこ行った？　あれは退役した英国王室専用船として観光名所の一つになっていたはずだろうが！」




　これに対しては、リメエアは肩をすくめただけだった。

　ようは二〇〇メートル以上ある巨大な豪華客船を英国王室の一族のみのために整えた、『海の上に浮かんだ城』だ。外交上必要な渡航は全て飛行機を使う以上、実際には乗り物としての性能よりも国威や技術力を示す意味合いが強かった。

　とはいえ、だ。

　今では退役して港に繫つながれているだけとはいえ、リメエアとしても幼い頃の思い出が染しみついた特別な船だ。具体的には大きなベッドでキャーリサやヴィリアンとプロレスしたり船内厨ちゆう房ぼうに潜り込んで摘つまみ食ぐいをしたり。当時はヴィリアンよりもキャーリサの方が泣き虫だったような気がする。……今にして思えば、涙目で不ふ貞て腐くされた妹がお上品なバイオリンを逆さに摑つかんでこっそり剣術の素す振ぶりを始めた段階で止めておけば良かったかもしれない。

　だが、今はそういった感傷に浸っている場合ではない。

　そもそも国家を代表する者達が乗り合わせる船だ。この辺りの『硬さ』は、どこぞのエアフォースワンでも思い浮かべると分かりやすい。そしてイギリスは魔術大国。諸もろ々もろの妨害や攻撃で簡単に沈まないよう、船の設計レベルで様々な魔術的記号が組み込まれた特別製だ。そういう意味でも、宮殿ではなく牙が城じよう。いったん敵の手に落ちれば、王城の堅けん牢ろうさがこちらへ牙を剝むく事になる。

（移動要塞ともまた違う……）

　リメエアは片眼鏡にそっと指で触れて、

（私達王族が直接乗り込んで海を渡り、総数五三、イギリス連邦影響下の所定のポイントで大規模な儀式を行うための城。最大主教アークビシヨツプとして『清せい教きよう派は』に潜り込んでいたコロンゾンなら、表に出しているのに隠れている巨大な神殿の存在は……まあ、知らない訳はないわよねえ）

　平たく言えば。

　この船が知らぬ間に消息不明になっていたのは、かなりまずい。

　……あれは、退役後も惜しまれて保存されたのではない。力業で解体しようとすると反動で国の半分が吹っ飛ぶ、というのが正解なのだから。ひとまず何も知らない一般観光客を招いて大量の『雑念』で撹かく拌はんし、長い時をかけて魔術的記号を中和する方法が採用されたが、それでも概算で一二〇〇年以上はかかるとされていた。

　リメエアはそっと息を吐いて、

「ここエディンバラはスコットランドの東側に位置しているわ。つまり、外海側……それもヨーロッパの大陸側に面している。よそから押し寄せてくるクロウリーズ・ハザードの脅威があるので貴重な文化財は比較的安全な内海側に移動させよという命令があれば、警備担当のクルー達は特に疑問を持たないのではないかしら」

「それは誰が命じた？　少なくとも我々『王室派』ではないはずだ」

「馬鹿ね。事がオカルト案件であれば、セキュリティまわりで第一に顔を出すのは『清せい教きよう派は』でしょう？　さて、そのトップの最大主教アークビシヨツプは一体どこのどなただったかしら」

「……、」

「上うわ手てよね、彼女。国家全体がクロウリーズ・ハザードだの『神威混淆デイバインミクスチヤ』だのでてんやわんやになっていた間に、いいえ、あるいは目に見える激突が起こる前から事前に仕込んでいたとしたら、二歩や三歩くらいの開きで済むものかしら」
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　アフリカの砂漠を蛇行するような格好で、不規則に揺れるキャンピングカーが何かから逃げていた。床の上を三毛猫がころころ転がっている。

　フロントガラスは盛大に砕け、ボディもあちこちべこべこにへこんでいる。これが人里の近くであればそのまま警官に呼び止められそうな状態だ。エアコンに整えられていない外の熱気も細かい砂も、何にしたって赤子のリリスにとっては害となる。諸もろ々もろの実験器具についても同様だ。

「……っづ」

　西洋喪服を纏まとう黒猫の魔女・ミナ＝メイザースはハンドルを握りながら、微かすかに呻うめいていた。頭から目一杯砕けたガラスを浴びたせいか、ヴェールがわずかに裂け、口元から赤い色彩が垂れている。

　しかしこれでもマシな方だった。

　何しろ地中から持ち上げられた対戦車地雷がすぐ傍で破裂したのだ。彼女がまともな人間であれば壁のような衝撃波を浴びただけで頭蓋骨や首の骨を粉砕されていたかもしれない。

　そして、それだけでは済まない。

　ばん!!　ぼんっ!!　と。こうしている今も、断続的に地中から金色の奔流が垂直に飛び出してくる。あんな突き上げをまともに喰くらったら、陸に乗り上げた戦艦だって真っ二つにされかねない。

　そう、

（……断続的に。大悪魔コロンゾンの方でも、常に攻撃に専念している余裕はない、という事でしょうか？）

　クロウリーズ・ハザードは全滅したとはいえ、世界中が混乱下にある。中でもイギリスはひどい。戦時レベルでの情報封鎖が行われている関係で、向こうで何が起きているかを窺うかがい知しる事はできない。

　そして、あながち安心もしていられなかった。

　カエル顔の医者は困ったような顔で、

「もう少し丁寧な運転を心がけられないかな？」

「無茶な注文をしないでください。停とまれば即座に攻撃されますよ」

「確認を取るけど、これがどれだけデリケートな作業かは分かっているんだよね？」

「向こうはそれが狙いなんでしょう。リリスのための器を破壊する事が」

　つまりそういう話だった。

　コロンゾン側はいつでも気き紛まぐれに攻撃を行えるが、こちらは常に警戒して移動を続けなくてはならない。まぐれだろうが何だろうが、一発もらえばそれでおしまい。しかも攻撃の前兆も特に摑つかめないのだから。そして問題なのは、このキャンピングカーの燃料も無限に続く訳ではない点だ。人里離れたオアシスに潜伏するため、広い車の中にある程度は予備の燃料も詰め込んではあるものの、三六〇度地平線の向こうまで砂漠が広がっている中ではあまりに心こころ許もとない。ガソリンが尽きた時に命運も尽きる。それが分かっていても、節約を心がける事もできない。

　このような広い砂漠では、カーナビなど点けていても何の意味もない。

　すっかりネット動画を閲覧できるカーステレオと化している液晶画面からは、様々な未確認情報が垂れ流しにされていた。その多くは水族館からサメが逃げ出しただのカップ焼きそばが品薄になっているだのといった安い合成のフェイクニュースばかりだったが、見るべき所が分かっている者からすれば絶句してしまうような重大情報もいっしょくたに並べられていた。

『ここギリシャの首都アテネでは、貴重な観光資源である神殿がいくつか被害を受けているようです。先ほどまで状況を見ているしかなかった地域住人の話によると、地中から何か大きな金色の物体が飛び出したとの事で……』

『ガス管？　の爆発、とかじゃないですかね？　黄金の……あっはっは。いくら何でもないっしょ。確かにここプラハは占いや錬金術の街として知られちゃいますけどね、観光ですよ観光。そこらの屋台に並べられているアクセサリだって真しん鍮ちゆう製せいだ。そんな大噴火みたいに純金が飛び出すほど神秘に溢あふれた場所じゃねーっての』

　そして、だ。

　意外と近場だと、

『ピラミッドのてっぺんから何か金色のが飛び出したぞ！　ひゅー、やっぱり高度な天文学説は真実だったんだ。数千年の時を経て、今まさに宇宙へのコンタクトが成じよう就じゆしたんだよ!!』

「コロンゾン……ッ!!」

　魔術を隠すべしという法則そのものが壊れつつある。

　良くも悪くも、いずれかの方向へ時代アイオーンが更新されようとしている。

　検索エンジンやネット通販、ＳＮＳや動画サイトが世界のありようを変えてしまうのと同じく。大悪魔は知らぬ間にそこまでの影響力を誇示してきた。

　ハンドルにしがみついたままミナ＝メイザースが歯は嚙がみしている間にも、次々と新しい動画が投稿され、貴重な情報はランク外へと飛ばされてしまう。特に誰かが操作している訳ではないようだが、回転数が早い。ひょっとしたらクロウリーズ・ハザードの脅威が去った事で、緊張から解き放たれた人々の心が一時的に『躁そう』の状態に入っているのかもしれない。

　制御不能の自意識に振り回される。

　魔術を少しでも齧かじっている人間であれば、禁忌とすべき状況。

　それが全世界レベルで広がりつつある。何しろ自分はもっと大きくなれる、評価されるべきだと燻くすぶっていた魔術師達が外からちょっとつつかれた結果、共食いのような内部抗争に陥ったのがブライスロードの戦いだ。きっかけにアレイスターの復ふく讐しゆう心しんがあったとはいえ、あれは、日々己の心を制しながら寡黙に研究を続けていれば避けられた事態であった。シェリーやオリアナ、胸に魔法名を刻んで学園都市を襲ってきた魔術師達だって、その背景には似たような負の熱情が働いていたのは否定できないはずだ。




　正しく回っている世間は何も分かっていない。

　今はついてる。大きな勝負に出るべきだ。

　自分ならもっとスマートにやれる。




　……これがいわゆるクリフォト的諸力。もちろん、怒りや妬みといった負の側面を持つ意思の力が必ずしも悪行を生むとは限らない。例えば、怒りから生まれた芸術作品は数多くあるだろう。失恋の痛みを重ねて、次の恋に向かう人だっているだろう。そもそも人類全体は暗闇の恐怖を克服するために火を手に入れ、油やガスの安定した明かりを発明し、ついには電気を完全に支配していった。

　だけど、それは正しく転化できた者達の偉業だ。

　もしも何の覚悟も研けん鑽さんもなく、不意打ちでクリフォト的諸力と接触したら人はどうなってしまうか。この『力』は、目に見える落雷やビーム砲とは違う。だけどほんの少しだけ人の背中を押して、普段だったら絶対にありえない選択を摑つかませてしまう。ギャンブル、投資、会社経営に、果ては保険金殺人や銀行強盗まで。夜のニュースで観みたら『何を馬鹿な』と一言で笑ってしまうような話でも、当の本人は本気で乗り越えられると信じてしまったから事を起こしてしまうのだ。

　今日はついてる。今なら勝てる。この瞬間を逃してはならない。

　そんな。

　どうしようもない『内からの囁き』に身を委ねてしまって。

　プロの魔術師ですら、時として自分の心に振り回されるのだ。それは何か手を一つ誤れば世界を崩壊させるような事態に発展させかねない行為まであった。まして、その力が七〇億全体の背中をほんの少しだけ押してしまったら何が起きるか。

　カオスが始まる。

　効率的に人を殺す戦争とは違う。善なる心が暴走した結果の魔女狩り騒動でもない。火災報知機の手前まで指を伸ばし、ぴたりと止めて、そのままの状態を三〇秒キープすれば、誰の心にも湧き上がるはずだ。実際に実行するかどうかはさておいて、これを押したらどうなるだろうという素朴な疑問がだ。そいつが全てオンになる。実際に、やってしまう。なまじ首謀者も指導者もいないせいで、かえって被害の予測が困難を極めるのは想像に難かたくない。水の分子の一つ一つが無秩序に動いて衝突を繰り返した結果、鍋の水全体が激しく沸騰し、殺傷力を手に入れてしまうようなものだ。

　魔が差す、とも言う。

　大悪魔の行いを表現するにあたって、これ以上の言葉はあるまい。

　ミナ＝メイザースは燃料メーターに目をやりながら舌打ちして、

（……クロウリーズ・ハザードそのものをイギリス連邦加盟国へけしかけ、わざと撃破される事で自己を最適化したのはアレイスター側の思惑のはずです。しかしこの治りかけのカサブタのようなタイミングで新たな刺激を与えて『静かな躁そう』のまま少しずつ冷えて固まるはずだった人々を再び瞬間沸騰させるのに利用したのは、間違いなく大悪魔コロンゾン。アレイスターが取りまとめた盤をひっくり返し、世界全体の状況の乗っ取りにかかっているという事ですか!?）
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　ダンフリース近郊、南寄りの港町を見下ろせる、ちょっと高い丘。

　高所に立ったのにさほど絶景感も湧いてこない、俗に言うがっかり海。

（怖ええよ、何だよ、コロンゾンのヤツは待ち合わせの場所にやってこねえし、これでアネリが使えなくなったら俺どうすんだよっ、言葉も分かんねえぞ!?）

「やめろアネリ！　バッテリーが心配なんだ、今はオススメにクラシックゲームと出会い系を合体させたようなオンライン脱だつ衣い麻雀マージヤンアプリなんか並べている場合じゃないっ。ピカピカ光らせるな！　……何だこれ、脱獄とかしてアプリストア迂う回かいしてんのか……？　いやいや、いや!!　しないよダウンロードなんて怖いもん!!」

　瞬またたく間まに人の好みを分析するプログラムが今は恨めしい。こんな事をやっている間に電池が切れたら一巻の終わりだ。

　ばさりと、ベッドシーツを広げて空気を叩たたくような音があった。

　驚いて浜はま面づらが振り返ると、ちょうどベージュの修道服を着た女が地面に足をつけるところだった。コウモリのような光の翼が粒子状に散っていく。

「待たせたるわね」

「うわっ、お前、その……何だ？　あちこち血だらけじゃねえか!?」

「触るな、自分で何とかする。こちらも派手に飛行を使いたのよ。ここまできてバレるバレないという話でもなし、追いつかれる前にケリをつけるとしよう」

　あの『魔神』相手に正面衝突して体が千切れていないだけでも表彰モノではあるのだが、この辺を浜はま面づらに説明しても仕方がないとコロンゾンは判断する。そもそも決着など考えず、適当なところで切り上げてきたのだ。勝ち逃げの自慢話など胸を張って行うものではない。

　それよりも、だ。

　潮の香りと海鳥の鳴き声を全身で感じながら、コロンゾンは浜はま面づらが引きずっていた緑色のスーツケースの上に腰掛けた。一体何がどう働いているのか、彼女が乗ってもスーツケースの軽快さは全く変わらない。まさか羽毛のように軽い少女という訳ではあるまい。

「よしよし、予定通り。クイーンブリタニア号はきちんと内海に来たりているわね」

「あれが……？」

　浜はま面づらはちょっと高い丘から海の方へ目をやっていた。

　元々、ダンフリースはスコットランドの中でもかなり小さい町で、南に行けば港がある。とはいえ近郊にあるのは国際線の往来があるような大きな港ではなく、地域の漁港くらいのものだ。豪華客船と軍艦が融合したような、やたらと巨大な灰色の船が立ち寄っていた。ぶっちゃけると港そのものより船の方が目立つくらいだった。

　ぶっ、と。

　口の中に溜たまった血を軽く吐き捨てながら、スーツケースに腰掛けたコロンゾンは告げる。

「仮の宿程度のものではありけるけど。とっとと乗っ取りて一休みしよう」

「あれを!?　人間の警備だけで何百人いるんだよっ。具体的な方法が全く想像つｋ

　ズドンという音があった。

　大悪魔の長い長い金髪が束になり、サソリの尾のような禍まが々まがしさで地面を突いた音だった。

　それだけだった。

　それだけだったはずだ。

　直後。




　ドンッッッ!!!!!!　と。

　遠く離れた海辺の町で、クイーンブリタニア号が数メートル浮かび上がった。




「アエティール・アバター。二六なるＤＥＳ」

　海底から飛び出した金色の塊に貫かれた……のではない。それでは船を乗っ取る前に沈めてしまう。

　巨大な黄金の柱が灰色の船のすぐ近くから飛び出したのだ。その余波、高波だけで一五万トンもある船が浮かび上がり、沿岸部が水没して軽いパニックが巻き起こる。そうこうしている間にもはるか遠方では金の髪の塊は複雑により合わせられ、その先端の塊が翼の生えた人間のようなシルエットを作り出す。後はもう、喜劇の世界だった。たたたたたたたたたたたたたたたたんっ、と。ずらりと並ぶ船の扉に向け、外からミシンで針を打ち込むような格好で一つ一つ正確に連打が続く。正確には中にいる人間を雑草でも毟むしるように、摑つかんで、抜いて、捨てているのだろう。そのたびに船内にいた人間が冷たい海へと投げ出されていった。元がどんな世界に住んでいるプロかなんてどうでも良いい。なす術もないとはこの事だ。おそらく向こうは『どこから、誰の手で』攻撃されているのかさえ把握できないまま撃破されていったはずだ。

　戦闘というより、駆除。

　石の裏を這はっている虫を摘つまんでよそへ投げ捨てるような。

　ものの三〇秒もなかった。

　海から現れた怪物が引っ込んだと思ったら、コロンゾンは地面に刺していた金髪の束を抜き取っていた。その毛先には一滴の水もない。

　体についた手傷もそのままに、コロンゾンは気軽に緑色のスーツケースから腰を浮かせ、もう一度立ち上がった。重力に引かれてベージュのロングスカートが眩まばゆい生脚を隠していく。

「さて行くか。これで邪魔したる者はもういない。まあ、防衛機構の動かし方も分からん連中ではかようなものよ」

「……、」

　もはや呆あきれのような目を受けながら、大悪魔コロンゾンは丘を下って寂れた港町を目指す。

　彼女は指を一本立てて、

「あの船は堅けん牢ろうな城であると同時に、巨大な神殿、儀式場としても使える。入ったら早速始めるぞ。私は世の自然分解モ・アサイアの儀の準備を、貴様はダイアン＝フォーチュンの再形成をだ」

　思わず浜はま面づらは自分の懐ふところに意識をやっていた。

　たった七八枚。

　これが、一人の少女がこの世界にいた事を証明してくれる、あまりに頼りない『証あかし』だ。

　実際に向かってみれば、潮の匂いがきつかった。港の辺りは雨でも降った後のようにそこらじゅうの道路がずぶ濡ぬれになっている。問題のクイーンブリタニア号については、どうしてあの高波で陸へ乗り上げなかったのかが逆に不思議なくらいだった。近づいてみると、改めて思う。

「デカい……」

「ま、この私が寝泊まりしてやると言うておるのだ。最低でもこれくらいはなければ仮の宿にもできぬわよ」

　流石さすがは大悪魔、金銭感覚まで狂っていらっしゃるようだ。

　全長だけ考えてもそこらの学校よりも大きい。ざっと二〇〇メートルはありそうだった。甲板まではざっと九メートルほど。こうして埠ふ頭とうから見上げると、こちらに向けて反った灰色の壁が邪魔をしてかえって全景が分からなくなるくらい。確か遠くから窓や扉の列を確認した限りでは、キャビンは三階から四階くらいはあったはずだ。となると普通に考えれば一千人以上の人間が寝泊まりできそうなサイズだが、さて。これが王室専用となると、実際の間取りはどうなっているのだろう？　部屋数自体は少なく抑える代わりに、その一つ一つが船とは思えないくらい大きいかもしれない。ガイコーだのシャコーだのの舞台にもなったという事は、何だ？　シンデレラの舞踏会くらいは開けるようにできているだろうし。

　当然ながら、地域の住人は海で起きた異変を目撃している。だというのに、口をあんぐりと開けて事の元凶から背を向け、ひたすら海を眺めているのは皮肉と言えばあまりに皮肉であった。勘違いしてはならないが、目撃する事で叡えい智ちを得るのではない。同じ現象であっても、見る者によって得られる情報は変わるものだ。

　そして当のコロンゾンはと言えば、

「あらよっと」

「うわっ、うわあ、うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　思わず浜はま面づらが絶叫したのは、コロンゾンが指を鳴らした途端、吞のん気きに背を向けている港の漁師達やタータンチェックで身を飾った若者達がバタバタと倒れていったからだ。あまりにもあっさりしすぎていて、逆に怖い。毒ガスを撒まいたってこんな風にはならないだろう。途中からは何かに気づいてこちらへ振り返った者もある程度はいたようだが、結果は同じだった。そもそもスタンガンでも麻酔銃でもない、何をどうしろというのだ。ろくに抵抗もできない民間人が次々と昏こん倒とうさせられていく。

　大悪魔コロンゾンは両手を腰にやったまま、

「この程度で驚きてどうする？　やっている事は誰もが扱う『人払い』とそう変わらぬ。遮断か操縦かの違いくらいのものよ。むしろ、一瞬で気絶させるよりも非接触で自覚すらさせずに頭の中をいじくり続ける『人払い』の方がよほどえげつないと思うがね」

「……これがまともって、一体どんな世界で生きてきたんだ、お前」

「これから貴様が首まで浸つかりける世界よ。ほら行くぞ」

「行くって、この船、どうやって？　このサイズだぞ！　こんなのもはや壁じゃん、真上の甲板までだって三階くらいの高さがあるぞ。消防のハシゴ車でも持ってこない限り……」

「……、」

「ちょっと待てその呆あきれ顔がお。おいやめろっ、その指近づけるなよ、やめろってえ!!」

　なんかイチャイチャしている間にすっかり金色の髪の毛で簀す巻まきにされた浜はま面づら仕し上あげを振り回し、大悪魔コロンゾンは体の両サイドから閃光を噴き出して作った黄金の翼を羽ばたかせて一気に上昇した。彼女の実力を考えれば、むしろ地球の重力を振り切らないよう繊細に力をコントロールする必要がある。

　コロンゾンは広い甲板に揃そろえた両足をそっとつけて、

「さて」

「ぶはっ!!」

　転がり出た浜はま面づらは這はいつくばったまま下半身を緑色のスーツケースで潰されそうになっていた。魔術とやらで軽量化されているとは言っても、滝たき壺つぼのお尻よりは重たい。

「死ぬっ、バカ、出ちゃう。色々なモノがあ……っ!!」

「……おい床の上でミミズみたいに暴れているヤツ。ロイヤル装備にあてられて奇行に走りていないでさっさと起きろキモチワルイ」

　とんだ誤解だったし女の子からの何にも略さねえ本気のキモチワルイは一〇代のハートに刺さり過ぎるのだが、深掘りしてもろくな事にならないのは目に見えていた。ほうほうの体ていで浜はま面づらはちょっとした落盤事故みたいな重さのスーツケースの下から抜け出していく。

　そして、だ。

　改めて周りを観察してみれば、無人も無人。ただし廃校や廃病院とはどこか趣が違う。そう、まだ残っているのだ。人の気配というか、熱気というか、とにかく残ざん滓しのようなものが。そういえば、幽霊船の目撃談でもありがちなのが、完全な廃船が浮かんでいるのではなく『洗いかけの洗濯物やまだ冷めていないコーヒーなど、ついさっきまで人が生活していたような痕跡が見つかる』というものがあったか。

　ヒュンヒュン、と大悪魔コロンゾンは長い長い金髪を束のまま軽く揺らして、

「行くぞ小僧。これでようやく第一セットが終わりたもの。具体的な儀式の手順につきては中で教える」

「第一セット？」

「そうよ」

　コロンゾンは楽しげに笑っていた。

　本当に本当に。

　大きな仕掛けにはまるのをじっと待つ、イタズラ好きの子供のような瞳で。

「……そしてこの第一セットでおしまいだ。後は雪な崩だれ込こみたるように状況が進んでいく。私がこの船に辿たどり着つきたる時点で、そこから先の分岐に期待したりても無駄な事よ」




　　　　９




『ですう』

　ダンフリース近郊。小さな港町の、さらに中心部からわずかに離れた内陸側。

　教会の鐘楼だった。

　ひらりと舞い降りる格好で、青空からクリファパズル５４５が戻ってきた。

　一方通行アクセラレータもその気になれば竜巻を生み出すなどで重力の軛くびきから逃れる事はできるが、あれはどちらかというとロケット噴射で飛び出す格好に近い。半透明の悪魔のように、一定の高さに留まって地表をじっくり観察する、といった無人偵察機の使い方とは相性が悪い。

『クイーンブリタニア号を確認。どうやらあれがコロンゾン側の本拠で間違いなさそうですねえ、にひひ』

「ンな事は分かってる」

『魔神』とやらとじゃれている間にコロンゾンもその付き添いも逃がしてしまったが、推測を重ねていけば答えに追い着ける。列車に乗っていたのは何な故ぜ？　路線の先には何がある？　そして内海側で起きているイレギュラーな出来事は？　真実は驚くほど地味な情報の積み重ねだ。何でもお見通しなビッグデータだって、ビーズクッションみたいな小さな情報の集積体なのだ。

「具体的に、あれはどれだけの人数で動かすものなンだ。もっと言えば、脅されて船を回しているのはどこに何人？」

『……えと、なしてそんな事をお尋ねになられるか質問に質問で返してしまっても？』

「潰してイイならとっとと船ごと沈めて解決する。やって良いのか、ダメなのか。それだけ答えろ悪魔」

『うおおーっ!!　言うと思ったよストロングご主人様！　もはや質問の内容がアレどうやって壊すの？　とか素朴な感じじゃねえっ、ひとまず真っ二つは確定で後は余計な人を巻き込む巻き込まないの次元まで話が飛んでるしい!!』

　ゴッッッ!!!!!!　と。

　朝の空気が強烈に引き裂かれたのはその時だった。

　実に一メートル未満。目と鼻の先。一方通行アクセラレータの左右両脇を突き抜けていく格好で、巨大な鉄の塊が突き抜けていったのだ。速度はざっとマッハ〇・九。敢あえて低速を保つ事で長時間、それも鋭角に切り返しながら地表すれすれを飛んでいく巡航ミサイルだ。

『ひゃっ!?』

　吞のん気きに新聞紙でできたスカートを押さえている悪魔を軽く抱き寄せて最低限『事故で直撃』だけは避ける第一位。

　リィン、ゴォン!!　と。

　同じ鐘楼にあった重たい鐘が、衝撃波に揺さぶられてけたたましい音色を撒まき散ちらす。

　そうしている間にも地形データを正確に読み取って地面を舐なめるように突き進むミサイルが、既存のレーダーから消えたまま海に出た巨大な船に突き進んでいく。

　船の脇腹にでも直撃すれば、風穴を空けて浸水どころかそのまま真っ二つにへし折りかねない火薬量。

　結果は火を見るより明らかだった。




　一発。




　閃せん光こうが迸ほとばしったと思ったら、近づく暇もなく複数の巡航ミサイルが消滅した。

　破壊はそこに留まらない。

　灰色のクイーンブリタニア号、その一点からさらに天高くに向けて別の閃せん光こうが放たれる。青空の一点で濁った灰色の粉ふん塵じんが舞った。不自然に高度が高いので、おそらくパイロットの都合を考えない無人観測機だろう。まるで昼間の星だ。爆発するまで気づけない。

　この程度で驚く一方通行アクセラレータではない。

　まだちょっと固まっているクリファパズル５４５を片手でぐいと遠ざけつつ、

（エドワード＝ベリッジの時の軍事衛星はナシか……。つっても、あの調子じゃ何やってもえげつねェ手段で封殺されるのがオチだ。切り札でも温存しているつもりなのか、それとも単純に拘束されてオモチャを取り上げられてやがるのか）

「どォなンだ、実際」

　無論。

　これは、あの程度では済まないだろうという質問だ。

『え、えとですね。まあぶっちゃけると中の様子は覗のぞけませんでした。コロンゾンは私の製造者であって、より上位の悪魔です。正面から力と力がかち合うような場面では何につけても押し切られちゃうんですよう』

　つまり逆に言えば、正面に立たず、力と力をぶつけ合わないようにすればクリファパズル５４５にも十分な利用価値がある訳だ。ここで諦めてしまうようでは悪魔など名乗れない。

　それはさておき、だ。

　鐘楼の上にいる一方通行アクセラレータは、至近でいつまでも鳴り続ける重たい鐘を手の甲で叩たたいて黙らせながら、

「まさかと思うが、こンなンで報告終わりじゃねェよな？」

『クルー達だって考える頭はありますので、いつまでもローラ＝スチュアートの命令に従い続けるとは限りません。排水量一五万トン、原子力空母の一・五倍でなおかつ重心高めのトップヘヴィー、しかも動力は原子炉と比べて非効率なディーゼルに頼り切り。とにかく豪華客船って面おも舵かじ一杯にもめっちゃ神経をすり減らす、世界で一番扱いにくい船なんですよう。何百人もいるクルーの誰かが正義に目覚めて命令違反したらそれだけで船はひっくり返っちゃうでしょうねえ』

「つまり」

『コロンゾンは一人で船を操っている。ま、あのながーい髪をざわざわ張り巡らせて操そう舵だ室しつから機関室までくまなく制圧している線が濃厚じゃないですかあ？』

「……、」

『おっと憂いがなくなって俄が然ぜんやる気、お父さんが仕事の顔になったぜ。でもパパちょっと待ってえ!!　に、にひひ、クイーンブリタニア号は「王室派」が滞在する城をそのまま折り畳んで船の形にした特別設計なんですよう。仮にコロンゾンの手で防衛機構が稼か働どうしている場合、迂う闊かつに近づいただけで粉々にされかねません！　さっきの見てたでしょお!?』

「パパじゃねェだろボケ」

『あれえ？　じゃあママなんですう？？？』

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

『あっ……。これは間違った揚げ足をやっちまって本格的にお説教の予感……』

「……オマエ笑いのセンスは全くねェよな？」

『どうか今すぐ殺してくださいッ!!　ひいい！　こんな一個も冗談通じねえ肉弾凶器からユーモアの世界でがっかりされるようになったらもう人生全部おしまいなんですう!!』

　どばあっ!!　とえらい勢いで号泣しながらすがりついてくる半透明の悪魔をドＳのご主人様は軽くいなしつつ、塔から海の方を細い顎で指し示す。

「静観できる状況か、アレ？」

『オナーズオブスコットランド。三つの宝とスクーン石を使った英国全体の乗っ取りを企てているとすれば、「魔術側の秩序」は崩壊するでしょうねえ。つまり世界の片側。ただし、あの大悪魔が一国一城の主あるじに収まるなんてみみっちい願いを掲げるとは思えませんけどお』

「……、」

『イグニッション、と見るべきでしょうね。これさえも』

　クリファパズル５４５はこういう時、笑顔でシビアに語る。

　世界の終わりを弾はじき出だす軍用シミュレータのように。

『コロンゾンはイングランド、スコットランド、ウェールズ、北部アイルランドの中心地からの影響が等しくなる一点で儀式を行うはずですう。にひっ、クイーンブリタニア号は機関室を傷めないよう定格で回す場合は約三〇ノットで海を渡ると考えて……』

「つまり何だ？」

『ざっと二時間後、正午ぴったりに所定の位置につきます。そうなったら誰にも止められなくなるでしょうねえ』

　その上で、だ。

　クリファパズル５４５は小柄な体格には不釣り合いな胸の前で両手の人差し指をちょんちょんくっつけると、

『そ、そのう、ですね。前回は「魔神」にしてやられたので希望的観測は捨ててシビアにものを考える事にしたんですけどお……』

「おい、負け癖の話なら後にしろ。いちいち失敗で萎縮すンなっつったよな？」

『そういう訳ではなく、これはむしろ今まで目を逸そらしていた部分をぐぐっと正直に捉え直したといった方が近いんですけど』

　第一位が威圧しても、半透明の悪魔は止まらない。

『ひょっとしたら、形を変えた王の城であるクイーンブリタニア号に飛び込む事はできるかもしれません。沈めるならともかく、潜り込むだけなら。その奥でコロンゾンと顔を合わせる事も可能でしょう』

「それが何だ？　回りくどいのはうンざりだ、とっとと大悪魔とかいうのを叩たたき潰つぶせばそれでおしまいだろォが」

『……ありません』

　あっさりとしたものだった。

　クリファパズル５４５はこう宣告したのだ。

『多分ですけど。コロンゾンを完全に殺す方法は、この世界にはありません』
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　その少し前の話だった。

　クイーンブリタニア号の船内だ。

「……すげえ話だ」

　もうビニールシートでくるんで隠す必要はない。浜はま面づら仕し上あげは木の鞘さやに収めた『国家の剣』を両手で抱えたまま、辺りを軽く見回して、思わず呟つぶやいてしまった。

　彼よりも一歩先。緑色の重たいスーツケースを引きずり回すローラはこちらを振り返らず、呆あきれたような調子で口を開き、

「ボキャブラリーの少なき男ね。その感想、もう何度目？」

「どこの部屋覗のぞいても驚かされるんだよ」

　純金で彩いろどられた名画だらけのギャラリーに、吹き抜けで三階以上観客席がずらりと並ぶ本格的なオペラハウス。ダンスホールも食堂も、どこもかしこも『乗り物』のスケールを超えていた。鉄筋コンクリートの学校だって、ここまで広いスペースを確保できるか。城を折り畳んで船の形に作り替えた。そんな大おお袈げ裟さ極まりない表現に、この上ない信しん憑ぴよう性せいが滲にじみ出でてくる。

　ポケットの中のガムに触れる。

　感覚がズレないように気をつける必要を感じられた。身の丈、できる事を誤るな。これはコロンゾンが奪ったものであって、彼の血肉になった訳ではない。

　浜はま面づらは何だか触るのが怖い大理石の女神像の横を通り抜けつつ、

「どこに向かっているんだ？」

「一番奥、秘密基地」

　しれっと答えるコロンゾンは、階段でもエレベーターでもなく、大きな大きな食堂から隣の部屋へと移った。タイル敷きの床に銀色に磨き上げられた業務用の冷蔵庫や調理台。コンロやオーブン一つ取っても、普通の店には置いていないものばかり。風味づけのワインやブランデー以外にお酒関係は置いていないようだが、この船なら別枠で専用のワインセラーくらいはあってもおかしくない。

　退役した今でも食材が拡充しているのは、わざわざ高い金を払ってでも本物の宮廷料理を味わってみたいという観光客向けだったのだろう。

「ウンディーネだと、魚か。対応した補充物資は何かあるかなと」

　口の中で適当に呟つぶやくコロンゾンは奥へ進む足を止めずに長い金髪をサソリの尾のように振り回し、冷蔵庫の扉を開けて適当に冷製薄切りサーモンを摘つまみながら、

「そこから入りけるわよ」

「つか待てよ、ただの食糧庫の扉じゃあ、あむっ」

「今の内に、適当に腹へ詰めておけ。四つ足は火、魚は水、鳥は風で、蛇や虫は土。貴様の場合は火のエッセンス、サラマンダーを拡充するのがよい」

　大悪魔コロンゾンから何やら白い薄膜に包まれたハンバーグの親戚みたいなものを口に詰め込まされてしまった。……長い長い金髪を使って。一本二本でなく、束である。よほど美人のおねいさんの髪に執着がある人でない限り、普通にテンチョーを呼べと叫んでもおかしくない暴挙である。

　が、それ以前の話として、

「んぶえっ!?」

「おや、伝統料理は口に合わぬか？」

「あがっ、げふっ。何だこれ、何の肉!?」

「無能め、ハギスくらい聞きし事がないの。四つ足の動物と言うたでしょう？　羊の胃に他の臓物や野菜を詰めて茹ゆでたるものよ」

　味がどうこうというより、とにかく臭みがガツンとくるのはそのためか。というか胃袋は内臓に入らないのか。これだけ聞くとどこに売り文句があるのかピンとこなかった。日本の納豆とか北欧の臭い缶詰とかもそうだが、完成形はともかくとして、どういう経緯で出発していったのか謎な料理である。

「次はいつ補給できるか分からん。四つ足の動物質だ。とにかく必要な質を取り込んでおけ」

「ちょっと待ってお前のセンスが信じられん、食べる自分で選んで食べますからあ!!　んぐぐぐ……ッ!!」

　今度は洋菓子であった。

　無理矢理詰め込まれちゃう系の浜はま面づら仕し上あげ、すっかり涙目でいやいやである。

　こっちもこっちで、きちんと砂糖やブランデーなどで味を調えている感じがしなかった。固化した蜂蜜の塊を投げ込まれるような、どうしようもない甘さだけが口全体に広がっていく。舌がどうこうではない、濃密な甘味で後頭部をぶん殴られた気分である。

「脂肪、タンパク質、炭水化物で三さん位み一いつ体たい。……肝心の血が足りぬようだが、容いれ物ものとしての光のケーキの研究かね」

「ひか、ぶへっ、光の……？？？」

「クロウリーの魔道書で語られたる生いけ贄にえの代替物よ。ま、こんなものでも動物的な補給の役には立ちぬるわよ。中に何の血を詰めたるかで質が変わる。ハギスが口に合わぬ場合、何か別なる四つ足の動物の血や肉を詰めてから食べるがよい」

　相変わらずの髪の毛地獄。

　お出だ汁しの文化の日本人とは味覚の方も決定的に嚙かみ合あわない。

　気にせず薄切りのパンや赤ワインをいくつか摘つまみ食ぐいする金髪美人はかく語りき。

「イギリス人のくせにフランスのシャトーから取り寄せたるのか……。とはいえ、まあ、『王室派』は伝統を重んじるからね。ギャング映画の定番なりけるでしょ。昔から、裏手の厨ちゆう房ぼうはやましき事を隠したるのにうってつけなのよ。んぐっ、んぐ」

「わーっ!!　あーあーあーおわーっ!!」

「……こんなもんで酔っ払うとでも思ったか愚物。パンと葡ぶ萄どう酒しゆの経口摂取は内的エネルギーの補充に過ぎん」

「パンとぶどう……？　なんかどっかで聞いたような……」

「私はクリフォトではなくセフィロトに潜む悪魔だ。故に二元論には縛られぬ、聖なる質を否定する訳ではないわ」

　あっという間にボトルを一本直接空けてしまった。

　ラベルを見れば隅の方に一五％とあった。おそらく度数だと当たりをつける。マイルとメートルみたいな違いも特にないと思う。ビールが四％くらいだと考えると結構なコトである。……ところで何な故ぜ、浜はま面づら仕し上あげはこんな数字をすらすら並べる事ができるのか。これについては深く追及しても意味はない。ないってば。

　コロンゾンはパンくずのついた己の指先を軽く舐なめ取とると、厨ちゆう房ぼうの奥に向かいながら大胆なアクションに出た。

　背中に手を回したと思ったら、首の後ろのファスナーに指を掛け、ベージュの修道服を脱ぎ捨てたのだ。

「うわっ、ちょ、お前!?　やっぱり酔っ払ってんじゃ……ッ!!」

「いいからこれ持ちていろ下僕。床に着けたるなよ」

「わぷっ」

　なんか女の子の匂いで世界がいっぱいになってしまった。頭の上から被かぶせるような格好で修道服を投げつけられたのだ。一方、純白の下着姿のままコロンゾンは惜しげもなく体を伸ばし、調理台の上にあった収納ボックスを漁あさっている。

「？　？？？」

「何ぞ？　背中越しでも視線が刺さりている事くらい分かるわよ」

　ぎょろっと、長い長い金髪から浮き出た奇妙な顔に睨にらまれてしまった。

　浜はま面づらは浜はま面づらで、妖しく蠢うごめく肩けん甲こう骨こつや背骨のラインに目をやりながら、

「いや、ええと。悪魔とかいう割に、羽とか尻尾が生えている訳じゃねえんだな」

「記号を足そうと思いければ好きなようにできるが、今この場においては意味がない。大空を舞う必要もないのに翼を広げてどうするの」

「……じゃあ悪魔の角なんかいつ使うんだ？　頭突きで攻撃？？？」

「愚か者め。そもそも女の悪魔の頭に角をつけても仕方のなき事よ。あれはパンやケルヌンノスなど、古き男性神格に由来したる生産力の象徴。……とはいえ男の腹が膨らみける訳ではないのだから、どのような役割を担になうかは想像できるな？　ま、ベッドに潜る類の悪魔につきては相手に合わせて自在に性別を変えられたるので頭に男性の象徴たる角が残りていても何もおかしくないが、少なくとも私の実体には無用の長物よ。クリファパズル５４５のように文字や数価で導く形であれば、人造物の調達に複数の体液を混ぜる必要などないのだしな」

　詳しい話は分からんが、白い下着に包まれたお尻を見せつけながらベッドに潜るとか体液とかいう話は持ち出して欲しくない不良少年であった。

「そ、それより、救急箱？」

「プロの料理人なら傷は負わぬとでも？　どんな業界にも絶対はない。そして厨ちゆう房ぼうは火も刃物も使う危険なる職場だ。こういう道具には事欠かないのよ」

　適当に言いながら、コロンゾンは手足に消毒液を雑に振ると、それから妙な行動に出た。

　先ほどの光のケーキ？　だ。

　奇妙な洋菓子を指先で潰すと、痛々しい傷口へと塗りつけたのだ。

「おいっ」

「光のケーキは生いけ贄にえの代用とできるほどの、動物的エッセンスの強烈な充塡剤よ。こいつは血を封入する前の汎用的な容いれ物ものだが、だからこそ、力の流出を阻はばむ堰せきとして役に立つ。こいつで小宇宙カラダの決壊箇所を塞ぎけるのが最優先。見た目の止血など後でも構わん」

　どうやら間違い……ではないらしい。少なくともコロンゾンの頭の中では。まるで模型にパテを塗ったり、ひび割れた絵の具の上から塗り直すようだった。潰した菓子の上から真新しい包帯を巻き始める。

　つまりそうする必要があったのだ。

　純白の下着を纏まとうコロンゾンのあちこちには生傷があり、まだ乾いてもいない血をじくじくと滲にじませている。

『魔神』娘ニヤン々ニヤン。

　あの怪物と真正面から激突してこの程度であれば、むしろコロンゾンの高い実力を証明しているとも言えなくもないのだが。浜はま面づらの知る由よしもないが、クロウリーが『魔神』に挑んだ時は半身を焼かれているという事実を忘れてはならない。

「表層世界まで下降するためとはいえ、よっと、肉の霊媒アバターの管理というのも厄介だな……」

「だ、大丈夫なのかよ。よくよく見てみりゃ結構な大おお怪け我がだぞ」

「内から出る血の世話と比べれば気楽なりしものよ。少なくとも外からの傷は頭の痛みや重さで思考を搔かき回まわす事はないのでな」

「うちからの？」

「本来なら光のケーキの仕上げに封入したるアレだよ、アレ」

「？」

　要領を得ないが、内臓出血だとしたら事は重大だ。

　手足の骨折などと違ってどう対処すれば良いのか想像もつかない。

　顔を青くする浜はま面づらだったが、対するコロンゾンは冷ややかな目を向け、子供のように唇を尖とがらせるだけだった。

「……白々しい。あるいはわざわざ私の口から言わせたくてとぼけていたるのか。馬鹿みたいに子作りに興味を示す年頃でしょう。まさか生理なりし言葉を知らぬほど無む垢くとは主張しないだろうな？」

　ぶっ!!　と浜はま面づらは噴き出していた。

「お前に喰くわせたるのは封入前の、汎用的な容いれ物ものに過ぎんよ。もしも貴様がおかしな性癖を持ちておらぬノーマルなりしとしても、そこの所は安心して良い」

　言いだしっぺのコロンゾンは気にした素振りもなく、浜はま面づらが両手で抱えていたベージュの修道服を手に取ると、再び首や両手を通していく。

「儀式の前よ。適切な量を考え、必要なだけ腹に詰めたらついてこい」

「適切、必要？　どうやって計算するんだよっ!?」

「膨らんだ腹が深呼吸を阻害せぬ程度。容器は容器よ。貴様に必要なのはサラマンダーのエッセンス。中に四つ足の血や肉を詰めたりて摂取するのを忘れるな」

　そんな事言われても、あの光のケーキ、とにかく甘ったるくて進んで食べたいとは思えない代物だった。しかも隠し味は動物の血。材料集めや作り方にも一つ一つ『意味』が込められているのだろうが、単純な味だけ見ると決して優れているとは言いい難がたい。

「イギリスのお菓子なんてこんなものなのかな……」

「なんかスーパー失礼な事を考えたりていないか？」

　コロンゾンはさらに別の扉へ向かう。扉については分厚い鋼鉄のものだが、両開きではない。何となく銀行の大金庫なんかを彷ほう彿ふつとさせるのは、船内のあちこちで見かける水密扉用の丸いハンドルのせいかもしれない。

「しっかし食糧庫は食糧庫だろ。一体ここに何があるって言うんだ」

「黙りていても答えは目の前に広がりけるというのに疑問の止まらぬ男ね。こういう所は自ら発掘せしものは見境なしに翻訳して吸収したるメイザースよりも、新しい領域を開拓するたびに一通り疑いてかかるクロウリーの子供達か」

　何気ないやり取りだったが、浜はま面づらはふと気づく。

　そういえばコロンゾンと話している。

　ひょっとしたら、ダイアン＝フォーチュンやネフテュス達より交わした言葉の数は多くなってきたかもしれない。

　実際に扉を潜ってみると、待っていたのは大きな空間だった。

　入り組んだ構造なので迷路のように現在地を見失いやすいが、おそらく船の中央に近いだろう。バスケットコートより広い空間に窓はなく、四方の壁も床や天井も全て分厚い鋼鉄で覆われていた。豪華客船と言っても、実際には英国王室のためだけの船。単純な船室の数よりも食材や備品など十分以上のサービスを支える荷物の方が優先されているのかもしれない。

　あちこちに積み上げられた金属製のコンテナや木箱の山。

　端の方にはゴルフカートのような、屋内作業用に小型化されたフォークリフトまで停とめてある。

「食糧庫……だよな？」

「誰がそんな事を確約した？　船に限らずあらゆる乗り物は限られし体積をどう活用したるかで全てが決まる。同じ役割を持ちたる倉庫や保管庫をあちこちに小出しで置きても効率の無駄なのよ。よって、全ての貨物を一ヵ所にまとめし上で、様々な場所から出入口を設けたる。構造としてはアリの巣の理屈だな。全ての中心に物資保管庫を置き、必要な部署が必要なだけ通路を繫つなげていく」

「……ネット通販の基幹集積所みたいなものか」

「俗物め。言葉には気を配れ、たとえ話には貴様の歩きし道の全てが反映されたるぞ」

　呆あきれたように言いながら、長い長い金髪を左右に揺らして歩くコロンゾンは壁かべ際ぎわにある大きなエレベーターに向かった。どうやらコンテナを丸ごと上げ下げできる規格らしい。エレベーターと言っても、ターンテーブル式の立体駐車場に近い。分厚い鉄の扉は左右ではなく、上に上がる仕組みのようだった。

　二人で乗り込むと、緑色の重たいスーツケースを片手で引きずるベージュ色の修道服の美人は上へのボタンを押した。

　浜はま面づらは目を丸くして、

「上っ？」

「だから何よ」

　コロンゾンは秘密基地と言っていた。てっきり最下層の船倉やバラストタンクにでも向かうのかと思ったのだが……。

（ここから上って、どこだ？　二階、三階、いや待て、長い、時間が……こいつどこまで……っ？）

　ババシュッ!!　という蒸気やガスが噴き出すような音に囲まれたのはその時だった。

「うわっ!?」

「慌てるな、ただの消毒と洗浄だ。穢けがれを払うという考え方は東洋だけのものではないわよ。まあ、私達は冒ぼう瀆とくしたる側だ。無視したりても構わぬがね」

　疑問はやがて氷解する。

　エレベーターが目的階に到着し、分厚い鉄の扉が上に開いていく。

　ビュオ!!　という切り裂くような冬の潮風が浜はま面づらの頰を叩たたく。

「な……」

　広がるのは鏡合わせのような蒼あおい大空と大海。

　そこには壁も天井もなかった。窓も扉も必要なかった。

「……外？」

「ああ」

「だって、ここ、ヘリポートじゃねえのか!?　どこからでも丸見えだろ!!」

　そして大悪魔コロンゾンは両手を後ろに回すと、無造作にベージュ色の修道服を脱ぎ捨てた。

　あるのは純白の下着姿。

　浜はま面づら仕し上あげの思春期が血圧を急激に上昇させる。

「なっ、ば、はあ!?」

「そのモバイルで適当に検索してみろ。ああ、定期的に衛星画像を更新するだけの検索エンジンではなく、タグをつけたネット通販の商品を追い駆けるリアルタイムの衛星サービスだ。世界は潜在的な覗のぞき魔まどもで溢あふれている、衛星画像くらい誰でも手に入るでしょう。さて、私の艶あで姿すがたは捉えられるかな？」

　跳ね上がったはずの血圧が、そこで固まるかと思った。

　確かめるのが怖い。

　そんな感情が、指先を搦からめ捕とって動きを封じている。

「見えてねえ……ってのか？」

「異質な環境に首まで浸つかってしまうと、かえって変化には気づかぬものよ」

　特殊なガラスなどで覆われている訳ではない。

　蜃しん気き楼ろうのように温度差でもやが揺らいでいるようにも見えない。

　過激なデモンストレーションを終えた大悪魔は再びベージュ色の修道服へ袖を通すと、

「ぷはっ。魔術の儀式場たる神殿は秘されるべきだが、王族としての振る舞いに隠し立てするような事など一つもない。……つまり板挟み、大人の事情というヤツだ。カーテナに代表されるように、王の魔術とはすなわち国儀に相当するからな」

　エジプトのピラミッドでもギリシャのパルテノン神殿でも良いい。

　元来、大衆に認められていた頃の儀式場は大きく誇示して、自らが統治する国全体を見下ろすものだった。

　浜はま面づらも浜はま面づらで素人しろうとなりに改めて観察してみると、全体としては一〇角形の大きなお皿みたいな場所だった。浜はま面づら達たちの搬入用エレベーターは辺の一つにボックス状の構造体として寄り添っている。灰色のヘリポート自体の大きさはテニスコートよりも大きい。そして見るべきところを見てみれば、ちょっとおかしい事も分かってくる。

　接触防止用の赤い警告灯や、ヘリポートを示すアルファベットのＨなどの表示がないのだ。

「ここがクイーンブリタニア号の心臓部」

　どこまでも開かれていて、しかし誰の目にも触れる事のない広大なテラスで、大悪魔コロンゾンはスーツケースに腰を下ろしながらそう告げた。

「何だかんだ言ってもカーテナ経由で『神の如き者ミカエル』の力を引き出したる連中の考える事だ。一〇はセフィラの象徴よ。隠されしダアトを含めば球体の数は一一となるが、その数は別の樹を意味する数と混同しかねない。ま、ありきたりで分かりやすき記号かね。一一を聖なる数として重んじ、プロベイショナーという語を作って一一の位階を整備したアレイスター＝クロウリーには迎合しない、か」

　言いながら、コロンゾンはその華きや奢しやな両手で何かをベキベキ折り曲げていた。元は金属パイプだったはずだが、彼女の手にかかればまるで厚紙だ。あっという間にくの字のブーメランとして整え直される。簡単なように見えるが、金属バットを握力だけで握り潰せるほどの力がなければ不可能だ。

「本質を見ろ、驚く方向が間違っているぞ愚物」

　呆あきれたように息を吐いて、大悪魔は気兼ねなく放り投げる。

　空気を引き裂く重たい音と共に手製のブーメランが回転しながら大きく飛んでいく。あれが戻ってくるとしたら笑っていられない。イメージと違って実際には本当に狩猟で使うブーメランは自分で投げた得物が自分の頭に当たらないよう、安全のため敢あえて『戻ってくる機能』を排しているとも言う。浜はま面づらは慌てて両手で自分の頭を庇かばったが、結果は彼の予測を超えていた。

　ズバヂィ!!　と。

　ネオン管が砕けるような音と共に、ブーメランが弾はじかれたのだ。

　一〇角形のヘリポートの外側で。

　出ていく時は何もなかったのに、再び入る事は許さない。

　見えない何かが張り巡らされている。

「神殿の意味を理解したか。流石さすがに目で見れば効果くらいは分かるでしょう」

「……おいおいおい、これ分かって当然の流れで良いいのか？　必ずしも俺一人が馬鹿って訳じゃあねえよな……？」

「馬鹿でも仮の冠を外し、そろそろ勉強せねばならぬ頃合いだ。頭を使え。こいつを抱え込みて世界の海を渡るために、『王室派』は城を畳みて船の形に置き換えたるのよ、それだけ重要という事。船の都合に神殿を合わせたるのではない、神殿の都合に船を合わせたる。故に、表に出ているかどうかは関係ない。ここは土くれを掘り返して特殊なセメントを流し込んだだけの核シェルターよりも、格段に堅い」

　広大な一〇角形。

　足元の床（？）はただの平面ではなく、溝のようなものが掘ってあった。もちろんヘリポートを示すＨ字ではない。踏み切りでレールを埋め込むのにも似ているが、それよりずっと複雑だ。直線に曲線、十字に交差している場所も多い。ごちゃごちゃとしたラインの集合体は、手紙から個人情報を覆い隠すためのスタンプや、人相を隠すために被かぶる目鼻立ちを描き加えた透明マスクに似ていた。つまりいくつもの記号を折り重ねる事で、各おの々おのの意味が何であるかが見えなくなっている。案外、一つ一つは五芒星とか星座とか、単純なものかもしれない。

　コロンゾンは緑色のスーツケースから腰を浮かすと、それを引きずりながら広い空間をゆっくりと歩き回る。車輪付きのスーツケースのせいで、何だか校庭に白線を引いて運動会の準備でもしているように見えてくる。

「……四四種のペンタクル、天使名のシジル、上下一対の正三角形。この辺はどうでも良いい。よし、よし、よし。必要なものは揃そろいているな。エノクのタブレットが一揃いあればよい。終末の力を引き出すとしたりて、危険性を指摘されてラインを潰されておらぬのは僥ぎよう倖こうだったわ。これなら再起動の手間をいくつか省略できぬる……」

　ばむっ、という軽い音が響いた。

　緑色のスーツケースの留め具が外され、無造作に中身が投げ出されたのだ。王冠に笏しやく、そしてタンスの引き出しほどもある大きな石。骨こつ董とうの扱いなど想像もつかない浜はま面づらとしては、潮風にさらして良いものかも判断がつかない。しかし大悪魔の長い長い金髪が蠢うごめくと、重さを感じさせない動きでひょいひょい持ち上げられてしまう。

「貴様の剣も寄越せ。モ・アサイアの儀へ繫つなげるために必要だ」

「っ」

「……拒否したるのは貴様の勝手だが、鍵は鍵でしかないわ。箱を開けねば財宝は手に入らぬぞ。そしてチャンスは何度も訪れたる訳ではない。選択次第なりしはすぐさまダイアン＝フォーチュンを救う道が永遠に閉じたる事を忘れるなよ、小僧」

　当然ながら、大悪魔コロンゾンは浜はま面づらが力業で摑つかみかかった程度でどうにかできる相手ではない。一方的に手を離されたら途方に暮れてしまう。

　そうなると、『国家の剣』は大事な交渉の品だ。

　そうは言われてもなかなか勇気は出ないが、選択の余地がないのも事実だった。恫どう喝かつや懐柔は結構だが、実際にコロンゾン側が業を煮やして決裂したらどうなるか。

　これは、どちらが勝つ勝たない以前の話だ。

　タロットカードだけあっても、この船だけ明け渡されても、今の浜はま面づらにはどこから手を付けて良いのかすら見えていない。苦しむ患者と手術室。しかし医者がいない状況なのだ。これで少女を救えないというのはあんまりだ。浜はま面づらが選択を誤って見殺しにしたと糾弾されても文句は言えない。

　恋人すら手をかけて、ここまで来た理由を思い出せ。

　何のためのリスクなのかを。

（いざとなれば、この神殿？　とかいうのの全体を叩たたけばコロンゾンは慌てる。隠すって事は隠さねえと困るって事でもあるんだ。俺は秘密を押さえている。それだけでもマシな方か……）

「分かった……」

「それで良いい」

　蒼あおい海と空に挟まれた神殿で。

　コロンゾンはさらりと言って長い髪の毛で鞘さやに収まった剣を摑つかむと、それぞれの品を床に置いた。適当ではなく、一定の法則があるようだ。剣、冠、笏しやくは正三角形の各頂点に。一番重たいスクーン石はそこから少し離れた場所へ。

　ヴン!!　と。

　途端にだった。床が白く輝いたのだ。

「わっ!?」

「踏みてどうなるものでもないけれど、気が散る」

　床の上を走り回る、直線曲線、様々に交差するぐしゃぐしゃのラインだった。その内のいくつかに、ぬめった光が走っている。適切にレールを切り替え、何かを通した。そんな感じだったが、浜はま面づらにはそれが具体的に『何を』通して『何を』起こすといった根本的な部分が見えてこない。

「……さて、と。まずは基本の基本から始めたるか」

　コロンゾンは片手を腰にやると、気軽に声を放った。

　料理をしている最中に口ずさむくらい何の気もない調子でだ。

「最初に魔法円を設置。その中にタウを刻み、一〇の区画に分断せよ」

「？」

　例の、重要そうな三角と一つとは、また別だった。

　床をのたくる無数の直線曲線から必要なものが取り出され、純白の光のラインが走る。あっという間にコロンゾンの周囲が白い円で取り囲まれた。

　ぶわり……ッ!!　と。

　その長い長い髪をスクリーンにして、禍まが々まがしい顔が浮かぶ。

「手には剣を、床の印には樟しよう脳のうの炎を」

　一体どういう意味があるのか。

　コロンゾンがタクシーでも呼ぶように片手を上げると、ヒュン、と空気を引き裂く音があった。一〇角形の縁から滑らかに進み出たのは、一メートルくらいの大皿のようなものだった。底に小さな車輪があるのではなく、どうやら浮いているようだ。地を這はう大皿の上にあるのは二つ。片方は刃のない、セレモニー用の剣。国家の剣と比べると随分ぺらぺらの印象がある。そしてもう片方はお灸きゆうに毛が生えた程度の、金属の皿に載った粉末の塊だ。

　足元に侍はべる運び屋にコロンゾンは目線も投げなかった。立ったまま掌てのひらをかざすと、磁石で吸いつくように骨こつ董とうアイテムが彼女の手の中へ納まる。

　中央で香に火を点つける。

　せいぜい煙草タバコよりは大きいくらいのくすぶり方だが、潮風などで嬲なぶられる様子もない。

　そしてコロンゾンは白い円の縁に立つと、左回りでゆっくりと歩き始めた。

「火、水、風、土、そして見えざるエーテル、すなわち五大属性よ。この場より去れ」

　囁ささやく。

　囁ささやいて、さらに進む。

「太陽、水星、金星、月、火星、木星、土星、すなわち七惑星の諸力よ。この場より去れ」

　一つのグループにつき、きっちり三周。

「白はく羊よう、金きん牛ぎゆう、双そう児じ、巨きよ蟹かい、獅し子し、処しよ女じよ、天てん秤びん、天てん蠍かつ、人じん馬ば、磨ま羯かつ、宝ほう瓶へい、双そう魚ぎよ、すなわちゾディアックを流れる一二の影響よ。この場より去れ」

　ここで左回りの回転が止まった。

　コロンゾンは静かに瞳を閉じて、

「呼び水として王国を排除。続けて基礎、栄光、勝利、美、峻しゆん厳げん、慈悲までを消去。理解、叡えい智ちを退去させ、最後に王冠の影響力を残らず打ち消し、この場より去れ」

　ヒュンヒュン、という風を切る音があった。

　コロンゾンは円の中央に歩み出て、床に剣を突き刺す。樟しよう脳のうの炎はそれでかき消された。床に落とした吸い殻を踏みつけるように。

「……以上、二四の諸力と一〇の球体の影響力の排除を確認。これにて神殿はただ一つの目的のため、他のいかなる影響も受けずに邁まい進しんする準備を整えたり」




　シン、と。




　具体的に、光や音が出た訳ではない。

　むしろ白い光の円も立ち消え、広大なヘリポートを利用した神殿そのものが寒々しいくらいの沈黙に包まれた。それこそが変化。静寂を嗜たしなむとはすなわちゼロ、無の概念を知る事。時間の流れから取り残された神社やお寺のような、空間そのものが奇怪な存在感を獲得したのだ。しかもそれが、何も知らない浜はま面づらからでも分かるレベルで展開されている。

　神殿は、それだけではただの空き箱。

　適切な手順を踏む事で、初めて強大な儀式を執り行う場として機能を始める。

　残りはオナーズオブスコットランド、三つの宝。

　それから一番かさばるスクーン石だ。

　気がつけば、コロンゾンの金髪に浮かんでいた禍まが々まがしい顔が消えていた。

　美しい面おもて一つで、大悪魔は囁ささやく。

「……ま、今すぐ本領を引き出せたる訳でもなし。今は迎撃用の材料に使いてしまった方が妥当かな、と」

　説明されなければ追い着けない浜はま面づらの方へ、何かしらの準備を終えた大悪魔コロンゾンが振り返った。

「何を対岸から眺めたる？　これから貴様がその命運を預けたる場所よ」

「具体的に、何をどうしろってんだ……」

「ダイアン＝フォーチュンを貸してみろ」

　あまりにもあっさりと言われて、浜はま面づらは目を白黒させていた。それから懐ふところに収めた七八枚のカードセットの事だと遅れて気づかされる。闇医者であっても、患者を診せろと言われたのだ。すでに国家の剣という対価は払っている。慌ててわたわたと懐から取り出す浜はま面づらの手から、あっさりとコロンゾンはとある少女の命綱を奪い取った。

　太めの輪ゴムで雑に束ねているカードセットの扱いを見て、思わず呆あきれたように息を吐きながら、

「ここまで来たれば途中下車はできん。そろそろ教えてやりても良いいでしょう。自前の霊媒アバターを製造して四界から降りてきた以上『神の右席』ほど人間の魔術から拒絶されたる訳ではないが、それでもイグニッションは貴様に任せた方がこちらの負担も減りけるのだしな」

　呟つぶやいた直後だった。

　コロンゾンが一本指をくるくる回すと、先ほどとは別の大皿が床を這はうようにやってきた。パフォーマンスを行う人間が両手を塞がずに作業をアシストするための機材だろう。今度は剣やお香ではない。一メートルくらいのお皿の上にあるのはいくつかの水晶球、それに火を使った光源。仕掛け自体は大仰だが、どうやらプロジェクターのようだ。

　大悪魔コロンゾンはいったん身を屈かがめて七八枚のカードセットをプロジェクターのガラス板の上に置くと、そのまま掌てのひらをぐるりと回す。手品師の動きだった。あっという間にカードの束が奇麗な輪を描いていく。

「ホイールオブフォーチュン、などと見誤りけるなよ。そいつは大アルカナの一枚に過ぎぬわ」

　何やら注意が飛んできたが、そもそも浜はま面づらにはカードの呼び方も分からない。

　ただ、フォーチュンという響きに胸が疼うずいたくらいで。

　プロジェクターのガラス板にカードを滑らせると、一体光がどう乱反射したのか、床一面に大きなアルカナの輪が拡大表示されていく。頼りない光源と、眩まばゆいまでの大空。なのにくっきりと像が浮かび上がる。

「さて、これが『魔道書』としての設計図なりけるわよ」

　コロンゾンは適当に言って、もう一度指を鳴らす。

　光源の炎が、花火のように色を変えた。鮮やかな緑。洗剤のＣＭなどで汚れを浮かび上がらせるのと似ていた。夜光塗料みたいなぬめった光が、奇麗に並べられたカードのあちこちに細かく刻み込まれていく。

「……そしてこれが意図してつけたる細かき傷や折り目。元来の魔道書には不要なる不純物。つまり、ダイアン＝フォーチュンとしての個性の部分ね」

「っ」

　浜はま面づらがわずかに息を吞のむ。

　コロンゾンのやっている事は未いまだに理解できないが、とある少女の名前は心臓へのインパクトが違う。長い長い金髪の女は肩をすくめて、

「レコードの溝のような話と、前に説明したるわね。人にん間げん如ごときの目には見えぬ凹凸を視覚化した。これを元の状態に戻したれば、ダイアン＝フォーチュンは再び浮かび上がりてくるでしょう」

　これが。

　ようやっと見つけたのだ。

　雲を摑つかむような話だったが、浜はま面づら仕し上あげにとってのゴール地点が見えてきた。

「その上で、だ。この傷がどうなりているか分かるかしら？」

「おい、ちょっと待て」

　緑の光、細かい傷がディスクの溝のようにデータを保存しているはずだった。絶対に汚れがついてはならないもの。それが、まるでなめくじのようにゆっくりと移動しているのだ。

「良いいのか、これ？　動いちまって!?」

「ダメに決まりているでしょう」

　傷が増えている、とは違う。

　逆だ。

　ゆっくりとではあるが、タロットの表面から傷が消えていっているのだ。元の、奇麗なカードへ修復していくように。それが傍はた目めにはなめくじに似た動きで這はい回まわっているような錯覚を感じさせるのだ。

「魔道書の『原典オリジン』は、人にん間げん如ごときには破壊できん。仮に一時的に破損させたるとしても、地脈や龍脈から力を吸い出して自動的に修復していくはずなのよ」

　コロンゾンは床の一点、ダイアン＝フォーチュンの『傷』を足でとんとん叩たたきながら、

「しかしそれは、あくまでも『原典オリジン』として、よ。相乗りしたるダイアン＝フォーチュンの都合など考えぬ。この七八枚は、魔道書として知を与えたる機能は期待しておらん。こういった機能を空回りさせて、疑似的なる人格の構築と保全に力を回せたるようにしていたるのだが……どこかの馬鹿がハッスルし過ぎたるせいで直撃を受けたりしメイザースもろとも周りの連中のストッパーもぶっ壊れた。放りておけば自己修復機能によりて細かい傷は全て拭い去られ、奇麗サッパリな白紙の状態に戻りてしまう。純粋な、物言わぬ『原典オリジン』の形にね」

「……どうすれば良い？」

　白紙。

　一人の少女を形作っていたものが。

　全て、消え去る。

　何事もなかったように。

「何か方法があるんだよな!?　俺は何をすればこれを止められる!!」

「知れた事」

　コロンゾンが軽く手を振ると、床を這はう格好で別の大皿が滑らかにやってきた。……先ほどの指の動きといい、どうやら身振り手振りと対応しているらしい。一メートルほどの皿の上に載っているのは、丸めた絨じゆう毯たんのようなものだ。

　彼女は細い手を使って絨じゆう毯たんを摑つかむと、潮風の下でばさりと広げて、

「おりゃ。そこに座れ」

「何だこれ、ヨガマット……？？？」

「英国王室のロイヤルなお姫様が使いていた一品だ。変態的には滾たぎるでしょう？」

　どうしようもねえコメントを残しつつ、

「このタロットが自己修復機能を行使できたるのは、魔道書の『原典オリジン』として地脈や龍脈から常に力を吸い上げたるからよ。そしてタロットはタロット。魔道書としても機能したるが、本来であれば占いに使う霊装である」

「？」

「力の流れを切り替えてやればよいのだ。大地から吸い上げたるのではなく、人の体から精製されたる魔力を通す格好で。それでタロットは魔道書ではなく霊装として振る舞いける事になる。つまり、自己修復機能は止まるのよ」

「ちょっと待ってくれ。力？　流れを切り替える？？？」

「あくまでダイアン＝フォーチュンがダイアン＝フォーチュンとして再起動したるまでのツナギだがね。最初にチェーンソーの紐ひもを引くのと同じ。いったんサイクルが回りてしまえば、再び地脈や龍脈に乗せ換えても構わぬ。というか一時の戦闘モードだけでなく、常に魔力に精製し続けたるのもそれはそれで大変でしょうし」

「だから待てって！　人の体がどうこう、言葉にすりゃそれだけかもしれねえが、具体的に何をどうすんだ!?　こっちはホウキにまたがれば大空を飛べる訳じゃねえんだぞ!!」

「ヨガを例に出してカバラの説明をしようとしたるはダイアン＝フォーチュンだったか」

　びくりと。

　浜はま面づらの肩がそれだけで震えた。

　大悪魔コロンゾンは嬲なぶるような笑みを広げて、

「肩の力を抜け、深呼吸しろ。やるのは生命力から魔力を精製したるだけよ。あらゆる魔術の基本。一秒一瞬が命取りとなりける実戦形式ならともかく、こうして広い神殿でじっくり時間を取れるのならばそう難しい話でもなきにつきよ。大事なのは、姿勢と呼吸。そして正しき記号や象徴を並べてガイドしたる、確実な瞑めい想そうよ」

「……、」

「まだ分からぬか？　ようはインストラクターのお姉さんをつけて、スポーツジムで手取り足取りエクササイズに興じると考えたればよい。ここまで言ってもまだ難しいとのたまうなら、それはもう貴様の集中力と肺活量と関節の可動域の不足が原因ね」

　そう。

　簡単なようにも聞こえる。

　それが、十分な研けん鑽さんを積んだプロの魔術師であれば。

　しかし忘れてはならない。プロとか素人しろうととか、そういう次元の話ではなく。




　そもそも、浜はま面づら仕し上あげは魔術とは致命的に相性の悪い能力者なのだ。




「やってみろ……」

　コロンゾンは、この辺りについては言及しない。

　コロンゾンはただ方法を伝えるだけだ。二重三重のセーフティなんてアフターサービスまでは受け持たない。

　大悪魔は他者の都合など考えない。

　彼女はただ、人間の魔力という都合の良いいイグニッションが欲しいだけだ。

「やってみろよ小者。ダイアン＝フォーチュンを助け出したいんでしょう？　そのための方法はありける。道具も才能もいらぬ。体一つで行える努力だ。ならば躊躇ためらう理由はなきにつきでしょう？」

「ああ、分かった」

　果たして、浜はま面づら仕し上あげは即答だった。

　大悪魔コロンゾンはにたりと笑うが、

「どうせろくでもねえ事に繫がっていくんだろうけど、それで構わない。教えてくれよコロンゾン、何をどうすればお前の思惑に乗っかれる？」

「……？」

　わずかに、逸それた。

　甘い見積もりで目が曇り、リスクも分からずに希望を摑つかみ取とろうとしているのではない。

　分かった上で。

　全部分かった上で、だ。それでもこの男はリスクを選ぶと言い放った。クロウリーともメイザースとも、違う。危険と知っていて大悪魔を召喚しておきながら、従わないと言って癇かん癪しやくを起こす輩やからには見られなかった反応だ。

　コロンゾンは気づいただろうか。

　束つかの間ま、浜はま面づらがポケットの上から何の変哲もない板ガムの硬い感触を確かめていたのを。

　そんなものだけで、決断の勇気を得られる時もある事を。

「チッ」

　長い長い金髪の女はわずかに舌打ちした。

「分かった。一つ一つ教えてやろう。ただし一度始めたら半はん端ぱな所では抜け出せぬわよ」

「ああ。てか、お前の方はそれで良いいのか？　この船を乗っ取ったのだって俺のためじゃない、自分の目的がちゃんとあるんだろ」

　こんな時まで、こうであった。

　流石さすがにこの少年が気味の悪い博愛主義の持ち主だとはコロンゾンも考えない。この奇妙な連帯感は、暗い路地に根付いたものだ。

　つまり、共犯者。

　主でも従でもないその言葉は、やはりコロンゾンにわずかな棘とげを残す。距離感の摑つかめない相手と対たい峙じした時の感覚だ。こいつはやたらと上から頭を押さえつけようとはしない。

　本当はここまで語る必要はないのかもしれない。

　それでも口を開いたのは、やはり通常のフォーマットに落とし込んでイニシアチブを確保したかったからか。沈黙する悪魔では何も与えられず、人間を妄信的に従わせる事はできない。

「……こちらの目的とも合致していたるから気にするな。オナーズオブスコットランド、三つの宝。それにスクーン石。モ・アサイアの儀を進めるにあたって、私は純粋な人間の魔力をイグニッションとして使いたい。最初にチェーンソーの紐ひもを引きてくれればそれで良いい。後は全部こちらでやる。私達の作業はリンクしているのよ」

「そっか。まあそれなら良かった」

「言いておくが、私の作業が終われば世界は滅びたるのだぞ。それが分かりた上での『良かった』なのでしょうね？」

「……、」

「分からぬようなら教えておきたる。我が名はコロンゾン、その数は三三三、その本質は拡散なり。水の天使がただ水で己を表すのと同じく、私はただ世界の結合を妨げ万象を自然分解するためにのみ存在する。これより私がしたるのは世界各地を意図して傷つけ、カサブタを作った上で、このイギリスの地よりそれらを一斉に剝がす行為よ。そして世界をまとめて沸騰させたる事で、互いが互いを滅ぼしたる狂騒状態を作り出しける。隣近所のガキから核弾頭まで、七〇億人が相性最悪の天敵同士でかち合いて自滅したる時代の到来だ。ババ抜きと同じで、私は天敵同士をぶつけて世界全体が滅ぶように仕向ける。その上で自然分解せぬ孤立したジョーカーは、その全てを私自らの手でくまなく嚙かみ砕くだいて処分したる。逃れられし者など一人もいない」

　大悪魔は大悪魔。

　コロンゾンは危険であっても蠱こ惑わく的てきな、妖しい笑みを浮かべる。

　ベージュの修道服とはあまりに不釣り合いな、破滅をもたらす甘い華。

「馬鹿どもが見かけの混乱に集中したる間なら、私は悠々と最後の仕上げを行いける。我は生命の樹セフイロトの深しん淵えんに潜みたる大悪魔。しかし樹の使い方は、何も上へ昇るだけではない」

　そこまで言うと、彼女はベージュの修道服、その胸の真ん中を親指で差して、

「私は肉体という実体を得たりて下へ降りる。低層で溺れたる人間は何かと言うと樹を昇る事しか考えぬが、元来であれば上と下は繫つながりている。私は元から上にいる。自由に行き来できたるのであれば、仮初めの階層になどこだわらぬ。俗世の即物的な利益を叶かなえたるのであれば、肉の実体も悪くはないのよ。あらゆる位相が折り重なりし底の底、全ての基底となる物理・科学の層へ向かうのもね」

「底……？」

「そうね、試しに天動説、地球の周りを他の全ての星が回りていた頃の宇宙を思い浮かべてみろ。今の占星術の主流からは外れたるが、頭の体操としては分かりやすいわ。……いいか、たとえの話につき混同はするなよ？　さて、この図式だと神秘や超常を蓄えし諸力は大地の外から地球へ降り注ぎてくるが、中心にありしはあくまでも何の変哲もない土くれの大地よ。私達の立つ、ここ、地球の表層。これを丸ごと引き抜きたれば世界は中心を失いてバラバラに散らばりていくでしょう？」

　くるくる、とコロンゾンは細い人差し指を立て、それをゆっくりと回す。

　連動するように、彼女の周りにいくつかの大皿が回転運動を始める。太陽の周りを星が回っている……事が証明されるよりも前の世界でも表現するように。

「そして莫ばく大だいな力を土台であるこの層へ通し、砕きて、『底』を抜く事によりて、ありとあらゆる位相を芋づる式に破壊したる。芯がなければあらゆる諸力は回転を維持できないのだから」

　ぐっ、とコロンゾンは五指を握り締め、中心から一歩外へ出た。

　コアという指標を見失った大皿達が迷子のように散らばり、互いにぶつかっていく。

　たった一つのアクションで、全てが瓦が解かいする。

「アレイスターはこの層だけ残して他の全ての位相を破壊したる事で人類を救済しようとしたようだが、私はその逆よ。中心という『底』を抜きて、あらゆる神話や宗教の位相を破壊したる。これがモ・アサイアの儀。後には何も残らない」

　これについては、浜はま面づらは答えなかった。

　理解が及ばなかったにせよ、危機的状況の空気を全く嗅ぎ取れないほど愚かでもあるまい。

　世界を救うとか滅ぼすとか、そういう大仰な話にはついてこられないのかもしれない。それより目の前の誰か。矛盾した心の動きだが、人間なら良くある話だ。例えばこの船が沈んだら、戦局をどうひっくり返すかよりも冷たい海に浮かぶ板切れ一枚のために奔走するだろう。視野の狭い矮わい小しような生き物とはそんなものだ。

　互いに利用し合う共犯者。片方の目的が達せられればその時点でもう片方の手を離す。

　……そのはずだ。

　大悪魔コロンゾン。

　全てを正しく知った上で、合流する者などいるはずもない。

「どうすれば良い？　何から始めりゃフォーチュンを助けられる？」

「姿勢から教えたるわよ。まずはそこのマットに座れ」
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　つまり、だ。

　エディンバラ城の方でも大きな動きがあった。

　若い女性騎士と騎士団長ナイトリーダーのやり取りが全てを表している。

「巡航ミサイル『アナコンダ』の着弾失敗を確認、撃墜されました。一と二は無人観測機から詳細なレポートを提出できます。三以降は同観測機が撃墜されたのでレーダー観測のみの簡易版となりますが……」

「よい。コロンゾンがクイーンブリタニア号をどこまで掌握しているか知りたかっただけだ。……結果は予想通り、防衛機構は息を吹き返したか」

「団長殿。私めは現役時代のクイーンブリタニア号へ乗船した事はありませんが、あれは、特定の魔術防衛装備を積んでいる訳ではないという話ですよね」

「神殿そのものは汎用的だ。つまり、どのような霊装でも祭壇中央に接続すれば増幅・攻撃的に転化する。例えば四つ葉のクローバーやウサギの前足程度のものであっても『運気をねじ曲げて近づく船や航空機を確実に海へ沈める結界』に変換してしまう訳だ。……厄介だぞ。初手はデフォルトで設置していた代物だろうが、次からは違う。オナーズオブスコットランドにスクーン石。今の大悪魔であればよりどりみどりであろう」

「……、」

「すでにヘリポートは『消えて』いるのだろう？　ああなってしまえば、外から神殿を崩す事はできない。ヤツは船の全権を掌握している」

「清せい教きよう派はが蓄えてきた知識技術の全てを悪用して、ですか」

「……ことここにきて余計な偏見は慎むように。問題なのはトップにいた大悪魔コロンゾンであって、その下が全て汚染されていた訳ではない。ロンドン防衛戦における混乱は我ら含む国内全域が巻き込まれた。今は少しでも戦力が欲しい。仲なか違たがいしていれば国難を越えられんぞ」

　女性騎士は表立って反論こそしないものの、直属の上司の発言も含めて値踏みしているようだった。

　騎士団長ナイトリーダーがたびたび東洋の聖人に声をかけていた事は、知られるところには知られているか。今は下手に庇かばっても好転はしないだろう。

　ポニーテールの剣士はこちらに注目が集まっていると気づいたのか、チラリと横目で一いち瞥べつした後に外の見回りへ向かってしまった。下手に不和を広げるのを避けたのだろうが、独特の距離感を維持する人だ。天草式はほんの二、三〇〇年前まで迫害され続けてきた特殊な経緯を辿たどる十字教宗派で、隠れて信仰を堅く守る事にかけてはイギリスを凌りよう駕がするほどの技術を蓄えているが、だから慣れている、という訳でもないだろう。

　鋼よりも強い心でもって、涼しげに流す。

　強い人だと騎士団長ナイトリーダーは素直に思う。

「ともあれ、コロンゾンに清せい教きよう派はの戦力がそのまま通じるとは思えません」

「まあ、事実以上に擁護しても仕方あるまい。確かにタネが割れている分だけ辛つらいな。完全記憶能力に軸を置いた禁書目録すら、ヤツの指揮下で計画実行されたものだ。こうなると、幻想殺しイマジンブレイカーがないのはやはり厳しい。攻撃力をゼロにするソーロルムの術式も、『相手の攻撃が何であるか』認識してから発動するものだ。速度によっては対応しきれん。より確実に行くなら、ヴェールの向こうへ消えた霊装を直接視界に収めて認識する必要も出てくるだろうしな」

　そういった話を耳にしながら、インデックスは口を開く。

　今は、船よりも重要な話がある。

「三三三、拡散」

　石造りの部屋の全面に紙の資料をびっしりと貼り付けたその空間に、インデックスの声が朗々と響いていく。

　一度始まれば、彼女の声色が場を支配する。

「大悪魔コロンゾンが本来のまま行動しているとしたら、おそらく彼女の目的は全世界の自然分解だと思うんだよ」

「自然分解？」

　上かみ条じようが眉をひそめてそんな風に促した。

　……オティヌスも前に似たような事を言っていた気もするが、あれは話の途中で寸断されてしまっていて、こちらが理解する暇もなかった。それに美み琴ことなどは初めてのはず。改めて、全員の情報を均等に共有しておくのは絶対に悪い事ではない。

　マルチリンガルな人達に囲まれているのは心強い。ここには英国女王クイーンレグナントエリザードや騎士団長ナイトリーダーなんかも揃そろっているはずなのに、みんな無知なツンツン頭一人のために日本語に合わせてくれる。インデックスは壁の一点、不自然な空白部分を指差して、

「コロンゾンは世界征服とか億万長者とか、現世的な利益を求めて計画を積み立てている訳じゃないの。むしろ、そういう固定の、不動の、永えい劫ごうの勝者を認めない。形あるものはいずれ必ず壊れていくものだし、そうやって分解されるから次の誕生があると考えている。不老不死とか永遠の王国とかは、そういうサイクルを壊す悪であると定義しているんだね」

「サイクルを、こわす？」

　上かみ条じようの疑問に、インデックスは頷うなずいた。

「水の天使は創り出された時から水と深く結びついているように、コロンゾンは誕生の瞬間から三三三、拡散……つまり『自然分解』に特化した性質と思考を持っているはず。だから、この破壊行為に対してコロンゾンは一切の呵か責しやくを感じないんだよ。そもそも破壊とも思っていないんじゃないかな。ババ抜きでカードを捨てるのは壊すのでも殺すのでもなく、『ペアを作る』って言うでしょ？　そんな感じ」

　上かみ条じよう以上に不思議そうな顔をしているのは、もちろん今まで科学一辺倒だった御み坂さか美み琴ことや食しよく蜂ほう操みさ祈きだった。深夜のハイウェイではいきなり『黄金』の魔術師達とかち合っているが、しかし、それで魔術の真髄を一瞬にして理解できる訳でもない。

　ガチャチャ、と背中一面の機械アームを揺らしながら水着姿の美み琴ことが眉をひそめて、

「つまり、世界中が燃えないゴミの袋で埋め立てられて溢あふれ返かえると困るって考えている人？」

「ゴミのはなし？」

　そしてややこしいのは、インデックスはインデックスで『分かりやすい例』を出すとかえってキョトンとしてしまう点であった。

　上かみ条じようの肩に乗っている掌てのひらサイズの神は細い足を組み替え、呆あきれたように息を吐いていた。

「コントは後にしてひとまず全部情報を吐き出させろ。個別の質問と嚙かみ砕くだいての理解については後に回しても構わんだろう」

　インデックスと美み琴こと。

　双方が首を傾かしげながらも、話は先に進んでいく。

「ここで重要なのは、本来、コロンゾン本人が矢面に出てくる状況はイレギュラーだって事。本来だったらあの大悪魔は歴史の表には出てこない。集団Ａを破壊したい場合は集団Ｂを焚たき付つけて、同等の力をかち合わせて奇麗に共倒れさせる。触れただけで互いが消滅するような、この上ない天敵同士でね。自然分解を標ひよう榜ぼうしている以上は、どこか一点だけが勝ち続けて永遠に残るようでは困るの」

「……イギリス清せい教きようの最大主教アークビシヨツプとしての権限を使ってそれをやってきたとなると、感心している場合ではないな」

　女王エリザードが呻うめくように言った。

　イギリス清せい教きようはこの現代でも人知れず悪あしき魔術師を裁いてきたが、本当にその全てが凶悪犯だったかどうかはもはや怪しいものだ。ローラ＝スチュアートという顔と名前で活動していた大悪魔コロンゾンは、正義の名の下に自分にとって不都合な存在を叩いてきた。ある程度、本当に危険な魔術結社を攻撃しながら、一方では全く関係のない者達を叩たたいて。一が悪党なら同じ枠にいる九も似たようなものだろう。そんな風に世間を納得させて、望む破壊を思うがままに実行してきた。

　大悪魔コロンゾンが、わざわざ人の作った霊装に固執しているのもそういう事か。

　オナーズオブスコットランドと呼ばれる三つの宝と、戴冠に使うスクーン石。

　イギリス全体の乗っ取りだって、大きな力と力をぶつけて最大効率で『いつまでも滅亡せずに食い下がる』人類全体を滅ぼすのに利用するため、なのかもしれない。メイザースとアレイスターのような、最悪の組み合わせをいくつも作って。

「ＡとＢをぶつけて、共倒れするようセッティングする。それが大悪魔コロンゾン。この動きでこの世界にある全ての事象や物体を徹底的に分解してしまおうとしている」

　インデックスは右手と左手の人差し指をくっつけた。

　そして二つの指を離すと、




「なら、共倒れの戦いババぬきで遊んでいるコロンゾン自身は？　対となる『破壊の象徴』なんてあると思う？」




　石で囲まれた空間全体が、それ以上に重たい空気に包まれた。

　一瞬にして場をひっくり返されるような、あまりにも唐突な結論であった。

　とはいえ、だ。

　そもそも安心して流している場合ではない。

　大悪魔コロンゾンに関わる内容で、気を抜いている暇など一瞬もないのだ。

　つまり、そういう話になってしまうのだ。

　この世界にある物体は、全てコロンゾンの手で弱点と弱点をクロスカウンターさせる形で共倒れさせる事ができる。でも、世界という箱を一つ大きな視点から覗のぞき込こんで、好き放題に手を突っ込んでいるコロンゾン本人は？　箱の中をひっくり返したところで、コロンゾンと同等の力、対となる何かを持った存在を見つけ出す事なんてできるのか。

「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まは、そっと自分の右腕に目をやった。

　今となっては、幻想殺しイマジンブレイカーを象徴していた掌てのひらの存在しない、中ちゆう途と半はん端ぱな腕を。

「ううん」

　そこで、インデックスは首を横に振った。

「そういう意味じゃないんだよ、とうま。もしもとうまの右手の力があったとしても、それは世界という箱の中での話。一歩離れた場所から全てを覗のぞき込こんでいる大悪魔コロンゾンには、やっぱり対応できないんだよ」

「観念的な話になってきたわね」

　第一王女のリメエアはそっと息を吐いて、

「……なら、あちらこちらで確認されている、『神』という不遜極まりない言葉については？　『神威混淆デイバインミクスチヤ』、スコットランド方面で頻繁に目撃されている二人の『魔神』、それからそこの少年の肩に載っているのも資格持ちかしら？」

「ダメ」

　インデックスの声が響いた。

　反射的に、存在しない右手で小さな『理解者』を庇かばおうとして逆に耳を引っ張られているツンツン頭に目をやりつつ、

「悪魔という言葉にはいくつかの意味が内包されている。人の心の暗い側面、堕おちた天使、そして異教の神。おそらく確認されている『魔神』系統では、大悪魔コロンゾンと奇麗な『対』にはなれないと思うんだよ。エジプト神話やギリシャ神話に依存する『神威混淆デイバインミクスチヤ』も同じ理由でアウトだね。力はあっても、正面衝突には至らない」

「なら、どうすればよろしいのでしょう……？」

　慎重に尋ねてきたのは、第三王女のヴィリアンだった。

　彼女は母親であるエリザードの装備をチラチラと見ながら、

「私達はカーテナの力を利用する事で、英国の領域内では天使の力を引き出して皆を指導する事ができます。ですが、不遜な言い方が許されるのであれば、それも大天使止まり。絶対悪に対応するような究極の善性までは及ばないはずです」

　がたりという物音が響いたのはその時だった。

　上かみ条じよう達たちが振り返ってみれば、部屋の出入口の辺りに寄りかかり、こちらを覗のぞき込こんでいたのは、

「アレイスター……？」

　傷だらけの銀の少女。

　この魔術師が何かを知っているのか。大悪魔コロンゾンを倒すための策を抱えているとでも。そんな風に思っていた上かみ条じようだったが、どうやらそういう訳ではないようだ。

「無理だ人間。たとえ何かしらの方法で『原罪』を薄めたとしても、そもそもアレイスターは現世に生きる人類の一つだ。そこのインデックスが言っていた『箱の中』から脱してはおらん。これでは条件が合わない」

　だとすると。

　だとすると？

「……そうか、そういう事か。世界の外より来たる者、それでいて『原罪』を拭い取りあらゆる奇跡を自じ儘ままに振るえる者。だとすると私の知る限り、候補は一つしかない。そういう話なのかエイワス……ッ!!」

「エイワス？　あの『窓のないビル』で見かけた……。あいつが勝利の鍵だっていうのか!?」

「いいや」

　銀の少女は首を横に振った。

「状況から察するに、おそらく聖守護天使エイワスと大悪魔コロンゾンが正面から激突した場合は、コロンゾンが勝つ。霊媒アバターの有無の問題もあるがな。だから全ての中心はそこではない。ヤツはただ準備しただけだ」

「なら、他に誰がいるんだ？」

　上かみ条じようの疑問に、アレイスターは答えなかった。

　頭の中ではすでに正答が出ているだろうに。何かを押おし留とどめるように。

　苦悩に潰された顔で。
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　その時だった。

　エジプトの砂漠を逃げ回っていたキャンピングカーが、ぶわりと浮かび上がったのだ。

　飛行。

　重力すら無視した、代表的な奇跡。

　アクセルペダルをいくら踏み込んでも空回りしかしない状況に黒猫の魔女が疑問を持ち、車内へ振り返った時だった。

『へい、へい、へい』

　声があった。

　とびきり小さな手が摑つかんだ、トランペットのオモチャからだ。

　気づいて、ミナ＝メイザースもヴェールの奥でそっと唇を嚙かんだ。

　理解したのだ。

　表面に見えるものよりも、ずっとずっと大きな仕掛けの、その一端に。

　分かってしまえば無視できない。時に大きなアイデアは思考を縛る。他の可能性の芽が出るのを封じてしまうものだ。

　他に方法が浮かばない。

　後は『これ』を、感情の面でどう処理するかだけだ。

　そもそも、何な故ぜ、大悪魔コロンゾンは執しつ拗ようにこのキャンピングカーを狙い続けたのか。

　ただの悪趣味ではなく。

　そこに明確な理由があるとすれば、




『この辺で諦めなさい、お父さん。そろそろ私の出番でしてよ』




　ッッッドン!!!!!!　と、キャンピングカーが勢い良く青空を舞い飛んだ。

　行き先はもちろん一つ。

　全ての決着をつけられる場所、イギリスだ。
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　降臨と呼ぶには、あまりに無骨な音だった。

　がんっ、と。

　エディンバラ城の外から、何かしら鉄の塊が落ちてくるような鈍い音があったのだ。

　アレイスター＝クロウリーの目元には、涙すらあった。自分の導き出してしまった最悪の答えが証明されていく。そんな状況をじわりと認識していくように。

「……、」

　何かが近づいてくる。

　かつこつと。ただかつこつと。

　城を守る『騎士派』から警告の声が幾度も響くが、暴力的な打撃音が応じたようだった。どうやらその誰かは、わざわざ言葉で複雑な状況を説明する手間を省いて、とっとと実力行使で道を開いてしまったらしい。暫定とはいえ英国全体の司令部へ、それができてしまうほどの誰かなのだ。

　神かん裂ざき火か織おりはどうしている？

　あの聖人が簡単にやられるとは思えない。ひょっとすると考えなしの正面衝突がかえって守るべき城の内部から多大な爆発を生み出すとして、敢あえて接触を避けたのか。あるいは何かしらの理由で来訪者の意図を見抜いて、自分から道を譲ったのか。

　そして、だ。

　阻はばむ者のいなくなった城内を進んだ何者かが、ついに上かみ条じよう達たちの下までやってきた。




　黒猫の魔女ミナ＝メイザース。

　そして死の匂いを纏まとう西洋喪服の腕に抱かれた、赤子のリリスであった。




「ふっ……」

　銀の少女。

　いいや、一人の父親はその運命を笑おうとしたようだった。

　できるはずがなかった。

「うぐああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　最後の鍵。

　大悪魔コロンゾンを消滅するための、消費物。

「……真に、混じり気のない白き光」

　女王エリザードは眉をひそめ、それから自らの手にしたカーテナ＝セカンドへ目を落とした。英国全体の仕組みに守られている女王だが、理屈抜きにそれでも彼女はこう思ったのかもしれない。

　あの赤子の前では、見劣りすると。

「原罪抜きの、無む垢くなる魂だと……？」

「前例がない訳ではありませんよ。例えば聖母マリアは最後の審判を待たずして原罪を除去されたと伝えられていますし」

　ミナ＝メイザースはこういう時まで機械的だった。何しろ彼女は衛星軌道上にあったスーパーコンピュータ『樹形図の設計者ツリーダイアグラム』と共に、二万人以上の軍用量産クローン『妹達シスターズ』製造計画についての立案と検証にも関わってきたくらいなのだから。一度それが有用だと判断すれば、後はもうどこまでもストレートに突き進む。

　死を象徴する黒猫。

　おそらく彼女は理解している。

　アレイスターと違って、一足先に事情を吞のみ込こんでいる。

　話のオチを知っている者と知らない者。一つの情報を前にして、決定的な溝のようなものが横たわっていた。

「可能性の話だけで言えば……この魂は聖守護天使エイワスの手で保護され、実に一〇〇年以上も異なる位相の中を彷徨さまよっていました。単に罪が除かれているだけではない、すでにこの魂の所属は表層世界とは違う場所にあると言っても構わない。大悪魔コロンゾン、テーブルの外に逃れ、対極の存在しないモノ。あれにぶつける事のできる、唯一の対抗因子です」

　一瞬、だ。

　それだけ聞いて、警護の騎士達の間で空気がわずかに弛し緩かんする感覚があった。

　ゴールが見えたと。

　しかし忘れてはならない。

　その対消滅のためには、ある魂を差し出さなくてはならないのだと。

　上かみ条じよう当とう麻まやインデックスが迂う闊かつに口を挟まないのもそのためか。いつ何のきっかけで場の空気が大きく動いてしまうか分かったものではない。

「いやだっ」

　子供のようであった。

　アレイスター＝クロウリー、あるいは赤子のリリスよりも聞き分けがなくなっていた。

「それならどうしてエイワスはリリスを救った!?　こうなる事が分かっていたというのか。分かっていて、なのに、これみよがしに見せびらかして、すでにその時から世界のために消費されると分かっていたとでも言うつもりかァ!?」

　これに対する黒猫の魔女の返答は明快だった。

　死の検索エンジンは、質問にただ返答する。

「元々、エイワスは『必要な事だから』という理由で真実を隠し、管理者アレイスターがいばらの道を歩む事を止めなかった心性の持ち主です。事前にきちんと話していれば、流れる必要のない血もあったはずなのに」

「……、」

「とどのつまり今日ここまで状況を積み重ねる事ができたのは、リリスを取り戻し、復ふく讐しゆう者しやとは違った属性を手に入れたアレイスター＝クロウリーの功績のおかげです。それは最初からリリスを失うと分かっていれば生まれなかった変化でしょう。この閉じた英国の中で何が起きていたか詳細を知る事はできませんが、こうでなければ、途中のどこかであなたは命を落とし、対コロンゾンへの道も閉じていた。リリスは死んで、生き返って、また死んで。聖守護天使エイワスからすれば、スイッチのオンオフによるあなたの感情を浮き沈みさせるのが最適の使い方なのでしょう」

「冗談じゃない……。冗談じゃない!!」

　まるで、だ。

　自分で組み上げたシミュレータからおぞましい答えばかり吐き出された研究者のような顔であった。

「確かに『計画プラン』から外れた状況だ。私はリリスを取り戻せるなんて考えていなかった。ここまで派手に脱線した私が、この後も安泰に生きていけるなんて思っていない。だけど、これは。違うだろう、こんなの間違っているだろう!?　たとえ計算していなくたって、予想もしていなかった事態だって、もう一度会ったんだ。取り戻したんだっ、私の娘を!!　ローラは違った。コロンゾンはコロンゾンであって、どれだけ足あ搔がいても救えなかった!!　だけどリリスは違う、ここにきちんと存在する。この子まで、ニュイ＝マ＝アサヌール＝ヘカテ＝サッポー＝イザベル＝リリスまで失ったら、私は何のためにここまでやってきたと言うのだあ!?」

　因果応報とはこの事かもしれない。

　世界の裏で様々な策謀を巡らせ、無用な争いを誘発し、多くの人を傷つけて。そんな『人間』が真っ当な幸せを得ようなどとは片腹痛い。まして自らの呪いによって失敗や敗北を前提としているのだ。一時の幸せが永遠に続くなどと考えるのがもう間違いだったのかもしれない。

　でも、これは。

　どうして、こんな。

　天の罰や神の罰は何がどうあってもアレイスター＝クロウリーの頭には落ちない。強大な力を持つ魔術師を避けて通るように、その『人間』が大切にしていた人達を砕いていく。赤子を失った責任に潰されてアルコール依存症になった妻のローズが何をした。言葉を覚える前に命を奪われた赤子のリリスは。本当に本物のローラだってそうだ。結局残ったのはアレイスター一人で、彼は山ほど抱え込んだ財を、力を、知を、誰とも共有できずに立ち尽くす。

『諦めなさいな、お父さん』

　トランペットのオモチャを口に咥くわえる赤子が、道具を一枚挟んで肉声を発していた。

『実体の器を得た大悪魔コロンゾンは、オカルトのみに対応する今代の幻想殺しイマジンブレイカーでも倒せない。故にこれ以外に方法はなく、私はそのために温存された。そもそも単なる偶然ではなく、何者かの意図があっての救済です。見返りが何もないなどと考える方が虫のいい話ではなくて？』

「っ」

『救われた時点で安心してしまったこちらの落ち度でもあります。それに、黙っていても一〇〇年前に消えていた命であるのは事実。エイワスが利用してくれたおかげで、私はまだ見ぬ世界と、人の繫つながりを肌で知る事ができた。ここまでもらえば僥ぎよう倖こうでしてよ』

「ふざっ、けんなァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　叫ぶ。

　叫んで、死臭の魔女から自らの赤子を奪い取る。

　その動きだけで、ぐらりとアレイスターの体が斜めに傾かしいだ。『神威混淆デイバインミクスチヤ』にサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。そしてローラと偽っていたコロンゾンから受けた、脇腹の刃物傷。ここに来るまでですでに多くの傷を負っている。上かみ条じよう当とう麻まを救うために回復魔術を行い、その火花や飛ひ沫まつとも言える副作用を浴びてきた。普通に考えればまともに戦える状況ではない。コロンゾンについて知っている知識を吐き出して、後方から支援すべき立場のはずだった。

　また一つ、『人間』の予測から状況が脱線していく。

　そもそもが騙だまし騙だましだった。

　命を落としていない方が不思議なくらいの状況。目先の『救済』に囚とらわれた者達が摑つかみかかって来れば、あっという間に赤子を取り上げられてしまうのは目に見える。そして何より、当のリリス自身が無為に寿命を引き延ばす行為を良しとしていない。

　いつだってそうだった。

　アレイスター＝クロウリーは頂点に立っているように振る舞っているが、実際には常に喰くわれる側だった。

　無責任に石を投げた者達が後になって頭を下げたところなど、一度も見た事がない。

『お父さん』

「いやだっ、絶対に嫌だ!!　これは私の娘だ、誰に何と言われようが世界で唯一の命だ！　他に替えなんて利きくものかっ、絶対に渡さないぞ。世界がどうなろうが絶対にだ!!」

『聞き分けのない事を言っている場合ではございません。これ以上駄々をこねると言うのであれば、私の「奇跡」であなたを昏こん倒とうさせます』

　味方なんて一人もいなかった。

　赤子のリリスさえ自分を消費しろと迫る、地獄の状況だった。

　そして。

　そして。

　そして、だ。

「……く、ぞ」

　ある声があった。

　決して大きいものではなかった。

　だけどツンツン頭の高校生から漏れたその言葉は、他の何よりもアレイスターの心臓に突き刺さった。

「道は一つだろ。さっさとコロンゾンを倒して決着つけに行くぞ、アレイスター」

「ッ!!」

　アレイスター＝クロウリーは『魔神』オティヌスではない。

　一対の『理解者』にはなれない。

「……お前だって分かっているはずだ」

「やだ」

「今まで道を繫つないできたんだろ。そのためにろくでもない技術を散々結集して、あろう事か日本中から、いや世界中からかき集めてきた子供達に使ってきたんだろうが。『妹達シスターズ』に、風かざ斬きり氷ひよう華か、他にもたくさん……。お前なら、俺なんかに想像もつかないようなえげつないモノをいくらでも知っているんだろ。大悪魔コロンゾンは、放っておけない。お前は自分が守るべきもののために全力を出さなきゃならない。ヤツの恐ろしさは、その理不尽は、俺なんかよりお前の方が詳しいはずだ!!　違うのかアレイスターッ!?」

「いやだっ!!　何がどうなっても渡さない。私はもう復ふく讐しゆう者しやにはならないっ、エイワスだのコロンゾンだのそんなの知った事か。私は『人間』だ、多くの罪を重ねようがそこだけは絶対なんだ。もう、二度とっ、誰にも！　見えない手で踊らされたりなんかしない!!」

「分かんねえヤツだなっ!!」

　遮るような恫どう喝かつだ。

　上かみ条じよう当とう麻まは迷わなかった。

　彼は続けてこう叫んだのであった。




「それならリリスを使わなくてもコロンゾンを倒せるって証明するぞ!!　そうしなくちゃお前の大切な赤ん坊を守れねえだろうがッッッ!!!!!!」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　くらり、と。

　それだけで、アレイスター＝クロウリーは後ろへ倒れてしまいそうだった。

　だけどそんな現実逃避は許さない。

　真正面から近づいた上かみ条じよう当とう麻まは、赤子を抱えたまま大粒の涙をこぼすアレイスターの胸ぐらを残った左手で摑つかむ。理解はしていても、あくまでも強敵同士。優しい顔など見せない。そのまま突き刺すように少年は至近で叫ぶ。

「今の俺には幻想殺しイマジンブレイカーなんかねえし、魔術の仕組みを網羅するご立派な頭なんかハナから持ってねえ!!　だからお前がやれよ、ここにゃイギリスの内部事情を全部知ってる『王室派』や一〇万三〇〇一冊以上の魔道書を丸ごと抱え込んだインデックスがいるんだ!!　頭を下げて、お願いして、そして全部使え。お前がこの状況を打破すればリリスを使わずに済む。助けられる!!　エイワスだのコロンゾンだのの盤面なんて全部ぶっ壊そうぜ。家族を守って最後に笑うのはお前で良いい。それでも手を貸す気はねえのか!?」

　恐る恐る、といった調子であった。

　アレイスターが目を動かして周りを見てみると、世界が変わっていた。

　いいや。

　初めから恐怖と絶望に縛られていた銀の少女には見えていなかっただけだ。かつて復ふく讐しゆう者しやとして一つの目的以外が何も見えていなかった時と同じく。

　世界は見る者の心によって変わる。

　女王エリザードは呆あきれたように息を吐いて、

「……ま、こちらも三人も娘を産んだ身の上なのでな。アレイスター＝クロウリー本人についてはのちのち罪を計上させてもらうが、赤子にまで罪を押し付け、その身柄を差し出せと迫るほど狭きよう量りようではないさ」

「あらお母様、感動的に酷ひどい台詞せりふを吐くものね。それではまるで出産経験のない女性には人の情など分からないとでも言いたげだわ。ねえヴィリアン、『人徳』のあなたからも何か言ってやったらどうかしら」

「……、」

　続けてA.A.A.を背中に纏まとう御み坂さか美み琴こと。

「『子供』なんて呼んで良いのかどうかは分からないけど、私も私で『あの子達』を抱えているし。アンタがお行儀良く私の体細胞を盗んで作ったものなんだから、忘れたとは言わせないわよ。彼女達を守るために、私がお行儀良くルールなんて守ったと思う？」

「んっ。他に方法があるならわざわざ犠牲を強いる必要なんてない。私の頭には一〇万三〇〇一冊以上の魔道書があるけど、『活いきた』技術としてならあなたの方が上かもしれない。私には見えない方法があるならそれでも構わない。あなたが不可能を可能にすると言うのであれば、特に反対する理由はないんだよ」

「自分の『理解者』は自分で獲得しろ、この人間は私だけのものだ。横入りなど許さぬ。それはどのような関係性であっても構わない。あるいは親子の情が何より勝るというのであれば、貴様はそれだけで世界と戦っても構わんだろう」

　さらには黒猫の魔女ミナ＝メイザースまで。

「私は問答型思考補助式人工知能リーディングトート７８、善悪による取捨選択なく管理者アレイスターに必要な情報をひとまず全部提示する役割を自認しております。……しかしまあ、はいそうですかと頷うなずかれた場合は『ミナ＝メイザースとしての部分』でぶん殴っていたところではありますが」

　英国女王クイーンレグナントがいた。超レ能ベ力ル者５がいた。魔道書図書館がいた。『魔神』がいた。巨大なシミュレータがいた。

　むしろ、だ。

　誰よりも悟っているはずの赤子のリリスの方が狼ろう狽ばいしていた。

『待ちなさい。話が違いますわ、演算装置！　私を消費する以外にコロンゾンの災禍を相そう殺さい、封殺する方法など……』

「黙れ赤ん坊、オトナを舐なめるな」

　ＡＩシミュレータにして人妻にして未亡人、ここは一喝であった。

「あなたの命はあなたのものです。ですがその命にリリスと名を与え、希望を膨らませて祝福を与えた者達がいる事を絶対に忘れるな。幼子の自殺なんて胸むな糞くそ悪わるい話をこれ以上見せつけるなら、コロンゾンなど待ちません。私が世界をぶっ壊す」

　アレイスター＝クロウリーは嚙かみ締しめる。

　嚙かみ締しめて、そして、改めて顔を上げた。

　開けた世界で皆が待っている。




「……全部寄越せ。貴様達が持っている情報と技術を全部!!」
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　その時、だ。

　そっと囁ささやいたのは、赤子を抱えるミナ＝メイザースと共に来訪したカエル顔の医者だった。

「どう思う？」

『私はあらゆる魔術を根絶する側の存在だ。科学に属する「木き原はら」として』

　人工音声を返したのは、ゴールデンレトリバー。

　赤子の前で吸うほど思慮が足りない訳ではないのだろう。手持ち無沙汰に喫煙用の小さなアームだけ口元で動かしながら、

『……ただし、ああいう世界と家族を天てん秤びんに掛けて迷わず片方を選べるから、あの「人間」はなかなか切り捨てられん。後ろ足でロマンに砂を掛けるほど私は腐っていない』

「つまり？」

『あの赤子がどのようなモノであれ、最終的には科学だけで説明をつけられる存在に落とし込めれば構わない。人ひと魂だまをメタンガス、幽霊をプラズマと言い張るようにな。言葉の変換に必要なのは、キャンピングカーの中で培養を進めていた新しい肉だ。結局、やるべき事は変わらんよ。新しい器だったか。あれを完成させるのが近道だろう』

　そこで、だ。

　木き原はら脳のう幹かんはくるりと細いアームを回して、

『……やはりこいつがないと身が引き締まらんな』

「吸うなら外に出ては？」

『そういう意味ではなく』

　ゴールデンレトリバーはそっと付け足した。




『アレイスター、敵襲だ。とりあえずの天敵がそこにあるというのであれば、向こうが潰しに来ないはずがないだろう!!』




　ゴッ!!　と真下からの突き上げがあった。

　銀の少女は赤子を抱えたまま真横に跳ぶ。分厚い石の床を垂直に貫いたのは黄金の奔流。長い長い髪がより集まって翼を持つ天使のように形を整えていく。

　アレイスターは壁から毟むしり取とられて宙を舞う紙の資料を一枚指で挟み取って、

「アエティール・アバター。一三なるＺＩＭか!!」

『……お互いチェックメイトへの作業にかかりきりか。だがこちらは離れた場所から自由に盤を搔かき回まわせる立場だぞ』

「安心しろ、リリスは使わせん。世界の誰にもだ」

『貴様の主観の話など誰もしていない。この私を撃破する可能性がわずかでもあるのであれば、ここで摘み取る。これはすでに確定した選択だ』

　さらに真横から、分厚い石の壁を砕く轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　しかし今度はコロンゾンではない。

　ゴールデンレトリバーのすぐ近くに、巨大な金属コンテナが突き刺さったのだ。それはぱたぱたと展開図でも作るように広がっていくと、中にあったあまりにも凶悪で大仰な武装の数々を大型犬へ接続させていく。

　あっ、と。

　御み坂さか美み琴ことが驚きの声を上げる中、A.A.A.を纏まとう先輩は低い声で囁ささやいた。




『使え、アレイスター』




　ソロモンの魔道書にいわく。

　大きな儀式を行う時は三人の弟子か、それらが揃そろわなければ忠実な愛犬を伴うべし、と。
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　ゴッッッ!!!!!!　という爆音が崩れかけた石造りの大広間を震わせていた。

　A.A.A.。

　Anti Art Attachment。

　ここに来るまでの間に自力で組んだか、どこかにスペアでもあったのか。謎のゴールデンレトリバーの外周をぐるりと取り囲むのは、美み琴こととはまたモデルの異なる兵器の群れのようだった。全体的に悪魔の翼のように広がり、数トンにも及ぶ重量を背中側の支持脚で逃がす美み琴こととは違い、ゴールデンレトリバーの場合はそもそも空気の力で地面から浮かばせているらしい。

『こういう回り道は避けたいものだが』

　人語である。

　人間の言葉でもって、その大型犬は確かに言った。

『世の迷信を否定するためには、まずその現象の詳細を調べねばならぬ。良いいだろう、全てを開陳しろよアレイスター。敵対知識として吸収してくれる。全てを拒絶するためにな』

　装甲とも要塞とも受け取れる、恐るべき兵器の山。

　しかし御み坂さか美み琴ことは『先輩』の動きを吞のん気きに観察している余裕もなかった。

「わっ」

　くんっ、と。

　最初、大きく武装を広げた事でバランスを崩したのかと思った。

　だが違う。彼女は覚えていなくてはならない。瀕ひん死しの……というか、ぐしゃぐしゃにひしゃげて原形を失っていたある少年の右腕が、一体どういう経緯を辿たどって完全に切断されてしまったのかを。

「ちょ、待って、ひとりでにっ、動く!?」

　赤い閃せん光こうであった。

　大型犬と御み坂さか美み琴こと、二つの射出元から一つの標的を狙い、鮮血よりも禍まが々まがしい輝きがクロスする。

『血の供く犠ぎか。だがオシリスの時代アイオーンの魔術では私を害する事は叶かなわぬぞ、人間。支配者の法則はすでによそへと逸それている!!』

「誰が男性神格の血液などとのたまった、コロンゾン？」

『ならばベイバロンか？　半はん端ぱに女性原理をかじったところで何がどうなる。それではせっかく貴様が会え得とくした聖書の力、十字の力に導かれた男性原理の奇跡を手放すだけだ。ボトルネックというのは酷だよなぁ？　まっさらな状態から積み上げるのは苦労せん、だが下手に完成間近まで上り詰めてから行き詰まると身動きが取れなくなるのだから!!』

「愚かしいなコロンゾン。全ては積み重ねだ。時代アイオーンとは異なる様式を否定する概念ではない。イシスとの結合があるからオシリスがあり、オシリスの殺害があるからホルスは輝く。子供の癇かん癪しやく如ごときで歴史は変わらんよ。十字教を憎まなければ私は魔術を学ばなかった。常に土台には磔たつ刑けいに処された『神の子』があった。どれだけ憎もうが、事実はただそこにあるのみだ」

『貴様……』

「故に我は魔術の輪を結ぶ。イシスよりオシリス、オシリスよりホルスへと巡る道を!!　これより因と果を連結せしは我が身と大悪魔。よってベイバロンの赤は速やかに敵を撃ち抜き、その飛ひ沫まつを余さず私へ返せ!!」

　中心に立つのは銀の少女。

　その両脇へと繫つながれた犬のように引っ張り出された二種のA.A.A.は、かの魔術師の殺意を増幅させて送り出し、世界を振動させるためのスピーカーに過ぎない。

『だからどうした』

　金髪の塊、巨大な竜にも天使にも見える影が嘲あざ笑わらう。

　笑っているからといって、侮あなどっているとは限らない。

　そもそも悪魔の本分とは妄言、ありもしない未来や財宝を想起させて人を地の底まで突き落とす『迷いの森』である。

『忘れたのか。我が名はコロンゾン、ダアトのある「深しん淵えん」に潜み、上下の橋渡しを管理する大悪魔なり。貴様は弾はじかれたのだ、アレイスター。生命の樹、上位三種のセフィラへ到達できなかった貴様が、樹の全てを自在に行き来する私に敵かなうとでも思うたか!!』

　その時だった。

　アレイスター＝クロウリーとはまた違う、一群からわずかに離れた一点で。

　純白の修道服を纏まとう禁忌の少女が口を開いたのだ。

「……『法の書』とはすなわち星の外からもたらされる叡えい智ちなり。惑星の回転の外に本質は眠っている。正しき知識は障害物を取り除き、降り注ぐままの光を浴びる資格を得る」

『な……』

　一〇万三〇〇一冊以上が何だ。

　どれだけ活字を死蔵しようが、あの少女自身に『法の書』の暗号解読方法が分からなければその本質は読み取れない。つまり活いきた知識にはならない。あの魔道書は三ケタに及ぶ誤読法を仕掛けてある。今さら何を割り込もうとしても恐れるに足らない。あの魔道書図書館がどれだけ努力を重ねても、アレイスターの実力を底上げする事は叶かなわない。

　ただし、

「天王星より外の発見は占星に混乱をもたらした。だが冥王星は宇宙の運行を妨げるものにあらず。例外たるツァダイは別にある。星せい辰しんを見よ、新たな時代アイオーンは変わらず到来の瞬間を待ちわびている」

『間違いの、まま？　アレイスターではなく、私の術式を誤読パターンで引きずらせて振り回すつもりか!?』

　アレイスターは『法の書』を送り出した張本人だ。

　いかに耳元で何を囁ささやかれようが、自らの手で書き起こした一冊の内容を見誤るはずもない。

　この場合、影響が出るのはコロンゾン側だけだ。

『チィッ!!』

「揺れたかコロンゾン？　そういえば、一九〇九年の召喚実験の時もそうだったな。貴様は召喚師たる私を圧倒する事には成功したが、私を支えるニューバーグにまで気が回らなかった!!」

　銀の少女がそっと指を伸ばした。

　両脇のA.A.A.に、トドメの閃せん光こうが重なる。

　オリジナルが混ざり合った途端、その威力が跳ね上がった。

　まるで共振。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　莫ばく大だいな量の金髪を束ねた異形の怪物が、内側からバラバラに弾はじけ飛とぶ。




　まるで風船が割れるようだった。

　巨大な蜘く蛛もの巣すを破るのにも似て、力を失った細い糸がはらはらと降ってくる。

「何が……」

　御み坂さか美み琴ことは、未いまだに自分の成し遂げた事を理解できていなかった。

　勝利の高揚感など何もない。

「いったい、なにが？？？」

　自分の意思とは関係なく、目一杯広げた恐るべき兵器が振るわれる。

　悪魔の翼。

　ただその事実だけが体の芯まで冷気を忍び寄らせる。

　怖い。

　誰でも良いいから意見を交わしたい。氷解できない何かに答えを叩たたき付つけてもらいたい。そしてそれができそうな存在は限られていた。銀の少女は一番詳しそうだが気安く声を掛けられそうな気がしない。ゴールデンレトリバーは謎が多過ぎる。

「……食しよく蜂ほう……」

　せいぜい、一人か二人。

　左右に展開した巨大な翼で空気を叩たたくようにして美み琴ことは後ろを振り返り、

（それから、もう一人、あの馬鹿も……）

　と、そこで彼女の思考が止まった。

　そういえば、だ。

　目の前の現象に圧倒されていた。だけどこれだけの騒ぎの中、彼らは一体どこにいた？
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　破壊の轟ごう音おんが立て続けに炸さく裂れつする城内から、そっと抜け出す影が一つあった。

　蜂蜜色の長い髪に、メリハリの利きいたスタイル。

　水着の上からなけなしのレインコートを纏まとった少女、食しよく蜂ほう操みさ祈きだ。

（……ああいう真正面からのガチンコだとやる事ないのよねぇ、私。御み坂さかさんと、犬？　ああいう大火力が暴れ回ると流れ弾一発で粉々にされかねないし）

　元々、人の心を操る第五位は、純粋な機械製品とは相性が悪いという事情もあった。銃弾や砲弾ももちろんそうだが、あの髪の毛の塊も、それだけでは『心理掌握メンタルアウト』で操れるとは限らない。やはり『顔』や『体』が見えない事にはイメージがしにくいものだ。

　そして何より、

「……、」

　半円のアーチを潜り、石の階段を降りて、食しよく蜂ほうは自分が肩に掛けているバッグへそっと手をやった。

　その時だった。




　どんっ!!　と。




　いきなり下りの階段を突き崩すような格好で、もう一つ。

　禍まが々まがしい金の髪を束ねた破壊の奔流が、垂直に飛び出してきたのだ。

『……わずかでも可能性のあるものは、全て摘み取る。そう言ったはずだぞ、人間』

「やぁーっぱり、誤魔化せるような状況力じゃないかぁ」

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは苦笑いしてそう呟つぶやいていた。

　鉄てつ錆さび臭くさい匂いが鼻につく。

　……飛び出してきた、と簡単に言ったが、いきなりの奇襲に食しよく蜂ほうが対処できるはずもなかったのだ。事前に察知できなかったからまともに一発もらい、空中で一回転して、凹凸だらけの壊れた石の階段へ背中から落ちた。普段、こういう殴り合いに慣れていない食しよく蜂ほうは自分の体の中でどれくらいダメージが通ったかも理解できない。ただ、起き上がろうとしても背中の痛みがひどくてどうにもならない事が分かるくらいだ。

「……ッ!!」

　歯を食いしばり、とにかく近くに落ちていたカバンの鎖を手の力だけで引っ張って手繰り寄せ、中をまさぐってテレビのリモコンを取り出した。

　そのまま自分のこめかみに押し付ける。

『痛覚遮断カテゴリ４３３／全身の痛みを、運動を阻害させない程度に緩和する』

　ここまでやってようやく動き回れるようになったが、根本的なダメージが治った訳ではない。最悪、無遠慮に動いた結果自分の傷を押し広げる可能性もある。

（まいったわねぇ……）

　彼女は人間専門だ。無人兵器だのクリーチャーだの、こういう人の心を宿さないモノが出てくる戦場は得意ではない。

　エディンバラ城の外周を守る古風な兵士（？）達もたくさんいるようだが、あちこちで爆発音が響いているのを見るに、そう簡単に救援は来ないだろう。おそらく注意をここから逸そらすべく、あちこちの地面から似たような金髪の束が飛び出している。そもそも『人間専門』がご自慢の技術をフルに使って人目を避けるように移動してきたのだ。都合が悪くなった途端に長い刀を携えたポニーテールに期待するというのも虫がよすぎるか。

　見えないのでは、駆けつけられない。

　あらかじめ用意されていたセーフティの外へ踏み出したのは、食しよく蜂ほう操みさ祈き自身だ。

『なるほど』

　大蛇のようにうねる黄金は、様々な角度から観察を繰り返していた。

　そのまま呟つぶやく。

『……人間というのもよくよく奇怪な生き物なりけるわね。それでクリフォト的な力が働きておらぬとは恐れ入る』

「くり……？　まあ、モノだけ見れば相当サイケな自覚はありますけどぉ」

　開いたままのカバンから、何かがこぼれた。

　テレビのリモコンとは違う。

　二つの円筒を重ねた保冷容器だった。外側の筒をモーターの力で回転させる事で、普通に冷却シートを使うよりもずっと急速に中身を冷やせる特別仕様。本来は大きめのペットボトルに使うためのものだ。美み琴ことはアイスティーと勘違いしていたようだが、実際には違う。

　そもそも鉄てつ錆さびの匂いは、食しよく蜂ほうの体から溢あふれていたモノではない。

（蓋が壊れた、か）

　起き上がって保冷容器を摑つかみ直なおす食しよく蜂ほう操みさ祈きは、そこでそっと息を吐いた。

　どろり、と。

　お行儀の悪い子供が口の端からよだれを垂らすような格好で、蓋の辺りから赤黒い液体がこぼれ出していたのだ。

『仕組みについて正しく理解したる訳ではあるまい。あれは、ただ切り離したくらいでは勝手に代替物を生成して作り直してしまうからな』

「……？」

『あれを科学という一側面から眺めたるだけで把握したるのは不可能だ。逆もまた然りで、私にも見えておらぬモノがあるのかもしれんが。ともあれ見当違いな未練による行いであったとしても、冷凍したりけるのは僥ぎよう倖こうだった。そういう話をしたるのよ』

　あの時、だ。

　何かしらの応急手当の邪魔になると考え、アレイスターが美み琴ことのA.A.A.の制御を奪って巨大なチェーンソーで少年の右腕を切断した時の話だ。皆は少年の生死にかかりきりだったが、では切り飛ばされた右腕はどこへ向かったのだったか。

　とんっ、と。そんな軽い音を立てて豊かな胸の中央に当たり、へたり込んでいた食しよく蜂ほう操みさ祈きの腕の中に収まったのではなかったか。

『幻想殺しがなかなか元の持ち主に戻らぬようなので奇妙には思いていたわ。しかしどれだけ誤魔化しても一時しのぎだぞ。それは、いずれ持ち主の下へと返りける。どれだけ覆い隠したところでだ』

「分かってるわよぉ……」

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、そんな即物的な理由で右腕を隠し持ったのではない。

　こんな右手があるから。

　あの少年が命の危機に瀕ひんする場面に出くわすのは、これが初めてではない。そしていつだって上かみ条じよう当とう麻まは自分の右手を頼りに、危なっかしい動きで運命を切り開きに行くのだ。

　だとしたら。

　幻想殺しイマジンブレイカーさえなければ、あの少年は危ない真ま似ねを控えるかもしれない。

　当然、状況が落ち着いて戦場を細かく検分していけば、地面から右手が消えている事は判明するかもしれない。ひょっとしたらなくした腕を探し回る事に繫つながっていくかもしれない。

　だけど、上かみ条じよう当とう麻まにはある欠点がある。

　諸事情により食しよく蜂ほう操みさ祈きの顔を正しく認識できず、長くは覚えていられない、という特性だ。

「……、」

　この場にいる誰が隠しても、持ち前の行動力で上かみ条じよう当とう麻まは犯人を見つけて右腕を取り戻してしまうかもしれない。学園都市のえげつない技術があれば繫つなぎ合あわせてしまえる可能性も残っている。

　でも。

　それでも、だ。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きだけは、彼の中にある容疑者候補から逃れる事ができるのだ。他の誰から見ても怪しかったとしても、上かみ条じよう当とう麻まの頭からは食しよく蜂ほう操みさ祈きが欠けてしまう。だから、御み坂さか美み琴ことではダメなのだ。こればっかりは、食しよく蜂ほうが抱えて自分ごと消え去るしかない。




　怖かった。

　世界で一番特別な人が赤と黒にまみれて形を変えていったのが、とてつもなく怖かった。




　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、インデックスでもなければ御み坂さか美み琴ことでもない。

　今でこそなし崩しで表舞台に出ているが、本来はアレイスターと同じ裏方。日陰の世界から大勢の人間を操って、利を得て害を排する常盤ときわ台だいの女王だ。

　世界の運命も、人類の未来もどうでも良いい。

　アレイスターがリリスを守るために脱線したのと同じく、蜂蜜色の少女もまた大切なもののためならいくらでも道を踏み外せる。その結果、当の本人から気味悪がられて失望混じりのため息をつかれても構わない。

　その果てが……、

『保存したる右腕を寄越せ。私は貴様に脅威を感じておらぬ、故に殺す理由は特にないわ』

「噓うそつき。いいえ、正しくは、噓うそはついていないといったところかしらぁ？　理由力はないけど殺す。本音はそんな所でしょぉ」

『……分かりておるなら、命乞いの一つでもしてみたらどうかしら』

「興味ないわぁ」

　テレビのリモコンで確実に操れない以上、食しよく蜂ほう操みさ祈きにこの危機を脱するチャンスはない。にも拘かかわらず不敵に笑ったのは、単に女王の気質によるものだけではない。食しよく蜂ほうの目的は、あくまでもあの少年から幻想殺しイマジンブレイカーを遠ざける事。ここで謎の襲撃者を怒らせ、力任せの一撃を誘発できれば、それはそれで構わない。食しよく蜂ほう操みさ祈きはどっちに転がっても助からない。その上で、幻想殺しイマジンブレイカーの宿る右腕を確実に破壊し、消滅してもらえれば。

「……まぁ」

　黄金が伸び上がる。

　アエティール・アバター。

　髪を束ねて作り上げた天使の虚像が、明確に標的を見定める。

　適当に出てきた時だって何十トン何百トンとある石積みの古城を容赦なく破壊したのだ。本領発揮となれば大型ダンプと正面衝突くらいでは済まないだろう。水着の少女なんて一発でぐしゃぐしゃにされる。

　冗談抜きでそれができるという事は、すでにあの少年で見せてもらった。

　その上で抵抗したのだ。

　適当に痛みを散らすくらいしかできない食しよく蜂ほう操みさ祈きとしては、もう笑うしかなかった。

「ここまで自分らしくもない事を頑張って続けてきたけど。それでも脇役の末路なんて、こんなものよねぇ……」




　ゴンッッッ!!!!!!　と。




　世界が震動した。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの中で、時間は停止していた。

　大悪魔コロンゾン。アエティール・アバター。重く静かな古城を突き上げ、破壊するほどのその容赦のない一撃は確かに振り下ろされた。

　しかし。

　しかし、だ。

　今の轟ごう音おんの正体は、黄金の天使がもたらしたモノではない。

「……んっ、の、野郎ォ!!」

　学園都市第五位の声ではない。コロンゾンでもありえない。

　そう、脈絡なんて必要なかった。

　少女は忘れていたのだ。

　右腕に特別な力が宿っているから、彼は戦うのか。誰かの顔を覚えているから、彼は戦うのか。きちんと順を追ってヒントを辿たどってきたから、彼は戦うのか。

　全然違う。

　正しい答えはこうだ。




　上かみ条じよう当とう麻まは上かみ条じよう当とう麻まであるから戦う。

　右の手に拳がついているか否いなかなど、もはやどうでも良かったのだ。




　ザリザリザリザリ!!　と人肉をヤスリで削り落とすような音が響き渡った。

　あくまでも幻想殺しイマジンブレイカーを持たない生の腕。しかも拳はなく、肘から先は禍まが々まがしい断面を強引に焼いて止血していただけ。

　受けた痛みは、能力で痛覚を誤魔化せる食しよく蜂ほう操みさ祈きの比ではないはずだ。

　ただでさえ受うけ入いれ難がたい傷の上から、さらに苛烈な一撃が襲いかかっているのだ。自分の腕をクッション代わりに、押し潰すようにして、アエティール・アバターの軌道を強引にでもわずかに逸そらす。回避にも防御にもなっていなかった。肉を切らせて骨を断つ、といったギブアンドテイクも成立していない。ダンプと正面衝突するなら、体のどこからぶつかるのがマシか。そんな無意味な選択肢しか並べられていないのだから当然だ。

　激痛の信号だけでショック死してもおかしくなかった。

　なのに。

　それなのに。

「けがはっ、ないか……？」

　言ったのだ。

　あの少年は。

「もう大丈夫だからな……。こんな野郎は、っ、ここで押し返す!!」

　顔を見ても誰だか認識できず、思い出そうとしても記憶の引き出しから出てこない。一体どうしてここまで駆けつけられたのかも分からない状態なのに、それでも。自分の痛みなど二の次で、少女が無事であるか否いなかを第一に気にかけていた。

　べっ、と。

　その少年の右肩で、掌大の少女が小さく舌を出していた。

　この奇跡の裏には、つまらない手品の種が隠れている。おそらくあの少女が異変を察知し、どこに『次の怪物』が現れるかを予測して上かみ条じよう当とう麻まを誘導したに過ぎないのだろう。

　だけど、違う。

　それでは根本の部分がずれている。

　たとえ金の髪の怪物の発生予測ができたとして、どうしてあの少年は急いでここへ駆けつけてくるのだ。彼は、食蜂操祈の存在を認識できない。つまり掌てのひらサイズの少女から何を指摘されたところで、『誰もいない場所へ漠然と怪物が現れるであろう』としか予測できないはずなのだ。そんなものなら放っておけば良い。血相を変えて走り出す理由にはならない。

　でも。

　それでも、だ。

　九九％止まり。全ての歯車が嚙かみ合あっているように見えて、一番根っこの一枚が抜け落ちていたとしても。なお、彼は来た。力が伝達するはずもないはずなのに、そんな事など構わずに。

　これを。この結果を奇跡と呼ばずして、どう表現する？

　ああ、と。

　その傷だらけの少年の背中を見上げて、ぺたりと座り込んだ食しよく蜂ほう操みさ祈きは思い知らされる。

　上かみ条じよう当とう麻まは上かみ条じよう当とう麻まであるだけで戦う。

　右手の有無など関係ない。

　いつかどこかで食しよく蜂ほう操みさ祈きが救われたように、今も昔も食しよく蜂ほう操みさ祈きを助けてくれる。何をどうしたところで、どんなに策を弄しても、決して止まる事はないのだと。

　学園都市統括理事長アレイスターの『計画プラン』さえ、真正面から喰くらいついて打ち破ったのだ。

　今さら少女が小こ賢ざかしい真ま似ねをしたところで、どうにかなるはずがない。

「……な、さい……」

　その顔は、女王ではない。

　唇を嚙かみ、俯うつむいて、そして一人の少女はそう呟つぶやいた。

　その言葉は、今の今まで隠し事をしてきたからか。あるいは、少年を止める道を諦めてしまった事か。

「ごめんなさい、上かみ条じようさぁん!!」

　保冷容器から取り出したそれを、食しよく蜂ほうは放り投げた。

　くるんと回った何か。

　縫合もギプスもいらない。ありえない現象が起きた。傷口がリボンのように解けたと思ったら、すり潰されて赤い液体をばら撒まく上かみ条じようの肘から先へと違和感なく繫つながってしまったのだ。

　そして全てが結合した。
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　改めての一撃があった。




　その少年の右拳は、ありとあらゆる危難を打ち砕く。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　真正面から打ち抜くその音は、初めて耳にするものではなかった。

「……効い、た？」

　黄金の髪が砕け散り、朝あさ陽ひに反射してキラキラと瞬またたいていた。

　そんな中で、放った本人さえ驚いているような口振りだった。

　この少年はいつでもそうだった。

　自分の価値になんか少しも気づいていないし、勝算なんて考えてもいない。ただ目の前で誰かが傷ついて追い詰められていれば、それだけでもう地獄の最前線まで飛び込める。

　そういう人だった。

　そうでなければ、ここまで焦がれるものか。

「前の時とは違う。長い髪の毛の方には、こいつが通用するのか……」

　その右手。幻想殺しイマジンブレイカー。

　戻るべき場所へ戻ったと、食しよく蜂ほう操みさ祈きはそう思った。

　分かるのだ。

　かつてこの少女も、そうやって救われた事があるのだから。








行間　三









　イギリスとアイルランドに挟まれた内海。

　より正確には、マン島からさらに南下した辺りだった。




「ま、地理的な条件を考えればこの辺になるでしょうね」

　岸から双眼鏡を使って海の様子を観察しているレオタードにロングスカートを足したドレスに赤みの強い金髪を何本ものエビフライにした美女が、そんな風に呟つぶやいていた。アンナ＝シュプレンゲル。この女であれば、本当に双眼鏡なんて必要なのだろうか。火星の人面岩を肉眼で正確に観察できると言われても、滝たき壺つぼ理り后こうは何の疑問も持たない。

　その滝たき壺つぼもまた、眉をひそめていた。

「なに、あの船……」

「クイーンブリタニア号」

「……あんな信号の流れ、感じた事もない。どこからどうなんて話じゃない。あれ、三次元の域を越えている……？」

「腐っても深淵アビスに潜む大悪魔コロンゾンがこんな表層まで飛び出しているんです。世界の内臓がめくれ上がっていると言っても過言じゃありません。むしろ、今の今まで基幹法則が壊れなかっただけでも拾い物です」

　もはや興味もないのだろう。

　令嬢は自らの髪を一房手に取ると薔ば薇らの髪飾りを口元に寄せ、甘い香りを楽しみながら、

「ヘリポートは見えない、ですか」

「？　え、だって」

「表面上の意味ではありませんよ。中の話です。現実に、人も道具も見えないでしょう？　無人のヘリポートに見えているのは間違いですよ」

『あの』滝たき壺つぼ理り后こうからして意味不明な言動ばかりだと思ってしまう辺り、赤いドレスの淑女は相当なモノだ。世界との迎合を全く求めていない。唯我独尊ぶりで言えば（意外と自分のスタイルを気にしている）麦むぎ野の以上だ。

　シュプレンゲル嬢は双眼鏡を目元から離し、隣で脅おびえる滝たき壺つぼ理り后こうを横目で見て、

「これからの展開について説明しておきますね」

　赤いレオタードにロングスカートの淑女はあっさりとしたものだった。

「まず第一に、コロンゾン側はクイーンブリタニア号という移動式の神殿を所定の位置に置き、オナーズオブスコットランドの三つの宝とスクーン石を使った『スコットランド式』でイギリス全域を乗っ取ろうとしているはずです。目的は世界の破滅。第一段階で全人類七〇億人を互いに殺し合わせ、その隙に生命の樹セフイロトを底の底まで下降して、全世界の土台となっている層に莫ばく大だいな力を注いで強引に砕こうとしています。あらゆる位相は重なり合っています。だけど神話の神々も、それだけでは存在を支えられません。天国も地獄も、独立してはいられないのです。一番下、下地の部分を破壊されてしまえば『底』が抜けてしまうんです」

「……、」

「ま、この辺りはきちんと理解できないかもしれませんね。ひとまずこう思っていなさい。あなたの恋人は、コロンゾン側についています。どう折り合いをつけるかはさておいて、最後まで付き合っていると世界は滅ぶ、と」

　その上で、だ。

　アンナ＝シュプレンゲルはもう片方へ水を向ける。

「アレイスター側も、馬鹿でなければそろそろ気づいている頃です。クイーンブリタニア号の神殿があらゆる魔術を均等に増幅して攻撃に転化するのであれば、コロンゾンだけの武器に留まらない。神殿まで辿たどり着つけばアレイスター側の……『コロンゾンを害するための術式』だって増幅してもらえるはずですし」

「……、」

　またもや、だ。

　滝たき壺つぼ理り后こうは、黙り込むしかなかった。

「そして『天テ使レのズ力マ』と似て非なるエネルギーで構築された悪魔は、それが何であれ適切な作業を施す事で小さく切り取れる。小分けして矮わい小しよう化かできる。だって、コロンゾン本人が実践しているんですから。クリファパズル５４５。使いやすく反乱しにくいよう、意図して必要な機能だけ切り取って『戦争の狂気』に先鋭化された人工の悪魔。それってつまり、全く同じ手順を踏めばコロンゾン本人も切り取って小さくまとめて……人の手で殺せるコアだけ残して矮わい小しよう化かできるって事ですよね？」

　滝たき壺つぼ理り后こうは、コロンゾンを倒す側にも守る側にも回れない。

　そのどちらか一方と正面衝突すれば、たちまちに粉砕されてしまう。『魔神』達が常に助けてくれる訳ではないし、アンナ＝シュプレンゲルの真意や実力も未知数。少なくとも『暗躍』しているという事は、正面には立ちたくないという心の表れなのだろう。このイギリスで一番孤立しているのは、コロンゾンではなく滝たき壺つぼ理り后こうなのかもしれない。

　だから、だ。

　彼女は両陣営の動きを見極めるしかない。

　どちらか片方に注力するのではなく、浜はま面づら仕し上あげを害する恐れのある全てを。

「大悪魔コロンゾンは、ダイアン＝フォーチュンを助けるというお題目で浜はま面づら仕し上あげを釣っている。そろそろ何かしらのレクチャーをしている頃でしょう。つまり、能力者が魔術を使うというタブーが始まっています。これは早い遅い、多い少ないの話ではありません。下手すれば、最初の一発で太い動脈が破れて即死します。……わらわが授けてあなたが受け取った、変則スクライングの裏技を教えてあげない限りはね」

「っ。それなら、どうするの……？」

　アンナ＝シュプレンゲルの巧みなところは、単に浜はま面づら仕し上あげを助けるとは言わない辺りだ。つまり、そのためにフォーチュンを見捨てろとは言わない。

　正しい方法を教えれば、浜はま面づらもフォーチュンも無傷で救える。

　だけどその方法が伝わらなければ、浜はま面づら仕し上あげは意味もなく犬死していく。フォーチュンも助からない。本来だったら必要のないリスクに身をさらして、だ。

　仮に成じよう就じゆしても、悪い所が見当たらない。

　代償として魂を要求するような、絵本の中の悪魔とは違う。

　逆に言えば、何もしなくても、沈黙して右から左へ見過ごすだけで罪と感じてしまうような好条件である。ここまで言われてしまっては、動かない訳にはいかなくなってしまう。

（はまづら……）

「間もなくイギリス側の反攻作戦が始まります。それはこの静かな海に、大きな混乱をもたらすでしょう。単にイギリスとコロンゾンの衝突だけじゃない。あの戦闘バカの『魔神』どもも面白半分に介入してくるはずです。必ずね」

　レオタードやロングスカートに赤みの強い金髪をいくつものエビフライにした美女は、指を一本立ててこう告げた。




「そこを利用してあの船の中に飛び込む。それが一番妥当です。そのために、『魔神』もエディンバラ城の連中も全滅させずに残してあげたのだから。せいぜい役に立ってもらいましょう」
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　気き紛まぐれに星五つ。

　バッキンガムの宮廷料理人が聞いたら泣いちゃうような台詞せりふであった。

「美味おいしいわね、これ。いつものムール貝と何が違うのかしら」

「酒蒸しだぞ、やはり本場のスコッチはアルコールを飛ばしても偉大だという事だろう。おい、一人で全部食うな！　まったく油断も隙もない……」

「それよりも、でしてよ」

　こつこつこつ、という硬い音があった。

　テーブルの上に地図を広げ、その上にチェスの駒を置いていく音だった。

　女王エリザードと第一王女リメエアが難しい顔して覗のぞき込こんでいる。

「何とか……なりそうだな？」

「あらあら困ったお母様、クイーンブリタニア号がのんびり観光し過ぎているのではなくて？　その気になればもっと早く最終執行地点に到達するでしょうに」

「何を言う。『騎士派』を中心に、この短期間で良く集まった方だと思うぞ」

「おまけに聖人もついているから安心？　絶対勝たなくてはならない戦いというのは分かるけど、時刻表の数字を甘くしても現実の列車に乗り遅れてホームで取り残されるだけですわよ」

「そいつはレベルの問題だろう。路線自体は見えてきたんだ、後は数値の足りない箇所をイレギュラーな戦力で埋めていけばよい。広い駅の中をバタバタ走っても乗り換えの発車時刻に間に合わない程度の問題なら、駅舎の中をバイクで爆走できるように整えてやれば解決できる。幸い、劣勢と言ってもこちらは物資不足の戦争をしている訳ではないからな。押さえるポイントさえ分かれば力のゴリ押しだってできるのさ」

「幻想殺しイマジンブレイカー？」

「それ以外にもいくつか。クロウリーだのA.A.A.だの喪服美人だのもあったろ、全部かき集めろ。もちろん私のカーテナ＝セカンドも込みだがな」

　ここで自分自身は後ろから指示を出すだけ、クロウリー達が勝手に乗り込んできたんだからヤツらに決死隊は任せる、などとは言わない辺りが英国女王クイーンレグナントか。

　よっと、という小さな掛け声があった。

　二人が振り返ると、第三王女のヴィリアンが救急キットをお重のように積み上げ、胸の辺りの高さで両手で抱えているところだった。

「おい娘、何をしている？」

「お母様方が全く信用ならねえので、東洋のお医者様にご指示をいただいた通り医薬品は多めに持っていこうと思います。騎士達の純粋な眼まな差ざしをご覧なさい。あなた達の雑でいい加減なスケジュールを信じてどれだけの兵が死地へ赴くと考えているのですか、がっでむ」

「……、」

「……。」

　思わず泣き出しちゃいそうな王族の皆様を後しり目めに、とっととロックの国のお姫様は衛生兵のための軍用トラックへ向かってしまう。でもってちゃんと指摘された二人は、テーブルの上の駒をちょちょいと動かして現実的な配置に戻していく。

　騎士の背中にロケットエンジンを積む展開はなくなった。

「しかし都合四〇万発だぞ……。ヤバいなこれ」

「このマイナス値は私達で埋め合わせないと、二人揃そろってあの妹に足首摑つかまれてヘリコプターみたいに振り回されかねませんわよ、お母様」

「……しゃーない。あれやるか」

「ですわね。普段マジメな子がキレると超おっかないですし。ましてそれが、マジメちゃん以外の命が関わるとなるとドラが乗っかりますわよ？」







　医療用のテントの中だった。

　横たわっているのは食しよく蜂ほう操みさ祈き。元から水着だったのは、手当てをするためには都合が良かったかもしれない。腰というより背中を守るため、何重にも包帯が巻いてあった。

「う……」

「弁解の余地はないんじゃない？　今回ばかりは」

　見下ろしているのは御み坂さか美み琴ことだった。

　学園都市第三位の『超電磁砲レールガン』に加えて、今は背中一面に広げた異形の機械の塊、A.A.A.で底上げまでした直接戦力の塊だ。

　腰に片手をやった彼女は呆あきれたように息を吐いて、それから付け足すように呟つぶやいた。

「……ま、気持ちについては分からんでもないけどね。ちょっと大人しくしてなさい。ただでさえ、アンタは現場向きじゃないんだから」

「みさか、さぁん……」

　呻うめくような声があった。

　元から運動音痴で、痛みを堪えるような忍耐なんて持ち合わせがないはずなのに。

　ここだけは、真しん摯しに。

　自分の事など二の次で、すがりつくように言ったのだ。

「あの人をお願い……。多分今回も、いいえ絶対に、無茶をすると思うからぁ」

　ふんと御み坂さか美み琴ことは息を吐いた。

　片目を瞑つぶり、彼女はそっと囁ささやく。

「誰にモノ言ってんのよ、ったく」







　上かみ条じよう当とう麻まは自分の右手へ目をやっていた。

　五指を握って開いて、調子を確かめる。

「自うぬ惚ぼれるなよ。人間」

「ああ、分かってる」

　吐き捨てるような一言だった。

「こいつは手札の一つであって、使うのは俺だ」

　全部戻ってきた。

　幻想殺しイマジンブレイカー。







　さあ。

　間もなく、最後の戦いがやってくる。
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　午前一一時。

　世界の命運を決める海戦が始まった。




　バキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキバキ!!　と。




　イギリス側からアイルランド側に向けて、冬の海全体が異常現象に見舞われた。

　英国の冬は比較的暖かい方だという説もある。

　マッチ売りの少女などが長らく語り継がれて親しまれてきた、ドイツやデンマークといった童話の宝庫とは違う。もちろん年によってばらつきはあるものの、真冬でも雪は降らず、海が凍り付かない年があっても不思議ではない。

　そんな海が、だ。

　一面真っ白な氷で覆い尽くされていく。それも、重たい鋼鉄の塊である雪上車がそのまま走っても問題ないくらい分厚く、硬く。温暖化にやられてシロクマの生息域すら危ぶまれている北ほつ極きよくにだってこんな氷の大地はあるものか。

「……来たか」

　何しろ大悪魔コロンゾン達がいる神殿は最も開かれていて、同時に最も閉じた場所。

　一〇角形のヘリポートから睥へい睨げいしてみれば、白く凍りついた海の異変などすぐに見て取れる。

　もちろん、だ。

　清せい教きよう派はという対魔術戦闘の軸足を失ったとはいえ、『あの』魔術大国イギリスがこんな所で終わるはずもない。単純にクイーンブリタニア号の動きを止めるだけなら、もっと効率的な方法なんて山ほどある。現にこうしている今も、分厚い氷を砕きながら船は南下を続けている。コロンゾンとしては儀式が完了するまで保もてば良いのだ。船の耐久性など気にしていない。

　イギリス側の仕掛けは、岸と船の間を分厚い氷で埋める事にあったのだ。

　つまり。

「見えた」

　この神殿は一方的に外の様子を見下ろし、中の様子が知られる事はない。

　特定の手順を踏んで侵入しない限り、儀式の執行を邪魔するものは核攻撃すら弾はじいてしまう。

　遠方、陸地へ目をやっていたコロンゾンは小さく笑っていた。

「……『騎士派』を中心とした国家勢力が丸ごと氷の上を渡って押し寄せてくるぞ。ここから先は忙しくなりけるわ。人の魔力というイグニッションはすでに得た。これ以上拘束するつもりもない、貴様は貴様のやるべき事をやれ。手順については覚えたな？」

「───、……」

　しばし、返事はなかった。

　ぐらりと浜はま面づら仕し上あげの体が横に揺れる。まぶたは片方開かず、口元からは赤黒い血が垂れていた。たとえ花粉症の薬をがぶ飲みしても、こんなに意識は朦もう朧ろうとしないはずだ。明らかに体の中で何かが起きていた。無レ能ベ力ル者０であっても能力者は能力者。生命力を魔力に精製する、つまり魔術的な活動を行えばどうなるかなど自明の理だ。

　数秒。

　まるでスポーツ大会などで回線速度のままならない現地レポーターとの衛星中継のように、遅れて浜はま面づらは顔を上げていた。

「……ぇ、あ。悪い、何だって……？」

「……捨て駒として役に立つ前に、勝手にくたばるなよ。ダイアン＝フォーチュンを救う代価として、モ・アサイアの儀を進める私の役に立つという契約だったはずだ。いざとなれば盾になれ」

「……、」

「儀式自体はすでにイグニッションを終えたるが、途切れし場合はそれまでよ。魔力を精製する貴様とて、切れ端を使わせてやりけるこの神殿は、砕かれてはならない。そうならぬよう行動しろ」

　コロンゾンは舌打ちした。

　拾い損だったかもしれない。

　人類を外から眺めている大悪魔にとって矮わい小しような人間など例外なく使い捨ての駒に過ぎないが、実際に盤面へ並べてしまうと、やはりどうしても見み栄ばえというものが気になってくる。利害や効率とは別に、何の意味もないスコアにも執着は生まれる。……この辺りをシステマチックに処理できないから、彼女はセフィロトを支配する側に立ちながら神や大天使とは呼ばれないのかもしれない。

「とはいえ、だ」

　パチンと指を鳴らすと、床にいくつも重ねて刻まれていた巨大な陣形の内、必要なものが白い光を放って浮かび上がった。

「こちらにはオナーズオブスコットランドの大三角に加えてスクーン石もある。攻撃に転化すれば概算で一度に四〇万の標的を正確にロックオンして破壊する、死の弾幕に化けてくれる。さあてどうするアレイスター。数に任せて突撃するだけでは近づく事も叶かなわんぞ」
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　あと一時間。

　今日の正午にクイーンブリタニア号が海の一点に辿たどり着ついてしまえば、そこで人類の歴史は終わる。

「行くぞ、アレックス」

　銀の鎧よろいやサーコートを纏まとう女性騎士は軍馬の首をわずかに撫なで、それから一息に飛び乗った。すでに軍馬の蹄てい鉄てつはアスファルト用の特殊なゴムから、氷上用のスパイクに付け替えている。本来なら正規の騎士よりも見習いの従者達の仕事ではあるものの、今回ばかりは勝手が違った。脚をくじけばそれまで。文字通り、命が懸かっているのだ。

「……こんな時に、主人たる第二王女キャーリサ様でなくて済まないな。借り物の状態だが、頼む。未熟な私に力を貸してくれ」

　ぶるるという嘶いななきがあった。

　その響きが不満げなのは鞍くらにまたがる騎手がキャーリサではないから、ではなく、あれだけ死地を共に乗り越えておいてまだそんな事を言っている女性騎士の遠慮っぷりに対してかもしれない。

　彼女だけではなかった。

　スノーモービル、太い履帯に支えられた雪上車、スタッドレスの軍用四駆、果ては大型のスケート靴やノルディック用のスキー板まで……。軍馬以外にも氷の大地を進める『アシ』をかき集めるだけかき集めて、王と騎士の国の大軍勢は海岸線に集結していたのだ。

　がつがつ、という氷を削る音があった。

　ウェスタンブーツのカカトでもって足場の状態を確認しているのは、東洋の聖人か。

　借り物の相棒にまたがった女性騎士は眉をひそめて、

「前から不思議に思っていたが、盾は使わないのか？」

「できれば刀も抜きたくないところです」

　単なる臆病風という訳でもないだろう。

　刃を収める鞘さやの性質まで利用して斬撃の速度や威力を底上げしようとする抜刀は、世界的に見ても珍しい戦い方だ。速度重視の交差が全て。先に仕留めた方が安全を確保するという考えは、馬上で長大な槍やりを振るうジョストに通じるものがある。

「……済まなかったな」

「偏見という訳でもありませんよ。どんな形をしていたとしても、私はコロンゾンの毒気にあてられて人を殺あやめた咎とが人びと。胸に刻んだ魔法名にも反する行いです。またいつ同じ事が起きるのかと、警戒するのも無理はないのでは？」

　しかし、かえって女性騎士は小さく笑った。

「私も大悪魔がばら撒まいた『断頭金貨』にすがった一人だよ。こいつは心の弱さが原因だな」

「なんと」

「騎士派も条件は同じだ。ならば共に名誉を取り戻しに行こう、清せい教きよう派は。これは、奪われた自分の生き方をもう一度摑つかみ取とるための戦いだ。自分でやらねば意味がない」

　すでに海は塞いだ。

　白く固化した大地を破り、強引に突き進むクイーンブリタニア号までの道は開いている。

　三輪の大型トライクにまたがる英国女王エリザードは、片手で無造作にカーテナ＝セカンドを振り上げた。

　それが合図となった。




「ゆくぞォッッッ!!!!!!」




　ゴォア!!　と無数の雄お叫たけびが一つの大きな轟ごう音おんとなって氷の大地を揺さぶり、そして海岸線を埋め尽くす国家戦力が一斉に動き始めた。

　ここからでも灰色のヘリポートは見えるが、外観が見えているだけでは意味がない。

　中までは見えないし、触れられない。

　あの一〇角形は聖域。分厚い障壁に守られた神の社殿は、力押しの攻撃では破壊できない。騎士団長ナイトリーダーに神かん裂ざき火か織おり、そしてカーテナ＝セカンドを持つエリザードでも。大悪魔コロンゾンを止めるには、船内から適切な経路を辿たどって潜り込む必要がある。

　最悪。

　船ごと沈めたとしても、何事もなく海底で儀式は執行される恐れすらある。

　当然ながら、クイーンブリタニア号側も黙って見ているはずがない。

　豪華客船と軍艦が融合したような灰色の船がどれだけ極悪かは、退役するまでの間、長年にわたって身を守ってもらったエリザード本人が一番良く理解している。

　全長二〇〇メートルもある大きな船だった。

　その真上で、等間隔に。四つの閃せん光こうの球体が浮かび上がった。

『警戒!!』

　離れた場所から、魔道書図書館インデックスの声が全員の耳に響き渡った。

『ヘリポートはやっぱり「見えない」。クイーンブリタニア号は完全に掌握されているとみなして構わないんだよ!!』

「となると、あれが来るか……」

『国家の剣、統治の笏しやく、即位の冠。それにスクーン石。当然ながらそれぞれで記号が違うんだよ。「黄金」をベースにして独自の解釈を加えたクロウリー式Magick想定だと、剣は「力の指向性を決めるもの」、笏しやくは「棍こん棒ぼうの打撃を誘導するもの」、冠は「ケテルより術式を支えるもの」。スクーン石はクロウリーの対応表に記述なし!!　だけど「正しき王がその上に立つと雄お叫たけびを発して予言する」という伝説をブーストしているとしたら、衝撃波による広範囲の打撃か予言による命中精度の極限上昇が推測されるんだよ!!　要注意かも!!』

　そこから先は一瞬だった。

　ドッッッ!!!!!!　と。ハリネズミのように無数の白い閃せん光こうが飛び出したのだ。あらゆる霊装の力を増幅し、攻撃に転化する最深部の神殿。オナーズオブスコットランドとスクーン石があれば、それこそ『国家規模の』軍事力を引き出す事もできる。




　真横から横殴りの雨のように襲いかかってくるのは『国家の剣』の効果か。

　水平に薙なぎ払はらう見えない打撃は『統治の笏しやく』の効果か。

　頭上から豪雨のように降り注いでくるのは『即位の冠』の効果か。

　それらの軌道をランダムに曲げる複数の爆発と衝撃波は、スクーン石かもしれない。




　一種あたり一〇万発、四種合わせた場合は言うに及ばず。いずれもまともに受け止めようとすれば、そのまま削り取られてしまう。エリザードは確かに国家レベルの大戦力を召集したが、コロンゾン側も全く同種なのだ。正面衝突した場合、互いが互いを潰し合って船に届く前に大損害を出してしまう。

　よって、

「やれい我が娘よ!!」

「はいはい。……やっぱりおてんばキャーリサの血ってお母様から受け継がれたんだわ……」

　分厚い履帯で支えられた雪上車の中で優雅にレモンティーを嗜たしなむ片眼鏡の第一王女がパチンと指を鳴らした。

　直後であった。

　ボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコボコ!!!!!!　と。

　辺り一面の氷の大地から垂直に、樹氷のようなものが飛び出した。

　元々人工的に生み出した氷なのだ。こういう『加工』もできる。ただ、これではかえって味方の進軍を邪魔してしまいそうなものだが、もちろんエリザードやリメエアの狙いは別にある。

　次々と破壊音があった。

　灰色のクイーンブリタニア号から解き放たれた縦に横にの閃せん光こうの大雨が、後から追加された樹氷の方へと直撃していったのだ。障害物はそれで砕かれてしまうが、素材はあくまで氷。見渡す限りの氷の大地の上であれば、いつでもどこでも何個でも、好きなだけ再生産できる。

　そのイメージは盾か、避雷針か。

「……一度の斉射で四種四〇万発」

　くすりというリメエアの暗い笑みがあった。

「なら逆に言えば、四〇万以上のデコイを用意してやれば人的被害を阻止できるという事よね？　四〇〇万なら命中率は一〇分の一に、四〇〇〇万なら一〇〇分の一まで引き下げられるわ。もちろん、ゼロにできるとまでは言わないけれどね」

　これができる、さらりとできてしまうから、彼女もまた『王室派』なのかもしれない。イギリス国内においてその力は半ば神格化されているのだ。その昔はロイヤルタッチ、魔術的根拠もなく『王族の手で触れてもらえばあらゆる病が治る』とまで謳うたわれていたほどである。

（ま、地形に救われたというのもあるけれど）

　何しろ内海だ。決戦の舞台が隣国アイルランド側でなかったのは幸いだったし、現場近くのマン島もかなり特殊な扱いを受けている。何にしても、灰色のクイーンブリタニア号が英国寄りの領海を進んでいたのは幸いだった。

　その庇ひ護ご下かにある『騎士派』の面々は不規則に突き出る樹氷の森の隙間をすり抜けつつ、クイーンブリタニア号からの砲撃を引き付けてデコイの遮蔽物に押し付けてやれば良い。王の城を折り畳んで船の形に作り替えたクイーンブリタニア号だが、近づける。肉薄できる。そもそも城は城だけポツンとあっても安全を保てない。外周を守る防衛線や兵団があってこそ、牙城は万全の中枢として機能するのだ。

　第一段階。

　小手調べの段階は無事に消化できた。

　しかし自前の軍馬にまたがる騎士団長ナイトリーダーは、こんな所では気を緩めない。

「……コロンゾンも『清せい教きよう派は』の長としてイギリス式を学び尽くしている。今に気づくぞ、弾幕を均等にばら撒まくのではなく『王室派』の皆様を集中的に攻撃すれば、それだけでこの均衡は崩せるとな」

「では」

　第二王女キャーリサから借り受けた軍馬アレックスを駆る女性騎士もまた、腹の中心に力を溜ため込こんでいく。

「コロンゾンの注意を引く必要がありますな。まことに恐れ多い話ではありますが、あるいは『王室派』の皆様以上の脅威がよそにあると思わせれば、そちらに集中せざるを得なくなるはずです!!」
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　ふわりと、だ。

　ウサギグレイの大きなバルーンにぶら下がる格好で、インデックスと烏丸からすま府ふ蘭らんの二人は戦場全体を見渡していた。

「上から眺めても中は『見えない』です。普通の『人払い』なんかとは次元が違う……」

「世界と世界を壁で区切っているんじゃない。間に一枚、風船みたいに緩衝用に創造した世界を挟んでいると考えた方が良いいんだよ」

「世界を丸ごと滅ぼすほどの力がない限り、あれは砕けないです？」

「理論上最大値の『魔神』クラスの一撃か、あるいは……」

「取り戻した右手の話です？」

「……、」

　あの少年について回るだけが協力ではない。

　むしろ直接戦力とならないインデックスが最前線を歩き回ると、あの少年はインデックスを守るだけで精一杯になってしまうかもしれない。それではいつまで経たっても大悪魔コロンゾンとの決着はつけられない。

　よって、手順を変えた。

　そういう協力もあった。

「……それにしても、クイーンブリタニア号の動力源はどこに？　地脈や龍脈をベースとしているなら、船に続くラインを一時的に寸断するという方法も取れるですが」

「ううん、そういうのじゃないんだよ。そもそも所定のポイントに辿たどり着つく事で、最大効率で脈とアクセスできるようになるはず。ここはまだその状態じゃない」

「だとすると」

「大悪魔コロンゾン。ヤツ自身が溜ため込こんでいる力を、そのまま使っているんだよ。線の細い地脈に頼るくらいなら、自力の方が安定する。それでこの威力……。『神の如き者ミカエル』や『神の力ガブリエル』とはまた違ったピラミッドにいる超越生命ってところかな」

　外にいるだけで、こうだ。

　灰色の船の中に踏み込んだ場合、あれだけの力を供給する存在と直接対たい峙じする事になる。それはもう魔術の戦いと呼べるのだろうか。多くの儀式は神話の手順を簡略化・記号化した側面もあるが、コロンゾンとの対決はもっと純度が高く、未整理で、混こん沌とんとしている。一つの神話そのものと言っても良いかもしれない。

「しかし、そこまで強大なコロンゾンは、逆に人間が使う真っ当な魔術を取り扱えるものです？　過去に見られた『神の右席』はそういったものから弾はじかれていたようですが」

「場合によりけりじゃないかな。その後に出てきた『魔神』オティヌスは覚醒前の不完全な状態なら人間達の魔術社会に溶け込んでいたし、あのコロンゾンだって正体がバレる前は最大主教アークビシヨツプとしてイギリス清せい教きようの奥深くで違和感なく行動していたはずだもん」

「ふむ」

「それに『神の右席』を引き合いに出すなら、分かりやすい解決方法が一つあるんだよ。……人間を誑たぶらかしてイグニッションとして利用すれば良い。過去のケースではローマ正教の信徒に任せていたようだけどね」

　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　バルーンのすぐ下を、横殴りのシャワーのような閃せん光こうが突き抜けていった。

　あの一発一発が、当たれば人の命を散らす致死の魔術となる。

「誤魔化しだっていつまでもは保もちません。このままだと、『騎士派』を中心とした正面火力は押し返されるです」

「んっ……。ちょっと待って、あれは何？」
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『騎士派』が考えているのは、ある種、捨て身の決意だったのかもしれない。

　この戦いに勝ち、なおかつ英国王室の血を守る事ができれば光栄だと。そのためなら大悪魔コロンゾンからの集中砲火を浴びても構わないと。

　しかし、だ。

　同じ作戦を頭に浮かべながらも、根底の部分が全く異なる最強がいた。

「……始めンぞ、クリファパズル５４５」

『ですう』

「オマエがメチャクチャにしちまった国だ。オマエが救ってやれ」

『にひひ、了解ですう!!　それじゃ行っきまっすよーう!!』

　直後だった。

　景色が、世界が……その全てが。




　ゴッッッ!!!!!!　と。いきなり大きくねじれたのだ。




　竜巻であった。

　氷点下の氷の破片をしこたま吸い上げた、天まで届く冬の竜巻。

　とはいえ別に今さら、一度も見た事のない怪現象を持ち出してきた訳ではない。やっている事自体はこれまで散々見てきたものの延長線上であった。

　クリファパズル５４５は人に憑つく悪魔。

　単体で表層世界へ出てくるためには、疑似的な出産の儀礼を経て『扉』を設け、そこから半透明の体を押し出す事で無理矢理に顕現していた。

　そう。

　辺り一面にあるゴミをかき集めて、だ。

『にひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ!!』

　大量の樹氷や砕けた氷の大地。

　そういった不要物を片っ端からおびき寄せ、直径数十メートルもの渦を巻き、天まで届く白い竜巻と化して、クリファパズル５４５が冬の天災へと姿を変える。

　意図して、顕現を完了しない。

　敢えて中ちゆう途と半はん端ぱな状態に留とどめたまま、悪魔は灰色の巨大な船へにじり寄る。

「外からじゃ見えねェ。砕く事も叶かなわねェ」

　世界を破壊するほどの力がなければ神殿は打ち破れない。

　しかし。

　それは本物の怪物達が相手取る場合に限り、絶対の壁としては機能しない。

「なら試してみよォじゃねェか。自信があるなら胸を貸せよ、クソ悪魔がァ!!」

　効果圏内に入れば対象へ大量の氷が次々とぶつかって粉末になるまで叩たたいて砕く、世界最大のボールミル。なおかつ気化熱によって液体窒素にぶち込むような極低温の追加攻撃までお見舞いする極寒の怪物である。その威力は、銀行の大金庫の分厚い扉すら杉の花粉より細かくしてのける。さしものクイーンブリタニア号とて放置できなかったのか、あからさまな『騎士派』を放り出してでも立て続けに光の雨が白い竜巻に襲いかかった。

　縦に、横に。横よこ薙なぎの打撃や衝撃波まで加えて。

　しかし、だ。

　一部は削り取られ、蒸発しても、倍化する調子で勢いを増していく白い竜巻は動きを止めない。氷の大地を走る大戦力とは逸それた位置から接近していく事で、巨大なデコイとしてコロンゾン側の注意を引き続ける。

　第一王女リメエアは『数』でデコイの効果を高めようとしたが、それ以外にも方法論はあったのだ。ひたすら頑丈で壊れない、ランドマークのような標的。囮おとりと分かっていても近づけさせる訳にはいかない。巨大怪獣の如ごときあからさまな脅威だって、デコイとしては強力に作用する。

　今のままなら軍馬や雪上車で突撃を続ける『騎士派』の面々は灰色のクイーンブリタニア号まで辿たどり着つきそうなものだが、

『にひっ!?　アエティール・アバターっ!!』

　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。

　分厚い氷の層を真下からぶち抜いて、膨大な金の髪でできた天使達が立て続けに現れた。二なるＡＲＮ、八なるＺＩＤ、一三なるＺＩＭ、二一なるＡＳＰ、二五なるＶＴＩ……。本質としては等価でありながら、切り取る文字によって性質を変えていく天使の虚像が横一列にずらりと並ぶ。

　それは壁だ。

　あくまでも攻撃は最大の防御を貫く、火力という名の壁である。

『ご主人様、イギリス側の動きが止まってしまいましたけども!?』

「……どっちみち、外がこォなら中なンてもっと地獄だろ。こンなトコで足止め喰くらってるよォなヤツは留守番しておいた方が身のためだ」

　一方通行アクセラレータが気に留めているのは軍勢全体の動きではなかった。

　その混乱下、いくつかの影がノーマークのまま乱戦の中を抜けたらしい。ケタ外れの大型バイクにまたがっているのは第三位の女と、ツンツン頭の少年だ。

「ふン。……底の底で、及第点か」

『ですう？』

　顕在と潜在の狭間はざまを漂う白い竜巻、クリファパズル５４５の不思議そうな声が響く中、一方通行アクセラレータも首の横に手をやった。

　正確には、電極のスイッチへ。

「制御預けな、クリファパズル５４５。……リズムが足りねェぜ。楽しめよ、その船もうちょい派手に揺さぶってやるからさァ!!」
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「摑つかまってて!!」

　ワンピース型の水着にレインコートを纏まとった御み坂さか美み琴ことが、超大型バイクにまたがったまま風に負けないよう叫んでいた。

　クイーンブリタニア号は全長二〇〇メートルを超える豪華客船と軍艦を融合させたような巨大な灰色の船だ。上下の高さだけでも、甲板までで九メートル以上ある。ざっと三階。普通ならこれだけで城の石垣のように近づく者を拒絶するはずだった。

　しかし美み琴ことが自由自在に操っているのはA.A.A.。

　両手でハンドルを摑つかんでお尻を上げて中腰になり、体重を後ろへ強く傾けると、あれだけの巨体が一気に前輪を浮かばせた。

「ちょっと待て目の前で尻を浮かすなどこ摑つかめば良いんだよっ!?」

「臨機応変に何とかしなさいよ!!」

　顔を真っ赤にする美み琴ことはこれ以上ないくらいド派手なウィリー走行になったが、そんな所で曲芸は終わらない。ガシャガシャガシャシャ!!　と重たい金属音が連続したと思ったら、バイクの後ろへ流していた兵装アームが生物的に蠢うごめく。こちらに向けて反った鋼の壁に分厚い刃が次々突き刺さると、太いタイヤが嚙かみ合あう。虫の脚と丸いタイヤとを組み合わせ、そのまま一気に垂直以上に反った壁を爆走していく。

「オティヌスっ」

「心配するな人間しがみついているよ!!」

　奇怪極まりない動きで超大型バイクが灰色の甲板へ乗り上げると、別の場所でひらりと舞う黒い布地が見えた。

　黒猫の魔女ミナ＝メイザース、赤子のリリス、そして銀の少女アレイスター＝クロウリー。

　彼らはチラリと上かみ条じよう達たちへ視線を投げると、合流はせずに水密扉の一つを開けて一足先に船内へと飛び込んでしまった。

　上かみ条じようはバイクの後部シートから降りると、

「あっちもこっちも始まったな。俺達も一番奥に向かおう」

「良いいけどっ。奥って、つまりヘリポート？　開かれているとか閉じているとか一応の説明は受けたけどさ、あれってストレートな意味で良いいの？　マザーグースみたいに変な韻を踏んだスラングとかじゃないのよね……ッ!!」

「大丈夫だ御み坂さか、俺にも訳が分かんねえよ。ああいうのは行ってみれば理解が追い着くもんだ!!」

　金属的な音を立ててバイクの形が崩れ、美み琴ことの背中へ兵装が集約されていく。『飛ぶ』機能は心こころ許もとないが、兵器としてなら十分だ。

　ゴゴンッ!!　と。

　派手な振動と衝撃で、二〇〇メートルはあるクイーンブリタニア号が派手に横揺れしたのはその時だった。

　横に倒し、ドリルのように尖とがった白い竜巻が灰色の巨大船舶の脇腹へ突き刺さったようだ。

「きゃあっ!!」

　とっさに上かみ条じようは美み琴ことの細い肩を抱き寄せたが、果たして意味はあったのか。これだけの重武装を背負ったままひっくり返っていたら、ツンツン頭の少年もそのまま巻き込まれていただけのような気もする。

「一方通行アクセラレータのヤツ、こんな時まで容赦なしかよ……」

「えっえっ、私どうなって？　なんかおぞましい名前が出てきたし、私、抱き寄せられて、今、わらひっ、はれえ？？？」

　喜怒哀楽を全方位から詰め込まれちゃった様子で美み琴ことの頭から湯気が出ていたが、上かみ条じようはそっちまで気が回っていなかった。こんな所まで来て味方の流れ弾を浴びて挽ひき肉にくになる訳にはいかない。

　久しぶりの定位置。上かみ条じようの肩に乗ったオティヌスが呆あきれたように、

「通るなら先行したアレイスター達とは別口だ。同じ順路を進むだけではわざわざ別行動を取る意味がない」

　良くも悪くもコロンゾン側はほとんど個人戦力なのだ。

　様々な方向から多角的に攻め込む事は、想像以上に大きな負荷をかける。実際に対処可能かどうかはさておいて、頭の計算を難しくしていくのは確実だ。

　灰色の水密扉を開け、いよいよ船内に押し入る。

　とても乗り物とは思えない、宮殿や博物館みたいな重く豪ごう奢しやな内装。

　コロンゾンを倒すにしても守るにしても、ネックになるのは船の最上部にあるヘリポートを改造した巨大な『神殿』らしい、という話はアレイスターから聞いていた。ただし、正面切って突っ込む事はできないから、船の中から所定の経路を辿たどる必要があるとも。

　ただし、

（こいつが、この右手がバリアだの結界だのまで届けば……）

　話は別。そういう話になってくる。

　とはいえ、だ。

「闇雲に超電磁砲レールガンで全部ぶっ壊せば良いって話でもないのよね」

「だよ。……お前が背負ってるのおっかないな、関節部分で髪とか挟まないでくれよ」

　そうなのだ。

　クイーンブリタニア号の神殿はあらゆる霊装の力を増幅し、さらに攻撃へ転化する。それは船を支配しているコロンゾンだけでなく、誰の魔術でも平等に効果を発揮する。

　つまり、逆に利用してやれば普段は手の届かない大きな儀式も執行できる。

　大悪魔コロンゾンについて誰よりも詳しく知るアレイスターであれば、『天テ使レのズ力マ』に似た何かを固めて作った悪魔を切り分け、小分けして、矮わい小しよう化かできるらしい。そうすれば、コロンゾンは人の手で倒せる存在にできる。……原罪を持たない赤子、リリスの魂を消費しなくても世界の危機を回避する道が拓ける。

　上かみ条じようの肩に乗っているオティヌスは両腕を組んで、

「……かつてオッレルスのヤツが私にぶち込んだ、『妖精化』と同じ系統だ。古き神は信仰を失えば魑ち魅み魍もう魎りようとして零落する。イシス、オシリス、ホルスと時代アイオーンは繰り上がったが、ここにきて『神威混淆デイバインミクスチヤ』に代表されるイシスに再び回帰する格好だな。人じん智ちを超えた力の塊だからこそ、大悪魔には付け入る隙があるという訳さ」

　すでにアレイスターは船内に入っている。

　ヤツが所定の手順を踏んで内部からヘリポートまで向かえば、最悪、上かみ条じよう達たちは必ずしも右手の力で神殿を守る障壁を砕く出番があるとも限らない。

　多数の武装を背負い、ガリゴリと廊下の壁やランプカバーを削りながら美み琴ことが尋ねてきた。

「どこから行く!?」

「操そう舵だ室しつでも機関室でも良いい。とにかく船を止められる場所！　タイムリミットは一時間。だけどそれは、この船が一定の速度で順当に海を進んだらの話だ。ここで止めちまえばコロンゾンの作戦をご破算にできる。少なくとも『守りを固めて待ちの一手』は使えなくなるはずだ。御み坂さか、そんなもん背負っているくらいなんだから機械系とか得意だろ。どこ行けば良いのか案内してくれ!!」

「了解ッ!!」

　ぼこぼこぼこぼこっ、とすぐ横の壁が波打った。

　ここまで来れば、いい加減魔術に疎うとい上かみ条じようでも直感で分かってくる。

「来るぞ、アエティール・アバターッ!!　何の何番かは知らねえがな!!」

　壁から黄金の奔流が飛び出してきた途端に上かみ条じようは右の拳を叩たたき込こみ、別の角度からその背中へ襲いかかろうとした別の一体を美み琴ことの巨大なチェーンソーが一刀両断していく。相手の攻撃なんて待たない。先手必勝が一番の安全策だ。

　幻想殺しイマジンブレイカーにA.A.A.。

　少年と少女は互いの背を合わせる。

　共にケタ外れだから分かりにくいかもしれないが、まともに正攻法ですり潰そうとしたら相当骨が折れたはずだ。何しろ髪の塊。心臓もなければ脳もない。銃弾で撃ってもナイフで刺しても『倒す』イメージなんて湧きようがないのだから。

「かんっぜんにダンジョンだな。敵の本丸に飛び込んだってよりも、馬鹿デカイ人ひと喰くい罠わなにでも誘い込まれたような気分だ」

「（……たたかってる。私、今、こいつと一緒に並んで戦ってる！　ひゃーっ）」

「この分だと先に進んだアレイスター側もただじゃ済みそうにないな。……御み坂さか？」

「ぶえっふ!!　げふんげふんっ、こっちよこっち。船の構造なんて最適な形は決まっているもの。配線や配管の並びを見極めれば重要な施設の場所は見て取れる、どこに何が詰め込んであるかは大体分かるものよ。船を止めれば良いのよね、しかもどっちみち上に用がある。それならひとまず操船設備がぎっしり詰まっている操そう舵だ室しつに向かいましょう。こっちよ！」
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　外から何度か灰色の船の脇腹に打撃を叩たたき込こんでみたが、全体の流れは変わらなかった。

　そのたびにクイーンブリタニア号は横滑りし、船首の向きもわずかにズレていくのだが、流石さすがに方向転換とまではいかないようだった。やはり中まで入って操船している仕組みを破壊しない限り、航路は修正されてしまう。

　電極のバッテリーも無限にある訳ではない。

　氷点下五〇度以下のブリザードを纏まとう一方通行アクセラレータは軽く首を鳴らして、

（中でも一等傷が浅いのはヘリポート、あれだけ揺さぶってンのに完全に無傷じゃねェか。見た目は何もねェが、だからこそ何かあるかもな）

「……潮時か。クリファパズル５４５、もう良いい。出ろ」

『ですっ』

　白い氷の粒が一ヵ所に集まって、それから派手な音を立てて弾はじけ飛とんだ。

　少女と殺人クラゲと新聞紙を混ぜ合わせたような半透明の悪魔は一方通行アクセラレータの首に両腕を回して頰ずりしながら、

『竜巻を解除してしまうと、アエティール・アバターで足止め喰くらってる皆さんに再び迎撃用の飛び道具が集中しそうではありますけども。四種で四〇万発。ほんとに彼らに任せて大丈夫なんですう？』

「万全の態勢で迎撃してられンのは、船の中で高みの見物決めていられる間だ。内側からハラワタを食い破るネズミがいくつも飛び込ンできちまったら、外の事になンて集中してられなくなる。ある程度は外周を攻撃し続けるだろォが、少なくとも、全力はねェよ。外周でいつまでも無意味に竜巻作ってるよりはるかに効果は高い」

『そういうもんですかね？　ま、私の仕事は子守りじゃありませんし、ご主人様の決定なら従うまでですけどお』

　それだけ言うと、二人は砲弾のような勢いでクイーンブリタニア号の左舷側サイドデッキへまともに突っ込んだ。扉の位置など関係なく、外壁ごとぶち破って船内へ潜り込む。

　首の電極のスイッチを通常モードに切り替え、現代的なデザインの杖つえをつこうとしたところで、

『にひっ』

　その腕と胴体の間に、後ろからクリファパズル５４５が首をにゅっと差し込んできた。強引に肩を貸す格好だ。

「……ここでじゃれつくかよ？」

『私はご主人様を支える存在ですので☆　いざという時は多少の盾にもなれますよ』

「チッ」

『おっとこれは肯定の舌打ちと判断しますよ？　にひひ、それに硬い杖つえよりおっぱい当たっている方がお得でしょう？』

「……、」

『どはぁーっ!!　そこはっ、おでこの穴、おばかさん、よもやそんな所に指を突っ込んじゃいますっ？　バカそんな二本もッ、縁をなぞっちゃダメぇ!!　これは照れ隠しっ、それとも本気のヤツ？　どっちだぁーっ!!』

　また一つ経験値を積み、また一つ上級者の道を昇っていくクリファパズル５４５。

　それにしても、だ。

（……大勢の部下なンていねェ。ほとンどアエティール・アバターに頼り切りの状況とはいえ、船に入っちまえばこンなモンか。儀式とやらが成功すりゃそれで良いいとはいえ、ほとンど捨て身だな。コロンゾンのヤツ、この船が最後まで残っている展開なンか欠片かけらも願っちゃいねェ）

　つまり、中でも外でも同じなのだ。

　所定の時間さえ稼げれば、灰色の船がどれだけ潰れてしまってもコロンゾンの勝ち。

　本丸、まさに懐ふところまで潜り込んだとはいえ、油断してはならない。状況を考えれば、まだまだコロンゾンの方が優勢だ。

『どこから攻め込むんですう？』

「一番底、機関室」

　一直線に目標海域へ向かう船を何とかすれば、リミットは無視できる。

　この考え自体は、上かみ条じよう当とう麻まのものとあまり変わらない。第一位の場合は舵かじを切って迷走させるのではなく、彼らの胴体より太いタングステン鋼のスクリュー軸を叩たたき折おって前進できないようにする方向だが。

　そして。

「やっぱりいやがった……」

　一方通行アクセラレータがわずかに呟つぶやいた。

　下りの階段を探す以前の問題だった。行く手を阻はばむように現れたのは、あまりにも矮わい小しような影。それでも一度は第一位の魔の手をかい潜くぐった男だ。同じ盤の上にいるのに決着をつけず保留にしていた以上は、どこかで再びかち合うとは思っていた。

　浜はま面づら仕し上あげ。

　今はもう、『国家の剣』とかいうアンティークすら握っていない。

「悪魔に全部売り渡したか。つくづく笑えねェ野郎だ」

「……、───」

『あっ、まずい……』

　最初に気づいたのはクリファパズル５４５だった。

『科学的に開発された能力者のくせに無理矢理魔力なんて精製してるものだから、体の中がとんでもない事になってますよう！　あの呼吸をずっと続けていたら全身の血管が破れてもおかしくありません。むしろ今まで生きてきたのが不思議なくらいですう!!』

「うる……せえよ……」

　ようやっと、だ。

　学園都市第一位。明確な脅威を前にして、浜はま面づら仕し上あげは致命的な遅れと共にぽつりと洩もらしていた。

　自分のズボンのポケットを叩たたくように。

　そこに収まった、何の変哲もないガムの硬い感触を確かめるようにして。

　束つかの間ま、相手のピントが戻る。

「間違っている事なんて、分かってる。七〇億人が見れば七〇億人とも石を投げてくる行為だって。それでもだ、もう少しで、もうちょっとだけ頑張れば……。あとは、維持するだけで良いい。体の中で、結果が出るまで、魔力とやらを作り続けるだけで。見えているんだ。ダイアン＝フォーチュンはすぐそこにいる。だからっ!!」

「自分の血と肉を潰してでも、時間を稼ぐってか？」

「───。……、───」

　また、遅れた。

　そもそも浜はま面づら仕し上あげは外敵などと戦っていないのかもしれない。彼は彼で、内なる死と戦っていて、外の世界など見ていない可能性もある。

　戸惑う必要はなかった。

　ここで薙なぎ倒たおして、機関室に向かう。

　一方通行アクセラレータが首の横のスイッチを弾はじこうとした、その時だった。

　首を動かさず、その赤い瞳が不意にギョロリと真横を見据えた。




　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。




　逆の側に視点を移してみれば、だ。

　それは、浜はま面づら仕し上あげ側にとっても予想外だった。

　不意打ちで、廊下の壁をぶち破っての一撃。

　猛然と現れたのは包帯を巻いた褐色の肌に長い銀の髪。ベクトル『反射』の壁を強引に抜いて裸足はだしのまま第一位を蹴飛ばした張本人の足もおかしな方向へねじれていたが、くすくすという笑みは変わらない。完全に生物としてありえない動きで折れた足が蠢うごめき、元の骨や関節の硬さを取り戻していく。まるで萎しぼんだ風船でも膨らませるような気軽さだ。

　浜はま面づらはぼんやりとした瞳を向けて、やたらと粘つく唇を動かす。

「ねふ……？」

「はいどうも、みんなのおねいさんネフテュスよ。私は私のやりたいように戦わせてもらうわ。でもってこの場合は、どう考えても浜はま面づら仕し上あげよりは一方通行アクセラレータよねえ？　ねえ、あなたもそう思うでしょう、ケミカルモンスター。胸のつかえは取れたかしら」

「……オマ……ッ!!」

「あら前回はごめんなさいね？　何だか愛いとしの奴隷少女を派手に泣かせちゃったみたいで。こちとらピラミッドで生き埋めにされた身の上だからこういうの慣れているけど、それにしたってこんなので博愛を気取れちゃうっていうんだからオレサマ野郎って本当に困った生き物よねえ」

　第一位を前にして、この余裕。この応酬。

『魔神』も『魔神』で自分の世界を持っている。

　故に、白い怪物を前にしても、吞のまれないとでも言うのか。

　彼女は気軽な調子で浜はま面づらにひらひら手を振って、

「さて、向こうも向こうで戦う理由を持っているようだし、私は勝手に楽しませていただくわね。ああそれと、対戦相手の基準はどっちが強いか、ではないわよ？　貴方あなたも貴方あなたでしっかり男を見せなさい。浜はま面づら仕し上あげが命を張る戦いは、もっと他にある。ではー☆」

　それ以上はなかった。崩れた壁の向こうで起き上がろうとしていた一方通行アクセラレータ目がけて、舌した舐なめずりすら交えながら『魔神』ネフテュスは身を低くしてタックルを決める。そのまま二人いっしょくたに奥の壁を抜いていく。すっと真下へ落ちたところを見るに、おそらくその先は大きな吹き抜け……一階から三階まで派手に開ひらけたオペラハウスだろう。

　しかし浜はま面づら仕し上あげの方もほっとしている場合ではなかった。

　すでに神託は放たれた。

　かつん、と。

　新しい足音が一つ。こちらに近づいてくるその音源を確かめるため、のろのろとした動きで浜はま面づらは振り返った。

　そして見た。その声を耳にした。




「……はま、づら……？」
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　ぴくんと。

　大きなバルーンにぶら下がり、戦場全体を見渡していたインデックスがわずかに顔を上げた。同じバルーンにぶら下がっているウサギアンテナにパーカービキニの府フ蘭ランが疑問の声を放つ。

「どうしたです」

「何かいる」

　これまでとは違った。

　想定される最悪の駒、とも違う。

　あってはならないものが盤の上に現れた。そんな声色だ。

　だが。

　彼女の視線は、ヘリポートには向いていない。

「クロウリーでもコロンゾンでも、『魔神』でも『黄金』でもない。……この歪ゆがんだ、人のものとは思えない生命力の循環、おかしな魔力の塊……。こいつは一体誰!?」
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「やはりここだな」

　こんこんコツン、と。

　銀の少女、アレイスターは自分の靴底を使って、規則的に床を叩たたいていた。

「ヘリポートまでの道は中央で抱え込んだ集積所からのエレベーターだろうが、それだけでは足りない。アリの巣のように連結した各部屋への通路に扉……典型的なパスの話だな。ドアの開け閉めの順番だけという訳でもあるまい。ノブの摑つかみ方かた一つ取っても、この手の魔術結社ではお約束の『握手法』でも採用しているんだろう」

　……彼らの知る由よしもないが、コロンゾンに案内されるまま地獄を巡った浜はま面づら仕し上あげは、自分がどんな秘境を歩いていたのかを自覚もできなかったのだ。

　船内にある全ての扉を開け放って船室をくまなく調べても、ヘリポートへの道は開かない。そもそも『巨大なエレベーター』がそこにあるかどうかも疑わしい。しくじって認証から弾はじかれた場合、『集積所には分厚い壁しかなかった』という展開も大いにあり得る。

「私は問答型思考補助式人工知能リーディングトート７８、管理者アレイスターの手で作られたタロットデッキ一式でもあります。総当たりで回答を導くのもやぶさかではありませんが」

　黒猫の魔女ミナ＝メイザースは赤子リリスを預かったまま、

「しかし一方で、コロンゾンがタロットを自作して自前の戦力として組み込んでいったという話が事実であれば、この方式で探査を行っても妨害される可能性が高いでしょう。何か別の方式、例えば地占にでも頼りますか？」

「いや」

　アレイスターはにたりと笑って、

「……わざわざ妨害してくれるのであればありがたい。せいぜい派手にやってもらって、反応の激しい場所を逆算していこう。そこが一番見つけて欲しくないポイントだ。点と点を結んでいけば、正解の順路は浮かび上がってくるものさ。五指で作る以上は『秘密の握手』なんてパターンも限られている。ヒントさえ分かればそう難しい話ではない」

　がり……。

　……がりり、がり、がり……と。

　薄暗い廊下の先からであった。アレイスター達が食堂へ足を運ぼうとした、まさに一瞬手前。両手の袖から扇のように大量の武器を取り出し、左右の壁をいたずらに傷つけながらこちらに近づいてくる影があったのだ。

　黒髪のおかっぱに血色の悪い肌。

　丈の短いチャイナドレスに額の護符。

「『魔神』娘ニヤン々ニヤン……」

「遊びに来たぜ、アレイスター？」

　にたりと笑って。

　銀の少女が最も毛嫌いする火花や飛ひ沫まつさえ己の武器に転化した怪物が、告げる。

「わたしはわたしが楽しめればそれで良いい。上かみ里さと翔かけ流るのヤツに横よこ槍やり入れられたけど、本来だったらアンタもアンタで『魔神』を撃滅する方法を構築していたんでしょ？　見せてみせてよ、その本気。わたしの芯まで揺さぶる一撃をさあ!!」




　　　　10




　浜はま面づら仕し上あげと滝たき壺つぼ理り后こう。

　この戦場において、お互いの立場は変わった。主に浜はま面づらの不意打ちによって。

　でも、だけど。

　根底にある想おもいは同じはずだった。所属がバラバラになっても互いに刃を交えるような展開になってはならないはずだった。

　それなのに。

「はまづら……」

「ダメだ、滝たき壺つぼ」

　歯を食いしばって。

　それでも少年は、片手を前に突き出して拒絶した。

　これまでぼんやりと拡散していた意識が、再びぎゅっと集束されていくような感覚だった。

　何の変哲もない板ガム。

　携帯電話を持たせて、アネリとフレンド登録させる。

　そんな小さな約束でも。そんなものであっても、強烈な力を生む時もある。

「あと少し、もう少しなんだ……ッ!!　ここでは緩められない、お前に受け入れられちまったらそこで崩れ落ちるのがもう見える!!　だから頼む、ダイアン＝フォーチュンを助け出す道筋は分かっているんだ。あとは、体の中で生命力を魔力？　に変えるだけで良いい、結果が出るまで!!　だから、だから、だから！　今だけは突き放してくれ!!　そうじゃないと解けるっ、修羅が！　誤魔化しでも騙だまし騙だましでも構わねえ。ここでっ、こんな所で、ただの浜はま面づら仕し上あげに戻る訳にゃあいかねえんだよッ!!」

　しかし、だ。

　おかしな事があった。

　一つはピンクジャージにもこもこニットの恋人の顔の高さに、何か透明な球体が浮かんでいる事。その正体は……ガラスか、あるいは水晶？　少なくともヘリウムを詰めた風船でもなければ小さな羽を回して空を飛ぶドローンでもなさそうだ。バレーボールくらいの塊が浮かんでいる原理が見えてこない。彼女の能力は『能力追跡ＡＩＭストーカー』。確かに現状で大能力レベル４、マユツバな話も入れれば八番目の超能力レベル５に届くかもしれないくらい稀け有うな力ではあるものの、基本的には受身の力、透視や遠視の派生形だ。漬物石みたいな重たい塊を浮かばせるほどの、あんな真ま似ねができるとは到底思えない。

　そして。

　さらに。

「はまづらっ」

　ぎぎぎぎギギギギギギギギギギギギギぎぎぎギギギギギぎちぎちぎちぎちぎち……と。

　何か、動きが、おかしい。

　肌の露出が少ない長袖ジャージの上からでも、筋肉の束がおかしな軋きしみを発しているのが分かる。いいや違う。動かすのに苦労しているのではない。滝たき壺つぼは、何かを抑えている。全力でブレーキを掛けているのに止まらなくなっている、といった方が近い。

　何から？

　どうして？

　びたりと、滝たき壺つぼの掌てのひらがこちらへ差し向けられた。

　ひとりでに浮かぶ奇怪な水晶球を伴って。

　どちらがどちらを操っているのか。次々と頭の中で疑問が湧き出て積み重なっていく浜はま面づら仕し上あげを放っておいて、滝たき壺つぼ理り后こうは必死になって唇を動かす。

　言葉が放たれた。




「逃げてっ、はまづらぁ!!」




　光った。

　詳細不明な水晶球の動きへとっさに反応ができたのは、浜はま面づらが閃せん光こうから麦むぎ野の沈しず利りの『原子崩しメルトダウナー』をイメージしたからかもしれない。

　バジュアッッッ!!!!!!　と。

　浜はま面づらが必死になって鈍い体を真横に振った直後、恐るべき蒸発音と共に廊下の壁が蒸発した。明らかに、違う。こんなのは絶対に『能力追跡ＡＩＭストーカー』の範はん疇ちゆうには収まらない。何か、もっと、あの水晶球はとにかく別の力だ!!

　しかし脅おびえている場合ではない。

　ここで死んだら、滝たき壺つぼ理り后こうを助けてやれない。

「ッ!!」

　さらに水晶球が光を放ったタイミングで、浜はま面づらは近くの扉に肩から体当たりしてぶち抜いた。みっともなくても良い、何としてもチャンスを繫つなぐ。実際には、場所を移したというより床に転がったのが功を奏したのかもしれなかった。壁も何もあったものではない。例の閃せん光こうが、腰くらいの高さを水平に薙ないでいくのに遅れて気づく。

「……わたしが、わるかったの……」

　懺ざん悔げの声があった。

「アンナ＝シュプレンゲルの手を取ったから。事件を解決するための力が欲しいかって言われて頷うなずいたから。だからあの女は、最短最速で事件を解決する『だけ』の力を押し付けてきた……っ」

「……ッッッ!!!!!!」

　同じだったのだ。

　浜はま面づら仕し上あげがダイアン＝フォーチュンを助け出し、滝たき壺つぼ理り后こうに迷惑をかけないよう、一人きりで大悪魔コロンゾンの隣を歩いたのと全く同じ。

　彼の恋人は別の場所で、別の存在の手にすがってしまった。一人きりで戦う少年が世界全体から押し潰される前に救い出そうとするために。

　どちらも互いを想おもって、だけど、そんな考えは利用された。

　いいや。

　何が同じだ、ふざけるな。

　たった一人の恋人を、滝たき壺つぼ理り后こうをここまで追い込んだのは浜はま面づら自身だ!!

（アンナ＝シュプレンゲル……）

　朦もう朧ろうとしていた頭が、それで今度こそ鮮明な意識を取り戻した。

　どこの誰だかは知らない。

　どんな実力者なのかも。

　でも、だけど。その名前だけは、一度耳にしただけで魂にまで刻み付ける。

（アンナ＝シュプレンゲルッッッ!!!!!!）

　望まずに戦いを強いられる存在については、浜はま面づら仕し上あげも覚えがある。大悪魔コロンゾンに操られていたＡ・Ｏ・フランキスカだ。あの時は学園都市の統括理事長がスマートに決めてしまった。だけどもう、大人達の手は借りられない。

「アネリ」

　浜はま面づら仕し上あげが助けるしかない。

　こればかりは、彼が自分でやらなくてはならない。

　床に転がったモバイルを、静かに、強く摑つかみ直なおす。

　鉛のように重たい体を引きずって、彼はもう一度起き上がる。

　そして告げた。




「サポート頼む。だけどこいつは、俺の仕事だ」




　ザン!!　と。

　プログラムの補助を受けた浜はま面づら仕し上あげが、今一度構え直す。

　今度はプロセッサスーツなどない。指示出しはあってもあくまで体を動かすのは浜はま面づら自身。分厚い複合装甲も外部筋力補強もない。当然ながらあんな恐るべき閃せん光こうを一発浴びれば、防御も何もなくそのまま蒸発してしまう。

　ハイリスクが少年の知る上限を軽く超える。

　それでも忘れるな。

　浜はま面づら仕し上あげの目的は滝たき壺つぼがいて、麦むぎ野のがいて、絹きぬ旗はたがいて、フレメアや半はん蔵ぞうや黒くろ夜よる達たちもいて、そんな世界全体から見ればちっぽけな輪の中に、もう一人だけ付け足したいだけだった。ダイアン＝フォーチュン。たすけてとも言えなかったあの少女にそいつを突き付けて、自分の諦めがいかに愚かで馬鹿馬鹿しかったかを知らしめてやる。それだけだったのだ。

　だから、欠ける事なんて許さない。

　そのためだったら、浜はま面づら仕し上あげは命を張れる。

（ひとまずの狙いはどう考えてもあの水晶球。原理は見えてねえがガラスはガラスだ。少なくとも、生身で戦車や戦艦に挑めって話じゃねえっ）

　細かい壁材の破片を踏む硬い音があった。

　ピンクジャージにもこもこニットの恋人が、自ら破った壁の大穴からこちらへ踏み込んでくる。いいや、見えない糸で操る者の手によって。

「はまっ、づら……」

「何も言うんじゃねえ。謝るのは全面的に俺の方なんだ。お前に落ち度なんか一つもねえ！　だから言い訳めいた事なんか並べなくて良い!!」

　ヴン!!　と再び水晶球が発光した。

　発射のサイン。

　だけどここで飛んで跳ねて逃げ回るだけではいつまで経たっても変わらない。腹の底に力を込める、恐れる心を封じ込める。大切な恋人が見ているのだ。もう逃げない。ここから先は立ち向かう!!

「おォっ!!」

　浜はま面づらが叫んで一歩踏み込むのと、ギチギチと軋きしむ滝たき壺つぼの手の先で漂う水晶球から閃せん光こうが解き放たれたのはほぼ同時だった。だけど甘い。確かに汎用性は高くて既存の能力を無視できる超常があれば心強い。自由に付け替えできるとしたら、学園都市の単純な序列だって覆くつがえせるかもしれない。

　だけどこの閃せん光こうには、何も宿っていない。

　麦むぎ野の沈しず利りのような、目にしただけで足がすくむような、あの生の感覚がない。

　ドッッッ!!　という空気を焼く轟ごう音おんが遅れて浜はま面づらの耳に届く。だけどその時には、少年も全力で身を低くして死の閃せん光こうを頭の上へ逃がしている。避けるためではない。あくまでも前へ進むために。あの閃せん光こうは一発一発の間にラグがあったはずだ。この拳が砕けてしまっても構わない。このまま突き進み、次弾を許さずにあの水晶球を叩たたき割わる!!

　壁かべから床へ落ちていた防災用の斧おのを摑つかみ取とる。

　驚いたような滝たき壺つぼの顔が視界に広がる。

（ここでっ、叩き割る!!）




　硬い音が響き渡った。




　斧おのを振り下ろしたまま。

　しかし、浜はま面づら仕し上あげの顔がそこで歪ゆがむ。

　こちらにかざされた水晶球は、砕けなかった。浜はま面づら仕し上あげの一撃を正面から受け止めて、そのまま平然と留まっていた。みしみしめきめきと、無理をした代償の痛みだけを手首の骨に伝えて。

　元来、水晶やガラスは硬い。

　窓や瓶など薄いものしか知らない者にはイメージできないかもしれない。だが、例えば重たい灰皿を拳で割るのは難しい。今やパフォーマンスと化した瓦割りのようにはいかないのだ。

　アネリの補助による最適化でも、通じなかった。

　どれだけ高効率を叩たたき出だそうが、浜はま面づら仕し上あげ自身の地力が足りなければどうしようもない。

　ヴン、と。

　再び、ゆっくりと水晶球が中心から光を放つ。

「だめ……」

　これまで以上に滝たき壺つぼ理り后こうの瞳に絶望が宿る。

　この至近で、振り回すように水晶球の閃せん光こうが解き放たれたら。

　今度の今度こそ、彼女を助けるために命を懸けた少年が蒸発してしまう。

「逃げてぇ!!　もうやだ、はまづらあ!!」

　どうにもならない。

　臨界まで水晶球の中で純白の光が蓄えられ、一線を越える。

　そこから一気に解き放たれる。

　ドッッッ!!!!!!　と。

　ゼロ距離で閃せん光こうが爆はぜた。浜はま面づらには避けようがなかった。

　しかし。

　しかし。

　しかし、だ。

　ねじ曲がる。

　ゼロ距離から、どう考えても当たらない方がおかしいくらいの閃せん光こうが、浜はま面づら仕し上あげの眼前でいきなり不自然に折れ曲がる。

「なっ……」

　当然ながら、これは少年の手による現象ではない。少女のものでもない。しかしただの偶然でこんな事が起きるはずもない。

　ひらりと。

　何かが舞っていた。

　それは特徴的な絵柄の描かれたタロットカードだった。一枚目が躍り、二枚目が続き、後は雪な崩だれ込こむようであった。ざあっ!!　と木の葉が擦れ合うような音と共に、浜はま面づらの背後で七八枚のカードが大きな輪を描く。

　ヴン！　という音がさらにあった。

　滝たき壺つぼ理り后こうをギリギリと絞り上げるようにして照準する、謎の水晶球。

　だけど、だ。

　それと呼応するようにして、浜はま面づら仕し上あげの手の中にも何かがあった。

　ぱたぱたぱたぱた、と小さな音が集合する。一枚一枚は小さなタロットカード。それらが均一な六面、立方体を作り出し、さらには表面が瞬またたく間まに黒く変色していく。

　黒い箱。

　魔術師ダイアン＝フォーチュンが命と誇りの全てを預けていた、世界最大の魔術結社『黄金』の霊装。




『翻訳、簡略化、新規作成』




　頭の中に響く声があった。

　ろくに英語も分からないはずの浜はま面づらの口から、自然と滑らかな英文が飛び出した。

　ただの偶然でも、誰かの手を借りた訳でもない。

　これは浜はま面づら仕し上あげが手繰り寄せた結末。

　一人ぼっちで笑って消えていった少女の終わりを絶対に認められず、多くのものに背を向けて、自分の身を削ってでも今の今まで生命力を魔力に精製して注ぎ続けた、彼の努力の賜たま物もの。そもそもカード表面の微細な傷や汚れを読み、元の人を取り戻す試みだ。その過程で思考が逆流してもおかしくない。

　そしてウェストコットやアニーは裸のまま夜のロンドンへ放り出された訳ではない。その衣服や装飾品も込みで現れたはずだ。つまり、タロットの中には刻まれている。本人の他に、付随する物品の情報も。対象となる魔術師の輪郭を示すのに必要な器物もまとめて。あるいは生命力から精製した魔力を通し、体と道具の間で円を作ったモノもまた、もはや魔術師を示す不可欠な記号の一つとして認識されているのか。

　だから、この前触れを突き付けてやれば良い。

　後生大事に抱えたタロットデッキが構築した、とある外観。

　こんな箱など、ある少女の服のボタンと同じもの。

　この世のありとあらゆる理不尽に向けて、己が摑つかみ取とった可能性を。

　すなわち、




『自己情報無限循環霊装アーキタイププロセツサー。……その効果は、あらゆる霊装や術式を誰にも予測できない形に変換する!!』




　がばんっ!!　と。

　大顎のように黒い箱が開いたと思った途端、水晶球を丸まる吞のみしたのだった。

　内側から閃せん光こうが飛び出す事などありえない。

　それがどんな変化であれ。

　プラスにしてもマイナスにしても。

　その箱に喰くわれた霊装は、絶対に本来通りの形は保てないのだから。

「……ぁ、っ……」

　操り人形の糸が切れたようだった。

　くらりと揺れた滝たき壺つぼ理り后こうの体を、浜はま面づら仕し上あげはそっと抱き寄せた。どんなに疲弊しても、体の中で何本血管が破れて内出血を起こしていても、これだけは彼が成し遂げなくてはならない事だった。絶対に。

　はらはらと黒い箱が崩れていく。一枚一枚別々のカードとなって浜はま面づらの後ろへ流れていく。それが正しい、タロットは全て元の持ち主の手に返るべきだ。

　そして。

　そのまま、するりとだ。

　浜はま面づらのポケットに細い指が入った。抜き取られたのは、何の変哲もないガムだった。だけど彼らの間では、とても価値のある約束を繫いできたモノ。

　これのために。

　この誰でもできる当たり前の事のために、血を吐いてでもここまでやってきた。

「……格好良いじゃん。命懸けで恋人助けて、すっかり惚のろ気けちゃってさ」

　真後ろからそっと聞こえた言葉は英語だった。

　もう頭の中で響くものとは違う。だから不良少年には理解できなかった。

　七八枚ワンセット。

　黒い箱を構築していたモノも含む、全てのカードが示す誰か。

「おかえり……」

　だけど、だ。

　見当違いな返答でも何でも良いい。この涙と鼻水でぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ顔を考えれば、クールに振り返る余裕なんて一個もない。とにかく彼は恋人を抱き留めたまま深く深く嚙かみ締しめ、そして伝わらないのに日本語のままこう言ったのだ。




「おかえり、ダイアン＝フォーチュン……ッ!!」

[image: ]
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　そもそも初手からイレギュラーの連続だった。

　こうしている今も、極至近で褐色の肌に包帯を巻いた美女がうっすらと笑っている。

「んふっ☆」

『魔神』ネフテュス。

　最大最強の異分子。

「ああ、楽しい、楽しい、ほんとにたのっしい!!　あははうふふそうよねやっぱり後腐れのない戦いって大切よねジメジメドロドロしたモノなんていらない殴って蹴ってその感触だけで大丈夫なの他に何もいらないのだとするとやっぱりあなたが適任よねえ一方通行アクセラレータ!!!!!!」

　学園都市第一位、あの一方通行アクセラレータに徒手空拳で体当たりを決めてそのまま壁をぶち破った。向かってくるベクトルを全て『反射』で押しのける、あの超レ能ベ力ル者５に向かって真正面から、だ。

「チッ!!」

「わざわざ全力で戦う機会を得るために、人造の悪魔を利用して胸の詰まりを取ってあげたのよ。コロンゾンに唾つけられた程度で勝負の醍だい醐ご味みを取り上げられてしまうなんてつまらないもの。ほら遊んでほらほら遊んでちょうだい思い切り!!　学園都市の第一位なんてそそる宣伝文句が見かけ倒しでない事をお姉さんに教えてくださいな!!」

　円形、巨大な吹き抜け。

　オペラハウス。

　だがいちいち背中から床に叩たたき付つけられるまで待つほど一方通行アクセラレータは悠長ではない。ベクトル操作能力を駆使して、こちらの胴へ両腕を回すネフテュスを大きく蹴り出す。ドッ!!　とそれだけで砲弾を発射するような轟ごう音おんが炸さく裂れつした。周辺の空気を操り重力を感じさせない動きでふわりと着地してみれば、そこは一階の観覧席。同じ空間にヤツはいない。周囲をぐるりと取り囲む、二階、三階のボックス席。その全ての窓から自然と注目を集める部分。パラボラアンテナやソーラークッカーの焦点となる舞台上で、長い銀髪をたなびかせ、褐色の肌を見せつける怪物がゆらりと立っていた。

　彼女は右手の人差し指を手前に引いて、ゆっくりと発音する。

「上がってきなさい、おチビちゃん。それとも下から覗きたいのかしら？」

「うるせェ色ボケ」

　爆音が炸さく裂れつした。

　しかし第一位が壇上のネフテュスに向けて考えなしに猪ちよ突とつ猛もう進しんした音ではない。

　むしろ逆。

「対象クリファパズル５４５、ブース……」

「見えてるぜェ、手の内が!!」

　一方通行アクセラレータはずらりと並ぶ座席の一つを足で毟むしり取とり、サッカーボールのように蹴り上げたのだ。破壊したのは吹き抜けのはるか先。天井に設置されていたスプリンクラーだった。

　ザァッ!!　と。

　一面に降り注ぐ人工の雨が全てを濡ぬらしていく。一階観覧席も、舞台上も、第一位の怪物も、褐色肌に全身包帯の美女も。

　そう。

『魔神』ネフテュス、その頰までも。

　これではどれだけ泣いても涙が見えない。赤いライトの下では赤い文字は読めなくなるのと同じように。

「なるほどねえ。濡れるのは好きじゃないんだけど」

「……涙を使った精神変調。よォは舞台演劇と一緒だぜ。自分が涙を流すところを見せて、他人の感情を揺さぶり、同じ涙を誘発させる。それがブーストだの暴走だのの正体だ。分かってみればくだらねェ。戦争で病気のガキが子犬と離れ離れになって子犬は必死に飼い主の下に走りましたが結局間に合わなくてガキは死にました。馬鹿なら泣くだろ、だから何？　利益が欲しくて計算を混ぜ込ンだ時点で涙の価値なンか紙クズほども残らねェ、オマエの涙なンか『三日前の晩飯何食った？』と同じだよ。誰の頭にも留まらねェ!!」

　言いながら、一方通行アクセラレータは中指の爪を親指で押さえ込んだ。聞き分けのない者の額を叩たたくような格好で軽く指を弾はじく。

　より厳密には、天井から降り注ぐ水滴の一粒を。

　キュガッッッ!!!!!!　と。

　戦車の正面装甲を余裕でぶち抜く勢いで水の刃が突き抜けるが、当然ながら学園都市最強の超レ能ベ力ル者５はそんな浅い所に留まらない。ネフテュスが何かしら対抗手段を取っている間に、床を軽く蹴り、一気に舞台上まで躍り出る。

　しかし。

　しかし。

　しかし、だ。




「こんな甘っちょろい攻撃で、この『魔神』を脅えさせられるとでも思って？」




　避けない。

　そもそも『魔神』ネフテュスは回避も防御もしない!?

「ッ？」

　ばづんっ!!　という分厚い血肉を削り潰すような音が炸さく裂れつした。何かとてつもないイレギュラーがあるとしたら、自分と同じように弾はじき返かえしてくるのでは。そんな風に思った第一位だったが、そういう訳でもない。

　きっちり抉えぐれていた。

　右肩から胸部、腹部にかけてごっそりと奪い取られ、虚こ空くうが広がっていた。その全身を使って欠けた三日月でも表現するように。

　だがダメだ。

　それはダメージではない。土砂降りのスプリンクラーの下、未いまだに褐色の女はにやにやとした笑みを崩していない。

「我はネフテュス、モノとして王の墓に副葬された幾千幾万の奴隷や使用人の集合なり」

　ザァッ!!　と。

　細かい振動音があった。

　ネフテュスの体がブレているのだ。

「故に我が身にすでに個の循環など求めておらず。多重に連結する生命力の輪は、どこかが断裂しても繫がりを切り替える事で大きな循環を維持するのよ。並列に並べた配線の一つが切れても電球は消えない。見た目の脳や心臓を破った程度でくたばるとでも思って？」

　一方通行アクセラレータはいちいち拘こう泥でいしなかった。

　触れただけで全身の血管と神経を破壊する五指を振るい、歪ゆがんだネフテュスへクリーンヒットを叩たたき込こむ。手応えはあり、確かに体内は破壊した。だが重要なのはそこではない。

　破壊されても、なお動く。

　そこがポイントだ。

　学園都市の闇を上かみ里さと翔かけ流るが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていた時もそうだった。彼の『理想送りワールドリジエクター』は確実にネフテュスを捉えていたが、それでも彼女は完全に消滅はしなかった。自分の肉体を切り離し、部分的ではあっても現世に留とどめるという離れ業を成し遂げたのだ。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷのどれか一つを失った程度で絶命するような構造はしていない。

　褐色の美女は、自己をパーセンテージ単位で管理している。

「そして我に与えられし名はネフテュス。豊ほう穣じよう神しんヌトの子、冥神オシリスの妹にして死神セトの妻となる女性神格。その属性は死と葬儀、神殺しの穢けがれを祓はらう者なり」

　悠々と、永遠の女神は残った左腕を高く上げる。ゆるりと。まるで滑車とロープを使って、巨大なギロチンの刃を犠牲者の直上へセットしていくように。




「ナイルに象徴される莫ばく大だいな水よ、くだらぬ人の害意など押し流せ」




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　スプリンクラーで撒まき散ちらされた人工降雨に留まらない。空気中から、舞台の板材から、そして『反射』さえなければおそらく一方通行アクセラレータの肉体からもごっそり抜き取られていただろう。その場にあったありとあらゆる水分が一滴も残らず搾り取られ、かき集められて、高く掲げられたネフテュスの左手の延長線上に巨大な刃を形成したのだ。

　極限まで乾いた空気は、まるで過酷な砂漠のもの。

　小手先の体術などいらない。

　その一撃は、重力に従って上から下へ雑に振り下ろすだけであらゆる外敵を始末する。ネフテュスは殺害者セトの妻であり、同時に彼が殺したオシリスの死を知って泣き崩れた者。ネフテュスの涙は、世界の罪すら洗う。すなわち真正面から対抗したければ神の絶命以上の穢けがれを持ってこなくてはならない。……無論、そんなものが四界の表層世界に存在すればの話だが。

　よって、活路は一つしかなかった。

　もはや理論ではない。穢けがれにまみれた裏通りで培つちかった本能の部分が一方通行アクセラレータに警鐘を鳴らし、そして即座に最適の答えを弾はじき出だす。

　つまりは、

（振り下ろされる前に、叩たたき潰つぶす!!）

「おおっア!!!!!!」

　吼ほえて、舞台を蹴り、ベクトルを操って……足元の床板を爆発させる格好で、そのまま砲弾のように突撃する。

　その一瞬は、いくつ連ねれば一秒になるのか。

　ッッッドン!!!!!!　という爆音が遅れて響くほどの勢いで、一方通行アクセラレータはネフテュスの砕けた体、その腰の辺りへ肩からぶつかるようにして体当たりをぶち当てた。向こうが水で意趣返しをするというのなら、こちらもタックルで意趣返しを放つ。二人は濡ぬれた舞台上をゴロゴロと転がって、大量の水みず飛沫しぶきを天使の羽のように撒まき散ちらす。

　音が、消えた。

　ネフテュスが振り回した水の刃が、見当違いな舞台の壁を叩たたき切きり、爆砕したからだ。

　第一位の頭がわずかに揺れる。焦点がぼやける。

（こい、つ……ｒ……ッ!?）

　ごづっ!!　という鈍い音があった。

『反射』がわずかに揺らいだその瞬間、砕けて飛び散った建材が第一位のこめかみをまともに打ったのだ。鉄てつ錆さび臭くさい匂いが鼻につき、視界が赤く染まる。

　共に転がりながらも、ネフテュスは甘く笑っていた。

　いつの間にか、抉れた胴が元に戻っている。

「水は電波を遮断する。度合の程度はあるけどね。これくらい、雨雲を捉える気象レーダーを引き合いに出すまでもなく分かる話でしょう？」

　そして。

　それでも上になったのは、一方通行アクセラレータの方だった。

「チィッ!!」

　轟ごう!!　と制御は危ういが、無理矢理にでも巨大な烈風が渦を巻いた。

　ギリギリの所で舞い上がった大量の水滴を吹き飛ばしたのは正解だったかもしれない。

　学園都市第一位の怪物は拳を握り込む。だがその本質は圧あつ搾さくだ。五指で潰された空気は、それ自体が巨大な爆弾として機能する。火薬を使った爆発とは、燃焼ガスが超高速で膨らんだ結果の現象だ。高水圧の液体がカッターとなるのと同じ、何事も度を越せば武器となる。

　空気。

　血と水を前髪からぼたぼた垂らしながら、明確極まりない『凶器』を手にして覆おおい被かぶさる怪物は吼ほえた。

「〇％まで削り殺しても復活するかどォか試してやるぜ……ッ!!」

「あら素敵」

　この期に及んで、押し倒されたネフテュスはうっすらと微笑ほほえんでいた。

　死に対する忌避感情が抜け落ちているのか。

　あるいは……？

「『涙』を鍵にした強制精神共振は、スプリンクラーの水滴によって封じられた。私の頰を伝っている一滴が、ただの水か涙か分からなくなってしまうから」

　一瞬の空白があった。

　それから一方通行アクセラレータは気づく。この構図の意味に。

「オマエ……ッ!!」

「あなたが屋根になってくれれば、私は雨を凌げる。この頰を伝うのは涙だけになる」

　にたりと笑って。

　いつかの焼き直しのように。

『魔神』ネフテュスは、戦闘狂の愉悦を広げながらそっと囁ささやいた。




「対象クリファパズル５４５、ブースト」




『あっ、か……ッッッ!?』

　アンバランスな人間の少女と殺人クラゲと新聞紙を組み合わせたような、半透明の悪魔。彼女は自分の胸の真ん中を押さえて体をくの字に折り曲げていた。

　舞台にすら上がれない。

　最前列。メチャクチャにされた座席の群れをかき分けようとするのが精一杯。重力を無視して浮かび上がる事はできても、流れ弾を恐れて地べたを這はいずるくらいしかできなかったのだ。

　そう、当初からついていけなかった。

　こうなるのではという恐怖があったから、一方通行アクセラレータへ近づくのが怖かったと言うのが正しい。失敗を恐れるな、萎縮をするな。そう命令はされていたけれど、それでも恐怖の経験はそう簡単に消えてなくなるものでもない。

　あるいは。

　もう一歩強く踏み込んでいれば、ネフテュスが最後の一撃を放つ前に阻止できただろうか。

　もう一歩後ろへ退いていれば、一方通行アクセラレータへ暴発を浴びせずに済ませられただろうか。

　どちらにしてももう遅い。

　涙を武器にする女神、ネフテュスはトリガーを引いてしまった。撃たれてから恐怖が追い着いても結末を変えられないのと同じ、力が伝でん播ぱしてしまった以上はもはや暴発を止められない。

　悔しい。

　それ以上に、哀かなしい。

　自分の存在を認めてくれた人を、もう絶対に傷つけさせない。自分の力が外からの圧力で無理矢理膨らんでいくのを自覚しながら、クリファパズル５４５は力を振り絞って右手に集約させる。何だったらこの胸を貫いても良い。具体的な暴発が起きる前に、自分で自分を粉砕してしまおうとする。

　作り物の自分を、必要としてくれた。

　好きなように生き、人生を楽しめと言ってくれた人だった。

　だから。

　自分の命は自分で使い切る。こればっかりは誰にも文句は言わせない!!

『いぎっ、いぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ!!』

　暴走しかかった『力』を左手の五指に集約する。

　躍起になってコントロールして整えた結果の、刃のような爪。

　せめて身の内から突き出される方向をこちらで誘導し、胸の真ん中を貫くように仕向けていく。二発目はない、最初の一撃で済ませなければ後はもう暴走に身を任せるままだ。

　無秩序では終わらせない。

（これはっ、破壊なんかじゃない。私が自分でご主人様を守るんですう!!）

　しかし。

　その直前だった。




『おっとお嬢ちゃん/return。くだらん自己犠牲に走る前にもうちょい選択肢を見直してみたらどうかな/return。そもそも「全部」見えているのかね/escape』




　頭の奥からだった。

　だが意味が分からない。今の『声』は何だ？　どこから来るものだ!?




『……あの浮うわ気き性しようめ/return。本来ならこういうコネクトは不正アクセス扱いなんだけどね/return。ミサカが心を開く前に良く分からん別口の契約を繫つないでバックドアを設置するとは流石さすが悪党/return。あいつ、電極も勝手にいじくり回しているようだし、いまいち信用ならないんだよね/return。ほんとに反省してんのかーこの野郎ー？/escape』




　見えないだけで、それはある。

　学園都市第一位の前頭葉には深刻な損傷があり、外部から演算を補塡しなければ満足に二本足で立つ事すらままならないのだから。

　それをクリファパズル５４５が知覚できたのはどういう事か。

　つまり、だ。




『あなたは一方通行アクセラレータの肉体を通してミサカに接触した/return。あるいは、当の本人にも自覚のできない窓口の向こう側に/return。ようこそゲストさん、ミサカネットワークへ/return。つか甘い見積もりで勘違いしてもらっちゃあ困るけど、ミサカ全体としては上かみ条じようちゃん派なんですけどねえ？/escape　……ただし/backspace、あのクソ馬鹿野郎が掌てのひらで踊らされているのを見るのは正直イライラする/return。あの罪人を糾弾できるのはミサカだけだ/return。当の被害者そっちのけで、横からいばらの道を押し付けてんじゃあねえーぜ!!/return』




　分かっているのはただ一つ。

　味方はいた。

　この物語は、一方通行アクセラレータとクリファパズル５４５だけのお話ではなかった!!




『そんな訳で力を貸すぜ/return、脳波を持たぬ思考体よ/return。あの褐色ババアがあなたの力を増幅して罪人に流し込むって言うなら、もっと面白い事をしてやろうじゃない/return。ここから先は暴走じゃあない/return。きちんと整え、罪人の背中を押す格好で、最適の力を流し込む！/return　ミサカ達の演算能力をなめるなよ、この程度は嵐の内にも入らぬそよ風だ!!/return』




　ぶわっっっ!!!!!!　と。

　見えないはずの何かがクリファパズル５４５を中心にして、全方位へと広がっていった。

　それを、そのような形で知覚したのは彼女が悪魔だったからかもしれない。

　別の人間が見れば別の形で捉えていたかもしれない。

　とにかく半透明の少女には、このように映っていたのだ。

『一〇と二二……？』

　ごくりと喉を鳴らして。

　表層世界と重なる『それ』を見渡し、クリファパズル５４５は息を吞のむ。

『合わせて三二、だけど三一と三二は重複している。これは、七八枚で示された一本の道。だけど私の知ってるタロットとは違い過ぎるんですう……ッ!?』




『見た目の形なんて知らないよ/return。ミサカ達はただミサカ達としてここにある/return。いつでも、どこでも、皆に寄り添う格好で/return。取り扱いやすい形で処理をしな/return。リモートオペレーション承認、この総体が権限を貸与する/return。自分の思うままに、この場にある力を全部使って、守りたいものを守ってみせろ!!/return』




　そう。

　そうなのだ。

　クリファパズル５４５は創られた悪魔。扱いやすいように機能の一部だけを切り取ってダウンサイジングされた超常の存在。だけど大元のモデルは何だった？　そもそも彼女は大悪魔コロンゾンの手で作られているのだ。ヤツが、一番身近にある資料───すなわち自分自身───をモデルにしなかったなんて言わせない。

　そして大悪魔コロンゾンは邪悪の樹クリフオトではなく、生命の樹セフイロトに潜む悪魔。

　隠されたセフィラ、ダアトと共に『深淵アビス』という領域に身を隠し、上下の行き来を管理する事で、愚かな人間がいとも簡単に叡えい智ちを摑つかみ取とる事を拒む役割を持った管理人でもある。占いはマニュアル化され、カードさえあれば誰でもできる時代になった。しかしみんながみんな成功する訳ではない。何な故ぜか。欲や恐れの形で、邪魔する者が内部に潜んでいるからだ。

　だとすれば。

　その機能があるのなら。




『頼むぜ、悪魔ちゃん/return。……ミサカはどうあったって糾弾する側から逃れられそうにない/return。罪を思い出させて道から踏み外すのは阻害できるが/backspace、それだけ/return。罪も罰も意識せず、あいつを別の方向から支えてやれるのは、きっとあなただけだ/return』




　そっと。

　その場に置くような囁ささやきを、確かに捉えた。

『……我は一〇の球体のいずれにも居場所を持たぬ悪魔なり』

　今やクリファパズル５４５は明確に知覚している。

　彼女なりの方法で。

　世界を覆い尽くす不可視の力場と情報連結体を。

『故に印なき一一番目の球体に居座る管理者とならん!!　我が名はクリファパズル５４５、その数は真なる一一、その意味は「邪悪という踏み台は善行を支えられる」！　七八枚の道筋をここに。未だ名もなき第三の樹全体を掌握する超越生命として契約者に力を与えん。かの存在に生存の道を授けよ、「深しん淵えん」の向こうにある叡えい智ちを!!!!!!』

　過去、アレイスター＝クロウリーは失敗した。

　その実験は通常の人間では越えられない『深しん淵えん』を抜けるため、大悪魔コロンゾンを体内に収めて協力を得るためのものだったが、コロンゾン側が協力を拒んだため中断してしまった。

　では、もしも。

　悪魔の側が純粋に協力を申し出て、瑕か疵しも遺恨もなく寄り添っていたら、あの時何がどうなっていたか。

　答えはここに表れる。

『表層にへばりつくくそったれの「魔神」風ふ情ぜいが!!　「深しん淵えん」を越えたご主人様に敵かなうだなんて、思うなぁ!!!!!!』




　爆音が炸さく裂れつした。




　しかしそれは、一方通行アクセラレータ自身が解き放とうとしていた暴風の塊とは違ったものだった。

　もっと曖昧で。

　そして世界の隅々まで行き渡っている、見えない力。

　それがベクトル操作能力によってぎゅるりと渦を巻き、巨大な槍やりのような形を取ってネフテュスへと襲いかかったのだ。

「チッ!!」

　初めて、だ。

　胴体を丸ごと吹っ飛ばされても永遠の美を損なわなかったあの褐色の女神が舌打ちし、馬乗りにされた状態から一方通行アクセラレータの体を押しのけた。わずかに『槍やり』の軌道から外れ、ネフテュスの長い銀髪を一房切り飛ばす。

　これまでとは何かが違った。

　肉体から離れた髪の毛は二度と繫がらず、そのままぐずぐずと腐っていったのだ。

　転がるようにその場を離れ、ネフテュスは距離を取る。

　起き上がると、学園都市第一位の怪物の首っ玉に両腕を回すようにして、半透明の悪魔が寄り添っていた。

　もう逃げない。

　恐れない。

　今なら契約の主が言っていた話が理解できる。泣くな、萎縮するな。そう、本当の本当に背中を預けられるからこそ、もはや悪魔は自らの行いによって大切な主人を傷つけてしまう可能性すら脅おびえない!!

『魔術を知らない、ルールが分からない。全知全能気取りの「魔神」風ふ情ぜいが、そんな風に人を小馬鹿にしながら戦いを続けていくのもここまでですう……』

　正真正銘、契約者に力を与え、共に傷つきながら戦うために。

　クリファパズル５４５は真正面から『魔神』ネフテュスを睨にらみ返かえす。

『必要な叡えい智ちはこっちで与える、七八枚の道、樹全体の叡えい智ちをインストールする形で。ご主人様が自覚できるかどうかなんて関係ありません。ただあるがままにベクトル操作能力を振り回せばそれで良いい。足りない部分は全部私「達」が補うんですう!!』

　ぶしっ、という水っぽい音があった。

　ありとあらゆるベクトルを『反射』し、かすり傷一つ許さないはずの一方通行アクセラレータ。その白い肌に、内側からの出血があったのだ。

　だが怪物は笑う。

　傷を一つでもつけるのが怖い？　そんな風に腫物扱いされるなんて真っ平だ。

　赤い瞳を好戦的に輝かせ、そして学園都市第一位は迷わず戦友に告げた。

「それで良い」

　対して、だ。

　長い銀髪に褐色肌の神がわずかに呟つぶやいていた。

「あらあら」

　思わず目元の水滴をチョコレート色の親指の腹で拭うが、おそらく大した意味はないだろう。

　もはやスプリンクラーの有無などどうでも良いい。

　もっと根本的に、彼らの間には割り込めない。作り物の涙を流した程度では、隙を作れそうにない。

「……これは、まずい事になりそうねえ」

「上うわっ面つらの、武器としての涙なンか興味ねェ……」

　ぼそりと呟つぶやき、一方通行アクセラレータがゆらりと近づいてくる。

　敵からも味方からも傷つけられ、それでいて確実な勝利を摑つかみ取とろうとする怪物が。

　その脳裏にあるのは列車の上でのあの戦闘。

　何の責任もなかったはずなのに、自分のせいでこうなったとボロボロ涙をこぼしていた一人の少女。

「計算も演算も、ここじゃ何もいらねェ」

　口の中の血を吐き捨てて、そして学園都市第一位は音もなく拳を握り締めた。

　白く純化した怪物は。

　こんな言葉を口に出せるほどには、昇り詰めた。




「本物の涙は血よりも重い。死ぬほど泣なき喚わめいて帳尻を合わせやがれ、クソ野郎が」
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　食堂の扉の一つが大きく開け放たれていた。

　隣の厨ちゆう房ぼうまで吹っ飛ばされた『魔神』娘ニヤン々ニヤンが、水道のステンレスシンクを押し潰す格好でめり込んでいたのだ。まるで浮き輪にお尻を押し込むような形だ。ばしゃばしゃという水の音を耳にしながら、ミニチャイナをずぶ濡ぬれにした少女は真上を仰いでいた。

「あーあ……すげえなこりゃ。どうして勝てなかったのか、負けても理由が分からにゃい」

　対して。

　アレイスターは血の混じった唾を床に吐き捨てた。

「未熟なまま三段飛ばしで極め過ぎたな。愛は法テレマだ、それが意志の力で支配される限り。そして魔術とは人を大切に想おもう気持ちに形を与えし技術なり。数千年を生きたのだろう。その間に家族の一つでも作っていれば、また違った強さを獲得していたかもしれなかったのにな」

「えっ、赤ちゃんってどうやって作るの？」

　本気なのかふざけているのか、いまいち判断に困る言葉をこぼす娘ニヤン々ニヤン。

　……それにわざとらしい。

　いかにアレイスター＝クロウリーとは言っても、本式のA.A.A.の補助もなく、聖守護天使エイワスの力も借りられない状況で『魔神』の一角を退けられるとは思えない。標的が考えている一〇倍に魔術の威力を強化する『衝撃の杖ブラステイングロツド』一いつ本ぽん槍やりでは流石さすがに厳しい。理論上はクロスカウンターで一撃決める可能性はあったとしても、実際に戦うにあたって使い分けの余裕がなければジャンケンのチョキだけに縛られるようなものなのだから。これは形を変えた魔道書の『原典オリジン』、黒猫の魔女ミナ＝メイザースと共に動いても覆くつがえせない。唯一の例外は原罪を持たないリリスくらいだが、赤子の魂は現に消費されずにここにある。

　厨ちゆう房ぼうで破壊されていたのはシンクだけではなかった。

　業務用の冷蔵庫は薙なぎ倒たおされ、調理台は真っ二つに砕かれ、そして奥の奥、基幹集積所へ続く大扉にいくつもの金属片が突き刺さっていた。

　見る者が見れば、それは点字のように属性記号を如によ実じつに示すサイン。

　ドアノブを正しく摑つかむための『握手法』へと繫つながる情報だ。

　言葉はない。

　しかしこんなのは火で炙あぶった亀の甲羅に入った裂け目と同じように、破壊の痕跡がもたらした神託以外の何物でもない。

「……何な故ぜ手を貸す？」

「知るかよ。わたしには善も悪もない、気持ち良く戦いたいだけだ。アンタは逃げ回ったり小手先でいなしたりせず、真正面からその条件を満たしてくれた。加減なんて考えず、腹の傷口をブチブチ鳴らしてでも。あんなもん出してくれてさ、タダで食い逃げするほどマナー知らずに見えたかにゃ？」

　それ以上はたわ言に付き合う必要もないだろう。

　そんなにも強大な力がありながら、結局はどこまで行っても自分のためにしか使えなかった。アレイスターからすれば、哀れとしか言いようがない。三流新聞からデタラメ記事を書き立てられ、大した検証もしないで石を投げてきた大衆の手で押し潰されるようだったアレイスター＝クロウリーとはまた違った、『満たされた孤独』であった。しかしそれも、羨ましいとは思わない。『金ならある』と『金しかない』を履き違えた醜悪な老人を見るような気分にさせられる。

　今は奥だ。

　厨ちゆう房ぼうから基幹集積所へ。さらに壁かべ際ぎわにあった大きなエレベーターのシャフトを覗のぞき込こむ。

　全ての面からびっちりとアエティール・アバターが飛び出してきた。

　銀の少女は鼻で笑って、

「それじゃ真逆だよ。ラプンツェルの絵本も知らんのか、コロンゾン」

　ゴッッッ!!　と。

　アレイスター＝クロウリーとミナ＝メイザースが腕を振るった直後、莫ばく大だいな炎や真空の刃が縦長のエレベーターシャフトの内部で荒れ狂った。アエティール・アバター。天使の虚像と言ってもこの程度だ。燃料に限りのある砂漠で延々と地中から突き上げを喰くらう『逃げの一手』に徹するしかない状況ならともかく、こちらから攻めて討ち滅ぼすだけで駒を進められるのなら後は容易たやすい。

　イシス、オシリスと時代アイオーンを進めて、ついにはホルスまで到達した。

　具体的には、こちらは二度目のブライスロードを乗り越え、己が目的のために『魔神』すら相対してきたのだ。今さらただの天使が出てきた程度でどうにかなるアレイスターではない。

　全ては焼け焦げ、切り裂かれ、そして半はん端ぱな状態でだらんと垂れ下がる。

　脅威の残骸は、翻ひるがえって魔術師の足場となる。

　そもそも魔術師とはそういうモノだった。様々な記号を分解して我が物とし、人じん智ちを超えた神の似姿を纏まとって大規模な儀式を実行し、ただ恐れ敬うだけだった上位存在をも知識や技術を得るための踏み台とする。適切な意志でもって恐怖を手て懐なずけ、己の武器としてこその『人間』である。

　シャフトを上り切って、分厚い鉄の扉を蹴破る。その奥に踏み込むと、だ。




「やあアレイスター。私の敵」




　どこまでも開かれた青空の下だった。

　テニスコートほどの広さを持った、一〇角形の神殿。

　こうしている今も白く凍りついた海を渡ろうとする騎士の軍勢に向け、大量の魔術攻撃がばら撒まかれていた。

　元々は、悪さをするために作られたものではないはずだ。

　英国王室がその力を誇示し、民を守るために作られた巨大な神殿。

　しかしここにいるのは大悪魔だった。灰色の神殿の主が変わるだけで、こうも変貌する。

　いいや。

　そもそも、アレイスター＝クロウリーやミナ＝メイザースとて、大悪魔と対となる、善なる存在などと呼べるのか。

「よくもまああの傷から立て直したるものよ。貴様の性分からしたれば、自分で自分に回復魔術を行使せし展開はないでしょうに」

「……、」

「いいや、そうでもないのか。深くまで達した傷を少しずつ引き裂きながら動きている、といったところかしら。その命運もそろそろと見える」

　銀の少女の脇腹から、じわりと血が滲にじむ。

　今さら驚くに値しない。娘ニヤン々ニヤンもこれを見抜いていた。

　だけどリリスの前では倒れない。絶対に。娘の前でそんな無様な所は見せられない。血ち反へ吐どを吐いてのた打ち回るのは、もう少しだけ後で良いい。

　一方で、だ。

　大仰な態度で迎えながらも、しかし姑こ息そくが混じるのが悪魔の悪魔たる所以ゆえんか。

　コロンゾンはアレイスターに向けて余裕の笑みで対たい峙じしながらも、時折その視線をわずかによそへ逸そらす仕草を見せていた。

　黒猫の魔女ミナ＝メイザース。

　いいや、彼女は胸元に抱いている赤子のリリスへと。

　邪悪なる眼まな差ざしから覆い隠すように、銀の少女が一歩横に移動した。

「心配するな。これを使う気は毛頭ない」

「……貴様の口から言われてもね。何を考えたるかは大体分かりけるが、逆にその通りに進みたるとは思えんぞ、アレイスター」

　ここだけは純粋に呆あきれたような言い回しだった。

　アレイスターの二人目の娘に擬態して真正面から腹を刺しても、銀の少女は死ななかった。コロンゾン側にとっても無数のアレイスターが拡散し、学園都市で封印された段階から、ここまでいくつものイレギュラーを乗り越えてきたはずだ。そういう意味では、似ている。どこかで躓つまずいたところで、彼らは止まらない。その経験すら活いかして次のステップを見つけ出し、越えられないはずのハードルを越えてしまうのだ。

　管理者アレイスターに寄り添いながらも、常に客観的な観察を求められてきたミナ＝メイザースがヴェールの奥からそっと口を開く。

「……大悪魔コロンゾン」

「私が悪者みたいな口振りね、魔道書。分解されぬガラクタの一つ」

　コロンゾンはコロンゾンで、吐き捨てる。

　面白半分にフォーチュンを救う方法を教えてくれた彼女を見ている浜はま面づらがこの場にいたら、逆に戸惑っていたかもしれない表情だ。

「世界にあまねく万象とは生と死のサイクルの中にある。私はその詰まりを取り、循環不全を修正したる存在。すなわちコロンゾンである。醜悪に個の残存にしがみつき、あさましく他から貪り続きて肥大したるモノがどれだけ邪悪かについては、分からぬとは言わせぬよ」

「……、」

「アレイスター＝クロウリー。貴様が一番の証拠よ」

　そっと、大悪魔は細い指を差した。
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　これから死ぬ人間を指定するかのような、真っ黒な仕草。

「通常の人間は一〇〇の歳月を経年したればかような状態を保ちていられん。医療技術にもよりけるでしょうが、普通に考えたれば貴様はすでに死んでいなければおかしい人間だ。そして貴様が残存したるから、世界はこうなった。学園都市は上かみ条じよう当とう麻まのためにしつらえた戦場だった？　いいえ違うわ、理論はそうだったとしても、実際に手を動かしてそれを作りたのは貴様でしょう、アレイスター。一九四七年、何事もなく素直に後悔にまみれて墓へ詰め込まれていれば、世界はこんな風にはならなかった」

「それは……っ」

　黒猫の魔女ミナ＝メイザースが口を挟もうとしたところで、アレイスターが片手を水平に上げて制した。

　コロンゾンからの告発だけが続く。

「時の流れは全てを無慈悲に風化させたるように見えて、この世界には例外的な救いが多過ぎるわ。幻想殺しイマジンブレイカー、『魔神』、『原典オリジン』、復活したるリリス、それを為なしたエイワス……そしてこの私、大悪魔のコロンゾン」

「……自らも、善ではなく悪性とは認識しているのか」

「当然でしょう？　私はあらゆる循環不全を修正する。次の世代の誕生のために。一度はセフィラの過半数を攻撃する事態には発展したのだ。第二のアダムさえ血で贖あがなわなければ、こんなに世界は長引かなかった。そして致命的な詰まりは全て叡えい智ちからもたらされる。この身は生命の樹セフイロトの隠されし一線、深淵アビスを守る大悪魔。目的はどうあれ、染まりてしまいける事に違いはあるまい。……故に、破壊する。それは自分自身でありても、私が溶け込みている生命の樹セフイロト全体につきても例外を与えてはならないわ。半はん端ぱなりし破壊では意味がない。何かが残り、そこに『永えい劫ごう』なる歪ゆがみが一つでも発生してしまいては同じ事の繰り返しなのよ。私は一〇の球体と二二の経路、そして隠されたる一一番目の象徴も全て潰して無に帰す。位相と位相の衝突？　火花や飛ひ沫まつ？　そんな対症療法では誰も救えんよ。根本的な詰まりを全て取り除きたる必要がありけるわ。全ては『次の誰か』へバトンタッチするために」

『今ある世界』で『特別な誰か』を守りたいと願うのは、バトンを渡す行為を阻害する。いつまでも玉座にしがみついて可能性の天空に蓋をする、老害のわがままに過ぎない。流れを阻害するモノ、世界の循環に対する致命的な詰まり。……コロンゾンはそんな風に考えているのか。

　アレイスターは首を横に振った。

「……貴様は何を守りたい、コロンゾン」

「この世界、ただし現世に興味はない」

　トウモロコシやヤシの木、肉や魚。特にその地域や文化を支えている重要な食べ物にまつわる神話に、殺害というテーマが掲げられている場合がある。何かしらの事情で殺害された神や人が細切れにされ、血肉が大地や海に投じられた結果、今日の食べ物が自然の中から生み出されていったとする話だ。

　コロンゾンにとっては、それが救いなのだろう。

　今あるものを全て破壊し、次の誰かへ繫つなげていけば積み重ねになる。それが生身の人間である必要すらない。自然に湧き出たモノが半魚人でも有翼人でも、何だったら脊椎を持たない巨大なアメーバでも八本脚のタコ型宇宙生物でも構わない。対象が自然の中で生まれ、自然の中で滅びる存在であれば、何がどんな風に繁栄しても気にしない。自らを悪性の破壊者であると認識していながらも、根底に救いがあるので止まらないのだ。

　たとえ。

　それが最愛の人を生きたまま細かく切り刻んで、それを大地に撒まいて、畑の作物が育って動物が集まってくればきちんと先人の存在は受け継がれたので大成功とのたまうような……おぞましき話であったとしても。

　アレイスター＝クロウリーはゆっくりと息を吐いた。

　そして告げた。




「話にならん」




　キュガッッッ!!!!!!　と。

　いきなりの激突に、テニスコートほどの広さを持つ一〇角形のヘリポートを改造した神殿全体が、いいや全長二〇〇メートルの巨大な船そのものが激しく揺さぶられた。

　片や自らの劣等感を乗り越えて再び聖書を摑つかむに至った『人間』。

　片やイシス、オシリス、ホルスの先に立つ大悪魔。

　棕しゆ櫚ろの杖つえの底を床に押し付けたまま、マッチでも擦るように炎の尾を引いて突撃するアレイスターに対し、コロンゾンは両手の一〇指すら動かさなかった。

　まずは小手調べ。

「アエティール・アバター。七なるＤＥＯ」

「遅い」

　たっぷり摩擦を蓄えた杖つえの底を振り上げ、炎の熱でもって長い長い金髪で形作った天使を根っこのところから断ち切る。

　ばらりと髪がほどけて散らばった途端、ヴェールの奥から次の一撃が来た。

　金の髪をスクリーン代わりにして、禍まが々まがしき顔を浮かばせながら。

「第三の召喚文、すなわちＩＤＯＩＧＯ、風の中の風よ。同色のタブレットを司つかさどる言葉の羅列に従い我が前に不純なき力を表せ!!」

　ゴッッッ!!!!!!　と。

　表層世界にはありえない、一切の混じり気のない元素の奔流。全てを引き裂く鋭い烈風が真正面からアレイスター＝クロウリーの首を狙う。

「っ!!」

　もはや腹の刃物傷など気にも留とめずにアレイスターが棕しゆ櫚ろの杖つえを引き上げ、わざと切断させて、その軌道を無理矢理に歪ゆがめたところで、さらに凶悪な澱よどみが浮かぶ。

　長い長い金髪に浮かぶ顔の形で。

「第七の召喚文、すなわちＬＩＬＡＣＺＡ、風の中の水よ。元素に元素を注入し、もって扱いやすい現世の素として従わせよ!!」

「ミナ＝メイザース!!」

　一度は弾はじかれて真上にホップした風の刃が、冷たい霧を纏まとってよじれた途端に毒蛇やサソリの尾に似た動きで頭の上から西洋喪服の淑女が抱える赤子のリリスに突っ込んだのだ。息を吞のんだミナは細腕一本で赤子を抱え込んだままパレットナイフを取り出し、

「我がビジョンは絵筆を介し外界へ出力され、もって他の小宇宙と接続し全の大宇宙をも侵食する。失われし七側壁の納骨室を再構築した我が色彩に触れよ。現れるは爪、黒き四つ足の獣よその猛威を振るいなさい!!」

　ゴォッ!!　と。

　パレットナイフの動きとは別に暴風が吹き荒れた。いいや、もしも空間一面に細かい砂や小麦粉を撒まいていれば、それが並行に走る肉食獣の爪跡に酷似していたのが分かったはずだ。

　激しい火花が散り、今度こそコロンゾンの招いた死の元素が虚こ空くうへ還かえる。

　しかし大悪魔はその邪悪な笑みを崩さない。

「……応用技とはいえ、やはり不純物を混ぜし元素ではこの程度で弾はじかれたるか。表層世界の行為は表層世界の行為に干渉されたる。道理ではあるけれど」

　黒猫の魔女は、自らの成果に喜ばない。

　むしろ、続く言葉を予見したかのように眉間に険しい皺しわを寄せる。

「逆に言えば、不純なき元素で直接攻撃したればその細腕ごとパレットナイフをへし折り、胸に抱えし赤子を直接殺害できそうね」

「っ!!」

「卑ひ怯きよう者もののやり口だと？　アレイスター、貴様がここへ来た時点で私も背に守りているモノがあるわ。オナーズオブスコットランド、三つの宝。それからスクーン石もね。一つの盤の上で全ての駒を動かし、互いのキングを取り合う。これはかような戦いなのよ」

　ヒィゥンヒュン、と長い長い金髪がサソリの尾のように虚こ空くうで揺れた。

　いいや、特定の手順で生み出されたアルファベットを碁盤状に線を引いた用紙に書き連ねて作成したタブレットへ、キーボードのように叩たたいていく行為に良く似ていた。

「どちらにせよ『今のまま』私を殺せるなどとは思いていないでしょう？」

「……、」

「何のためにここまで来た。貴様にとっての活路は一つ。よそ見をしながらこの私と戦いて、神殿を乗っ取れたるならやってみろよ、アレイスターッ!!」

　自らを殺す条件すら笑って提示するコロンゾンは、やはり自然分解の権ごん化げなのか。自分自身すら消滅しなくては世界は正しいサイクルを取り戻さないと言っていた。そういう意味では、表層世界のＡとＢを糸で操り、ぶつけて、対消滅するだけでは足りないのだ。何にもない世界にコロンゾンがぽつんと残ってしまっても、不純物は残る。しかもぶつけるものは残っていないのだから、彼女は自分で自分を殺す手段を失う。ババ抜きのジョーカーになっては意味がない。どんな手を使ってでも、自らを含む全てのカードをペアにして捨て場に放り投げなくては。

　そして。

　そして。

　そして、だ。
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「はまづらっ？」

　ピンクジャージにもこもこニットの恋人、滝たき壺つぼ理り后こうからそんな声が飛んできた。

　くらりと少年の体が揺れる。

　それでも、まだだ。

　赤毛のショートヘアに目一杯膨らんだ白いドレスの少女。ダイアン＝フォーチュンは確かに取り戻した。滝たき壺つぼ理り后こうも失わずに済んだ。だから後はスマートに立ち去ってしまうのが、最も被害を小さく収めるやり方かもしれない。だけど、浜はま面づら仕し上あげにはまだやらなくてはならない事がある。

　ここまで辿たどり着つけたのは、彼一人だけの力ではなかった。

　向こうにどんな打算があって、そもそもどんな破滅をもたらそうとして、どこでレールが脱線して、たまたま助かってしまったのかは検証のしようはないけれど。

　始まりはどうあれ、事実として助けてもらったのは変わらない。

　だから。

「……、」

　ふらつきながら、浜はま面づらは壁に手をやる。

　内線電話とは似て非なる、船内無線を。

「もう良いい、コロンゾン……」

　血を吐くように。

　腹の奥から搾り出すように、彼は叫ぶ。

　義理を果たすのだ。

　結局、敵だったのか味方だったのか。それは彼にも分からないし、余人になど想像がつくはずもない。だけど、とにかくこう言わなくてはならない。その一点だけは見えていた。

　絶対に。

　何があっても。

　大悪魔コロンゾン、ヤツが最後の最後に何を摑つかむにせよ。

　チャンスという名の選択肢くらいはテーブルに広げなくてはフェアじゃない!!

「俺は全部終わらせた!!　でもってアンタだってもう決着だろう!?　陣地の中までこれだけたくさんの敵が入り込んで、あっちもこっちも壊されてる。これは将棋じゃない、チェスの勝負だ。奪われたものは戻らない!!　だからもう終わりにしよう、今ならまだ収められる。アンタは殺されずに済むんだ!!」
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「……、」

　広い広い神殿だった。

　たった一人で大悪魔は意味のない喚わめきを耳にしていた。

　どうしようもなく場違いで、伝えるべき内容なんて一つもまとめられておらず。

　だけど。

　確実に彼女の時間を止めてしまうほどの力を持った言葉であった。

　改めて、周囲を観察する。

　銀の少女、黒猫の魔女、原罪なき赤子。

　油断などできる状況ではない。

　いかなる些さ事じにも気を配っていられる状況ではない。

　しかし。

　それでも、だ。

（ああ……）

　何な故ぜか、だ。

　どういう訳か、大悪魔コロンゾンの口元に矛盾が生じていた。

　うっすらと、彼女は笑っていたのだ。

　何も残してはならない。

　全てを自然分解しなくてはならない。そのはずだったのに。

（あの男、成し遂げたのか）

『どうしまして？』

　告げたのは、西洋喪服の美女に抱かれた赤子だった。

　彼女はトランペットのオモチャを口に咥くわえながら、

『ここが、最後の分岐点とは思いますけれど』

「……我はコロンゾン。その数は三三三、その意味は拡散。人と人の繫つながりを引き裂き、世界の結合を阻害する大悪魔なり」

『コロンゾンっ』

　ヴン!!　と。

　これまで以上に強く、鮮やかに、禍まが々まがしく。

　その長い長い金髪から得体の知れない顔が浮かび上がっていく。

「この大悪魔が改めての宣誓を行う!!　深しん淵えんの壁は我が前にあり、全てを遮る無理解・不寛容の一線を引こう。死後の人、モ・アサイアの儀は万象の澱よどみを除き世界の自然分解を成し遂げん!!」

　一本の筋が、通らない。

　迷いなき統一された理論のように見えて、その全ては妄言。

　だからこそ、その女は天使ではなく悪魔と呼ばれてしまったのか。

　視線がぶつかる。

　アレイスター＝クロウリーと大悪魔コロンゾン。

　ここで。

　ここまできて、彼らの因縁が鞘さやになど収まるものか。

　どちらかがどちらかを斬らねば、もはや殺意の刃の封印は叶かなわない。

　よって。

　後に続いたのは、支離滅裂な宣誓の繰り返しではない。

　明確な。

　殺しの意図が込められている。

「……我は悪魔、しかし悪の諸力の渦巻くクリフォトではなく、神秘なるセフィロトにて隠されしダアトと同じ深しん淵えんに潜む大悪魔」

　囁ささやきがあった。

　見えないレイピアでも構えるような、その腕に力を溜ため込こむ仕草。

　アレイスター＝クロウリーが言及した、『一九〇四年最後の審判説』の後に残された世界を支配するとされた、膨大な力を制御する新たな技術体系。

「あらゆる数は等価。我が右の手に蘇そ生せいのヌイト、有限の域を越えて広がる数価かのうせいを見よ。我が左の手に復ふく讐しゆうのハディト、極小点はあらゆる力を収しゆう斂れん・集束して一つの意味を作り出す。すなわちここにラ＝ホール＝クイトの円にて無限の加速から解放されし一撃を現世の表層に顕あらわさん」

　それは。

　幻想殺しイマジンブレイカーの有無など関係なく、一人の少年を丸ごと叩たたいて原形がなくなるまで粉砕した、『魔神』の槍やりに匹敵する極限の一撃。

　樹とは昇るだけではない。下降にも使える。天の一点から降り注ぐ力は様々な経路を辿たどって色や性質を獲得し、やがてはこの世界を作る様々な物質へと変じていく。

　それを。

　術者が自らの意思で、雷光のように突き落としたらどうなるか。

　純粋なエネルギーは急速に物質化しながら標的へ突き進む。さながら、爆発によって生み出される金属製の鏃やじりが戦車の装甲板を容易たやすく貫くほどの力を得る、自己鍛造弾のように。

　魔術師アレイスター＝クロウリーはこう教示している。

　その本質は標的の結合を確実に断ち切るエネルギーの塊。記号としては何度も左右に折り返しながら標的へ突き進む雷が近い、と。

　上位三セフィラを守るために配置され、あらゆる結合を阻害して世界をバラバラにする大悪魔にとって、これほど勝手の良いい術式は他にあるまい。




「Magick:FLAMING_SWORD。セフィラの下降により顕現せし力を浴びよ!!」




　ッッッドン!!!!!!　と。

　その爆音をまともに浴びていれば、直撃せずとも衝撃波だけで人体を粉々にしていたかもしれない。神殿を守る、という前提すら失われたような一撃。ただ脅おびえて回避するだけではこの場にいる全員が死滅し、一〇角形のヘリポートを改造した神殿そのものも内側から叩たたき割わられていただろう。

「叡えい智ちの聖母ベイバロンよ、その赤き力を……ッ!!」

　吼ほえても、間に合わない。

　今のままではアレイスターはへし折られる。

　その時だった。ミナ＝メイザースの胸元で抱えられていた赤子のリリスが小さな手を動かし、くるりと円を描いたのだ。

　しかし前提がおかしい。

　彼我の速度を考えれば、『Magick:FLAMING_SWORD』が放たれてから手を動かしてももう遅い。にも拘かかわらず、実際には間に合っている。

　整合性が崩れる。因果を無視する。

　すなわち、奇跡。

　ギゆわィン!!　とノコギリの歯を歪ゆがめるような音と共に、まともに直撃するはずだった『Magick:FLAMING_SWORD』の切っ先がねじ曲がった。それはリリスの手前で盾のように描かれた円に搦からめ捕とられ、ぐるりと回って、永遠の順路へと閉じ込められる。

　不自然な現象に救われたアレイスター達だが、その表情は決して明るくない。

『コロンゾン!!　あなたは本当にそれでよろしいんですの!?　もはやあなたは孤独なジョーカーなどではない、共に歩んだ者の呼びかけがあったはずなのに!!』

「黙っていろリリス。これは、私の代の決着だ。ここに横たわる闘争への力場は、我々にしか分からない!!　理屈ではないのだ。この呪いは、我々の血でしか癒いやせない!!」

　リリスは剝むき出だしの魂。

　その状態で奇跡を乱発していたら、すり減った赤子は新しい器へ入る前に消滅してしまいかねない。

　故に。

「おおあっ!!」

　アレイスター＝クロウリーは吼ほえて大きく踏み込んだ。

　一度でも奇跡を使わせてしまった時点で失敗。せめてこれ以上の敗北には繫つなげまい。この一回の失敗は、一〇〇万の成功へと導いてみせる。決して想定通りには進めない『人間』が、それでもそんな意地だけで大悪魔コロンゾンに挑みかかる。

　アエティール・アバター、一八と秘されし一の召喚文、そしてMagick:FLAMING_SWORD。コロンゾンの魔術はいずれもホルスの領域に突入した絶大なものだが、その威力が高まるたびに表層世界、つまり肉の体を動かす制約に縛られる。言い換えれば、大技を放った直後で反動制御に気を取られている間なら、普通の人間の魔術師と同じく無防備な隙が生まれるのだ。

　潮風に揺らぐ長い長い金髪に浮かぶ顔さえも、歪ゆがむ。

　青空の下、コロンゾンは放った反動で体のバランスを崩していた。レイピアを思い切り突き出した後、その勢いに押されてしまったような状態に近い。しかしそのまま彼女はぎょろりと眼球だけ動かして懐ふところ深ふかくへ潜り込んできたアレイスターを睨にらみつけると、

「第一の召喚文、すなわちTablet_of_Union_a_Whole、色と名前なき元素よ。統一のタブレット全体を司つかさどる言葉の羅列に従い我が前にその本質を表せ!!」

　今度は不純なき四つの元素、ですらない。

　現世的、即物的な防御の構えを取ったところで確実に貫いて蒸発させる構え。

　しかしアレイスターはもはや棕しゆ櫚ろの杖つえなど振り回さなかった。

　着弾の一瞬前の出来事であった。

「いいや、主導権は私が握る」

　カンカカンッ!!　と三つの音が響き渡った。

　銀の少女の手元から放たれ、コロンゾンを中心として正三角形の各頂点に打ち込まれたのは、親指の爪ほどの大きさの、赤い輝き。

　それは単なるルビーの力ではない。

　神殿の床一面、無数に重ねられた様々な記号。そのレールの交差部分に石を埋め込み、意図して『詰まり』を設ける事で力の流れをねじ曲げていく。

　Al2O3、天然の酸化アルミニウム。

　その力を知らないとは言わせない。大悪魔コロンゾン本人が、Ａ・Ｏ・フランキスカを制御するために使っていたものなのだから。

　メイザースとはまた違った意味で、クロウリーとコロンゾンの術式は互いに絡からみ合あって交差する。ホルスを知る者同士として。

「三羽の鳩はとの血を用いて悪魔を招く。対象は第一〇のアエティールＺＡＸを揺蕩たゆたい、生命の樹セフイロトの隠されたダアトと共に深しん淵えんに隠れる天使。叡えい智ちを得るため渡らねばならぬ深しん淵えんを越えるために必要な超越存在」

　ほとんどゼロ距離からの一撃にも拘かかわらず、不意にコロンゾンから放たれた不可視の衝撃がよじれた。

　いいや。

　ぴぴっ、と。コロンゾンの右手の人差し指から赤いものが跳ねる。血。素人しろうとがいきなり巨大なマグナム拳銃を片手で撃ってしまったように、大悪魔は自らの魔術に振り回されたのだ。

　では、何な故ぜそのような事が起きたのか。

　もはや自分の腹に残る刃物傷を自ら引き裂くようにして、銀の少女が気力だけで吼ほえる。

「我が目的はあくまで深しん淵えんの越境、純粋なる天使そのものとの謁見にあらず。我が目的に応じ取り出すべき力を算出する。我はかの存在を切り取って表層世界に搾り出す。必要最低限の道具となれＺＡＸの天使、いいや矮わい小しよう化かされし大悪魔コロンゾン!!」

　コロンゾンの攻撃を弾はじいたのではない。

　あらゆる霊装を分け隔てなく攻撃に転化する神殿に赤い記号をぶち込み、コロンゾンそのものをダウンスケール化する事で、彼女が自分で扱える力の総量を強引に押さえ込んだ。

　北欧やケルトの神が縮めば妖精と呼ばれるように。

　今ならやれる。

　赤子の魂を奇跡の材料としてすり潰さなくても、終わらせられる。

　一人の親として。

『人間』として。

　世界をこんな風にしてしまった黒幕として。

　その全てに責任を取るため、メイザースから続く因縁の残ざん滓しに完全な決着をつけられる!!




「汝なんじの居場所はここになく、しかし我は正しき退去を許さず!!　ここに意図して失敗する追つい儺なの儀を執行する。大悪魔コロンゾン、その力を万能の数一一に裂きながら異なる世界へ還かえるがよい!!」




　まさしく。

　それは、魔術師アレイスター＝クロウリーの血を吐くような叫びであった。

　もしも召喚円が安っぽいＳＦに出てくるような転移ゲートだったと仮定した場合、わざと故障したゲートに標的を押し込んでノイズまみれの信号で座標を入力したらどうなるか。『位相から位相へ、強引に押し戻す力』を利用し、茹ゆで卵たまごをワイヤーで切り裂くように大悪魔コロンゾンを裁断していく。

「おっ」

　恐るべき火花が炸さく裂れつした。

　比喩表現ではなく、本当にオレンジの輝きが撒まき散ちらされたのだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!???」

　人の体をところてんのように押し出すのに近い。全身を無理矢理都合一一の門へ詰め込まれて引き裂かれるようにして、閃せん光こうの中にコロンゾンのシルエットが消えていく。

　元来であれば人の魔術などに屈する事のない大悪魔が、苦く悶もんの声を上げて削り落とされていく。この一撃が恐るべき威力を持っているのではない。前段階、ただの魔術で殺せるレベルまで大悪魔を矮わい小しよう化かさせた事にこそ意義がある。

　そして。

　そして。

　そして。

　閃せん光こうの中から影の欠片かけらすらも消え去り。

　断末魔の悲鳴すらも先細って失われ。

　世界全体にこびりつく怨念のような穢けがれが拭い去られていった。

　その時だった。




「なんちゃって☆」




　ドッッッ!!!!!!　と。

　鈍い音があった。

「ごっ……？」

　アレイスターの口から、不自然に息が洩もれた。

　そこには鉄てつ錆さび臭くさい味が混ざっていた。長い長い黄金の髪がサソリの尾のようによじれ、直接アレイスターの背中から腹の真ん中を貫いていたのだ。

　そう、真ん中。

　わざわざ五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの位置を照らし合わせるまでもなく、致命的な箇所を。

　ぎゅるりとよじれて槍やりや杭くいのように形を変えた金の髪の表面に、歪ゆがんだ女の笑みがあった。

「私が『ただの』悪魔なれば、矮わい小しよう化かは成功していたるでしょう。あるいは人の手で致命傷を刻まれた、『魔神』オティヌスのように」

　声が。

　金の髪の根元、閃せん光こうのヴェールの向こうから、邪悪なる声が。

　ヤツは思い出す。

　自らの立ち位置を、大悪魔という位置付けを。

　胸の中に取り込んでしまえば二度と分解できぬものを、無理矢理にでも遠ざけるようにして。

「しかし私は大悪魔コロンゾン、『妨げる者サタン』や『蠅の王ベルゼブブ』でも成し遂げられぬ、唯一血と肉でできた己の実体を持ちたる魔性なり。樹は昇るだけではない、たまには下りてみるのも悪くはないわよ？　肉の檻おりは良くも悪くも我が魂を安定させ、『天テ使レのズ力マ』に酷似したる別のエネルギーへ作用したりし命令だけでは揺るがぬ堅けん牢ろうさを与えてくれたるのだから」

『天テ使レのズ力マ』は神殿の中で小さく切り出して無理のない形で召喚できる、取り出して剣に込める事ができる、場合によっては人体へ直接通す事だって。これと同じ行為を、肉の体を持つ人間にやれと言われても難しいだろう。形を崩して剣の中に入れと言われても戸惑うだけだ。

　つまりそういう事。

　肉の檻おりを捨てて生命の樹セフイロトを昇れば叡えい智ちに触れる事はできるが、その分、外からの力で歪ゆがみやすくなる。しかし下れば様々な物理的制約を課せられる代わりに、強固な自己を維持できる。通常の魔術師であれば『変われない自分』など、石頭や硬い関節と同じくらい毛嫌いされるものだが、何事も使いようだ。

　現に、コロンゾンは耐えきった。

　問答無用で悪魔を追い出す追つい儺なも、実体のある筋骨の鎧よろいがあれば弾はじいてしまえる。

「最初から、貴様は私に勝てなかった」

　そっと。

　抱き合うほど近い距離で、コロンゾンは甘く囁ささやいた。

「たとえ神殿の力を全て使いて、己の全てを増幅・攻撃へ転化して尖とがらせたとしてもね」

　黒猫の魔女ミナ＝メイザース、いいや、厳密に言えば彼女の胸元で抱えられた赤子のリリスが小さな掌てのひらを差し向けた。

　しかし大悪魔コロンゾンは鼻で笑う。

「試してみるか？　きひひ。この身は深しん淵えんの支配者、叡えい智ちを塞ぐ者。生命の樹セフイロトだろうが邪悪の樹クリフオトだろうが、どちらに依存した奇跡を振るっても私は殺せぬよ。樹の一点で上下の行き来を支配しているのでな」

『……、』

「疑問があるなら自らの魂をすり潰すまでやってみろ。奇跡を。結果は父親と同じなりけるわよ。貴様の奇跡で揺さぶれるのは目に見えぬ力だけ、血と肉で作られし実体に守られたる私には届かない。貴様が触れた程度では対消滅など起こらないわ。ババ抜きのジョーカーにされてはたまらぬが、少なくとも、貴様は私のペアにはなりえぬのよ。我が消滅につきては世界全体を消滅させたる折の『煽あおり』を受けたれば無事に消え去れるものと信じましょう。あはっ、ははは、ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

『本当に……。本当に、それがあなたの望みなんですのね？　そういう事に、してしまいますのね？』

「くどい!!　貴様達の勝手気ままな悪魔の擬人化にはもううんざりよ。ペットの猫に服でも着せれば喜ばれたるとでも思うたか。魂の根本からして理解など望みておらぬ!!」

　決死の覚悟は。

　不断の努力は。

　人が形作るその全ては届かないと、大悪魔コロンゾンは笑う。

　しかし、だ。

　その時だった。




　ドグンッッッ!!!!!!　と。




　唐突に起きた『変化』は、あたかも巨大な鼓動のようだった。

　それが大悪魔コロンゾンの体内から飛び出した音だったと説明されたところで、一体誰に理解できただろう。神殿そのものを揺さぶるような、太く低い一音。人の背丈よりも大きな太鼓を思い切り叩たたいたところで、ここまで空気を震わせる事はできないだろう。

「……かっ、は……ッ!!」

　大悪魔コロンゾンが、自らの髪で貫いたアレイスターすら放り出した。

　細い体をくの字に折り曲げ、とっさに口元を押さえる。

　そのまま、黒猫の魔女の胸元に抱き寄せられた赤子のリリスに目をやるが、

『違いますわよ』

　トランペットのオモチャを咥くわえ、一枚挟む事での肉声があった。

『私ではありません。そして気づきなさいな、戦っているのは一〇〇年前から続く因縁を持つ者ばかりではない。今この場で、世界と向き合って自分の魂を抱えて生きる者はそれだけで死なないための努力を続ける資格と権利を持ちます。平たく言えば、この世に脇役などいない。あなたがそうであるように。こんな小さな部屋に引きこもって世界の全てを見渡せるなどと思ったのが、そもそもの間違いでしてよ』

　アレイスター＝クロウリーでも、ミナ＝メイザースでも、赤子のリリスでもない。

　誰だ。

　それなら誰だ。

「ま、さか……ッ!?」
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　分厚い氷の上で、第三王女はそっと身を屈かがめていた。

　その頰にまで赤黒い血が跳ねているが、これは彼女のものではない。

「大丈夫……」

　倒れた騎士の鎧よろいを剝ぎ取り、肩の傷口を両手で押さえながら彼女は耳元で呼びかける。

　とにかく血を止める事、意識を落とさない事が肝要であった。

　王家の者が手で触れるだけであらゆる病が癒えてなくなる。そんな、ロイヤルタッチの伝説など当のヴィリアン自身も信じてはいない。だけど彼女はもうこんな所で右往左往するだけのお姫様でもない。

　やれる事をやれ。

　それだけで救われる命も確かにある。

「しっかりなさい!!　あなたはこんな所で死ぬ者ではありません、そうでしょう!?」

「……、」

「あなたの名は？　言いなさい！　この第三王女が命じています!!」

「……ぐれす。ほれぐれす＝みれーつ……」

「よくぞこの英国の危機に臆せず馳はせ参さんじました。あなたがどのような理由に後押しされ、または立場や肩書きに行動を縛られたとしても、私はその名を終戦記念碑に刻むつもりはありません。生きて勲章を胸に着けなさい。分かりましたかミレーツ!?　これは命令だ!!」

　間近の叫びに揺さぶられるようにして、その騎士は小さくだが、何度も頷うなずいた。

　轟ごう音おんと共に仮初めの大地が揺さぶられ、そこかしこに不気味な亀裂が走っていた。

　放っておけば、いつ巨大な口が開いて一二月の海に飲み込まれるか分かったものではない。

　それでも、だ。

　ヴィリアンは包帯と粘着テープを足して二で割ったような止血帯をきつく縛り付けると、周りへ声を掛ける。

「止血完了、意識も大丈夫……。こちらのバイタルは安定しました!!　他には!?」

　あちこちから弱々しく腕を振られるのが見えた。助けを求める者ではない。必死に介抱しているが、どうしても足りないと感じた救護者達からのヘルプ要請だ。

　これでもマシな方だ。

　そもそもヴィリアン一人では激戦地から負傷者を引きずってくる事もできなかっただろう。東洋の聖人、神かん裂ざき火か織おり。彼女が縦横無尽に金髪の束を切り裂き、隙を見て倒れた負傷者を後ろへ下げてくれなければこのチャンスはなかった。船には近づかず、目立った功績も摑つかもうとしないが、進んで裏方に回った彼女の確実な助力がなければ戦線は崩壊していた。

　聖人。

　その生き方を少しずつでも取り戻しつつある女教皇プリエステスが織り成す、鉄壁。

　しかし、チャンスはチャンスだ。救いが確定した訳ではない。せっかくの機会も活いかせなければ命懸けで譲ってもらった救命の可能性が潰れてしまう。

　やはり事前に用意した衛生兵だけでは手が足りない。

　そんな風に歯は嚙がみした直後であった。




　ビィウン!!　と。




　鋭いワイヤーが空気を引き裂くような、奇怪な音がヴィリアンの耳を叩たたいた。

　神かん裂ざき火か織おり、ではない。

　そもそも切り裂くための金属ワイヤーでもなかった。

　大きく膨らみ、陽光を照り返すその正体は、縫合用に拒絶反応が出ないよう調整された絹糸であった。先端にあるのは釣り針のように大きく反った針だが、その先に返しはついていない。こちらもやはり医療用。

　瞬またたく間ま、とはこの事であった。

　それはもはや、救いという名の嵐。

「ま、こんな所かな？」

　日本語の、そっけない言葉があった。

「……それにしてもイギリスか。懐なつかしいね？　最初にアレイスターを拾った時もこんな冬の話だったか」

　歩き、進み、怪け我が人にんの傍そばを通り過ぎるだけで……たったそれだけで、人の命が救われていく。強力な磁石に近づけた鉄製品が、音もなく磁化していくように。

「ともあれミナ君も行ってしまったし、ゴールデンレトリバーはロマンがどうのこうの叫んで最前線に出ずっぱりだ。実験器具の面倒を見られるのは僕だけ。早いところ済ませてキャンピングカーの方に戻りたいんだけどね？」

「あの、お医者様……」

「それから一つ警告だよ？」

　びたりと。

　カエル顔の医者は静かに、しかし強く突きつけた。

「いくら命を救ったところで、救った端から吹き飛ばされてしまっては意味がない。僕は目の前にある命は全て救うつもりでいるが、考えなしに苦痛を引き延ばす行為は救命と呼ばない事も理解しているつもりだよ？」

　それで気づいた。

　灰色のクイーンブリタニア号から、さらに来る!!

（あの脇がガラガラのお母様方……ッ!!　雑な戦闘計画を並べ立てて!!）

　第三王女は頰の血など気にせず、消毒用のアルコールで手元だけ速やかに洗浄していく。

「お姉様!!　追加の樹氷を、手当てをした者が追い討ちされては意味がありません!!」

『あのねヴィリアン、私にも最大効率とキャパシティの問題があって……』

「うるせえ何のためのデコイだ!?　良いいから黙ってやれェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　ドカカッ!!　と船の方から閃せん光こうが立て続けに瞬またたいた。

　縦に横にと編み込むような光の雨に、横振りの見えない打撃、おまけに衝撃波まで。

　周囲一帯から大量の樹氷が突き出なければ、今の一撃で助かるはずだった命が全滅していたはずだ。

「以後のタイミングはこちらで計ります。お姉様、あなたは今から砲台に降格ですっ!!」

『……やだやだ。やっぱり一番でっかいケモノを飼っているのってキャーリサじゃなくてあなただわ。檻おりが頑丈だから普段は表に出てこないだけで……』

「お返事は？」

『イエス、わんわん、妹君。ちえー、やっぱり余裕の姉は涙目の妹には勝てませんか』

　神かん裂ざき火か織おりも神かん裂ざき火か織おりで、カエル顔の医者と背中合わせにビタリと寄り添っていた。

　刃と糸。

　同じようでいて、全く異なる得物を持った者達が静かに言葉を交わす。

「お医者様」

「まったく、軍人と医者はどっちが罪深いのかね？」

「後ろに下げる事もできず、激戦地で取り残されている負傷者達がいます。道は開きますので、どうかご助力を」

「あちらのお姫様を見習ったらどうだい？　何しろ言っている事には一つも落ち度はないのだから、顔色を窺うかがう必要など何もない。……こういう時は、黙ってついてこいで良いのさ」

　遠方で巨大な爆発があった。

　向こうで暴れているのは異形の機械に包まれた大型犬か。エディンバラ城では魔術は嫌いとその口で言っていた（!?）ようだが、その割には良く働いてくれている。犬は犬なので、イギリスを助けるだけの利害関係はないはずだ。ひょっとしたら、人間の作る損得を考えず敵対する者へ手を差し伸べる事に爽快感でも覚えているのかもしれない。

　飼い主は誰なのだろう？　許されるのなら、後で頭を撫なでてみたい第三王女であった。

「では」

「道案内を頼むよ？」

　ビィウン!!　と。

　殺しと救い、二種の異なるワイヤーが空気を引き裂いていく。

　聖人と医者。

　両者はそこを赴くべき最前線とみなしたようだ。彼らの立つ場所では、ただそれだけで、理不尽な死者の発生など許さない。そんな生き方を体現するために。

（いける……）

　二人の背中を見送る第三王女は、静かに思った。

（少しずつでも、このタワーディフェンスはこちらが押しています。これなら立て直せる、死のドミノ倒しを始めずに済む）

　その時だった。

　ずくんっ!!　と。ヴィリアンの胸を見えない何かが打った。

　いいや、彼女だけではないはずだ。

「今の、はっ……？」

『場が揺らいだわね。でもカーテナによる切り離しではなさそうよ』
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　ぎっ、という軋きしんだ低い音があった。

　三階分をまとめて上に貫いた、大きな吹き抜け状のオペラハウス。設計段階からして最適な形で音が反響するよう徹底的に調整されたその大きな空間の、壇上であった。

　全身包帯が引っかかっていた。

　まるで壊れた操り人形か、蜘く蛛もの巣すに囚とらわれた蝶ちようだ。舞台上の照明機材を吊つり下さげる金属バーに絡からまった無数の包帯に全身をみっちみちに搾り上げられる格好で、長い銀髪に褐色肌の美女がゆっくりと揺れていたのだ。

「なるほどにゃん☆」

　地に足がつかない状態であっても、魔神ネフテュスはいちいち動じない。

　というか、涙を攻撃ぶきに使うこの女には、見た目の喜怒哀楽などあてにならない。

「……そう来たか。やっぱり先入観がないって怖いわねえ」

　むしろ血まみれで壇上の壁に背中を預けていたのは、一方通行アクセラレータの方だった。

　超レ能ベ力ル者５が魔術とやらに身を委ねた、代償。

　副作用に近い何か。

　言われてみれば、土つち御み門かど元もと春はるもそんな話をしていた。

　それでも腰を下ろさなかったのは、第一位のプライドによるものか。

　荒い息を吐いて中指を立ててから、白い怪物は血の味でべたべたする口を動かした。

「何か言う事はねェのか……？」

「女の子泣かしてごめんなさい。使えるものなら何でも使おうって考えだったんだけど、まさか人造の悪魔がわんわん泣くとは思わんかった。ダメね、この周波数は。未熟な叫びは刺さるわ。刺さって、そして抜けない」

　ぶら下がったままのネフテュスからそれだけ聞いて、一方通行アクセラレータは舌打ちする。

　ケジメはつけた。

　後は、だ。

「クリファパズル５４５」

『えと、その……ありがとうございますう……』

　華きや奢しやな体格にしては不自然に大きな胸の前で左右の人差し指をちょんちょんくっつける悪魔に、第一位の怪物は軽く舌打ちしただけだった。

「ただの寄り道だ。それより本題はどォなってやがる」

『うい。実験はひとまず成功って感じですかねえ？　いまいち安全基準がぼやっとしていておっかない気もしますけど』

「……うっせ。できると分かったらそれで良いい。とっとと本番始めるぞ」

『了解でっす。にひ☆』

　まともな序列を考えれば、生命力を魔力に精製する事すらままならない今の一方通行アクセラレータが、道を極めた『魔神』に勝てる展開など万に一つもない。

　ではこの痛み分けは何なのか。

　今ここに、答えが提示される。




『我は悪魔。血と肉の実体を持たぬ影。しかしクリフォトに潜む諸力を守るだけではなく、セフィロトの途上にて上昇しようとする修行者を阻はばむ深しん淵えんをまたぐ力を授ける事も可能なり』




　ヴン!!　と。

　一方通行アクセラレータの見ている世界に、もっと別の何かが折り重なる。

　視界は眩くらみ、血の味がより強く自己主張を始める。

　だけど、構わない。

　それが本当に必要な痛みであれば、白き怪物は受け止められる。

　みんなを傷つける事に脅おびえて他人の背中に隠れているだけだった、そんな古い自分を捨てた『相棒』が、無言のままに言っているのだ。これくらい大丈夫だろうと。ならば期待に応えてやるしかあるまい。

　最強は、この程度では折れないと。

　目の前に広がるのは単なる『位相』を渡って折り重なる、別の界ではない。生命の樹や邪悪の樹、二〇〇〇年以上前から語られている小宇宙や大宇宙の設計図とはまた違ったモノだ。

　生命の樹は人の心がどのようにして健全に育まれていくかを示した図面。正しく理解に努めれば、自らの魂を浄化して一つ一つ格を上げていく事ができる。しかし見方を間違えて自分はすでに昇り詰めたと思い上がれば心を暴走させ、マイナスの成果をもたらしてしまう危険な側面も有している。

　邪悪の樹は嫉妬や怒り、人の負の側面がどのようにして生まれて作用するのかを表現した図面だ。普通であれば人を振り回して無秩序な破壊をもたらすものではあるが、扱い方次第では怒りの芸術といったプラスの成果をもたらす事もある。

　だが、『これ』は違う。

　そのどちらにも当てはまらない。




『我は創られし悪魔。所詮は矮わい小しようなる切り取られた力なれど、それでも本質はコロンゾンと同質の案内人なり!!　その数は真なる一一、その意味は「邪悪という踏み台は善行を支えられる」。一〇に収まらぬ秘められた壁を見よ、我はそこに潜り込んで不要な上昇を妨害し、真にその資格を持つ者だけ深しん淵えんを越える力を授けん!!』




　そう。

　最初の最初から、寄り添っていたはずだ。

　ただ目に見えないだけで、それは最強の超レ能ベ力ル者５の力を常に支えてくれたはずだ。

　無数に枝分かれしながら、全体で一つの巨大な塊として振る舞うモノ。

　目に見えぬ第三の樹。

　軍用量産クローンの脳髄と電磁波とが結びついて構築された、大きな大きな情報体。




『それは人の手で造られた樹、あらゆる神話伝承に登場しない新たな樹！　未だ小さな苗木なれど、神の手によらず人の手で御する可能性を持った新たなる神秘、善も悪も持たぬ人造の樹クロノオトなり!!　我はこの幼い樹の案内人となる。深しん淵えんの拒絶よただちに除け、我は唯一認めた主人と同化してこの一線を越える。ケテルの先まで届け、もはや０を連ねた未開示領域すら恐れるに足らず!!』




　生命の樹はプラスの心、邪悪の樹はマイナスの心。

　であれば人造の樹が表現するのはそのどちらでもない。

　指先のタップ一つで加算されるＳＮＳの賛同数、ストイックであるほど褒ほめ称たたえられるフィットネスジム、グルメサイトの星の数、そして能力のレベルによって管理される学園都市。現代まで存在しなかった新しい価値観によって歪ゆがめられてしまう、人が自ら生み出した最先端の文明に振り回されてしまう心の形。火を得て鉄を打ち蒸気や石油を経て電気を支配しなければ生まれなかった、『後世の魂の変化』を網羅した図面。

『……ふうん/return』

　頭の中に、不意打ちで呆あきれたような声があった。

　これは、クリファパズル５４５ではない。

　もっと別の、あるいは最初の最初から玉座に腰掛けていた、別の存在だ。

『ミサカ達、量産軍用クローンだけじゃない/backspace。ミサカネットワークで繫つながれた者達以外に、ミサカ達から歩み寄るだけでなく/backspace、自分からそういう事ができるようになったんだ/return』

「……、」

『そこについては褒めて遣わす/return。気分が良いいし/return、今日だけ特別だよ？/escape　ちゃちゃっと済ませちゃって/return。ミサカもドヤ顔決めて上かみ条じようちゃんを粉砕したあの野郎に一発お見舞いしてやりたい気持ちは同じだし/return。そのためだったら、一時的に力を貸してやっても構わない/return』

　一方通行アクセラレータは無言で電極のスイッチへ手をやった。

　指で小さく弾はじくだけで良いい。

　途端に、その背中から飛び出したのは黒でもなければ白でもなかった。




　透き通るような、青ざめたプラチナ。

　聖守護天使エイワスに匹敵する極彩色の翼が世界の景色を過去のものへと退色させていく。




　メギメギメギメギメギメギッ!!　という鈍い音があった。

　翼を振り回すとか、何かを飛ばすとか、そんな浅い次元の話ではなかった。

　表層の流血などどうでも良いい。

　そもそも現世の痛みの感覚など、とうの昔に捨て去っている。

　その赤い瞳は、もっと深い所を見据えている。

『ご主人様。大悪魔コロンゾンの思念を確認。私はヤツに創られた悪魔ですからね、繫つながりやすいんでしょう。言語化しますかあ？』

「勝手にしろ、どっちみちやるこた変わらねェ」

　耳の穴から砂鉄でも流し込むような、不快なノイズが散った。

　今日は『客』が多い。一方通行アクセラレータの頭の中に、また別の声が割り込んできた。

『きさっ、ま……ッ!!　何をしたる、これは生命の樹でも邪悪の樹でもないわ。こんな、これを、こんなものを世界に埋め込みたら、「御使堕しエンゼルフオール」どころの変質じゃあ……ッ!!』

「何のこっちゃ分からねェが結論だけ言うぞ。クリファパズル５４５から大体の話は聞いている。オマエは血と肉でできた実体を持っているから厄介なンだ。だからそいつをズラして、切り離す」

『外から巨大なる圧を加えて、私の魂を仮初めの実体から取り外したるつもりか!?』

　人体の小宇宙と天体の大宇宙は互いにリンクしている。

　どちらか片方で起きた事はもう片方にも影響を及ぼす。

　この理屈は、通常であれば小をもって大を動かすために利用される。ものすごく簡単に言えば、体の中で魔力を練って手足を振り回す事で、大きな物理世界を歪ゆがめて掌てのひらから炎や氷を出す。そういうモノだ。

　しかし、この怪物は違う。

　大をもって小を動かす。

　わざわざこの宇宙に大きな樹を一つ追加して、徹底的に銀河の果てまで揺さぶってでも、たった一人の血と肉の塊へ打撃を与えてみせる。

　さながら。

　外から第三者の意図で、強引に幽体離脱を促すように。

　さて、それが『窓のないビル』に長らく封印され、雷神トールの手で解き放たれた不死の怪物が織り成す全体論能力と似て非なるものだったと、第一位には気づけたか。

『がっ』

「これでオマエの『特別』は消えてなくなる。最強なンてつまンねェ、痛みが麻ま痺ひする毒みてェなモンだ。そいつを剝はがされた後に本当の自分ってのが見えてくる。見せてみろよコロンゾン、剝むき出だしのオマエってヤツを!!」

『ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』
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　ごとんっ、と。

　クイーンブリタニア号のヘリポート、広い広い神殿に鈍い音が響き渡った。

　青い空の下だった。

　棒切れのように力なく倒れた大悪魔コロンゾン。その額が床にぶつかった音だった。

　そして。

『……、』

　己の両手に目を落とし、わなわなと震える影がもう一つ。

　前に向かって倒れていく自分の肉体を見ている事しかできなかった、もう一人のコロンゾンだ。いいや、その表現は正しくないか。実体を失い、ただの悪魔となったコロンゾンである。

　衣服などない。

　長い長い金の髪を全身に巻いた、剝むき出だしのコロンゾン。

　その本質はクリファパズル５４５と同じ、『天テ使レのズ力マ』とは似て非なる力の集合体。

　水着のように巻いてもなお余る膨大な髪をスクリーンのようにして、禍まが々まがしき顔が浮かび上がる。

　生命の樹セフイロトの途中で全人類を妨害している以上、人間が普通の方法で魂を純化して挑んでもコロンゾンには勝てない。邪悪の樹クリフオトを応用しても神の領域には届かない。だがあれは違う。生命の樹も邪悪の樹も使い物にならないなら、別の樹を新たに作る。樹の外から力を加え、深しん淵えんに居座る大悪魔をカーリングのように叩たたき出だしてしまえば良い。

　誰にできる？

　実行性より以前の話だ。己の序列に固執してセフィラを昇る事しか考えられなかったメイザースやウェストコットに、ここまでの絵空事を思い描けたか？　学園都市で温めてきたアレイスターの『計画プラン』はバラバラに砕け散った。だがそのピースを組み替えるだけでここまで届くとでも言うのか!?

　コロンゾンは、震えるままに呟つぶやくしかなかった。

　もう実体の保護はない。

『……だから、どうした？』

　ゆっくりと顔を上げて、

『アレイスターは倒れた。ミナ＝メイザースではどっちみち私に届かない！　それともここで赤子のリリスでも消費したるか!?　わざわざ自分の信条を切り捨ててッ!?』

『いいえ』

　告げたのは、黒猫の魔女の胸元で抱えられた赤子のリリスだった。

　彼女はオモチャのトランペットを咥くわえたまま、

『ここまで希望を繫つなげてきたのです。最後の最後にそのような汚点を残して半はん端ぱに終わらせるなど、「彼」が許さないでしょう』

　彼、と言った。

　それは床に倒れて血を広げる銀の少女の事か。リリスからすればあくまでも父親としてカウントされているのか。

　だが違う。

　直後に変化があった。

　ギャリン!!　ガリガリガリガリ!!　と。

　神秘からはあまりに遠い、無骨な金属を破壊する音。缶切りや鉤かぎ爪づめにも似た分厚い刃が嚙かみ付つき、砕いて、傷を広げ、高速回転によってそれを何度も何度も繰り返す。

　チェーンソー。

　あまりにも巨大な得物が、神殿の床を容赦なく切断したのだ。

　しかし主格はA.A.A.を背に纏まとう御み坂さか美み琴こと、でもない。

　赤子のリリスは確かに言った。『彼』と。

　つまり。

　御み坂さか美み琴ことの兵装アームを足場にして、切り開かれた亀裂からヘリポートへと身を乗り出したのは……。




　上かみ条じよう当とう麻ま。

　同じく船内最上部。操船設備が詰め込まれた操そう舵だ室しつと同じフロアを走り、真下から直接踏み込んできた大悪魔の天敵は、たった一人の少年だった。




『………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………できっこない』

　おそらく、だ。

　もう末路は見えているのだろう。白々しいほど輝く冬の太陽の下で、それでも大悪魔コロンゾンは震える唇を動かした。

『きさまが、貴き様さま如ごときが私の対になりけるなど!!　ホルスの時代アイオーン、magickを一つ振るうだけで粉砕できる。つけ上がるなよ人間、そんな右手に屈する大悪魔ではないッッッ!!!!!!』

『それは、通じませんわ』

　呆あきれたような声があった。

　同じく、別の場所を眺める事のできる赤子リリスから。

『あなたがあの少年を粉砕できたのは、血と肉の実体を持っていた頃の大悪魔コロンゾンでしょう。漂う幻想、ただのコロンゾンに戻った今のあなたがあれを圧倒できるとでも思って？』

『……、』

『自然分解は当たり前の事、消滅を恐れぬと言うのであれば、その身でもって試してみなさい。ただし世界丸ごと全部なんて話ではない。自分一人だけが何も残せずただ消えてなくなるという恐怖に耐えられるのであれば。……哀れな人。こうならないための道も、不器用なりに必死になって差し伸べられた手も、救いの分岐は確かにあったはずなのに』

　ヒュンヒュン!!　と長い長い金髪がサソリの尾のように空気を裂いた。

　眩まばゆい柔肌へ水着のように巻き付けてもなお有り余る、膨大な金髪に禍まが々まがしい顔が浮かぶ。

　何の変哲もない高校生もまた、右の拳を硬く握り締めた。

　一度は完全に敗北し、味方の手で肩の辺りから切り飛ばされたものであっても。

　恐れずに。

　激突は近い。ただし、だ。

（何も残せない、だと）

　大悪魔コロンゾンの意識は、たかが矮わい小しような少年になどなかった。

　そもそも彼女は何な故ぜここにいるのか。

　神殿。

　一〇角形のヘリポート。

　あらゆる霊装を増幅・攻撃に転化する巨大施設。そしてオナーズオブスコットランド、三つの宝とスクーン石を強奪してここにセットしたのは。

（操そう舵だ室しつを押さえられた事で、結局は所定の位置にはつけなかった。神殿の床、陣形そのものもかなり引き裂かれたる。今のままではイギリス全体の乗っ取りも、そいつをイグニッションにしたモ・アサイアの儀も十分な効果は発揮しない）

　ぎりりと。

　血と肉の実体を放り出したまま、剝むき出だしの本質の部分で歯は嚙がみするコロンゾン。

（だとしても、半はん端ぱな状態だろうが全宇宙の半分くらいは吹き飛ばす。それがこの惑星を含んでいれば問題ない!!　ひとまずは明確な敵の排除。潰れず残ったセフィラについては個別に破壊の方法を考えたれば目的は達せられる!!）

『起動せよ……』

　そして。

　そして。

　そして。

　長い金髪の表面に浮かんだ顔が、さらに強く己を主張する。

　禍まが々まがしくとも、純粋に。

『我は神殿に命じる!!　これよりスコットランド式を執行する、英国全土を乗っ取れ。モ・アサイアの儀の呼び水とするために!!』
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　もしも『それ』が実行されていれば、イギリスはカーテナ＝セカンドからオナーズオブスコットランドへ全権を移していただろう。そしてここは魔術の国。イギリスの支配を皮切りに、雪な崩だれ込こむようにして大混乱が起こり、全世界規模の争乱が発生。さらには天国も地獄も問わない全位相の底の底、アレイスターが唯一残そうとしていた『科学・物理の層』を砕いて底を抜いてしまう事で、ありとあらゆる神話宗教を含む全位相を同時に破壊していたはずだ。

　浜はま面づら仕し上あげは、大悪魔コロンゾンと行動を共にしていた。

　実際のところ、どうやって決着をつけるかまで考えていなかった。

　とにかくダイアン＝フォーチュンを助け出して、滝たき壺つぼ理り后こうと一緒に帰る。それだけしかなかった。大きな問題から目を背けて、ずっとずっと先延ばしにしてきた。

　だから。

　正直に言って、どうして良いいのか結論なんて出なかった。

　大悪魔コロンゾンは善か悪かなら間違いなく悪に属する。だけど彼女が含みを持たせて色々教えてくれなければ、ダイアン＝フォーチュンは助からなかった。

「どうするの？」

　取り戻した少女から、そう質問された。

　携帯電話を通してアネリからもたらされた言葉は正確だ。

　先延ばしの時間は終わった。

　きっと、叫びは届かなかった。

　浜はま面づら仕し上あげが己の道を突き進んだのと同じように、あの長い長い金髪の持ち主も絶対に自分の道を違たがえなかった。

　分かり合えなかった。

　二人の道は、決定的に離れた場所を目指していた。

　ちっぽけな不良少年はピンクジャージにもこもこニットの恋人に支えられたまま、静かに奥歯を嚙かみ締しめる。

　長い間があった。

　身勝手でも。

　何の救いにもならなかったとしても。

　それでも浜はま面づら仕し上あげは、何かを決めるようにこう叫んだのだ。

　自分の責任で。

　優れた通訳機能を持つアネリを通じ、少年は引き金を引く。




「頼む。大悪魔コロンゾンの生まれたこの世界を、壊さないでやってくれ!!」
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　その言葉を受けて、魔術師ダイアン＝フォーチュンが行ったのは、頭上に大きく手をかざしただけだった。

　それだけで十分だった。

　上に向けた手の先で、角の一つを合わせた黒い箱が地球儀のようにくるりと回る。

　彼女の本質はタロットカード、七八枚ワンセットの魔道書。しかし、フォーチュンだけではない。いたはずだ。たとえ誰かの都合で作られた存在だったとしても。イギリスの夜を跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こして、夜明けと共に消えていった伝説の魔術師達が。そして彼らは消えてしまったとしても、残せなかったものが何もない訳ではない。人の形や心は崩れてしまっても、大量のカードの形で魔道書は残っている。誰にも回収されないまま、紙吹雪のように舞い飛んで。

　アレイスター＝クロウリーがもたらした破壊行為は、主にスコットランド方面で効果を発揮した。

　そう。

　オナーズオブスコットランド、三つの宝。それに戴冠に使うスクーン石。これらが元々保管してあった、イギリスの北の地の一面である。

　流れるような英語の羅列があった。

「魔術に身を捧ささげた魂の一つがこれより告げる。『黄金』の魔術師よその矜きよう持じを示せ、もはや形はなくとも我らの真髄は消えず。そのカードを束ねて記号を並べ、邪よこしまなる力の流入をここに阻止せん」

　ダイアン＝フォーチュンは『黄金』全体からすれば後世の魔術師だ。

　創設期のウェストコットやメイザース、結社を粉々にしたクロウリーと比べれば知名度は劣る。いくつかの魔道書を記しているが、『写本』として複製される機会が少なかった事もあって、入手難度も格段に高い。

　だけど、だ。

　たとえブライスロードの戦いを制したアレイスター＝クロウリーが失敗と敗北の呪いを植え付け、何をやっても『黄金』は再結集できないという結論ありきの状況であろうが、それでも不断の努力を続けてきたのは誰か。アレイスターが世界を科学と魔術に切り分けていく中で、歪ゆがめられない知識を残そうと足あ搔がき続けた魔術師とは。

　彼女は創設期の魔術師ではなかった。

　しかし全てが終わった後に、それを少しでも現代へ繫つなげようとした魔術師の代表だったのだ。その性質は、誰かの手で作られた防衛装置にも備わっていた。

　誰でも簡単に取り扱えて、分かりやすく理解できる。そんな工作キットの完成を夢見て語らっていた頃の、あの性質が。

　そしてここに、導く者が告げる。

　全体を先導するように。

　ラテン語でもヘブライ語でもない。

　新しい時代の魔術師は、普通にこんな言葉で裏側の法則を記していた。英国から始まって世界を救う儀式のためならば、変にかしこまらず英語を使うのも一興だろう。




「我らは『黄金』。長らく続いてきた悪習を取り除き、神秘に対する誤解を解いて、真に豊かな叡えい智ちと生活を授ける世界最大の魔術結社なり!!　邪よこしまなる力にさらされし民が目の前にいる。真に自由で制限なき術式を組み立てる時がやってきた。私はここに皆を編む、誰もが想おもう身近な誰かを守れる術式the Hermetic Order of the Golden Dawnとなれッ!!」
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　ザァッッッ!!!!!!　と。

　スコットランド全体で、一体どれだけのカードが舞い上がったかは分からない。

　ともかくその時。

　気象衛星からでもはっきりと確認できるほどの、大きな渦を巻いたのだ。
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　不発。

　何も起こらず。

　だがそれは、単に指定の座標への到達に失敗したからではない。もっと大きな力でもって、明確にコロンゾンからのコマンドが弾はじかれた。地脈や龍脈を介し、確かに情報は送った。しかし大いなる宝はあっても、そこから命令を放っても、スコットランドの地そのものが儀式を拒絶したのだ。

　巨大な壁に弾はじかれて、だ。

　イギリスの乗っ取りも。

　そこから連動していくはずだったモ・アサイアの儀も。

『……は』

　長い長い金髪の女は、もはや笑っていた。

『私の作ったモノが、最後の最後に牙を剝むくか』

　まるで余計な事をしなければこんな展開にはならなかったとでも言わんばかりだが、忘れてはならない。魔術とは自己の目的のため世界の因果を歪ゆがめる術。それは目と鼻の先で分かりやすい現象を起こすだけではない。のちのちに、巡り巡って、術者当人すら知らない場所で思わぬ変化をもたらしてしまう危険な技術である。アレイスター＝クロウリーはそれを火花や飛ひ沫まつと呼んで憎ぞう悪おしてきた。ブライスロードの戦いもここから勃発した。魔術を軽んじる者は魔術に喰くわれる。シモン＝マグス、ジョン＝ディー、カリオストロ、ラスプーチン……。歴史に名高い魔術師の名を列挙していけば、実にその大半が最さい期ごには非業や孤独の死を遂げているか、消息不明となった後に『きっと知らない所で幸せに暮らしているのだろう』と雑に締めくくられている事からも明白だろう。道を極めた達人ほど基本を重んじるというのも同じ理由に基づく。その恐ろしさを知れば知るほどに、慎重になるのだ。魔術の火花は、本人が忘れた頃にそうとは分からない形でやってくる。これもまた真理である。

　侮あなどってはならない。

　第三次世界大戦の最終盤では、その右手は大天使『神の力ガブリエル』による大災厄すら打ち消し、かの存在を退去させたはずだ。

「要求は三つだ、コロンゾン」

『……、』

「一つ、お前の頭に手を置く。二つ、もう大丈夫だ、悪いようにはしないと言う。三つ、その言葉と行動の全てに責任を持つ。全部吞のんでもらうぞ、大悪魔」

『一撃で殺されたのを忘れたのか、どの面下げて私に命令している？　笑わせるなよ愚ぐぶｔ

「軽く流してんじゃねえよコロンゾン!!　……こっちはそのために命を懸けてやってきた。ああ分かっているとも、一度はお前に殺された上でだ!!」

『ぐっ……』

「右方のフィアンマだって、魔神オティヌスだって、上かみ里さと翔かけ流るだって、アレイスター＝クロウリーだってそうだった。敵かなうか敵かなわないかの話だったら、いつだって俺なんかじゃ敵わなかったんだ。それでもここまでやってきた。やってこられた!!　つまり強かったのは俺じゃない。どうやらこのずぶずぶに見える世界は、俺達が思っているよりもう少しだけ優しく作られているらしい。だったらチャンスを繫つなぐか潰すかを決めるのも俺じゃあない。もう分かっているだろうコロンゾン、終わらせるのはお前自身なんだよ!!」

　踏み込む。

　いつだって大悪魔コロンゾンの側から深く鋭く切り込んできた。

　だけど今度は、何の変哲もない少年の方から、一歩前へ。

「終わりにしようぜコロンゾン。絶対悪の大悪魔？　万象の自然分解？　ふざけんな。お前を許せるのは、きっと俺じゃない。頭に思い浮かべたか。もしもそれができたなら、お前はきっと、不幸ひとりなんかじゃない。だから終わらせろ、今ならまだ終わらせられる!!」

　応答などなかった。

　ヒュン!!　というサソリの尾のような金髪の唸うなりがあった。

　上かみ条じよう当とう麻まは首を横に振って。

　それから、だんっ!!　と強く前へ踏み込んだ。

　対抗するように、大悪魔の長い長い金髪の表面に禍まが々まがしき顔が強く浮かび上がる。




『……我は悪魔、しかし悪の諸力の渦巻くクリフォトではなく、神秘なるセフィロトにて隠されしダアトと同じ深しん淵えんに潜む大悪魔』




　その魔術は、名乗りから始まった。

　かつては上かみ条じよう当とう麻まを真正面から粉砕した極限の魔術。

　しかし改めて耳にすれば、コロンゾンもコロンゾンで徹底的に己を貫いていたのかもしれない。反則や例外を取り除き、世界の詰まりを直して、正しい循環を取り戻す。三三三、拡散。魔術師が胸に刻んだ魔法名と同じく、どれだけ悪辣であってもその部分にだけは噓うそをつけなかったのか。




『あらゆる数は等価。我が右の手に蘇そ生せいのヌイト、有限の域を越えて広がる数価かのうせいを見よ。我が左の手に復ふく讐しゆうのハディト、極小点はあらゆる力を収しゆう斂れん・集束して一つの意味を作り出す。すなわちここにラ＝ホール＝クイトの円にて無限の加速から解放されし一撃を現世の表層に顕あらわさん』




　レイピアを突き出す一瞬手前のような仕草があった。

　利きき手てを手前に引き、腕の力を蓄えるような。

　きっとコロンゾンには上かみ条じよう当とう麻まに見えていないものがあって、そして上かみ条じようにもコロンゾンには見えていないものがあった。

　だから二つの信念は決して妥協し、混ざり合う事はなかった。

　互いの必殺。

　それに頼って、今、再びの正面衝突が実現する。




『Magick:FLAMING_SWORD。セフィラの下降により顕現せし力を浴びよ!!』




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　真正面から襲いかかる怒ど濤とうの奔流に対し、上かみ条じよう当とう麻まにできたのはやはりかつての焼き増し。ただ己の拳を信じて最大威力の一撃を叩たたき込こむしかない。

　これが前回であれば、見るも無残に少年は粉砕されてそこらじゅうに散らばっていただろう。

　しかし今は違う。

　血と肉の器、表層世界で活動するために用意した実体から引ひき剝はがされてしまった以上、前とは同じようにはいかない。

　甲高い音と共に、脅威の全てが砕け散った。

　もちろん彼一人だけの力ではない。ことここに来るまでに、様々な積み重ねがあった。上かみ条じようはたまたまその最後に立っていただけだった。

　コロンゾン、その驚いた顔が目一杯広がる。

　こんな所では終われない。上かみ条じよう当とう麻まはさらに強く踏み込む。その鼻っ柱を捉えるため、強く強く拳を握り締める。

　その時だった。

　自分自身の顔すら崩す形で、長い金髪からの圧が増した。

『記される事のない秘匿された召喚文、すなわち＊＊＊＊＊。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊』

　もはや人間には発音不能な声があった。

　天使にしか見えないとも、三〇のアエティール全体を示すとも、その効果さえ学説の分かれる一文。

　しかもコロンゾンが視線を投げて手を差し向け、直接敵対者を照準している訳ではない。

　この魔術は、もっと別の場所に狙いを定めていた。

『っ！　要プロテクト、窓口を閉じなさい!!』

　トランペットのオモチャを通して赤子が叫んだが、きっと、意味は伝わらなかっただろう。

　そう。

　すでに倒れたアレイスターとコロンゾンの魔術は同質。

　そして御み坂さか美み琴ことが背負っているA.A.A.は、本来誰の術式を支える武装だったか。

　さらに言えば銀の少女の制御下になく、フリーの状態で放り出されているとしたら……。

「あっ」

　勝手に兵装アームが動いた時には、すでに事は起きていた。




　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。

　七色の閃せん光こうが噴き出し、上かみ条じよう当とう麻まの背後から容赦なく不意打ちを仕掛ける。




　どうにもならなかった。

　蒸発の音があった。

　くるんっ、と。

　上かみ条じよう当とう麻まのその右腕が、肩の辺りから強引に切り飛ばされて宙を舞った。いかに世界の基準点としての効果が秘められていたとしても、体から分離されてしまえば十分な破壊の力へ転化できない。目の前にあってもコロンゾンの顔を殴る事はもう叶かなわない。

「っ!!」

　内側からの何かを抑えつけるように、少年は奥歯を強く嚙かみ締しめていた。

　だが、

『止められるものか。私は大悪魔コロンゾン、世界を正しく循環させる破壊の力なり!!』

　ここでもう一発『Magick:FLAMING_SWORD』をゼロ距離から放たれれば、もう終わりだ。上かみ条じよう当とう麻まには防御もできず、残った体もくまなく挽ひき肉にくにされる。

　しかし、だ。

　魔術は自分の目的のために世界の因果を歪ゆがめる術。その火花や飛ひ沫まつは巡り巡って、術者も知らない所で影響をもたらすと先ほど説明した。ある目的を叶かなえる表面的な行為は、もっと深い所でその目的を潰してしまうかもしれない。

　つまり。




　ぼごんっ!!　と。

　不快な音を立てて、上かみ条じよう当とう麻まの右肩から恐るべき『何か』が飛び出した。




　赤黒い魚卵のようだった。それでいて人工物を象徴するような奇麗な三角面を寄せ集めて作ったカタマリだった。テレビゲームのポリゴンのような人工物。大小無数のそれらが繫つながり合あい、あたかも巨大な腕のように振る舞ってしまう。

　痛みではない。

　必死に押さえ込もうとしていたモノ。その正体は……、

『な……』

　めきめきめきめき!!　という、凄すさまじい音があった。単に切り飛ばされた肩から先の話ではない。上かみ条じよう当とう麻まの全身という全身から、人間ではありえないような大音響が撒まき散ちらされる。制御が移る。少年が右腕の力を使っているのではなく、秘められたその力が少年の全身を駆け巡っていく。

　自分の意思に反して動く体を前に、当の少年はどう思ったのか。

　あるいはそれで、状況を客観視する事ができたのだ。

「だめっだ、もう飛び出す……。お前ッにも、すがる相手がいるんだろっ。助けを求めに行けぇコロンゾンッッッ!!!!!!」

　直後である。

　泡が弾はじけるような、粘ついた音があった。

　三角面の集合である巨大な魚卵にも似た何かを内側から突き破って、それは現れた。しかも一つではなかった。明らかに少年の身の丈よりも大きなその『群れ』が、動く。少年が力を操るのではなく、力に少年がぶら下がっている。そんな寓ぐう意いだ。

　そして。

　そして。

　そして。
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　爆音と共に、であった。

　恐るべき閃せん光こうがあった。

　内側から神殿が破られ、クイーンブリタニア号そのものが真っ二つに裂けた。








終章　あるいは多くの傷を負いながら永き道のりを歩き通した末一人の男の人生に終止符が打たれるまでの物語　（Untitled）






　太陽は頭上に掲げられていた。

　正午の話だ。

　最大主教アークビシヨツプローラ＝スチュアートという名で化けていた大悪魔コロンゾンがもたらした、二度目の国難は終止符を打った。

　内側から引き裂かれたクイーンブリタニア号から氷の大地へ危なげなく降り立った黒猫の魔女ミナ＝メイザースは、無造作な仕草でどんどんと荷物を置いた。

「こちらをどうぞ」

　剣、冠、笏しやく。そして巨大な四角い石。

　スコットランド式の宝であった。

「イカれた趣味人の夫であれば涎よだれでも垂らしたかもしれませんが、私には不要な品です。文化的に見ても海水漬けにするのは忍びないので、お返しいたします」

「コロンゾンは……？　金の髪は動きを止めたようだが」

「女王陛下。質問攻めは結構ですが、間もなく沈みますよ、あなたの船。いかに魔術で固めた氷と言っても、全長二〇〇メートル大となれば沈没時には周辺の海水を巻き込みます。せっかく拾った宝を海に沈めたくなければ退避を推奨いたしますが」

　むしろその混乱に乗じて『騎士派』や『清せい教きよう派は』で溢あふれた戦場跡地から立ち去るつもりなのだろう。直接戦闘は終わったと言っても、負傷者の収容や彼らが現場で取り落とした霊装の回収など、やるべき事は山積みだ。今この状況では騎士団長ナイトリーダーや神かん裂ざき火か織おりも即応させられまい。

　赤子を抱えたミナ＝メイザースは涼しい顔で、

「そろそろガラス容器の中で新しい肉の器が完成している頃でしょう。大悪魔コロンゾン。わざわざリリスの魂本体を最前線に持ち出して、注意を引き付けておいたのは成功でした。その気になればアエティール・アバターで遠隔地からでもちょっかいを出せた訳ですしね」

　うっうーう、と胸元で抱えられた赤子が短い手足を振り回していた。

　ふらりと去ったら最後、影すら残さず消えてしまいそうな黒猫の魔女の背中に、エリザードが声を掛ける。

「おっ、おい。コロンゾンは撃破で良いいのか。アレイスターはどうなった!?」

「スコットランド式の宝はここにあります。それが結果と分かりませんか？　……向こうも向こうで決着をつけている頃でしょう。あそこで口を挟むほど我々は無粋ではありませんよ」







　滝たき壺つぼ理り后こうが無事に目を覚ました事により、浜はま面づら仕し上あげも頭のギアが一つ変わった。

　英語ばっかりしゃべってるダイアン＝フォーチュンの言葉を携帯電話経由でアネリに通訳してもらうと、だ。

「クイーンブリタニア号は間もなく沈むわよ。座して待つ訳にはいかないし、この混乱を使わないとイギリス側に捕まる。大悪魔コロンゾンと行動していたって事は、かなりまずい立場にいるんでしょ？　この国で拘束されたら最後、処刑ロンドン塔とうでの拷問祭りは避けられないわね」

　そもそもパスポートなしで国境をまたいだ時点でアウト。しかも先頭に立って旗を振っていたアレイスターがどうなったのかもはっきりしていない。ここで手を離された場合、言葉も分からない国の法律で裁かれてとんでもない監獄に詰め込まれる羽目にもなりかねなかった。

　途中で色々あったが、彼の大元の目的は『素養格付パラメータリスト』という脅迫材料抜きで安全な生活を確約してもらう事だった。アレイスターの戦いに協力する事でそれは得られるはずだったが、約束をした統括理事長自体が生死不明ではどうにもならない。ヤツにどれだけ腹心や忠臣がいるのかは知らないが、そんな話は存じませんの一言で丸ごと反ほ故ごにされかねない。向こうにとっては、人の命などコールセンターの受付対応よりも冷たくあしらえてしまえるだろう。

　沈みゆく船から抜け出すのは良いい。

　だけどそこから、『どこまで』逃げ出す？

　麦むぎ野のや絹きぬ旗はたも学園都市の機能が停止したタイミングで街の外へ出ているはずだ。今から、ここから、無理して学園都市へ戻る必要はあるのか？　向こうの意思を聞いてみる必要もあるが、ひょっとしたら外の世界に紛れてしまうのも手かもしれない。……ただし、それも今までなかったイギリス側の追っ手がどれくらい執しつ拗ようかにもよる。最初の射撃演習場を忘れてはならない。いきなり近づかれたポニーテールのサムライ女に対し、浜はま面づら達たちではなす術もなかったはずだ。せっかく助けたダイアン＝フォーチュンに頼り切りという展開も避けたい。それで彼女が倒れてしまったら元も子もない。

　学園都市の中か、外か。

　まだしもマシなのは、どっちの方だ？

「……外に出よう、はまづら」

　少年に支えられたまま、やや体温の高い滝たき壺つぼ理り后こうがそう言った。

　それは、どんな意味での外だろう？

「世界はいっぱい広がっているのに、こんな所に留まっているなんてもったいない」







　そのクイーンブリタニア号の最上部、青空の下にある灰色のヘリポートだった。

　テニスコート大の一〇角形。かつて神殿と呼ばれていた場所。

　今ではツンツン頭の少年の右肩から解き放たれた莫ばく大だいな閃せん光こうのせいで中ちゆう途と半はん端ぱに缶切りの刃を立てたまま飽きて放り捨てられた缶詰のように破け、船全体が大きく斜めに傾いていた。いつ横に倒れてしまうか予断を許さない、危険な状態だ。

　長い銀の髪が仰向けに倒れていた。

　仰向けに倒れたままのアレイスターが、ぼんやりと瞳を開けると……。

「やあアレイスター。わらわの顔はまだ見えますか？」

「……、」

　血まみれの口を動かし。

　しかし、しばしの間、銀の少女は言葉が出なかった。

　単に内臓を破壊するほどの深手のせいだけではない。

「……まさか、いや、そんなはずは……」

「アンナ＝シュプレンゲル。貴様達に、この英国の地で結社という種を蒔まく事を許した達人。わらわの事、ウェストコットの創作とでも思いました？」

　くすくすと笑って、赤いレオタードやロングスカートを組み合わせた派手なドレスの淑女は辺りを見回す。

　どうしようもなく引き裂かれた神殿を、だ。

「滝たき壺つぼ理り后こうを使って場を攪かく乱らんしたのは正解でした。浜はま面づら仕し上あげは小さな点なれど、誰にも予測のつかない行動を起こす危険因子。だけど、達成感を与えればそこで足踏みする素人。そういう意味では、適度に盛り上がる戦闘行動がベストでしょう。事実、終盤のコロンゾンは不自然に揺れていた。浜はま面づら仕し上あげを自由に歩かせたら、このような結末にはならなかったですものね」

「きさま……」

「それにしても、ひどいものですね。魔術という本質からかけ離れた乱痴気騒ぎでした。あなたがそうして大悪魔コロンゾンを止めてくれたのは僥ぎよう倖こう。ようやっと、我々もこれ以上自らの名誉を傷つけられずに済みます。別にわらわのやった事ではないけれど、採用した責任ってものがありますからねえ？」

『黄金』とは違う。

　自由な工作キットの配布を目指した魔術結社よりも、もっと源流に近い何か。

　言ってみれば、分かりにくいものは分かりにくいままで良いとした魔術の系統。選ばれた者だけが奇跡を振るい、民衆はただ配給される恩恵を受け取れば何も問題ないとした集団。

　すなわち、

「『薔薇十字ローゼンクロイツ』。しかしそんな始祖の老人はどこにもいなかった。あの話はヨハン＝ヴァレンティン＝アンドレーエのたわ言だったはずだ」

「あれはみんな僕が一人で作りました、的な？」

　歌うようにアンナは言葉を紡つむいだ上で、だ。

　赤みの強い髪をいくつものエビフライにしたその女は、なお笑う。

「……もはや始まりが何だったかなんて、わらわ達は気にしていません。現に薔ば薇ら十じゆう字じという技術体系はきちんと回り、超常を制御するに至っているわ。ヨハンは自分が中心と思っていたようですけれど、誰も彼の方など見ていなかったのです。真実を暴露した、だから何？　薔ば薇ら十じゆう字じという巨大な怪物はとっくにあなたの手を離れ、自由に世界を渡り歩いていると。……薔ば薇ら十じゆう字じの一部を切り取って土台とした、『黄金』出身のあなたもようく分かっているでしょう？」

「……、」

　始まりは単なる与太話だったのかもしれない。

　根拠なんて何もない。

『黄金』だって、結社の頂点を巡って互いに争った頃には創設秘話の茶番には気づいていた。……しかし現実にアンナ＝シュプレンゲルが妖しく微笑んでいるとなると、必ずしもそうとも言えなくなってきたのか。

　薔ば薇ら十じゆう字じは、今日も歴史の裏で機能している。

　ヨハンの告白は正しかった。だけど世界の誰も聞いていなかったのだ。

「もう行きます」

　赤いレオタードにロングスカートの令嬢は細い指先で薔ば薇らの髪飾りをいじくりながら、冷たく言い放った。

「決着は見届けたし、今度こそ薔ば薇らの亜流である『黄金』の馬鹿げた乱痴気騒ぎも終息した。最後の魔術師であるあなたが死亡すれば、このちっぽけな島国から痕跡はなくなります。……ミナ＝メイザースにダイアン＝フォーチュン。後は、あの辺りのイレギュラーを始末すればね」

　本当は、ここまでする必要はないかもしれない。

　度重なる深手のせいで、この体は限界だ。黙っていても銀の少女は命を落とす。もう起き上がらずに、次の時代を生きる人達に事態解決のバトンを渡してしまっても。

　でも、だ。

　黒猫の魔女には、赤子のリリスを預けてある。

　そこに、こんな怪物が出向いていくのを黙って見過ごす訳にはいかない。

「命を賭とした最期の務めですか？」

　ちゃり、という鎖の輪がぶつかる音があった。

　始祖の令嬢アンナ＝シュプレンゲルが手にしているのは、古い魔術結社の象徴。『黄金』でも取り入れられた、細い鎖で胸にかける種の薔ば薇ら十じゆう字じの紋章だ。花弁の一つ一つに刻まれているのはヘブライ二二字。天使や精霊の名を一筆書きの形で抽出するだけで、力あるシジルの符を量産できる万能の霊装である。

　最適に詰めた複雑さ。

　真なる達人とは、決して基本をおろそかにはしない。何な故ぜ、最初にそれをうんざりするほど入念に学ばなくてはならないのか。一周回ってその価値とリスクをきちんと理解している。

「悪いけど、それ、実戦では役に立ちません」

　結末は明らかだった。

　そもそも黙っていても勝手に絶命する『人間』は、自分が生き残る道など考えてもいない。

　直後、




『なるほど結構。しかし大口を叩たたきたければ、まずは自らの顔と名前を使ってみてはどうかね、マダム・ホロス』




　どぶっ!!　という水っぽい音があった。

　アレイスターからではない。

　派手な赤いドレスの淑女。背後からその後頭部へ細い腕が容赦なく突き込まれたのだ。

「あっ、か……？」

『よくもまあ、この程度で今の今までアンナ＝シュプレンゲルなどと名乗ってきたものだ。メイザースの頃から数えれば一〇〇年を超えたか。ともあれ、ここまで事が大きくなれば顔を出すとは思っていたよ、醜悪なる詐欺師の女。貴様単体にとって何の価値はなくとも、アンナ＝シュプレンゲルとして過不足なく振る舞おうとすれば必ずな。私は、この時を待っていた』

　世界最大の魔術結社『黄金』の創設にも関わったとされる伝説的魔術師アンナ＝シュプレンゲルだが、実際にはその登場の仕方は二種類に分けられる。

　一つ目は、ウェストコットの書簡など手紙の中に架空の名前だけ出てくるケース。

　二つ目は、メイザースの前に直接現れて懐ふところに潜り、結社の重要資料を持ち逃げしたケース。

　……シークレットチーフを捜し求めてフェルキンがヨーロッパ中を旅した時に目撃した『自称、シュプレンゲル嬢の姪めい』は、系統としては二つ目の亜種だろう。

　そしてメイザースの顚てん末まつでは、最終的にこのような結論が出ている。

　アンナ＝シュプレンゲルはいなかった。あれはマダム・ホロスがメイザースを騙だますため勝手に名乗っていた、偽りの名前だったと。

　間もなく死ぬ銀の少女。

　魔術師アレイスター＝クロウリーは、斜めに傾かしいだまま、処刑人の名を呼んだ。

「エイ、ワス……？」

『ああそうだよ、「人間」。リリスの件について聞きたい事はあるだろうが、対する返答は一つだ。貴様が呼び出したと思い込んでいた大悪魔コロンゾンは、実際にはメイザースに使役されてアレイスターを狙っていた。同じように、聖守護天使エイワスがもっと前に、別の誰かの手で召喚されて使役されている可能性については考えなかったのかね？　たとえ一〇〇年以上かかっても、たった一人を殺すようにと。もちろん君の事ではないぞ、アレイスター』

「……、」

『ああ、ひとまず待ってくれ。こちらの所用を済ませておこう、汚物まみれのマダム・ホロス。ではそろそろ返してもらおうか。アンナ＝シュプレンゲルの器をな』

　水っぽい音があった。

　頭の大穴を放っておいて、エイワスが背後から腕を引っこ抜いたのだ。しかし倒れる事など許さない。ぽっかり空いた大穴を塞ぐ形で、別の粘ついた塊を無造作に頭の奥へと突っ込んだ。

　変化は劇的だった。

　血が、肉が、骨が、筋が、髪が、肌が、内側に向かって吸い込まれていく。粘ついた音と共に、その肉体が大きく変質していく。

　シルエットだけなら、形を保ちながら。

　赤みの強い金髪をロールした上で潰して複数のエビフライにした、白い肌の少女。

　ただし背丈が三割から四割ほど縮んでいる。見た目の年齢そのものが幼げに若返っていた。せいぜい一〇歳から、一二歳程度。今まで豊満なカラダを包んでいた派手な赤いドレスでは持て余すのか、小さな手を使って薄い胸元の辺りで豪勢な布地を押さえる羽目になっていた。

「久しぶりね、エイワス」

　口調まで、先ほどとは違った。

　いいや、こちらが正しいアンナ＝シュプレンゲルなのか。

　魔術について明るい者であれば、自分の体を分解・組み立てするに至った魔術師のサンドリヨンを思い浮かべたかもしれない。

　彼女は呆あきれたような顔を浮かべ、空いた片手をぷらぷら振ってから。




　ズンッッッ!!!!!!　と。

　その華きや奢しやな腕を、エイワスの腹の真ん中へと容赦なく突き込んだ。




『ぐっ……』

「ふうん」

『……ぶ。実に一〇〇年以上尽くしたのだ。少しは労ねぎらいの気持ちくらいあっても良いのではないかね、フロイライン？』

「一撃では殺せない、と。参ったわね、確かにこいつは相当ロスしているわ。あの詐欺師ババアめ、わらわが留守にしていた一世紀の間に散々浪費してくれたようね」

　あのエイワスですら、試し斬り程度の扱い。

　立っている事もままならず、膝から床に落ち、半ば四よつん這ばいとなったところで、一〇歳程度の少女はよりにもよってその背中に小さな腰を下ろした。足を組み、自分の手の甲の方から爪を見るように自分の右手の調子を確かめている。

「ど・う・し・よ・う・かなと。一〇〇年のロスを一〇〇年の研けん鑽さんで補塡するというのも馬鹿らしいし。七角の墓所でも頼るのがやはり適当かしら」

　それでいて、だ。

　怒りに塗り潰されるでもなく、椅子にされた聖守護天使は囁ささやく。

『所詮は取り戻せる程度の遅れだろう。ひとまず、沼の底に沈んでいたヌシを引きずり出して釣り上げただけでもよしとしようではないか』

「こんな単純作業をこなすのに一世紀もかかったのは、あなたのスペックの問題でしょ。むしろ、これで失敗したらどうするつもりだったの？」

『粛々と続けるまでだ。何千年でも何万年でも、別の機会を待っｔ

「愚鈍、遠回しなのは嫌いだわ。鼻フックをおねだりしているならそう言いなさい」

　史実では、アンナ＝シュプレンゲルは魔術の達人だが、彼女本人がシークレットチーフと呼ばれる異形の存在という訳ではなかったとされている。彼女はあくまでも、超越存在といつでも自由にコンタクトを取れる窓口、巫み女このポジションである。

　そしてアレイスター自身が言及している。聖守護天使エイワスこそ、あらゆる魔術結社に開設の許可を出すシークレットチーフであり、直接コンタクトを取れる自分はいつでも好きな時に新しい魔術結社を作れるのだ、と。

　つまり、

「繫つながっていた、のか……」

　しかも、伝承とは役割が違う。

　赤い布をかき寄せる少女は『椅子』に腰を下ろして足を組み、己の爪に目をやっている。

「わらわは本来下から両手ですくって恩恵を受け取るべき人間なのよ。頭の上を見上げて、天から舞い降りる奇跡を配給されて、教え導いてもらえたらそれで十分。……なのに世界の方が小さすぎる。もはやわらわの上に誰もいないから、風船みたいにふわふわふわふわしちゃって落ち着きがないったらありゃしない。エイワス、ふざけているのかしら？　あなたのスペックが低いからわらわがイライラしていると言っているのよ。何か言う事は？」

　超常存在とその巫み女こ、ではない。

　これではアンナ＝シュプレンゲル側がエイワスの手綱を握ってしまっているではないか。

　手の甲側から爪を見ながら赤みの強い金髪をいくつものエビフライにした少女は言い放つ。

「というかエイワス、まだこれを殺していなかったの」

『放っておいても勝手に命を落とす。力の浪費を咎とがめるなら、捨て置くのが筋なのでは？』

　……実際のところ、本当に本当の力関係までは分からない。そもそも、瀕ひん死しとはいえ敵対者の前で堂々と誇示するかと言われれば疑問もある。

　だが、少なくともご令嬢のわがままには慣れているのだろう。

　かの存在も特に驚きを見せず、実にあっさりとした口振りだった。

　アレイスター＝クロウリーの命の価値など、彼が信じ奉じてきたモノの正体など、この程度だと。今までは良くも悪くも、世界は銀の少女に振り回されてきた。それを、ここまで簡単にあしらえる存在が表の舞台に顔を出してきたのだ。

「……、」

『心配するな、アレイスター。我々はマダム・ホロスと違ってミナ＝メイザースやダイアン＝フォーチュンの行く末には興味がない。故に、ここを追って赤子のリリスが害される事もない』

「……後で色々補完する必要があるわね。わらわの瓶詰中に外の世界で何が起きていたか。一〇〇年越しで弾を仕込んだんでしょ。もっと早い段階でリリスって死んでいなかったっけ？」

『君のお遊びは失敗したのさ。アレイスターは、リリスを消費しなかった。最後の最後までな』

「それは残念」

『君もよくよく悪趣味だな』

　そこまで言い合って、アンナ＝シュプレンゲルの方がぴくんと顔を上げた。

　結界を破られ、正真正銘剝むき出だしのまま大きく広がる青空を眺める。

　手慰みに薔ば薇らの髪飾りをぎゅむぎゅむ握る彼女の知覚は一体何を捉えたのか、

「よっと」

　椅子から腰を浮かすと、片手で薄い胸元に赤い布を抱き寄せる少女は小さな足で四よつん這ばいのエイワスの顎を軽く蹴飛ばして強制的に立ち上がらせる。

「何か来るわ愚鈍。愚かなりに誠意を尽くして準備なさい。言っておくけど、わらわの側から与えたり配ったりするつもりないわよ。下から拝めば搾さく取しゆできるなんて甘い見積もりしているようならここでぶっ飛ばす」

『厄介だぞ。安全な撤退を推奨する』

「第三の樹？　まさかあの程度で困った顔してわらわにすがるつもりじゃないわよね」

『浪費は避けるのだろう』

「……本当、首輪が恋しいわ。『黄金』の件で思い知らされた、もう与えるだけの女王様なんて真っ平よ。はあ。どこかにわらわを力でねじ伏せて、口を開けているだけで見た事もない配給を与えてくれる、そんな真なるご主人様はいないものかしら」

『庇ひ護ごを求めて夢を見るにしても、せめて絵本の王子様程度に言葉を濁せないのかね、ご令嬢』

「ばぶー」

『そっちも業が深すぎる、リリスの件を報告するのが恐ろしくなってきたな。そもそも君が見た事もないモノなんて、あといくつ残っている？　大悪魔や聖守護天使程度で驚くほど純心な訳でもないのだろう。現存する唯一オリジナルの「黄金」を前にして特に高揚も覚えず、ため息をついてしまったのはおそらく君が初めてだぞ』

「世界は小さいっ」

『無茶言うな。このエイワスでもここまでのおてんばは手に余る』

　気軽な調子で、九三の聖守護天使は片手を開いて幼げな少女を迎え入れた。そのまま空いた手を緩く握る。まるでパントマイムだった。目に見えない卵を同じく目に見えない机の角で叩たたくような仕草をしたのち、

『黒き卵よ。その象徴にて見る者の五感を惑乱し、もって感覚領域における不可視を実行せよ』

　途端に、であった。

　風景をそのまま映した薄膜で包まれたように、二人の姿が空気に溶けていく。

「隠おん身しん……っ!?」

『リガルディの暴露本まどうしよにも言及がある程度の神秘だ、今の君は誤魔化せん。だが君の口からこれからやってくる者へ正しく伝わる前には立ち去るよ。君は、もう死ぬ。周りの皆を死の底に引きずり込みたければ話せば良いし、嫌なら口を噤つぐみたまえよ。それではな』







　かつんと、だ。

　大きく裂かれ、いよいよ傾いてきた神殿に一方通行アクセラレータが踏み込んだ時には、誰もいなかった。

　仰向けのまま銀の髪を大きく広げる少女を、そっと見下ろす。深い傷口から流れ出た血液量、冬の潮風にさらされた肌の色から推測される体温の低下、何より体内のダメージ。とてもではないが、助かる状態ではない。一方通行アクセラレータにできるのはベクトルを『操作』するだけだ。最適化はできても、足りないものを注つぎ足たす事はできない。

　一方通行アクセラレータにアレイスター。

　共に血まみれの二人。

「復ふく讐しゆう、か」

　悪魔との信頼を構築して『深しん淵えん』を越えた者と、それができずに弾はじかれた者の邂かい逅こう。

　ことここにきて、子供が大人を超えた瞬間でもあった。

「成し遂げたな、第一位……。君のいる世界は、私には手の届かなかったモノだ」

「こンなモンか」

　低い声だった。

　第一位の怪物はぽつりと洩もらす。

「……こンな程度で終わりかよ、アレイスター。これじゃ復ふく讐しゆうにもなりゃしねェ」

「不満かね。５＝６の昇進問題だの名誉かたちだけの７＝４だのに振り回されてきた一〇〇年前の私やメイザースなら、その一言だけで嫉妬に魂を焼かれて荒れ狂っていただろうに。まあ、しかし、済まなかったな。確かにこれは、君が納得する形の破滅ではないだろう。思えば、半はん端ぱな状態でリタイアしてしまったな……」

　もしもの話をしよう。

　殺したいほど憎い相手が、自分の行いとは関係なく瀕ひん死しで倒れていたらどうするか。

　指を差し、腹を抱えて笑うか。

　これ幸いと楽してトドメを刺すか。

　……一方通行アクセラレータには、イメージが湧かなかった。それができないとは言っていない。実行したところで胸の中でわだかまっているものが全部なくなる未来が見えないのだ。

「罪悪感を抱く必要はないのだぞ」

　銀の髪を大きく広げて、アレイスターは笑って言った。

　その口の端から、赤黒い液体がこぼれる。

「命は一つだ、どんなクソ野郎でもな。放っておいても私は死ぬ。自分の手で私にトドメを刺さなければ、君は一生今日この時を悔いて生きていく事になるかもしれない……」

「うるせェよ」

　吐き捨てるように言う。

「言ったはずだぜ。恐怖を覚えなけりゃ意味がねェってな。そォいう条件なら失敗だ。満足そォなツラしやがって。今のオマエからは、何も奪えねェ」

「……ふん。優しくなったな、第一位」

「あン？」

「ここまでついてきたんだ。本当は、私の胸を抉えぐるような悪趣味くらいいくつも頭に浮かんでいるだろう。目の前で何を奪うのが最も効果的かくらいな。だけど君は、それを選ばなかった。その変化は、私の予測にはない結果だった……」

「ふざけンなよ、オイ。人様を手前勝手に評価してンじゃあねェ」

「これでも私だって教育者だぞ……。それより、娘を任せても良いかね？」

「おいっ!!」

「学生にはまだまだ重たい話だったか。なら、リリスについてはミナを乳母としよう。彼女なら良くも悪くもしくじる事はないだろうしな」

　クリファパズル５４５が怪け訝げんな顔になり、辺りへぐるりと視線を投げようとしたのはその時だった。しかしこれについては、血の海に沈む銀の少女が自分の唇に左の人差し指を当てた。

『黄金』の中で交わされていた、ハルポクラテスに由来する沈黙のサインである。

　今は言及しなくて良い。去る者を追うな。

　準備もなく挑めば、誰であっても粉砕されてしまう、と。

「後の事を頼む……。ここで気を緩めず、確実に備えろ。問題は、ここでは終わらない。次の脅威は必ずやってくる。君が思っているよりも、近い内に」

　浅い呼吸を何度か繰り返してから、アレイスターは赤く染まったスカートのポケットから何か四角いものを取り出した。それは何の変哲もないスマートフォンに見える。実際には学園都市の統括理事長が衛星からの爆撃を敢行する時にも使ったものだ。学園都市のロックを解除する、と。そこに詰め込まれているコードリストは並大抵ではないだろう。
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「預ける」

「……、」

「私の命は私のために使ってしまった。だから、他の方法を与える。ひょっとしたら、これでも君の復ふく讐しゆう心しんは満たせるかもしれない……」

　ゆっくりと、だ。

　これが最さい期ごの吐息となるのが分かったのかもしれない。

　深く息を吸ってから、笑ってアレイスターは言い放ったのだ。




「大人達を憎むのなら、次は君がやってみろ。統括理事長としての全権を預ける。残された皆のために、彼らが笑い合える正しい学園都市とやらを作ってやってくれ」







　正午からさらに三〇分ほどかけて、灰色の船はゆっくりと沈んでいった。

　退役したとは言っても『王室派』の貴重な設備だ。中には骨こつ董とうや美術品も多くあった。本格的なダイバー達に海底を捜索させるのはもちろんとして、神かん裂ざき火か織おりは砕けた氷の大地に巻き込まれない位置から、冷たい海に浮かんでいるものを発見した。

「確認……」

　どのような感情を込めれば良いのか、天草式の女教皇プリエステスには分からなかった。

　とにかく脈、呼吸、眼球の運動を確認した彼女は静かにこう報告したのだ。

「午後一時五分。魔術師アレイスター＝クロウリーの死亡を確認」

　一つの時代が終わったのだと。

　そんな感覚があった。

　そして、『騎士派』の女性騎士が黒い死体袋を抱えてきた時だった。

「待て」

　女王エリザードからの声があった。

　彼女はゆっくりと息を吐いて、

「経緯に不明な部分は多々あるが、こいつが暴れなければ最大主教アークビシヨツプローラ＝スチュアートは止められなかっただろう。書類は『王室派』でまとめさせる、だから丁重に扱ってくれ」

「では……？」

「この魔術師は国葬とする。……そんなもので、今までの仕打ちをチャラにできるなどとは思わないがな」

　開き切った瞳孔は見ていられなかった。

　身を屈かがめたエリザードは冷たい額に掌てのひらを当て、その瞼まぶたを下ろしてやる。

　悪夢を見るのが怖いと脅おびえる小さな子供を寝かしつけるような仕草で。

　そのまま、女王は言った。
















「おかえり、アレイスター。霧と魔術と平和の国、イギリスへ」








あとがき









　一冊ずつのあなたはお久しぶり、既刊全部一気読みのあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約とナンバリングを一新してから、二二冊目となりました。今回はＶＳコロンゾン!!　これまでの集団戦と違って、大悪魔コロンゾンがほとんど一人で健けな気げに戦う構成になりましたが、いかがだったでしょうか。作中でも言及されていますが、ギリシャ神話やエジプト神話など十字教以前の古い神が大活躍した新約20がイシス、十字教の聖書の力がネックとなった新約21がオシリス、そしてそこから先へ突っ走った新約22がホルスの時代アイオーンに対応しています。コロンゾンがエノクの魔術を呼び水にしているので、若干行ったり来たりはしているのですが……。ヌイト、ハディト辺りはもちろん、プロベイショナー、光のケーキや諸力の退去、一一、ベイバロンや赤い力（わざわざ私の口から言わせたる気？　あの日の事ですよ!!）などなど色んな所にちりばめましたよ。

　今回はいっぱい弓を引いて力を蓄えてきたものを解き放つ形を目指しました。一番分かりやすいのは、新約20、21と傍観者や観測者の立場にいた浜はま面づらが前に出た所だと思いますが、他にもあちこちにありますので楽しんでいただければと。……打ち止めラストオーダーの自然な出番を作れなかったので、さらに奥に潜む総体ちゃんに出てきてもらったのもその一環。浮うわ気き性しよう浮うわ気き性しようとは言いますが、総体ちゃんもなかなかのもんだと思います。







　他にはセフィロト的、クリフォト的、という言葉をちょこちょこ出しています。例えば切り飛ばされた右手を抱え込んだりと食しよく蜂ほうがちょっぴり病んできましたが、こちらは本来ならプラスに働くはずの愛情がおかしな方向へ転がった結果です。根っこにある感情そのものが汚れている訳ではないのがポイントですね。邪悪なように見えても、実はセフィロト的な力が暴走した結果となります。

　対してコロンゾンが浜はま面づらに協力して魔術のレクチャーをしたのは、『能力者が魔術を使えば体を害する』と分かった上での行為なので、邪悪な、クリフォト的な力から出発しているものの、実際には浜はま面づらやフォーチュンを助けた形になります。

　正しい側面から出発していれば正しい結果をもたらす訳ではない、というのが小宇宙、人の心の難しいところですね。何だか神聖な香りのするセフィロトも扱いを間違えれば暴走してしまうらしいのですよ（こっちは正しい事してんだから文句はねえだろ!!　といった人の傷つけ方が分かりやすいでしょうか）。これについては他のキャラでもねじれを設けていますので、やたらと静かな神かん裂ざき、誰も彼も見境なしに肩入れしてしまう優柔不断なネフテュス、とにかくアクシデントを起こしたい娘ニヤン々ニヤンなど、あの時、あのキャラはどういう力に後押しされていたのかを調べてみても面白いかもしれません。







　アンナ＝シュプレンゲルについて詳しく語るのはまた別の機会に。ただ、王者として一見君臨しているように思えるが実はあちこちに穴がある、というキャラクターを意識しています。そういう意味では幼いけれど中身は完璧というバードウェイの系統にのっけているように見えて、実は真逆。何しろ世界最大の魔術結社『黄金』のきっかけになったとされる人物なので、ただ君臨して冷たく突き放すだけでなく、ブラックホールのように奇妙な吸引力も同居していてほしいよな、と思ってのキャラ付けでした。いかがでしょう？







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、山やま本もとさん、見み寺てらさん、それから伊い藤とうタテキさんとA.A.A.デザインの葛か西さい心しんさんには感謝を。今回はとにかく大技がたくさん出てきたので大変だったのではと思います。毎度の事ではありますが、多くのご迷惑をおかけしてしまってすみませんでした。

　そして読者の皆様にも感謝を。大悪魔コロンゾンにアレイスター＝クロウリー。彼らの話はいかがでしたでしょうか。皆様の記憶に残り続ける大ボス達であってくれたら、これ以上の事はありません。




　それではこの辺りであとがきは終わりにして。

　次回の一冊も手に取ってもらえる事を祈りつつ。

　今回は、ここで筆を置かせていただきます。




　さあ、三冊続けてメシ抜きだったのだーれだ？


鎌かま池ち和かず馬ま　















　ざばりという水を破る音があった。

　長い長い金の髪に、たっぷり真冬の海水を吸い込んで重たくなったベージュ色の修道服。すっかり青白くなったものの、見る人が見ればすぐにでもその正体を看破できただろう。

　大悪魔コロンゾンを倒してしまった事で、満足してしまったのかもしれない。

　あれは本体と肉体とを切り離した結果、その片方を集中攻撃する事でもたらした結果だ。つまり、片割れが残っている。

　コロンゾンが使っていた、血と肉でできた実体。仮初めの器が。

『……ごっ……？』

　明滅する意識を繫つなぎ止とめ、かの悪魔が肺を動かす。

　いいや、動かそうとする。

　しかし実際には呼吸一つままならない。肉体は魂の檻おりに過ぎないと言い放ったのはグノーシス主義だったか。いや今のコロンゾンにとって自らの実体は処刑装置に過ぎない。このままでは指一本動かす事もできず、深く冷たい海の底へと沈んでいくのを眺めていくしかなくなる。

　その時だった。

　ぐいと、己の手が動いた。……自分のもののはずだった手が、自分の意思とは離れた仕草で。流氷のように砕けて漂う白い大地に手をかけて、そのまま身を乗り上げていく。当面の呼吸困難からは逃れられたが、安心などできなかった。呼吸も、瞬まばたきも、何もかもコロンゾンのリズムとは違う。心臓の鼓動すら違和感の塊でしかない。

　誰かがこの体を外から動かしている、というよりは。

　自分の方が別人の体にお邪魔しているような、そんな居心地の悪さ。

「ふむ」

『……ッ!?』

「くたばるべき時にくたばったと思ったが、やはりこれが私か。良くも悪くも失敗するものだな。しかし困った、今からのこのこ出戻りなどできるものか……」

　声帯はあくまでもコロンゾンが用意した血肉のものだ。なので声の調子はコロンゾンのもの。ただし細かいイントネーションがまるで違った。『この声』には聞き覚えがある。ぞわぞわと、動かせもしない指先から小さな虫の大群のような嫌けん悪お感かんが湧き上がってくる。

『……あれ、イ、すたー……？』

「ほう、その程度の抵抗はできるか。とはいえ今はもう私の血と肉だ。……女のカラダもそろそろ飽きてきた頃なんだがな。ま、貴様がローラでないというのであれば遠慮はいらない。容赦なく、ツナギとして使い倒していくので、そのつもりでな」

『……、ぁ』

　大きな流氷の上で立ち上がったアレイスターは、新しく得た肉体の身の丈や重心を確かめるべく、濡ぬれた修道服の上からぺたぺたと自分の体を触っていた。その手つきは無遠慮で、容赦がない。プライベートな私室を荒らす空き巣だってもう少しデリカシーを持っているだろう。

「コロンゾン、これは貴様が招いた結果だぞ。私としては、本当の本当に今回ばかりは満足して死んでいくつもりだったんだ。貴様のせいで、死にきれなかった。……しかも散々こだわってきた、人の領域からはみ出る格好でだ。まったく、本当に貴様の責任だからな」

　言いながら、その女性は片手を後ろに回して、長い長い濡ぬれた金髪を適当に摑つかんだ。麦の穂をまとめて刈り取るようであった。もう片方の手も後ろに回すが、指の形が違う。人差し指と中指を揃そろえていたのだ。

「ニューバーグとの共同実験を忘れたのか、コロンゾン？　貴様が勝手に暴れたせいで『中断』してしまったが、あれは『破棄』された訳ではない。そもそも私達が結ぶべき契約はこういうもののはずだったろう。魔術師アレイスターはコロンゾンを招き入れ、生命の樹セフイロトの深淵アビスを越える知識を得る。……少々特殊な現象となったが、結果は結果だ。てっきり私の体にコロンゾンが入ると思ったが、まさかの構造の逆転とはな。魔術の火花や飛ひ沫まつは忘れた頃に、本人の思いもよらない形でやってくる、か。まさかここにきて、基本の基本を教えられるとはなあ？」

『はァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???』




　ザギンッ!!　という凶悪な音が響いた。

　人差し指と中指が、髪束をすり抜けた。




　いいや、肩の辺りからばっさりと切り捨てたのだ。三三三、拡散。あの大悪魔が長い長い時間をかけて月光から力を蓄えてきた、力の象徴を。

　女の髪には魔が宿る。

　知った事か。

　そう言い捨てるような気軽さで死んだ蛇のような金髪の束を気軽に放り捨て、身軽になったアレイスターは笑う。

　嘲あざ笑わらう。

「はははせいぜい苦しめ大悪魔。まさか奇麗に死んで勝ち逃げできるとでも思ったのかね？」

　冗談ではない。

　こんな状態が際限なく続くとしたら、それは死体袋の中で腐乱死体と同居するよりおぞましい。これが罰だとすれば、やはりこの世界は壊れて、狂って、歪ゆがんでいる。早々に破壊しておくべきだったのだ。

　奪われた肉は流氷の上で起き上がり、両手を上に伸ばして、それから濡ぬれた犬のようにぶるぶると首を横に振っていた。逆にショートの金髪の扱いに慣れていないのだろう。これは明らかにアレイスターの動きだった。コロンゾンにできる事は何もない。

「さて、エイワスのヤツが気づいていないはずはなさそうだが、論点は何な故ぜアンナに黙っているかだな。何かヤツなりの意味があるのか……あるいはもっとシンプルに、一〇〇年もリリスを抱えている間に情でも移ったのか」

『がっ、か！』

　一方、あれだけ長い髪を切られたコロンゾン側は堪ったものではない。もはや自らの顔を表示できるのはショートヘアの後頭部くらいのものだ。二口女のようになった大悪魔が、酸素の足りない水槽の中で喘あえぐ熱帯魚のような格好で喚わめく。

『これ、から、どうするつもりだ？』

「声帯を動かすのが疲れるなら、思念の形でも構わんぞ。イギリス側は私の死体を拾っている頃だろう。学園都市は子供達に預けた。リリスの件はミナが乳母役を買って出るだろう、元が世話好きだしな。ここは魔術と科学の外にある第三の領域バツクステージ、しばらく潜ってみるのも悪くない」

　ヤツは立ったまま腰を折り、ぎゅぎゅっとベージュの修道服のスカートを絞って冷たい海水を排除しながら、

「……それにしても、こうなるとはな。分解されぬ者が循環に詰まりをもたらし、世界の運行を阻害する、か」

『エイワスか』

「後は、アンナ＝シュプレンゲル」

　アレイスターはそんな風に繫つないだところで、掌てのひらを返した。

「と、そんな風に言うとでも思ったのかね？」

『……？』

「これは、貴様が招いた事態でもある。これまでもあのストッパーが破断する機会は何度かあった。右方のフィアンマに、『魔神』オティヌス、エイワスの時もそうだったか。……しかし、今回は流石さすがにやり過ぎだ。錠前は壊れたぞ。分解されぬモノ、その奥に潜んでいたアレを貴様は一体どうするつもりだったのだ？」

　つまり。

　つまり。

　つまり、だ。

　金髪ショートヘアの『深しん淵えんを越える者』は、こう結論づけたのだった。

　常人には届かぬ叡えい智ちでもって。




「一番の難問は上かみ条じよう当とう麻ま、その右手の力だよ。アレはもう抑えきれんぞ」







「あ、ああ」




　どうして、あの場面に少年はいなかったのか。

　銀の少女が息を引き取るような場面で、無駄であっても何だろうが、必死に血を止めて命を繫つなげようとしなかったのか。

　そもそも大悪魔コロンゾンを撃破した後、一体どこで何をしていたのか。




「ああああああああああ」




　留まれるはずもなかったのだ。

　びくんびくんと、こうしている今も少年が左手で押さえ込んでいる右腕は内側から不規則に脈動している。この右腕がどうやってくっついたのかも分からないのだ。安心などできるはずがなかった。いつ弾はじけ飛とんで、再びアレが出てくるか予測がつかない。

「とうまっ!!」

　真上から、見知った声があった。

　巨大なバルーンでぶら下がっているのか。

　しかしだからこそ、走るしかなかった。

　アレは、殺す。

　上かみ条じよう当とう麻まの意志など関係なく、善も悪もなくただそこにいる者を全て貪り殺す。

　だから。

　灰色のクイーンブリタニア号を離れ、どこまでも続く氷の大地の上を。

　できるだけ。

　何としても。

　巻き込んでしまうような人のいない場所まで。




「うわァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!!!!」




　ぼごんっっっ!!!!!!　と。

　水っぽい、何かが弾はじけるような、重たい音が響き渡った。










　そしてどこかでアンナ＝シュプレンゲルがぴくんと顔を上げた。

　感知し、そこからうっすらと笑う。

　力さえ戻れば、あのエイワスさえ一撃で粉砕する。

　そんな伝説的存在が、だ。




「ようやっとか」




　それは誰に向けたものでもなかったのだろう。

　傍かたわらに寄り添うエイワスをも二の次。

　自分に酔えれば構わない。そんな感情の色しかなかった。




「滝たき壺つぼ理り后こうを手元に置いたのは、てっきりヤツの能力を使って上かみ条じよう当とう麻まを内側から破裂させるためと思っていたのだけれど。いかに有益な駒があっても、使う者が愚鈍であればどうしようもない。マダム・ホロス、もう少し頭を使えなかったのかしら。もしも正しく配置さえしていれば、貴様はあそこでこの小さな世界の一つくらい獲とれたかもしれなかったのに……」




　わずかな不快。

　しかしそれを拭い去る程度の成果は目の前に広がっていたらしい。




「ともあれ、都合一〇〇年も回り道をさせられたが、この瞬間に間に合えて良かったわ」




　まるで、旅先から自宅へと戻ってきたように。

　そこで待つ親しき顔を見つけたように。

　確かに目元を細めて。

　気き紛まぐれに『黄金』の種をばら蒔まいた、薔ば薇らの女。まるで足りない縛いましめを求めて自らの細い首を軽く撫なでるような格好で、アンナ＝シュプレンゲルは確かにこう言い放ったのだ。




「おはよう、幻想殺しイマジンブレイカー。……そして神浄の討魔。貴様達には、世界は何色に見える？」




　もちろん。

　かの『令嬢』が常人にも理解できる感性を有していればの話だが。
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